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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









　いきなり身内話になってしまうが、俺の妹は小さい頃ころから突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出す天才だった。

　例えば、あれは幼よう稚ち園えんの年長になった頃ころ。

「おにーちゃん！　レモね、おっきくなったら忍にん者じやになるの！」

　これはまあ幼よう稚ち園えん児じの言うことだし、俺も戦隊ヒーローに憧あこがれた時期があるから、可か愛わいいものだと思う。毎週楽しみに見ていたアニメの影えい響きようなのは一発で分かったし。

　ということで、次。確か小学三年生の夏だった。

「ねーねー、おにーちゃん。あたし無人島ほしいなー。そこで牛と鶏にわとりを飼って暮らすの」

　田舎いなか育そだちとはいえキャンプにすら行ったことの無い妹がいきなりハードモードな人生を歩むと言い出して流石さすがに心配した俺が問とい詰つめた結果、夏休みの宿題が全然終わっていないというどうしようもないオチだった。

　しかし妙みようなところで凝こっている妹は日本で購こう入にゆう出で来きる無人島について環かん境きよう込こみで調べ、それを纏まとめて自由研究を完成させたところ、何な故ぜか文部科学省なんたらとかいう結構な賞を貰もらってしまった。壇だん上じようで賞状片手にピースサインを決める妹の姿はまだ覚えている。

　……で、これが切きっ掛かけで研究だの学術的興味だのに目覚めるかと思ったら大おお間ま違ちがいで、相変わらず勉強は嫌きらいなまま妙みような自信だけ獲かく得とくしてしまった。

「あたしね、火星が似合うと思うんだー。こう……小さな島国に収まる器うつわじゃない、みたいな？　求められているステージが違ちがう、みたいな？」

　中一の冬、腰こしに手を当て妹なりにセクシーなポーズでそんなことを言い出した時は、流石さすがの俺もすぐには返せなかった。何な故ぜそこで海外でなく宇宙に飛び出すのか。

　ストレートに疑問をぶつけたら「だって外国は外国語喋しやべれないと無理じゃん」と返って来たので閉口したもんだ。ならお前火星人とは喋しやべれるつもりなんかと。

　他にも「明日、歩いて海まで行って来る！」と言っておいて夕方に大量の茸きのこを抱かかえて帰って来たり（調べたら見事に全部毒どく茸きのこだった）、「加か奈なちゃんとバドミントンしてくるねー」と言って帰って来たら顔面墨すみだらけで真っ黒だったり（正月に羽子板でやるアレをバドでやったそうな）、「女の子らしくお菓か子しなんぞ作ってみようと思います」と言って出来上がったのが茶ちや碗わん蒸むしだったり（プリンにするつもりだったせいか舌が痺しびれるくらい甘あまかった）……数え上げればマジで切りが無い。

　日常的な小さなものからちょっとした冒ぼう険けんの大きなものまで色々やらかしている。

　だからある日の朝に興奮した顔でいきなり妙みようなことを言い出した時も、どちらかというと俺は『ああ、またか』くらいの気持ちだった。

　担任から夏期講習に行った方がいいんじゃないかと言われたり、俺が口うるさく部屋の掃そう除じをしろとか服はちゃんと畳たたんで仕し舞まえとか注意したり、そんな積み重ねがストレスになっていたのかもなー……と現げん実じつ逃とう避ひ気味に思いもした。

　だって、そりゃあそうだろう。中学三年生にもなった妹が突とつ然ぜんあんなことを言い出したら、生温かい目で見たくもなる。

　だが、結果として。幸か不幸か残念なのか有あり難がたいのか、あの日の朝に妹が口にしたのは、ただの真実だった。




　妹曰いわく──「あたし、異世界のお姫ひめさまだったみたい！」、と。














一　うちの妹が覚醒した、らしい









「お兄ちゃん聞いて聞いてっ！　あたしね、異世界のお姫ひめさまだったんだよ！」

　朝っぱらからこれでもかというくらいのハイテンションでそんなことを言い出した妹に、果たして兄としてはどう反応すれば正解なのか？

　まだ少し寝ね惚ぼけた頭で分からなかった俺は、とりあえずトーストを齧かじりながら寝ね間ま着き姿すがたの妹を見てみた。

　寝ね癖ぐせで右側だけ爆ばく発はつした茶色の髪かみに、興奮でやや充じゆう血けつ気味の大きな目。俺がネタで一昨年の誕生日にプレゼントした『浴びるように吞のむ』と書かれたティーシャツの裾すそからは短パンがチラ見している。

　上から下まで見てみたが、至っていつもの妹だ。朝から騒さわがしいことも含ふくめて、俺の妹の桜さくら咲ざき檸檬れもんに変わりない。兄である俺が太た一いちという手て抜ぬき感かん溢あふれる名前なのにやたらと画数の多い名前の妹は、今朝も元げん気き一いつ杯ぱいだった。

「檸檬れもん、トースト何枚食う？」

「いちまっ……やっぱ二枚で！」

「寝ね起おきでよく食うなぁ。あ、ジャムはもうないから、いるなら新しいの出せよ」

「やたっ、開けたばっかりってなーんか美お味いしー気がしてお得だよねー……って違ちがうよ！　お兄ちゃんその反応おかしくない?!」

　幸せそうな顔をしていたのに急に怒おこり出だした檸檬れもんは、まるで膨ふくらんでいない残念な胸に手を当てて、

「お姫ひめさまだよ、お姫ひめさま。びっくりだよね？　しかも異世界産ですよ旦だん那な！」

「誰だれが旦だん那なだ。大体お前、どこの生まれか分からないだろ」

　妹に対して酷ひどい言い様に聞こえるかもしれないが、事実だ。

　檸檬れもんは俺の祖じ父いさんが畑に行ったらキャベツに紛まぎれて転がっていたという逸いつ話わがある。恐おそらく生後数週間、捨て子だろうということで、色々あった挙げ句に俺の両親が引き取り育てることになった訳だ。

　その辺のことは小学生の頃ころに知らせていて、檸檬れもんも「そっかー、だからお祖ば母あちゃん『赤ちゃんはキャベツ畑で見つける』って言ってたんだ」と間ま違ちがった納なつ得とくの仕方をし、それ以来自分からネタにしている。

　まあどこの生まれだろうが俺の妹に変わりはないが、それが異世界とか言われると……うん、ちょっと引く。来年には高校生になるってのに。

「む、お兄ちゃん信じてないね？　あたしが異世界のお姫ひめさまだっていうの、完っ全に疑ってる顔してるもん」

「まあ、そうだな。なんかお前、茨いばら城きっぽい感じするし」

「どうしてあたしの出身を人気度低い地域設定にするの?!　あたしがどこの誰だれでどうしてこの世界にいるのか、ちゃんと話してあげるから聞きなさい！」

「……それ長くなるのか？　俺、これ食ってさっさと高校に行きたいんだが」

「まだいつもの時間よりだいぶ早いじゃん！　いいから聞くの！」

　ジタバタと忙せわしなく両りよう腕うでを振ふって猛もう抗こう議ぎする妹の姿に、ついため息が出てしまう。どうしてこんな我わが儘ままに育ってしまったんだか。俺の教育が悪かったのかもだ。

「んで、どうして異世界の姫ひめなんだよ？　つーか何でまたいきなりそんなこと言い出した？」

「ふっふー、それはね？　何を隠かくそう、十五歳さいの誕生日を迎むかえて封ふう印いんが解けたからなんだよ！」

「……お前の誕生日、来月だろ。まだ先じゃんか」

「だーかーらー、本当の誕生日！　お兄ちゃんが言っているのはあたしがお祖じ父いちゃんに見みつけて貰もらった日でしょ？　そうじゃなくて、十五歳さいになったら封ふうじられていたすんごいパワーが目覚めて、どうしてこっちの世界に来ることになったのか分かるようになってたの！」

　興奮して話す檸檬れもんの言っている内容に、段々と頭が痛くなってきた。実際の誕生日は捨てられる前だから、その辺の辻つじ褄つまは合っているとして。それ以外は全然理解の範はん囲い外がいだ。

「ちなみに、すんごいパワーって何よ？」

「えっと、魔ま法ほう的てきなやつ？　封ふう印いん解けたら使い方も分かるようになって、色々出来るよ？　まだ試ためしてないんだけど」

「そうかそうか。んじゃ、こないだ言っておいたガスコンロの掃そう除じを頼たのむな。夕方までには終わらせてくれよ？」

　臨時の小こ遣づかいがどうしても欲ほしいというから交こう換かん条じよう件けんを出したが、まだやっていない。ちなみに四日前の話だ。

「へっ？　え、でも、それはちょっと……あたしの魔ま法ほうで掃そう除じは無理めな気が……」

「今日中にやらなかったら来月の小こ遣づかい減額な。んじゃ、後はよろしく」

「えぇっ!?　お兄ちゃん待って、魔ま法ほうのお披ひ露ろ目めするよ?!　高層ビルも焼やき尽つくすような地じ獄ごくの業ごう火かとか出せちゃうよ!?」

「そんなんいいからコンロの掃そう除じな。ついでに電子レンジも綺き麗れいにしといてくれ。終わったら話の続きも聞いてやるから、後よろしく」

「待って待ってお兄ちゃん待ってってば?!　が、学校まで魔ま法ほうで送ってあげるからもう少しあたしの話を、」

「ほら、トースト二枚セットしておいたから、焼けるまでに顔洗って髪かみもどうにかしとけよ。それとも魔ま法ほうとやらで済ませられるのか？」

「うえっ!?　そ、そんな超ちよう便べん利りなこと出来たら素す敵てきだけど……その辺は管かん轄かつ外がいといいますか、あたしが出来るのは基本殲せん滅めつ系けいみたいな……」

「んじゃ、さっさと準備しとけよ。飯食う時間なくなるぞー」

「まっ、待ってお兄ちゃん！　新しいジャムはどこなの?!」

「あんま使わない大皿の入ってる棚たなの中。開けたらちゃんと冷蔵庫入れとけよ」

　我ながら細かいと思いつつ大おお雑ざつ把ぱな妹に釘くぎを刺さしてから、俺はリビングを出て二階にある自室へと上がっていった。

　制服に着き替がえ、中身の少ない鞄かばんを持って再び下に下りた俺は「鍵かぎ、忘れんなよー」と声だけ掛かけて、家から出た。

　なのでまあ、突とつ然ぜん変なことを言い出した檸檬れもんとは夕方に帰宅するまで顔を合わさず、騒さわがしいやり取りなんて全く思い出さずにいたのだが──




「首がのびのびになるくらい待っていたよ、お兄ちゃん！　さあ、お披ひ露ろ目めといきませう！」

　帰宅して玄げん関かんのドアを開けた瞬しゆん間かん、聞こえてきたのがそれだった。

　中学の制服でもある桜色のラインが入ったセーラー服を着た檸檬れもんは、玄げん関かんで腕うで組ぐみをして仁に王おう立だちをしていた。鼻息も荒あらく、いつから待っていたのかテンションは上がり切った状態に見える。

　朝と違ちがってツインテールに纏まとめた髪かみを揺ゆらしながら意い気き揚よう々ようと靴くつを履はくと、まだ状じよう況きようが摑つかめていない俺の胸を人差し指で突つき、

「全く、遅おそすぎだよお兄ちゃん。あたしが待っているっていうのにどこで油売ってたの？」

「勝手に待たれても知らねぇって。今日は加か藤とう達たちと遊んで帰るって昨日のうちに言っておいただろ。遅おそくなってもいいように昨日のうちにカレー作っておいたし」

「あ、それは美お味いしく頂きました。おかげでやる気も体力もマックスで、今朝は出来なかった覚かく醒せいした力をご覧あれってね！」

「……すっかり忘れてた。お前、そういやよく分からんこと言ってたな」

「あんな重大ワードを忘れないでよぉっ！　あたしが異世界のお姫ひめさまだったのはちゃんと覚えているよね?!」

「ああ、その設定もあったか。で、魔ま法ほうっぽいパワーに目覚めたんだっけ？」

「正確には封ふう印いんが解けたの。どうして封ふう印いんされていたのかとか異世界からこっちに来たのかとか、あと魔ま法ほうの使い方も、全部夢の中で封ふう印いんを施ほどこした宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しさんが説明してくれたんだよ。しかも不思議と全然忘れないの。あれも魔ま法ほうなんだろうなー、凄すごいなー」

　手を組んでうっとり顔になる檸檬れもんだが、兄としてはどう対応すればいいかちょっと困る。かなりぶっ飛んだ妹だとは分かっていたものの、ここまでファンタジーなノリを持もち込こまれるとどうしていいものか。

　頭ごなしに否定して馬ば鹿かにするのは情操教育上良くない気もするし……ここは一つ、妥だ協きよう案あんでいくべきだろう。

　つまり、ひとまずは檸檬れもんのやりたいようにさせてやって、落ち着いたところで常識の世界に軟なん着ちやく陸りくさせてやればいい。

「……よし、分かった。お前のいうところの魔ま法ほうパワーとやらを見みせて貰もらおうか」

「おっ、やっぱりお兄ちゃんも見てみたかったんだ!?　いいよいいよー、お披ひ露ろ目めしちゃうよー。やっぱ最初は派手なのがいいよねー、ってことで、お外にゴー！」

「ちょっ、待て！　鞄かばんだけでも置いてからにさせろ！」

　俺の言葉に聞く耳持たずに檸檬れもんはぐいぐい押おして外に出そうとするので、仕方なく鞄かばんを玄げん関かんに放り投げた。

　うちは小さいながら一戸建てなので、一応門から玄げん関かんまで数歩分のスペースと、車一台が置けるガレージがある。というか、ガレージのせいで庭がほぼないという方が正しいかもだ。

　なのでわざわざ出で掛かけないなら、この玄げん関かん前まえでやるってことになる訳だ。

「……で、お前は何を見せてくれるんだ？」

「ふっふー、お兄ちゃんが帰って来るまで色々考えたんだよ？　やっぱりこう、派手で分かりやすいのがいいよね？」

「ん？　まあ、そうかもな」

　魔ま法ほうっていうなら、小手先の手品みたいにコインが移動するとかスプーン曲げとかされても反応に困る。勿もち論ろんそれはそれで凄すごいと思うが、だったら家の中でやっとけよと言いたいし。

「お兄ちゃんもど派手なヤツが見たいよね？　ということで、記念すべき一発目の魔ま法ほうはこれに決めちゃいました！」

　にんまり笑った檸檬れもんは我わが意いを得えたりと言わんばかりに頷うなずいて、右手を高々と掲かかげた。でもなんだろう、意思の疎そ通つうが出来ている気は全然しない。

　期待と興奮で玄げん関かん先さきの頼たよりない灯あかりでも分かるくらい頰ほおを赤く染めた檸檬れもんの様子に、俄にわかに嫌いやな予感がしてきた。

「それじゃ、いっくよー……［全てを焦こがす灼しやく熱ねつの大輪よ咲さけ、『轟華炎フレアカ』］──」

「おしストップだ」

「わぷっ?!　な、何するのお兄ちゃん？　あとちょっとで発動するところだったんだよ？」

　頭を鷲わし摑づかみにして強きよう制せい終しゆう了りようさせたことに、不満気に見上げてくる檸檬れもんからクレームが。

　しかし俺としてもここは譲ゆずれない。

「……随ずい分ぶんな言葉を並べていたが、どんな魔ま法ほうを使うつもりだったんだ？」

「へっ？　そこはほら、派手な魔ま法ほうといえば火か爆ばく発はつじゃない？　だからドカンと一発、特大の炎ほのおを……」

「やっぱりかこのアホっ！　こんな住宅街のど真ん中で何をやらかすつもりだっ?!　火事になったらどうすんだよっ!?」

「…………あっ……」

　考えてなかった、って顔をしやがった。我わが妹いもうとながら何という危険人物なのか。

「だっ、大だい丈じよう夫ぶっ……の、はず……？　鉄も溶とかしちゃう超ちよう高こう温おんで自然には消えない炎ほのおだけど、上空に打ち出すつもりだったから！　花火みたいに！　あとサイズは変えられるし！」

「そうかそうか。ところで檸檬れもん、知っているか？　こんな時間でもヘリや飛行機って飛んでいるんだぞ？」

「うぐっ…………で、でもお兄ちゃんっ、なんだかんだ言って魔ま法ほうが出ると思ったんだ!?　だから止めたし怒おこったんだよねっ?!」

　とんでもなく下手な誤ご魔ま化かし方かたをしてくるが、これ以上突つつくと逆ギレに発展しそうなので、睨にらむに留とどめておく。

　それに、檸檬れもんの言っているのも強あながち間ま違ちがって無い。

「……なんかお前の右手辺りから、妙みような圧力みたいなの感じたんだよ。見た目には何にも変わってなかったけどな」

「おおっ、お兄ちゃんも感じたんだっ!?　そうなのそうなの、あれがゲームで言うところの魔ま力りよくが集まっているって状態なんだー。今日は家でも学校でも、ずっとあれを手に集中させる練習してたんだよ」

「いやちゃんと授業受けろよ……ともあれ、炎ほのおは止やめろ。あと周りに被ひ害がいを出すのも駄だ目めだ。もっと慎つつましやかなのにしろ」

「うえぇ…………あたし細かいの苦手なのに。じゃあ、ドラゴンを召しよう喚かんするのは？　すぐに倒たおしちゃうから被ひ害がいは出ないよ？」

「駄だ目めに決まってるだろ。んなもん突とつ然ぜん現れたら町中パニックだぞ」

「うー……召しよう喚かん系けいもダメで、攻こう撃げき魔ま法ほうもダメで…………浄じよう化かの魔ま法ほうは目に見える変化が起こらないし…………ううーん……」

　腕うで組ぐみをして唸うなる妹は、どうやら本格的に悩なやんでいるらしかった。聞いている限り色々出来るみたいだが、平和な日本の住宅街だとどうにも持て余すらしい。

　……というか、マジで魔ま法ほうが使えるのか。常識では否定したいけど、さっきの感覚は理り屈くつをねじ伏ふせる迫はく力りよくがあった。

　そしてまだ半信半疑な俺と違ちがって、やれる確信に満ちた目をした檸檬れもんは『閃ひらめいた』と言わんばかりに表情を明るくさせて、

「そだっ！　お兄ちゃん見てて、これなら安心安全だよ！」

「ん？　何か手て頃ごろな魔ま法ほうがあるのか？」

「うんっ。［我わが意いにより大地の楔くさびより解き放たれよ、『翔翼フライベル』］」

　呪じゆ文もんらしきものを檸檬れもんが唱え終わった、その直後。

　目の前で妹が浮うき、そのまま空高く飛び上がっていくのを見てしまった。

「……………………えー…………マジかぁ……」

　あっという間に空高くまで飛んでいく妹の姿に、もう呆ぼう然ぜんとするしかない。

　勢いとしては逆バンジーで打ち上げられたみたいな感じだった。夜だからもう姿は見えないが、遥はるか上空に飛んでいったのは見えた。当然、何のトリックもなしだ。

　……つまり、うちの妹はマジで魔ま法ほうが使える。しかも本人曰いわく、異世界の姫ひめだ。

「…………はー……世の中、何が起こるか分かったもんじゃないのな……」

　思わずぼやいてしまったが、とんでもないことを行った妹の姿は見えないままだ。飛ぶのなら目印に懐かい中ちゆう電でん灯とうでも持たせておくんだった。

「つーかあいつ、どこまで行ったんだ……？」

　暗いから上空からだと家の場所が分からなくなっているんじゃないだろうなと、手を翳かざしてまばらな星空にそれっぽい人ひと影かげがいないか探してみる。

　……と、何な故ぜかうちのドアが開いて、中から檸檬が顔を出した。

「はー、ただいまー。参っちゃったよ、もー」

「……お前、空くう中ちゆう浮ふ遊ゆうの次はイリュージョンか？」

「えっ？　あ、違ちがう違ちがう、空間転移したの。上う手まくコントロール出来なくて、なんか宇宙まで行っちゃってさー。真っ暗で怖こわかったから、慌あわてて家の中に転移したんだよ」

「瞬しゆん間かん移い動どうかよ、超ちよう便べん利りだな……いや待て、そもそも宇宙に行ったって、呼吸は？」

「ふっふーん。それが大だい丈じよう夫ぶなんだなー。今のあたしは『聖なる揺ゆり籠かご』って魔ま法ほうが寝ねている時も含ふくめて常に掛かかっている状態で、宇宙だろうが水の中だろうが問題なく過ごせるんだよ。しかもこれ、攻こう撃げきは自動的に防ぼう御ぎよしてくれる優すぐれものなの！」

　自じ慢まん気げに胸を張る妹だが、攻こう撃げきを防ぼう御ぎよとか言われても。ゲームでしか聞いたことの無い説明で、イマイチ凄すごさを実感しきれない。真空でも深海でも平常運転ってのは凄すごいけど。

　まあ事故で怪け我がする可能性がなくなるっていうのは緊きん急きゆう時じに便利だなと思っていると、こっちの反応が微び妙みようだからか檸檬れもんが膨ふくれっ面つらになっていた。

「む、反応うっすいなー。これ、結構凄すごい魔ま法ほうみたいなんだよ？　魔ま力りよく量りようがすっごく多くないと発動しないんだから！」

「んなこと言われても基準が分からんからなぁ……宇宙空間で無事な時点で凄すごいのは理解出来るけど」

「それだけじゃなくて、核かくミサイルだろうと猛もう毒どくだろうと効かないんだから！　ほら、試ためしにお兄ちゃん叩たたいてみてよ。全然痛くないから」

　ほれほれと頭を差し出してくる檸檬れもんに対し、俺は若じやつ干かん引いていた。そりゃそうだ、急に妹からＤＶを求められるとか。要求がハードすぎる。

「意味もなく殴なぐれるかよ。しかも玄げん関かん先さきで。近所の人に見られたらどうすんだ」

「ええー、たまにぶつくせにこういう時だけ常識人ぶるんだからぁ。あたしがいいって言ってるんだし…………そだっ」

「何だよ、にまにまして気持ち悪い」

「それ女の子に言っちゃいけないセリフ！　でもねお兄ちゃん、鳴かぬなら鳴かせてみせようホトトギスの精神だよ」

　何がそこまで妹をその気にさせているのか全く分からない俺としては、鳴くまで放ほう置ちして欲ほしかった。どうせ数日中に何かやらかして頭を叩はたくくらいはするんだろうし。

　今しか見えていない檸檬れもんは不敵な笑えみを浮うかべ、

「あのね、先週のことなんだけど。お兄ちゃんの漫まん画がを借りて読んでたら、うっかりジュース零こぼしちゃったの。ごめんねっ」

　謝あやまりながらも顔は笑っているし、殴なぐりやすいように頭の角度を調整していた。告白とは違ちがう意味でムカッとくるが……

「それくらいでいちいち殴なぐるかよ。黙だまってやり過ごそうとしていたのはナシだけどな」

「むっ……じゃあ、こないだ加か奈なちゃんにカステラ貰もらったでしょ？　あれ本当は二本あったのに、一本は丸々あたしが食べちゃったのは!?」

「欲張りなヤツだなとしか思わんわ。元々俺は一切れか二切れで十分だし」

「うう、手て強ごわい……！　じゃあじゃあっ、こないだテストで赤点取ったから成績ヤバそうなのはどうよっ?!」

「学期末の成績表見て酷ひどいようなら夏休みの小こ遣づかい半額な」

「うぎゃああ言うんじゃなかったぁぁあ?!　酷ひどいよお兄ちゃん、遊びまくりの夏休みにお小こ遣づかい減らすだなんて人の血が通っているとは思えないよ!?」

「喧やかましい。中三なのに成績落としておいて遊びまくろうって言う方が問題だろーが」

　頭を抱かかえる檸檬れもんの姿に、兄としてはため息しか出ない。異世界の姫ひめだろうが魔ま法ほうを使えようがどうでもいいが、もうちょっと落ち着いて受験生の自覚を持もって欲ほしい。

　まあ、こいつがやっていた悪さがこの程度というのは、保護者としてはある意味安心──

「あとはなんだろうなぁ……この前ヤッちゃんが家に来た時に流れでお兄ちゃんの部屋でえっちな本を探したのに見つからなくて、格かく闘とう技ぎの雑誌しかないから『お兄ちゃんもしかして男の裸はだかにしか興味ないんじゃ』って話で盛り上がったくらい──あぃだっ?!　な、なんでこれは怒おこるのっ!?」

「アホか怒おこるに決まってんだろ?!　人の部屋漁あさっておいて性癖で盛り上がるって何考えてやがるんだお前はっ！」

「お兄ちゃんには分からないよ！　保健の授業で『確率的にクラスの一割は同性愛者の可能性がある』って聞いてからわくわくが止まらなくなった女子の気持ちなんてっ！」

「んなの分かりたくねぇよ！　そもそもお前が何度言っても勝手に俺の部屋入って物色するから、その手のブツを気軽に置いておけないだけだろーが！」

　人が年とし頃ごろの妹に配はい慮りよした結果だっていうのに、まるで伝わってなかった。俺の努力を何だと思っているのか。スマホやパソコンも履り歴れきをいちいち消して大変だっていうのに。

　平手でぶっ叩たたいてやった頭を押おさえて不思議そうな顔をする檸檬れもんだったが、不意に何かに気付いたように「あっ」と声を上げ、

「そ、そういえば普ふ通つうに痛かったよ？　あれ、どうして？」

「俺が知るかよ。その魔ま法ほう、効果切れてんじゃないか？」

「そんなはずないよっ、今もちゃんと稼か働どうしている感覚あるし……ちょっと試ためしにそこら辺で自動車に轢ひかれてみよっか？」

「それでお前が無事でもドライバーの心に一生の傷が残るから絶対止やめとけ」

「ううーん…………もしかして、あれかなぁ。この魔ま法ほうが防ぐのってあくまでも攻こう撃げきとか生存に関わる環かん境きようからの保護だから、今のお仕置きはツッコミとかスキンシップの類たぐいとして素す通どおりされちゃったのかなー？」

「なんだそれ。そんな曖あい昧まいな定義なのか？」

「分かんない。でもこの魔ま法ほうを作ったの、あたしの封ふう印いんと転移をした宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの人なんだけど、『最高の欠けつ陥かん魔ま法ほうだ！』って言ってたから。意外と穴はポコポコあるのかも……」

「……随ずい分ぶんと不安な言葉だな。まあいいや、中に戻もどるぞ。ちょっと話があるしな」

「うえ、まだお説教あるの……？」

　露ろ骨こつに嫌いやがる妹を促うながして家の中に入り、投げっぱなしだった鞄かばんを拾ってリビングに行く。着き替がえも飯も後回しだ。

　テーブルの普ふ段だん使っている奥おくの席に着くと、檸檬れもんも定位置の向かいに座すわる。

　朝の戯たわ言ごとが事実だった以上、こいつには訊きくべきことが色々ある。

「……お前、異世界の姫ひめだって言ってたな？　じゃあ封ふう印いんが解けたら、向こうに戻もどるのか？」

「えっ？　ああ、そういえば考えて無かったなー……夢の中で宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの人は『過不足なく魔ま法ほうを扱あつかえるようになれば姫ひめは無敵。その際にはお戻もどりになり我わが国くにの復興を！』って、なんか鼻息荒あらかったけど、別にいいかなー」

　凄すごい大事なことっぽかったのに、あっさりと放ほう棄きした檸檬れもんは続ける。

「そもそも転移系の魔ま法ほうって難しいんだよねー。あたし、出力は凄すごいけど慣れてないからコントロールは苦手みたいでさ。異世界に跳とぼうとしたらどこに行っちゃうか不安だなー……一応行けるはずなんだけど」

「の割に、うちにはあっさり戻もどれたな？」

「だってうちならすぐイメージ出来るもん。どこのどんな場所かってイメージが凄すごく大事で、曖あい昧まいだと正確な位置までは無理なんだよ。だから『富ふ士じ山さんにゴー！』で転移したら、山頂に着くか山道に出るか樹海に行っちゃうかも分かんないの」

「なるほどな。なら、異世界には当面戻もどらないのか」

「うん、そうなるね。ぶっちゃけ、向こうの記き憶おくゼロだし。そこまで無理して行きたいとは思わないかなー」

「そうか。だったら異世界の話はこれで終わりでいい」

「えっ、もう？　あたしの世にも奇き妙みような身の上話は?!」

「それは今度暇ひまな時にでいいや。俺、さっさと話終えてカレー食いたいし」

「……お兄ちゃんは相変わらずドライだなぁ……」

「どうにしろお前が俺の妹ってことに変わりはないしな。適当でいいんだよ」

「そうかな？　えへへ、そうなのかなー？」

　なんかまた妹がにまにま笑い出して気持ち悪いが、いちいち突つっ込こんでいるとカレーが遠のくので、さくっともう一つの本題に入る。

「お前が魔ま法ほうを使えるのは分かったし、使うなと言うつもりはない。その代わり、気を付けて使えよ？　犯はん罪ざい行こう為いは論外として、人の迷めい惑わくになったりひけらかしたりもするな」

「ん、ん？　大体分かったけど、ひけらかすなってのは、どういう？」

「あんま自じ慢まんすんなってことだよ。他の人が使えないのをお前が使って得意がるのは分かるが、それで妬ねたまれて嫌いやな思いしたくないだろ？」

「ええー、そんなこと起こるのかなぁ？」

「ないとは言えんぞ。ほら、四年前に祖じ父いさんちの方で新型トラクター買ったおっさんが集会で自じ慢まんしまくったら、何日かして燃料に廃はい油ゆと洗せん剤ざい混ぜられてぶっ壊こわれた事件あったろ？」

「あー……あったね、そんな事件も。おじーちゃん、珍めずらしく酔よっ払ぱらって愚ぐ痴ちってたなー」

　その頃ころはまだ俺も檸檬れもんも田舎いなかの祖じ父いさんちで世話になっていたが、普ふ段だんは晩ばん酌しやくにビール瓶びん一本しか飲まない祖じ父いさんが日本酒を呷あおって酔よい潰つぶれるまで飲んでいたからよく覚えている。

　犯人は同じ農家のおっさんで、減げん反たんした上に期待していた新しん種しゆ栽さい培ばいも芳かんばしくなく、かなり沈しずんでいたのだとか。

　そこに脱だつサラして親の農地を継ついだばかりの新米が自じ慢まんしまくった挙げ句に、『ちょっと先行投資するだけで仕事は楽になるし十年とかからないで取とり戻もどせるんだから、やらない奴は馬ば鹿かだ』と息巻いていたから、ついかっとなってしまったらしい。

「あれだって、どんな理由であれ人様の物をぶっ壊こわした奴が悪いのは当たり前としてな？　もっと謙けん虚きよにしていたら起こらなかったかもしれないんだ。祖じ父いさんも『あと十歳さい若かったらあの集会の時に手が出ていた』って言ってたし」

　どちらかいうと祖じ父いさんが飲んだくれた原因は『あの時に儂わしが殴なぐっとったらあんな大事にはならんかったかもしれん』って後こう悔かいだったが、それは今関係ないので置いておくとしてだ。

「魔ま法ほうなんて使えるの、お前だけかもしれないんだ。そんな特別な力を思うままに使っていたら、要いらんやっかみを受けるかもしれないだろ？」

「んー……攻こう撃げきされても大だい丈じよう夫ぶだけど、仲間外れされるのは勘かん弁べんかなー。でも、その割に『絶対使うな』って言わないんだ？」

「そりゃまあな。だってあんなの出来たら使うだろ。少なくとも俺ならバレないよう気をつけて使うぞ」

「そうだよね、やっぱ使うよねぇ！　さっすがお兄ちゃん、いい具合に俗ぞくっぽいね！」

「人間らしいと言え。だから無む理り強じいはしないし守れもしない約束もしなくていいが、ちゃんと考えて使えよ？」

「はぁーい。いざという時の為ために上う手まく使えるよう練習もしなきゃなー。失敗しちゃうとカッコ悪いし」

「好きにしろよ。んじゃ、話は終わりだ。俺は夕飯食うから、先に風ふ呂ろ済ませとけな」

「あっ、あたしもちょっとカレー食べる！　さっきはお披ひ露ろ目めのことも考えて少なめにしておいたんだよねー」

「……まあいいけど。欲望のままに食ってたら太るぞ」

「うげぇ、ヤなこと言うお兄ちゃんだなー……でも大だい丈じよう夫ぶ、魔ま法ほうの力でダイエット……は無理だけど、そんな魔ま法ほうも作れるかもしれないし！　努力あるのみだよ！」

「素す直なおに運動した方が早そうだけどな。まあ、やる気があるのはいいことか」

　そのくらい勉強や家事にもやる気を出だして欲ほしいところだが、それを言うと全てのやる気を消しよう沈ちんさせるのは分かっているので止やめておく。自分が言われたら間ま違ちがいなくそうなるし。

　結局、その日はカレー食べながら檸檬れもんがどんな魔ま法ほうを使えるか喋しやべりまくり、うずうずしている顔を見て暴発されたら困るので『家の中での攻こう撃げき魔ま法ほう使用禁止』の令を発して終わった。

　まさか妹が姫ひめだの魔ま法ほうが使えるだのというファンタジーな事実が発覚するとは思わなかったが、異世界に戻もどらないのならそこまで大きな変化はない。血が繫つながってないのは元よりお互たがい承知しているし、日本で暮らしていくなら高校くらい出た方がいいから受験勉強も必要だ。

　なので明日からも、妹が魔ま法ほうを使う以外は今までと大差ない日々が続いていく──と、この時の俺は思っていたのだが。

　間ま抜ぬけなことに、俺は一つ大きな見落としをしていた。

　そもそもうちの妹は姫ひめだろうが女子中学生だろうが魔ま法ほうが使えようが使えなかろうが関係無しに、こっちの想定なんて簡単に跳とび越こえた発想と行動力があるヤツだってことを。





◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆






　特に用が無い平日の学校帰りは駅前のスーパーや商店街に寄って、夕方のタイムセールで適当に食材を買ってから帰るのが俺の習慣になっている。

　家から通学に使う最も寄より駅えきまでは徒歩で三十分だが、自転車なら十分とかからない。カゴに鞄かばんとマイバッグを入れて軽快に走り、いつも通りの家路を辿たどる。

　……が、もうすぐ家というところまで来て、いつもとは違ちがう光景を目もく撃げきした。

　昔は空き地だったところに出来たコインパーキングが、黒くろ塗ぬりの高そうな車で埋うまっている。いつもはガラガラなのに、珍めずらしく満車だ。

「なんかの集まりかイベントでもあるのかな……と」

　想像を膨ふくらませる前に我わが家やに着いた。特に変哲も無い二階建ての一いつ軒けん家やは、妹と二人で暮らすにはちょっと広い。ただ、妹が友達を連れて来て泊とまらせることもちょくちょくあるので、狭せまいよりはマシだろう。掃そう除じの手間だって大したことないし。

　二階の明かりが点ついていないのを見ながら俺は乗っていた自転車をガレージに停とめて、鞄かばんとマイバッグを手にドアを開け……そのまま足を踏ふみ入いれることなく、玄げん関かんを凝ぎよう視しする。

「……なんだこりゃ」

　さして広くもない玄げん関かんに、所ところ狭せましと革かわ靴ぐつが並んでいた。勿もち論ろん俺のじゃない。男物だから檸檬れもんのでもない。

　じゃあこれは誰だれのかと疑問に思った矢先、リビングからサングラスを掛かけたスーツ姿の中年男が顔を出した。しかもスキンヘッド。

　これはどう見てもカタギじゃない。ヤーさんというよりマフィアっぽい雰ふん囲い気きがある。

　そして靴くつの数が示す通り、一人だけでなく二人三人と続々顔を出してきた。全員がスーツのおっさんで、おまけに殆ほとんどが外国人だ。

「……まさか我わが家やがマフィアに乗っ取られる日が来るとは……」

「あっ、お兄ちゃん？　お帰りなさい、待ってたよ！」

　スーツ軍団の隙すき間まからひょこっと顔を出したのは檸檬れもんだ。いつものツインテールだが、着ているのは中学の制服ではなくタンクトップに薄うす手でのピンクのパーカー、裾すその太いハーフパンツを穿はいていた。

　あれは部屋着じゃなくて休日に出で掛かける時の格好だ。客が来ているからおかしくはないが、そもそもこの多た国こく籍せきおっさんスーツ軍団が客なのかどうか疑問が残る。

「……ただいま。檸檬れもん、この人達は？」

「あのね、あたしのことでちょっと話があるんだって！　主にお兄ちゃんに！」

「……お前のことで、俺に？　どういうことだ？」

　意味は分からないが、少なくともマフィアが我わが家やに押おし掛かけて占せん拠きよした、という話ではないらしい。

　俺は足の踏ふみ場ばもない玄げん関かんでとりあえず靴くつを脱ぬいで下げ駄た箱ばこの中に放ほうり込こみ、鞄かばんは廊ろう下かに置いて、マイバッグを持ってリビングの中に入る。スーツ集団がテーブルを囲む形で十人以上いてギョッとするが、とりあえず台所の方へ進んでマイバッグから肉類だけ出して冷れい蔵ぞう庫こに仕し舞まい、後は常温でも大だい丈じよう夫ぶなので調理台の上に置いておくことにする。

　そしてリビングに戻もどると、檸檬れもんの横にいたスキンヘッドの男が一歩前に出て、恭うやうやしく名めい刺しを差し出してきた。

「いや、急に押おし掛かけて申し訳ないです。桜さくら咲ざき檸檬れもんさんのお兄さんの、桜さくら咲ざき太た一いちさんですね？　私、こういう者でして。決して怪あやしい者ではありませんから」

「その見た目で怪あやしくないとか言われても…………って、『外務省特とく務む派は遣けん員いん』？」

「そう、こう見えても国家公務員なんです。なのでご安心を」

「失礼、お兄さん。私の方もご挨あい拶さつをよろしいですかな？」

　マフィアではなく公務員というよもやの正体だったスキンヘッドのおっさんに続いて、次々とスーツ軍団が挨あい拶さつし名めい刺しを渡わたしてくる。全員流りゆう暢ちような日本語だが、名めい刺しには日本語よりも外国語が多く並んでいる。俺が読めるのは名前と肩かた書がきくらいだ。

　そして恐おそろしいことに、この怪あやしいスーツ集団の殆ほとんどが駐ちゆう在ざい外がい交こう官かんらしい。違ちがう人も似たようなニュアンスの肩かた書がきだった。

　益ます々ます意味が分からなくなる俺に、集団を代表するようにスキンヘッドの──名めい刺しによると白しら木きという名前の日本人のおっさんが、いかつい笑え顔がおを浮うかべて話しかけて来る。

「ここにいる全員、ある目的で派は遣けんされていましてな。妹さんの件で、是ぜ非ひともお兄さんに聞きいて貰もらいたい話があるんですよ」

「…………いいけど、長くなるのか？　夕飯の準備があるから、出来れば後でか明日にして欲ほしいんだが」

「おっと、今日の夕食につきましてはご心配なく。迷めい惑わく料りようがてらこちらの方で出前を頼たのみますので、何でも好きな物を言って下さい。話が終わる頃ころに届くよう手配しておきますよ」

「やった！　じゃあお寿す司しとステーキでお願いしますっ！」

　即そく座ざに両手を挙げた檸檬れもんは、今にも涎よだれが出そうな顔でリクエストしていた。

「食いつきが早ぇよ。あと節操なさすぎだろ。せめてどっちかにしろよ」

「ダメだよお兄ちゃん、片方ずつならたまに食たべさせて貰もらえるけど、両方いっぺんは絶対やってくれないじゃん！　こーいう時にやらないでいつやるのっ?!」

「だからって人様の奢おごりでやるっつーのはさぁ……」

「ああ、お構いなく。経費で落としますから、私の懐ふところに影えい響きようありませんので」

「…………ったく……分かったよ。なら、寿す司しは半分サビ抜ぬきで頼たのんでおいてくれ。こいつワサビ食えないから」

　ひゃっほうと喜びはしゃぐ脳天気な妹と違ちがって、御ご馳ち走そうが食えると分かっても簡単には喜べない。このおっさん達がどうしてうちに来たのか、そこが問題だ。

「んで、こいつが何をやらかしたんだ？　迷めい惑わくかけたなら正式に謝あやまるが」

「お兄ちゃんいきなり酷ひどくない？　どうしてあたしが迷めい惑わくかけた前提なの？」

「普ふ段だんの言動を省かえりみろよ。それにしたって、外務省の人や外交官が大勢来るってのはただ事じゃないけどな」

「では早さつ速そく本題に入りますが……お兄さん、今シンガポールでＧ24が開かい催さいされているの、知ってますか？」

「一応は。加盟国による国際会議ってヤツだろ？」

　俺の回答にスキンヘッドの白しら木きのおっさんは満足そうに頷うなずいて、

「今日はシンガポールの高級ホテルで、環かん境きよう保ほ護ごを名目にした各国の牽けん制せい合がつ戦せんが繰くり広ひろげられていたんですがね。その会議の場に、なんといいますか……妹さんがいきなり現れまして」

「…………………………は？」

「ああ、変に説明するより見た方が早いですな。こちらをどうぞ」

　そう言っておっさんが差し出してきたのはタブレット端たん末まつで、画面をワンタッチするだけで待機中だった動画が流れ始めた。どうやら件くだんの国際会議の様子を映しているらしく、各国のお偉えらいさんがあれこれと話しているが、声は流れてこない。

「一部音声は機密も含ふくまれているので消けさせて貰もらっています。問題はこの後ですな」

「嫌いやな予感しかしないが…………ん……？」

　やや引いた画で白しら髪がの外国人を中心に七人のお偉えらいさんが会議しているのが映っていたが、不意に──本当に唐とう突とつに、机の上に誰だれかの足が映うつり込こんだ。

　まるで上から降って来たみたいな感じで、直後に消えていた音量が戻もどり、英語や何語か分からない言語であれこれと騒さわぐ声が聞こえてくる。

　画面の中は軽いパニック状態で、お偉えらいさん達は慌あわてて席を立ってボディガードらしき人達に下がるよう指示されていたが……俺が気になっていたのはそこではなくて、画面に映りっぱなしの足の主だ。

　こいつが履はいているスニーカー、あれはどう見ても……

『あー、あー。翻ほん訳やく魔ま法ほう、ちゃんと作動してるのかな？　なんかわやわやしてて聞き取れないんだけど、大だい丈じよう夫ぶかなこれ？』

　はい、声も間ま違ちがいない。つまりこの足の主は、檸檬れもんで確定だ。

　まあ白しら木きのおっさんの前まえ振ふりと会議の様子が映し出された時点で、そうなのかなとは思っていたが。マジで檸檬れもんだと判明してしまうと、それはそれでダメージがある。

　何やってんだこいつはと檸檬れもんに視線がいきそうになるが、その前にタブレットの中で動きがあった。

　護衛らしき黒服の男が画面端はしに映うつり込こんだ矢先、両手に銃じゆうを構える。まさか、と思った矢先、パァンと弾はじけるような音が鳴なり響ひびいた。

「なっ……おい、撃うったのか?!」

「普ふ通つうはまず取とり押おさえるんですがね。いきなり何もないところから人が現れて、彼も混乱していたのでしょうな」

「だからっていきなり撃うつかよ……しかも子供を」

「海外では子供を使ったテロも珍めずらしくないですからね。そういう意味では彼の対応は正しいと言えますが……」

　白しら木きのおっさんが言葉を濁にごしたのは、結果が伴ともなわなかったからだろう。

　妹が撃うたれたのに俺がこんな会話をしていたのも、画面の中で撃うたれたはずの檸檬れもんが微び動どうだにしなかったからだ。それに今現在の元気な姿でネタバレしてるし。

『ん、やっぱちゃんと揺ゆり籠かごさん機能してるね！　なら翻ほん訳やくも出来てるってことで、皆みなさんあたしに注目してくださいな！』

　あの自じ慢まん気げだった魔ま法ほうのおかげで無傷だったらしい檸檬れもんだが、カメラがズームアウトして全身が映うつり込こむ。学校の制服姿の妹は、戸と惑まどって逃にげることも忘れた各国の偉えらい人達を前にして満面の笑えみを浮うかべ、
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『えっと、皆みなさん初めまして！　あたし、日本からやってきた魔ま法ほうのプリンセスです！』

　とんでもなく痛い声を聞いてしまい、俺は反射的に画面に触ふれて動画を止めた。

「ああっ、お兄ちゃん何で止めるの!?　あたし実際にこれ見るの初めてだから楽しみにしてたんだよ?!」

　檸檬れもんからの抗こう議ぎの声が聞こえるが、とてもじゃないが今は妹の顔を見られない。

「……俺、この続き見たくないんだけど」

「気持ちは分かりますが見て下さいよ。ええ、私も娘むすめが同じ事をしたと思うと居たたまれなくなりますが」

「マジかよ……なんかこう、変な震ふるえがきてるんだけど。体が全力拒きよ否ひを申し出てるんだけど、それでも？」

「話が進みませんので。心中お察ししますが、ここは一つ覚かく悟ごを決めて下さい。幼よう稚ち園えんのお遊ゆう戯ぎ会かいを見守るテンションでもいいです」

「……そのレベルで見てられないことが起こるのかよ……ああくそ、仕方ねぇなぁ……！」

　やらかしたのが妹でなければ断っていたが、身内なので観念するしかない。

　恐おそる恐おそるタブレットに触ふれて動画を再生すると、ドン引きするお偉えらいさんやボディガード達とは対象的にとても楽しそうな檸檬れもんの姿が動き出した。

『えーっと、ここには世界的に結構重要な国の人達が集まっているってことで、丁度いいやと思ってお邪じや魔ますることにしました！　バーッと用件を言ったら帰るつもりなので、ちょっとだけ時間を貰もらっちゃいますねー』

『××××××！　××××！　×××××××××！』

『お、ちゃんと翻ほん訳やく出来てる出来てる。「どこから出て来たんだ」って、さっきも言った通り、あたしは魔ま法ほうが使えるのでここに空間転移したのです。やー、上う手まくいって良かったよー。颯さつ爽そう登場のつもりが足あし下もとからなんて最悪だもんね』

『×××!?　×××××××！　××××××！』

『××××××。××××？　××××××××？』

『うんうん、マジックじゃないのです。ちゃんと魔ま法ほうだって証しよう拠こに──［全てを閉とざす極ごつ寒かんの蒼あおよ、『月氷牙グレイアス』］』

　檸檬れもんが呪じゆ文もんらしきものを唱えた瞬しゆん間かん、突つき出だされた右手からどでかい氷柱が連なって現れた。床ゆかから高い天てん井じようまで届く透とう明めいな氷の塊かたまりが突とつ然ぜん現れたことに、会議場に悲鳴と驚きよう愕がくの声が入り乱れる。そりゃまあそうなるだろう。

　分からないのは、何なに故ゆえに檸檬れもんがこんな真ま似ねをしでかしているのかだが……

『はいはい静かに！　見ての通り、あたしは魔ま法ほうが使えます。今のは比ひ較かく的てき弱い魔ま法ほうで、もっと凄すごいのも使えるのね。なので魔ま法ほうのプリンセスであるあたしは世界平和の一いつ環かんとして、この場で一つ宣言したいと思います！』

『×××××××？』

　白しら髪がのおっさんが何やら疑問の声を上げると、ビシッと右手を挙げた檸檬れもんは、

『やっぱり強い武器を持っていると戦争になっちゃうと思うので、世界中の兵器をあたしが封ふう印いんしちゃいます！　こんな感じで氷こおり漬づけにしちゃって！』

『××××?!　××××××××××！』

『××××××？　×××、×××××××？』

『あ、兵器工場？　あと基地の場所？　そーいうのは『真言ゼラー』って魔ま法ほうを使えば分かるし、あたしが魔ま法ほうで凍こおらせたものは大体百年くらいは何をやっても溶とけないから。それと戦争なんて始めたら、あたしが出向いて両方とも罰ばつを与あたえちゃいます！　具体的には、そっちの窓から外を見みて貰もらえれば分かると思うよ？』

　檸檬れもんの言葉に、パニック寸前ながら恐おそる恐おそる皆みなは指差された窓へと近付く。そして外を見た誰だれかが、悲鳴混じりの声を上げた。

　すると視点は檸檬れもん達たちから離はなれて窓の方へと移動し、そこに映されたものは……

「………………なんだありゃ。ドラゴンってヤツか？」

「そのようですな。檸檬れもんさん、あれはなんという種類ですか？」

「向こうの世界では単純に火ひ吹ふき龍りゆうって呼ばれてたよ。呼ぶとしたらレッドドラゴンかなぁ。特に契けい約やくしないでも喚よべる普ふ通つうのドラゴンだし」

　ドラゴンの時点で普ふ通つうも何もない。駄だ目めだこいつ、すっかりこの世界の常識ってものを放り投げてやがる。

　その檸檬れもん曰いわく『普ふ通つうのドラゴン』は、画が面めん越ごしにだと正確なサイズは分からないが、少なくともヘリなんかよりはずっとでかかった。たぶんセスナよりも大きい。

　そんなデカブツが外を飛んでいて騒さわぎにならないはずもないが、

『あれはあたしが喚よんだ子なので、危険性はありません！　ただ、その気になったらこの建物ごと焼いちゃうくらいなら出来るし、手加減なんて無理だから怒おこらせたらダメね？』

　超ちよう恐おそろしいことを笑え顔がおで言いやがる。あれが妹って事実が悲しい。

『あの子はすぐに還かえすけど、戦争したり悪いことしたりしたら向かわせるから。もしくはあたしが直接行って、漏もれなく下半身氷こおり漬づけか感電ビリビリコースにしたいと思います！　ちなみに世界各国のミサイルとか戦せん闘とう機きとか戦車とかはこれからどんどん破は壊かいか氷こおり漬づけにしちゃうので、「これは災害救助に使うんです！」っていうのはちゃんと表に出してアピールしてくれないと、間ま違ちがって壊こわしちゃっても文句は受け付けません！』

『×××っ!?　×××××××！』

『はいはい横暴だよー。でもほら、どこの国のも平等にぶっ壊こわしちゃうし、戦争仕し掛かけた時点で潰つぶしちゃうつもりだから、そこまで問題ないよね？　強者が言うことを聞かせられるというのなら、魔ま法ほうのプリンセスであるあたしこそが無理を押おし通とおせるのです』

「……あの。俺の妹、物もの凄すごいこと言ってるんだが？」

「奇き遇ぐうですな、私も同感です。一番恐おそろしいのは、強あながち間ま違ちがっていないところですが」

　おっさんの言葉に、俺は苦い顔になってしまう。確かに、戦争で強い国だからこそ大きく出られるし、弱い国は条件が悪くても吞のむしかないという状じよう況きようが多々ある。

　だから魔ま法ほうで無敵な檸檬れもんがやることに関して、文句は言えても批難は出来ない。いやもう、文句なら山やま程ほどあるだろうけども。

「……ミサイルとかの兵器の破は壊かいって、どんな罪になるんだ？」

「不ふ法ほう侵しん入にゆうに器物破損、その他た諸もろ々もろでしょうな。ただ、前提として妹さんを捕つかまえられるのであればの話です。それに……ご覧の通り、一部の国は妹さんの主張を歓かん迎げいしていますし」

　流れっぱなしの動画では、どこの国か知らないが小こ柄がらな爺じいさんや眼鏡のお洒しや落れな婦人が明らかに好意的な表情で何かを言っていた。それを受けて檸檬れもんも気持ち良さそうに頷うなずいてるし。

『うんうん、全員に理り解かいして貰もらえるとは思ってなかったけど、賛同してくれる人がいるのは嬉うれしいなー。これより全ての国は、あたしによって戦争禁止になるのです。あと不当な圧力も止やめて欲ほしいなー。昔日本が開国した時、かなり不平等な条件吞のまされたって聞いたことあるし。ああいうの嫌いやだよねー』

『××××××××！　×××××？』

『えっ？　別にそれ以上の要求なんてないよ？　せっかく魔ま法ほうが使えるんならでっかく役立つことしたいって思っただけだから。それに言うこと聞いてくれるなら、要望があれば自然災害くらいどうにかしてあげるよ』

『……×××？　×××××××？』

『地じ震しんはちょっと厳しいかなぁ……でも津つ波なみなら実際に陸に届くまで時間かかるんでしょ？　それなら凍こおらせちゃえば止められるよ！　台風やハリケーンだって打ち消せるだろうし、山火事だってお任せなのです！』

　……檸檬れもんの熱弁に、何やらずっとあったざわめきが違ちがう種類のものに変わってきた。相変わらず窓の外では赤いドラゴンが飛んでいてギョロッとした目で中を覗のぞき込こむことがあるし、ボディガードの中には銃じゆうを構えたままの男もいるが、照準が合っているようには見えない。

　全員、突とつ然ぜん現れた異世界の姫ひめに吞のまれている。その圧あつ倒とう的てきな魔ま法ほうの力と、有う無むを言わさない子供特有の無む邪じや気きさに。

　そして今リビングにいる檸檬れもんはというと、誰だれがやってくれたのか綺き麗れいにカットされたリンゴを食べていた。

「これがね、今日のお昼くらいのことなの。で、言うだけ言ったし帰ろうとしたら、参加していた日本の外務大臣さんが、一大事だから首しゆ相しよう官かん邸ていか外務省に顔を出してくれって。だから空間転移で日本に戻もどって、言われた通りに官かん邸ていってところに行ったんだ」

「首しゆ相しよう官かん邸てい……」

　ニュースでしか聞いたことのない場所だ。思おもい浮うかべようとしたら国会議事堂が出てきた。たぶんだけど全然違ちがうんだろう。

　つまりうちの妹は、昼過ぎにシンガポールの国際会議に突とつ撃げきかまして、各国の高官を脅おどし、日本のお偉えらいさんにも会ってきた、と。

「……檸檬れもん、一つ訊きいていいか？」

「いいよいいよ、どんどん訊きいてよお兄ちゃん！　あたしのカッコイイ魔ま法ほう詠えい唱しようシーンとかドラゴンの背中に跨またがっているシーンとか再現しちゃう!?」

「そんなことはどうでもいいんだが……お前、昼過ぎにシンガポールでその後は首しゆ相しよう官かん邸ていだろ？　学校はどうした？」

「……………………………………いや、その、あのね？　奇き跡せき的てきに今日は、」

「一応言っておくが、噓うそ吐ついたら後が酷ひどいぞ。真否の分かる魔ま法ほうなんてなくても、お前の噓うそくらい分かるんだからな」

「………………………………………………ええと……………………ごめんなさい、午後はサボリました、ぁぁぁあぃたああぁぁぁ?!　お兄ちゃん痛っ、痛い痛いごめんなさい反省していますからぁぁぁぁっ!?」

　白状した瞬しゆん間かんに檸檬れもんのこめかみを両りよう拳こぶしでぐりぐりと抉えぐるように挟はさみ込こみ、

「お前な、俺に付いてこっちに来るって言った時、祖じ父いさん達と約束しただろうが。家の手伝いはちゃんとする、勉強も頑がん張ばる、学校はサボらない、悪い遊びはしないって。今すぐ荷物纏まとめて田舎いなかに戻もどるか？」

「いっ、嫌いやぁっ!?　もう徒と歩ほ圏けん内ないにコンビニもなければネット回線も届かない暗黒の地には住めない体なんだよ?!　行く行くは中なか目め黒ぐろに住んで下しも北きた沢ざわと代だい官かん山やまを庭って言い切る女子大生になるんだからぁ！」

「うるせぇ異世界生まれの田舎いなか育そだちのくせに。魔ま法ほう使えても受験の役には立たないってのに、堂々とサボってんじゃねぇ」

「いだだだだだだっ?!　ひっ、ひょめーんなはぁいぃぃ！」

　こめかみ押しから頰ほおを引っ張る罰ばつに移行したが、中学生とはいえ女子がしていい顔じゃなくなってしまったので、ここまでにしてやる。

「いいか、今後はサボったら一週間飯めし抜ぬきだぞ。どうせお前のことだから授業中に思い付いて、でもすぐに行くと給食を食えなくなるから昼まで残ってたんだろ？」

「うぐっ……その通りです、はい……」

「あと、遠出するんならメールの一つも入れとけ。帰らなかったら心配するだろうが」

　赤くなった頰ほおをさすりながら「はぁーい」と抜ぬけた返事をする檸檬れもんだが、ガチガチに制限しようにも言って聞くようなヤツじゃない。魔ま法ほうなんて使えなくてもそうだったんだ。

　とはいえ、よもや世界規模の会議に乱入して『平和に大人しくするかあたしにボコられるか選んでね（はぁと）』なんてふざけたことをしでかすとは思いもよらなかった。

　やれやれと頭痛の気配に悩なやまされていると、スキンヘッドを輝かがやかせた白しら木きのおっさんが神しん妙みような面おも持もちで話しかけてきた。

「……聞いた話では妹さん、どんな攻こう撃げきでも効かないのでは？　普ふ通つうに痛がっていましたが、あれはお兄さんの魔ま法ほうで？」

「俺はあいつと違ちがってただの一いつ般ぱん人じんだ。さっきのは、あれだろ。檸檬れもんが攻こう撃げきと思ったんじゃなくて、お仕置きだと判断したから通じたんだろ。前も突つっ込こみは普ふ通つうに食らってたしな」

「随ずい分ぶんと曖あい昧まいな線引きですな？」

「俺に言われても困るわ。まあ、あいつは無敵の魔ま法ほう使つかいなのかもしれないが完かん璧ぺきでも完全でもないただの中学生だから、やらかした責任は俺にきても仕方ないけどな」

「……手た綱づなを握にぎる、もしくは首輪を付けようとは言わないので？」

「そうしたいのはあんたらだろ？」

　軽く睨にらみながらの俺の問いに、白しら木きさんは小さく両手を挙げて苦く笑しようする。食えないおっさんだが、問題は他にもある。

「んで、首しゆ相しよう官かん邸ていからあんたがくっついてきたってのは分かるが、他の外交官集団は？」

「用件は同じですよ。会議中断後、彼女がどうやら日本語を話していたらしいことと、日本の外務大臣が声を掛かけたのを目もく撃げきされていたので、各国から日本政府に説明責任をと騒さわぎ立たてられましてな。その件を一応妹さんに伝えたところ、『疚やましいところなんて一つもないし、ここにいるって伝えていいよ』と……結果、この有あり様さまです」

「…………で、用件ってのは？　まだ聞いてないぞ」

　リビングで大人しく座すわってくれていた外国人達は、俺の言葉が切きっ掛かけだったのか一いつ斉せいに立ち上がった。

　そして合図もなしで、全員檸檬れもんへと深々と頭を下げ、

「「「「檸檬れもんさんの要求には最大限応じるので、ドラゴン放置はご勘かん弁べん下さい！」」」」

　二十人近い大人が、魂たましいの懇こん願がんをした。

　俺はすぐには彼等の言っている意味が分からなくて檸檬れもんを見るが、こいつも不思議そうな顔をしている。

　……が、さっきの動画を思い出し、俺は嫌いやな予感に頰ほおを引ひき攣つらせながらそうでないことを祈いのりつつ檸檬れもんに訊きいてみた。

「……なあ、妹よ。お前、空間転移の魔ま法ほうで日本に戻もどったんだよな？」

「へっ？　うん、そだよ？」

「なら訊きくが……あのホテルの外にいたドラゴン、どうしたんだ？」

「どうしたって、そんなの決まって……………………………………あれ…………？」

　最初は笑え顔がおだった檸檬れもんの表情が、フリーズしたままどんどんぎこちない笑えみに変わっていく。もうそれだけで答えが分かってしまった俺は、顔を覆おおうしかない。

「………………あはは…………もしかして、還かえすの忘れちゃってた、かなー……？」

「……………………忘れて…………あの、檸檬れもんさん？　あのレッドドラゴンとやらは、威い嚇かくの為ためにわざと置いていったのでは……？」

「そっ、そんなことしないもん！　あの子には何も攻こう撃げきしちゃダメだしあの建物の近くから離はなれてもダメって命令して、単にそのままだっただけで！　うわぁ、もしかしてお腹なか空かせちゃってるかなぁ……？」

「心配するのはそこじゃねぇよっ！　おらっ、さっさと現地に行ってドラゴン戻もどしてこい！　終わるまで夕飯はなしだからな?!」

「ちょっ、待ってお兄ちゃんあたし一発で転移する自信ないよ?!　もうすぐ出前届いちゃうんじゃないの!?」

「あー、そろそろですな。恐おそらくはもう五分足らずで」

「んじゃ、五分以内に戻もどって来くればいいな。さっさと行け。間に合わなかったらドラゴンの肉でも食ってろ」

「うあああああああぁぁぁっ、あたしのお寿す司しとステーキぃぃぃぃ！」

　食たべ盛ざかりな叫さけび声ごえを上げた檸檬れもんの頭上と足あし下もとに、白い光の輪が現れる。

　そして輪と輪を繫つなぐように光が溢あふれて檸檬れもんの体を包つつみ込こんだと思ったら、次の瞬しゆん間かんには光が弾はじけて、もう消えていた。

　転てん移い魔ま法ほうを使うのを目の前で見たのは初めてだが、意外と味気ない。もっと召しよう喚かん陣じんみたいなものが出てくるのかと思ったのに。

　そしてもう一つ、分かったことがある。

「…………あいつ、前みたいに勿もつ体たい振ぶった呪じゆ文もん使ってなかったな……」

　つまりあれはわざわざ言わなくても使えるということか。となると、魔ま法ほう自体は元々開発されたものを使っているとして……呪じゆ文もんはあいつの創作なんだろうか？

「……予想外のことで痛い事実を知ってしまった……」

「お兄さんも大変ですな。分かりますよ、うちの娘むすめもどうやら毎晩ポエムを認したためているらしくて……スマホに書いているので中身は確かく認にんしていませんがね」

「見ない方がいい。絶対だ。誰だれも幸せにならない」

「その様ですな。では、今日のところは我々は解散します。出前は直じきに届きますし、料金は支し払はらい済ずみなので、どうぞご遠えん慮りよ無なく」

「出前は有あり難がたく頂くが、変な厄やつ介かい事ごとを持もち込こむのは止やめてくれよ。まあ、そもそも檸檬れもんが厄やつ介かい事ごとの大本だろうが」

「いやいやどうも、良く出来たお兄さんだ。君、本当に高校生ですかな？　本当は私と同世代じゃなくて？」

「……小さい頃ころからあいつと一いつ緒しよに暮らしていたら、誰だれだって老成するさ」

　ため息混じりに答えると、白しら木きのおっさんは笑えみを零こぼすだけで言葉は返さず、恐おそらくは英語で何かを喋しやべって外交官集団と一いつ緒しよに家から去っていった。

　一人きりになると急に家の中が広くなったように感じて、何となしにテレビを点つける。特に見たい番組はないので昨日檸檬れもんが見ていたチャンネルのままにしておくと、ニュース番組が流れているところだった。

『えー、今日の昼過ぎに突とつ如じよシンガポールに現れた謎なぞの生き物は、現在もホテル近辺を浮ふ遊ゆうしている模様です。本当にあれは作り物ではなく怪かい獣じゆう、或あるいは龍りゆうと呼ばれる生物なのか、その正体はまだ判明しておらず──あっ、今何か龍りゆうらしきものの近くに人ひと影かげのようなものが現れました！　あれは一体、』

　現場アナウンサーの緊きん迫ぱくした声を聞いていられたのはそこまでで、俺はついリモコンで電源を落としてしまった。

　恐おそらく、ネットではあのドラゴンが話題を独どく占せんしているだろう。そしてそこに現れた謎なぞの人ひと影かげとその正体に、さらに議論は過熱するはずだ。

「…………ひけらかすなと言った翌日に世界デビューか。本人にひけらかしたつもりはないんだろうし、やりたかったのは正義の味方みたいなものなんだろうが……」

　どちらかというと世せ界かい征せい服ふくして支配者になろうって感じなのは、果たしてどこまでが檸檬れもんの希望した展開なのか。

　とりあえず展開の早さについていけない俺としては、もう現げん実じつ逃とう避ひに自や棄け食ぐいがしたいから、出前が来るのがとても待ち遠しかった。














二　……で、それって結局何する人？









　俺の妹の檸檬れもんが異世界の姫ひめで魔ま法ほう使つかいというトンデモな真実が発覚してから、一週間が経たった。覚かく醒せい当初は激動としか言いようがない大混乱を世界に齎もたらした檸檬れもんだが、ここ数日は大人しいもんだ。

　というのも、召しよう還かんしたドラゴンを放置プレイするという大ポカをやらかした檸檬れもんが無事送そう還かんを終えて戻もどってきた後、ジャストタイミングで届いた出前を食べながらいくつかルールを決めたのが大きいのかもしれない。

　まず、自宅近辺や住宅街での飛ひ行こう魔ま法ほうの禁止。今いま更さらながら近所の目を気にしたというより、コントロールがあやふやな檸檬れもんが他人様の家に突つっ込こんだり電線に引っかかったりしないように、という意味合いで。

　それから、県外に行く時は事じ前ぜん連れん絡らくを怠おこたらないこと。その気になれば地球の反対側でも一いつ瞬しゆんで行けるわけだが、だからといって気軽に遠えん征せいされると心配だ。魔ま法ほうの力で無敵だろうと、檸檬れもんは女子中学生……しかも行動力が高い代わりに、熟じゆく慮りよとか慎しん重ちようとか、そういうまどろっこしい要素を綺き麗れいさっぱり忘れている。

　魔ま法ほうで言葉が通じたとしても、その国その地方の常識やマナー、文化などを知らずに行動すれば、相手に不快な思いをさせるかもしれない。異世界の姫ひめだろうが魔ま法ほう使つかいだろうが、その土地に住んでいる人達を蔑ないがしろにしていいはずがない。

　まあ、あれで檸檬れもんは対人関係ならそこそこ優ゆう秀しゆうだし、余よ程ほどのことがなければやらかさないだろう……っていうのは、兄の欲目なのかもだ。

　新たに決めたのはこの二点くらいだが、そもそも桜さくら咲ざき家けには『九時までに夕飯を食べなければ三日間ご飯の用意はしない』という鉄の掟おきてがある。食事の用意をする側の俺には全く意味の無いルールと化しているが、食たべ盛ざかりかつ料理センスゼロの檸檬れもんにとっては死活問題になるハウスルールなので、八時五十分過ぎに帰宅して温める手間すら惜おしみ、半泣きになりつつ猛もう烈れつに搔かき込こむ姿を見たのも一度や二度じゃない。

　これらのルールがあり、さらに今週の土日は元々友達と遊ぶ予定を入れていたらしく、一週間は意外なくらい大人しく過ぎていった。

　ただ……

「なあ檸檬れもん。俺、凄すごい疑問に思うことがあるんだが」

「んん？　なぁに、お兄ちゃん？」

　今日は駅前の大型スーパーが月に一度のポイント七倍デーなので、一度帰宅してから檸檬れもんと一いつ緒しよに買い物に来ていた。檸檬れもんは荷物持ちをする代わりに好きなお菓か子しを三つ計五百円まで買っていいので、真しん剣けんな目でチョコレートの並ぶ棚たなを吟ぎん味みしている。

　面めん倒どうだから黒の上下ジャージで済ませている俺と違ちがい、檸檬れもんは学校制服のセーラー服のまま、小さな黄色いポシェットを肩かた掛がけしていた。

　食品と消しよう耗もう品ひんを積んだカートを押おしつつ、俺はそのポシェットをじっと見つめ、

「それの中に入ってるんだよな？　白しら木きのおっさんから貰もらったスマホ」

「そだよー。地下奥おく深ふかくとか電波遮しや断だんされた場所とかじゃなければどこでも使えるって凄すごいよねぇ。ネット回線も使いたい放題だし！」

「おっさん達からの出向要請はそれでするっていうから、最新技術が使われているんだろうな。やたらとバッテリー長持ちするし」

　どうして俺がそんなことを知っているかというと、別に檸檬れもんのスマホを触さわらせて貰もらったからとかではなく、

「お前に繫つながらなかった時用に俺まで持たされるって、正直意味が分からん。俺はお前の保護者であってもマネージャーじゃないんだぞ」

「え、でもお兄ちゃん、白しら木きのおっちゃんが給料出すって言ってなかった？」

「金きん一いつ封ぷうな。ちゃんと断ったぞ。お前にも金は渡わたすなって言っておいた」

「ええぇっ?!　な、何なに故ゆえに？　どうして受け取らないの、そしてあたしの貴重なお小こ遣づかいチャンスが知らないうちになくなってたの!?」

　両手にチョコレートの箱を持って猛もう抗こう議ぎをしてくる檸檬れもんだが、当然こっちにもそれなりの言い分がある。

「まず、俺が金を貰もらったら、あいつらの要求にある程度応えないといけなくなるだろ。お前は勝手に妙みような宣言したから自じ業ごう自じ得とくだが、俺は関わる気なんてないからな。頼たよられても困るし迷めい惑わくなんだよ」

「えぇー…………じゃ、あたしのお小こ遣づかいまで消えちゃったのは？」

「お前、金かね稼かせぎの為ためにやろうとしたのか？」

「へっ？　や、全然そんなじゃないよ？　やっぱ戦争とか人が死ぬのとか嫌いやだなー、って思ったから」

「だろ？　金かね儲もうけならやろうと思えば魔ま法ほうを使えば色々出来るだろうよ。けど、あいつらから報ほう酬しゆうを貰もらったら、それはもうビジネスだぞ。農薬撒まくのに自分じゃ大変だから農協や業者の人に金払はらってやって貰もらうのと一いつ緒しよだ」

「あたしが農協サイドの人かぁ……んん、それだとちょっとあたしのやりたかった感じと違ちがっちゃうなぁ……」

　腕うで組ぐみをして首を傾かしげる檸檬れもんは、どうやらある程度納なつ得とくしてくれたらしい。ただしそのどさくさでチョコレートの箱がカートの中に入れられているのは、ちゃんとチェックしてある。二つともだと計四つになるから、一番高いのは次の小こ遣づかいから天引きしてやらないと。

　まあ、断った俺が言うのもあれだが、タダ働きっていうのも確かにない。

「お前、自然災害を止めるって話もしたんだろ？　本当に出来るなら、それの報ほう酬しゆうとして少しくらいは貰もらってもいいと思うぞ。相手の気持ちもあるしな」

「ほんとっ!?　さっきの感じだとお兄ちゃんなら絶対受け取るなって言うと思ってた！」

「真面目な話をするとな。金かね儲もうけなら魔ま法ほう使えばいくらでも出来るだろうから、そういう意味では金に釣つられて上う手まいこと利用される……なんてことにはならないと思ってるんだよ。例えば、魔ま法ほうで畑を耕したり稲いね刈かりしたり作物を収しゆう穫かくしたりも出来るか？」

「んー……出来るはずなんだけど、今のあたしだとかなり怪あやしいかなー。土を掘ほり返かえすだけなら大だい丈じよう夫ぶだと思うよ。でも、力加減が上う手まくいかなくて、作物ダメにしちゃいそう」

「出来るようになったら祖じ父いさんに言ってみろよ。去年くらいからコンバインの調子が悪いってぼやいてたから、お前が代わりをしてくれるなら喜ぶぞ」

「ううーん、稲いね刈かりまでは出来ると思うけど、脱だつ穀こくはまた微び妙みような力加減が必要そうだなぁ……コンバインへの道程は長いや」

　農業機械と競きそう気満々の檸檬れもんは静かに闘とう志しを燃やす。俺もこいつも田舎いなかで育った期間が長いから分かりやすく伝えるには祖じ父いさんのやってる農業がいいかと思ったが、このままだと妹が目指すのは世界の覇は者しやでも正義の味方でも魔ま法ほうのプリンセスでもなく、便利な農業マシーンになりそうだ。

　……と、色々話しながら目当ての物は大体揃そろえたので二つのカゴ一いつ杯ぱいのカートを押おしてレジに向かうと、並んだ隣となりのレジに見覚えのある横顔があった。

　身長は高めだし決して太っているわけじゃないのにどことなくふっくらとした丸い印象のある、バッサリショートヘアの同級生だ。こちらとは違ちがい、一人で来ているらしい。

「あっ、のりちゃんだ！　やっぱりのりちゃんも買い物来てたんだねー」

　俺が声を掛かけるよりも早く檸檬れもんが突とつ撃げきしていった。騒さわがしいのが腕うでに抱だきついて、須す賀が沢さわのりは少し驚おどろいたように目を丸くしていたが、すぐに口元を綻ほころばせて優やさしく笑う。

「檸檬れもんちゃんは相変わらず元気ね。ちょっと見ないうちに背が伸のびた？」

「ふふふ、成長期ですから。それに身長よりもずっと変わったところがあるんだよ！」

「え、何だろう？　もしかして、好きな人が出来た……？」

「そういうのではなく！　もっと人間的な成長というかー、秘められし本当の自分が解放されたというかー……ねっ？」

「檸檬れもん、頭の悪い発言であんま須す賀が沢さわを困らせるな」

　迷めい惑わくかつ痛々しい妹をやんわり咎とがめると、須す賀が沢さわは「あっ」と小さく声を上げて、

「こんばんは桜さくら咲ざきくん。この間はありがとうね」

「あれくらいで礼なんて要いらんよ。ちょっと荷物運び手伝っただけだろ」

「でもわたし一人だったら大変で、家に帰るのも遅おくれていただろうから。雨が降る前に戻もどれなかったら洗せん濯たく物ものが乾かわかないし、家の中が洗せん濯たく物ものだらけになっちゃってたもの」

　本当に華はなの女子高生なのかと疑いたくなるくらい所しよ帯たい染じみた発言をする須す賀が沢さわは、俺と違う高校に通っているが同い年で幼おさな馴な染じみでもあり家事仲間でもある。

　うちと違ちがって須す賀が沢さわの家は両親が健在だが、共働きの上に弟てい妹まいが三人もいる長女だから、俺よりもずっと忙いそがしく家事をこなしていた。今日も愛用の電動自転車で来ているんだろうが、毎日のように前と後ろのカゴを買った物でぎゅう詰づめにしている姿を見ると、色々と手伝ってやりたくなるのが人情ってヤツだ。

　話しているうちにレジが進み俺の会計順になったが、檸檬れもんは須す賀が沢さわの横を離はなれず喋しやべり続つづけていた。まあ、あいつの目的はお菓か子しだったから別にいいけど。

　会計を済ませてマイバッグに詰つめていると、隣となりに同じく会計を済ませた須す賀が沢さわがやってきた。それを何となしに見て、ふと疑問が浮うかぶ。

「今日は随ずい分ぶんと買う量が少ないな？　いつもポイントデーなら買かい込こんでるのに」

「それがね、学校帰りに何か踏ふんじゃったのか、自転車のタイヤがパンクしちゃってて。気付いたのが来る前で、今日は歩きなの」

「そりゃ大変だな。電動アシスト付いてないけど俺のチャリ使うか？」

「それだと桜さくら咲ざきくんが大変じゃない。大だい丈じよう夫ぶ、体力には自信あるから」

　そう言ってぐっと力ちから瘤こぶを作るポーズを決める須す賀が沢さわだが、どう見たって細ほそ腕うでだ。こいつの家はうちの二軒けん隣となりだから、歩きだと三十分近くかかるっていうのに。

　どう説得すれば頷うなずいてくれるんかなと考えていると、俺の肘ひじ近くをちょいちょいと引っ張る感かん触しよくが。見れば檸檬れもんが気持ち悪いくらい満面の笑えみを浮うかべていた。

「……なんだよ？」

「へいへい旦だん那な、誰だれかお忘れじゃないですかぁ？　とってもキュートで役に立つ存在を忘れてやいませんかぁー？」

　訂てい正せい、気持ち悪いじゃなくて気味が悪い。徹てつ夜や明あけみたいなテンションだし。

「……で、何が言いたいんだ？」

「だーかーらー、こういう時にこそ魔ま法ほうの出番じゃない？」

「……ああ、そういうことか。でもお前、あれって自分以外もいけるのか？」

「んー、大だい丈じよう夫ぶじゃない？　サイズ的にはおっきな家くらいまでなら可能だよ。ただ、範はん囲いが大きくなるとそれだけコントロールが難しくなるんだけど、三人とあたし達の自転車くらいなら平気！　のはず！」

　最後の一言で一気に信しん憑ぴよう性せいが怪あやしくなった。本当にこいつを信じていいんだろうか、我わが妹いもうとながら不安すぎる。

「俺、いきなり上空二千メートルに投げ出されるのとか嫌いやだぞ。普ふ通つうに死ぬからな」

「だいじょーぶだって！　もしそうなってもお兄ちゃんが地面にぶつかっちゃう前に救出してあげるから！」

「お前の大だい丈じよう夫ぶには不安要素しかねぇよ……」

　とはいえ、実際便利なのは便利だ。それに檸檬れもんが魔ま法ほうを使うのを隠かくさない以上、遅おそかれ早はやかれ近所にはバレる。

　なら、善人代表みたいな須す賀が沢さわにはちゃんと知っておいて貰もらった方がいいかもしれない。

「……須す賀が沢さわ、悪い。時間はとらせないから、ちょっと付き合ってくれるか？」

「はい？　あんまり遅おそくならないなら、うん、全然いいよ？」

「んじゃ、駐ちゆう車しや場じよう側の外で待っててくれ。チャリ拾ってすぐ行くから」

　そう言って、買った物の詰つめ込こみをしてから須す賀が沢さわとは一度別れ、駐ちゆう輪りん場じようを経由して駐ちゆう車しや場じよう側の入り口付近で合流した。ちなみに檸檬れもんも魔ま法ほうを使えるのにわざわざ愛用のクロスバイクで来ているのは『先に着いて待ってるのも暇ひまだし』とのことだ。基本的に人と接するのが好きなヤツだから、学校の行き帰りも途と中ちゆうから通学路が一いつ緒しよの友達と話したいからという理由で魔ま法ほうは使ってない。

　そんなこともあって、檸檬れもんが俺の前を楽しそうに歩いているのは、誰だれかに魔ま法ほうを披ひ露ろうしたくてうずうずしていたからだろう。友達にはサプライズで教えたいと言っていたが、毎日言いたくて仕方ないって顔をしてたし。

　ポイントデーだし駅前のスーパーなので、人の出入りはそれなりにある。近くに適当な公園や路地裏なんてないので、妥だ協きようして建物の陰かげでこっそりやるしかない。

「須す賀が沢さわ、こっちに。檸檬れもん、本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな？」

　幼おさな馴な染じみの同級生を連れて、店外トイレの外側に回まわり込こんで誰だれもいないことを確かく認にんしつつ訊たずねる。妹はビッと親指を立てて応えるが、あの自信満々な笑え顔がおをどこまで信用していいものやらだ。

　……まあ、あいつも兄だけでなく姉みたいに懐なついている年上の幼おさな馴な染じみをうっかり事故死させるようなことはないと思うので、心配はしすぎないようにしておこう。

「いいか、うちのガレージな。あそこならこの人数でも入れるだけのスペースがあるからいけるはずだ。間ま違ちがってもリビングとか俺の部屋とかは止やめろよ」

「そんな風に言われると意識しちゃうじゃん。もう、お兄ちゃんは繊せん細さいな妹の機き微びってヤツが分かってないなー」

「んなもん分かるか。ほら須す賀が沢さわ、もうちょいこっち寄れ。そこだとトイレに来る客から丸見えになるぞ」

「う、うん……？　でも、こんな所に何があるの？」

「あるっていうかするんだが……まあいいや、説明は事後の方が早いだろ。檸檬れもん、いけそうならさっさとやってくれ」

　戸と惑まどいながらも指示通りにすぐ側そばまで来てくれた須す賀が沢さわには悪いが、百聞は一見にしかずだ。もしかしたらスカイダイビングになるかもなんて不安にさせるのもアレだし。

　一方、俺達の安否を握にぎる妹はというと、

「んー、ガレージ、ガレージ…………うん、いける！　気がする！」

　両りよう腕うでを広げて左右に揺ゆれるという妙みような精神集中をしていた檸檬れもんから、案外さっくりゴーサインが出た。不安は残るが、一応あの目は真しん剣けんな時のものだから、たぶん大だい丈じよう夫ぶだろう。

「じゃ、お兄ちゃんはあたしの分も自転車支えておいて。のりちゃん、あたしかお兄ちゃんを摑つかんでおいてね？」

「えっ？　よく分からないけど……これでいい？」

　右手にマイバッグを持っていた須す賀が沢さわは、空いていた逆の手で左側にいた俺の手首辺りをそっと摑つかんでくる。妹と違ちがう遠えん慮りよがちな触さわり方かたで、なんか新しん鮮せんというか、ドキッとした。

　急に体が熱くなってきたのを顔には出さないよう努めていると、檸檬れもんが全くの遠えん慮りよなしに俺と須す賀が沢さわの二にの腕うでを摑つかみ、

「それじゃ、いっくよ──［我わが意いのまま世界を零ゼロに、『瞬天セフイアリー』］」

　この間とは違ちがってそれっぽい呪じゆ文もんを唱えた瞬しゆん間かん、あの時と同様に白い光の輪が頭上と足あし下もとに現れた。三人プラス自転車二台をまるっと収めるサイズなので、結構でかいし光も強い。

「えっ、えっ？　なにこ──」

　突とつ然ぜんのことに須す賀が沢さわが驚おどろき、握にぎられていた手に力が籠こもった瞬しゆん間かん、光が弾はじけた──と思ったら、瞬まばたきする間もなく景色が変わった。

　灯あかりが点ついてなくて分かりづらいが、見慣れた場所だから暗くても分かる。ここはうちのガレージだ。その証しよう拠こにちょっと動くと人感センサーが反応してパッと灯あかりが点ついて、一輪車とか何となくＤＩＹで作った工こう具ぐ棚だなとか、見慣れた光景が広がっている。

「……成功か。色々覚かく悟ごしたけど、無事でホッとしたわ」

「あっ、お兄ちゃん酷ひどい！　他の場所ならともかく、うちだったら殆ほとんどミスらないよ！　ちゃんと練習もしてるんだからさー」

「うん？　地道にそういうのもやってたのか？」

「そうだよ。お風ふ呂ろから部屋まで転移したり、部屋から玄げん関かんまで転移したり、トイレから部屋まで転移したり」

「積極的怠たい慢まんの結果じゃねぇか……どれだけ怠なまけたいんだ、お前……」

　ずぼら妹に呆あきれて首を横に振ふると、キョトンとしたまま動かない須す賀が沢さわが目に入った。

「……あれ？　ここ…………桜さくら咲ざきくんの家…………あれぇ……？」

　状じよう況きようが全く摑つかめていない須す賀が沢さわにここからどう説明していくべきか。お人ひと好よしな幼おさな馴な染じみが誰だれ彼かれ構かまわず言いい触ふらすことはまずないし、実演した今なら割と簡単に信しんじて貰もらえるだろうが、出来れば手短に済ませたいし──

「ふっふー、これがどういうことなのか知りたいかな？　のりちゃんもこっち側の人になりたいかな？」

「こ、こっち側？　知りたいけれど、どこの側になるの……？」

「おい、無む駄だに意味深なこと言って余計混乱させるな。ただでさえ須す賀が沢さわは騙だまされやすいんだから」

　一応釘くぎを刺さすものの何な故ぜかウインクを返してくる辺り、檸檬れもんに俺の意図を汲くみ取とってくれるのを期待するのは無理そうだった。

「実はね、のりちゃん……何を隠かくそうこのあたしは封ふう印いんが解かれ、異世界の姫ひめとして目覚めたのです！」

「……………………うーん…………意味が全然分からないかなぁ……」

「つまりね、なんか赤ちゃんの時に異世界からこっちに来たみたいで、封ふう印いんが解けて一週間前にそのことを知ったの。で、魔ま法ほうが使えるようになったのです！」

　ざっくりとだが予想外に要点だけ説明する檸檬れもんに、須す賀が沢さわは寝ね起おきみたいにぼんやりと何度も瞬まばたきをして、

「…………ふぁぁ、そんなこともあるんだ……？　じゃあ、スーパーにいたはずがいきなり桜さくら咲ざきくんの家にいるのも……？」

「そうなのっ、あたしの空間転移でシュパッと移動したんだよ！　凄すごいでしょっ？」

「……凄すごい……わあ、本当に凄すごいよ檸檬れもんちゃん！　可か愛わいいだけじゃなくて魔ま法ほう少しよう女じよだったなんて、驚おどろきだよ……！」

　檸檬れもんの手を両手で握にぎって好リアクションをする須す賀が沢さわだけど、あんまり妹を調子に乗せる発言は控ひかえて貰もらいたい。でないとすぐに──
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「チチチ、魔ま法ほう少しよう女じよじゃなくてマジカルプリンセスなんだなー。しかも最近は正義の味方と世界の覇は者しやまで兼けん任にんしているんだよ。今のうちにサインいる？」

「わあ、サインまであるの!?　檸檬れもんちゃん、ちょっと見ない間に手の届かない人になっちゃったんだね……」

「ううん、あたしはいつでもいつまでも、のりちゃんの知っている檸檬れもんだよ！　お姫ひめさまでも世せ界かい征せい服ふくをしても、元気で可か愛わいい女の子のままです！」

「適当なことばっか言うな。見ろ、須す賀が沢さわが感激のあまり泣きそうになってるだろ」

　全然感動要素はなかったというかむしろコメディ感が強かったのに、純じゆん粋すいな須す賀が沢さわにはまるで違ちがう風に捉とらえられたらしい。なんか俺も汚よごれている側の人間に思えるのが辛つらい。

　しかも適当なくせに噓うそは吐ついていないので、ここから須す賀が沢さわにどう説明して納なつ得とくさせるか、考え物だ。

「あー……まあ、なんだ。須す賀が沢さわも知ってるだろ？　先週話題になって、今もニュースを賑にぎわせているシンガポールの怪かい獣じゆう事件」

「うん、知っているよ。赤くて大きいのが空飛んでた奴でしょ？」

「そう、それだ。あれマジでドラゴンなんだけど、あれを召しよう喚かんしたのがこいつな。ついでに言うと、動画にチラッとだけ映っていたちっこい人ひと影かげ、あれもこいつな」

「そうなのっ?!　檸檬れもんちゃん、本当に有名人になっちゃったんだねぇ……」

「まだ表向きには正体知られてないけどねっ。今後の活かつ躍やくにご期待ください！」

　ビシッと敬礼を決める檸檬れもんはさておき、一つだけ念を入れておかないと。

「一応、秘密ってことにしといてくれ。こいつのことだからすぐにバレるだろうし、そこまで隠かくす気もないっぽいけど、マスコミとか野次馬とか面めん倒どうだしな」

「あ、そうだね。うん、分かった。わたし、命に代かえても言わないよ……！」

「いやそこまで覚かく悟ごされると逆に困るんだが……まあいいや、今日の足代だと思ってしばらく黙だまっててくれ。んで、こいつのことで周りがうるさくなったらすぐ言ってくれな。ご近所さんに迷めい惑わくかけるんならそれなりの対応しないとまずいし」

「そうだねー。上からの圧力かあたしからの圧力か、どっちかだけど」

　果たしてどっちがマシなのか、それは俺にも分からない。檸檬れもんがやったらろくなことにならないのだけは確定だが。

「檸檬れもんちゃんが魔ま法ほうを使えて、お姫ひめ様さまで、正義の味方かぁ……あ、でも、正義の味方って何をするの？」

　それは恐おそらく、純じゆん粋すいな疑問だったんだと思う。普ふ通つうなら鼻で笑う正義の味方発言だが、須す賀が沢さわは良いいヤツなのでそれはない。

　須す賀が沢さわを姉みたいに慕したっている檸檬れもんもそこは重々承知だから、質問に対しストレートに答えを返す……と思いきや、目をパチクリさせていた。

「何をって…………そこはほら、あれだよ、あれ。犯罪者を倒たおしたり、悪の組織と戦ったり、宇宙人と戦ったり……」

「バトル系特化な正義の味方もいたもんだな。子供向け特とく撮さつヒーローかよ」

「じゃああれっ！　困ってる人を助けたりお腹なか空かせている子にパンをあげたり！」

「思おもい浮うかんでるの完全にあのキャラクターじゃねぇか……」

　自分の顔を積極的に食べさせる例の主人公を模も倣ほうしてどうするつもりなのか。俺、替かえの顔なんて作れないんだけど。

　行き当たりばったりな発言に自分でも納なつ得とくがいかなかったか腕うで組ぐみをして首を捻ひねる檸檬れもんを他よ所そに、俺はガレージの奥おくにあった工具箱の中身を確かく認にんしてから持ち出し、

「んじゃ、とりあえず俺は須す賀が沢さわを送るついでにパンク直してくるから、正義の味方さんは買って来たのを仕し舞まっておいてくれ」

「えっ、わざわざ悪いよ、そんなの。明日自転車屋さんに持って行くから……」

「それだと登校する時に困るだろ。大した手間じゃないし、前に林りん檎ごとか葡ぶ萄どうとか色々貰もらったしな。そのお返しってことで」

　遠えん慮りよしようとする須す賀が沢さわと問答をしていても時間が掛かかるので、さっさと須す賀が沢さわの持っていたマイバッグを強ごう引いんに引き取って「ほら、行こうぜ」と先に行く。慌あわてて付いて来た須す賀が沢さわが「ごめんね、ありがとう」と言ってくるが、これも生返事だけして適当に流す。

　家の敷しき地ち内ないから出ながらちらりと振ふり返かえれば、檸檬れもんはまだ腕うで組ぐみしたまま動いていなかった。まあいつまでもあのままってことはないだろうし、放っておいてもいいだろう。

　そんなわけで俺は徒歩一分も掛かからない二軒けん隣となりまで須す賀が沢さわを送り、後輪がパンクしていた自転車を直して家へと戻もどったが、その時には檸檬れもんは自室に引ひっ込こんでいた。

　俺は夕飯を作ったり明日提出の宿題をしたりとそれなりに忙いそがしく、普ふ段だんからは考えられないくらい喋しやべらない檸檬れもんを『たまには静かでいいな』と思っていたのだが。

　正直なところ、この一週間は大人しかったので、俺は油断していた。だからすっかり忘れていたのだ。

　うちの妹は考えなしに動くより、しっかり考えてから動く時の方が、騒さわぎが大きくなるということを──





◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆






　金曜日は商店街の精肉店で豚ぶた肉にくが安い日だ。なので一週間分の豚ぶた肉にくは金曜に仕入れる。

　今週も学校帰りに二キロ近い豚ぶた肉にくを買かい込こんで帰宅し、うち三分の一は生しよ姜うが醬じよう油ゆに漬つけて、残りは真空パック詰づめにして冷れい凍とうした。面めん倒どう臭くさいことに、檸檬れもんは同じ週にメニューが被かぶると「またぁ～？」と言ってくる。何気ない本音がイラッとくるので、出来るだけ一週間内のメニュー被かぶりはないようにしていた。「文句を言うんだったらお前が作れ」と言った瞬しゆん間かん、檸檬れもんは嬉き々きとして『食えないほどでもないけど確実に素材の良さを殺している不ま味ずさ』という問題しかない料理を作ってしまうので、これは一種の防衛手段だ。

　日が暮れる前に生しよ姜うが焼やきとキャベツの千切り、適当にやった茶ちや碗わん蒸むし、冷れい凍とうしておいたつみれを入れたスープの夕食を作り終えた俺は、取とり込こんでおいた数日分の洗せん濯たく物ものを畳たたみながら録画済みのテレビ番組を見ていたのだが。

　突とつ然ぜん聞き慣れない音がどこからか鳴なり響ひびき、俺は手を止めて周囲を見み渡わたす。

　するとテーブルの上に置いておいたスマートフォンが明るく光り、誰だれが設定したんだか俺でも知ってるアイドルグループのヒットソングが流れていた。

　手に取って画面を見れば、『外務省・白しら木き』の表示が。

「スキンヘッドのおっさんからか……」

　外務省の人間というよりはヤのつく職業の方がしっくりくる外見を思い出しつつ、画面を操作して電話に出た。

「もしもし？」

『ああ、良かった繫つながりましたな。外務省の白しら木きです。お兄さんは今、どちらに？』

「どちらにって、普ふ通つうに家だよ。檸檬れもんはまだ帰ってないし、どこにいるかも知らん」

　おっさんから連れん絡らくが来る理由なんて妹のこと以外ないはずだから先手を打って伝えると、

『ええ、はい、そうでしょうな。ちなみにお兄さん、そこにテレビはありますか？　パソコンやスマホでも大だい丈じよう夫ぶですが、テレビが一番手っ取り早い』

「意味が分からんけど……どっかのチャンネル見ろって？」

『ええ、民放各局ならどこでも──ああ失礼、一つだけアニメが放送されている局があるようですが、そこ以外ならば』

　どこの局のことを言っているのかは何となく予想がつくので、俺は見ていた録画番組を止めて、言われた通りに適当な民放にチャンネルを替かえた。

　まだゴールデンタイムのバラエティ番組が始まるには早いので、大たい抵ていの局は夕方からの情報番組かニュースを流している、はず……だが……

　やっていたのはニュース番組なんだろうが、普ふ通つうのニュースではなく、どこかからのライブ中ちゆう継けいだった。

『──なのです！　ご覧下さい、あの巨きよ大だいなトカゲのような怪かい獣じゆうを！　一週間前にシンガポールに現れたものとよく似ています！』

「………………………………えぇ……？」

　テレビに映っているのは、恐おそらく檸檬れもんが召しよう還かんしたドラゴンだ。白はく亜あ紀きでもないのにあんなデカブツがちょいちょい現れるよりは、同一犯によるものだと思った方が自然だろう。

　問題は三つ。何な故ぜ、またあんなものを召しよう還かんしたのか。次に、画面テロップにある『アフリカ大陸ソナ共和国より衛えい星せい中ちゆう継けい』というのが本当なら、どうしてそんな場所でやったのか。

　そして最後に、一番の謎なぞは……

『それにしても、いい匂においがこちらまで漂ただよってきます。恥はずかしながらお腹なかが鳴ってしまいそうです。果たしてどんな味がするのでしょうか……!?』

　……どうしてあのドラゴンは、こんがり丸焼きになっているのか？

　うちの学校の体育館くらいありそうな特大サイズのドラゴンなのに、地面に横たわり湯気を立てている姿は伝説のモンスターでも大空の覇は者しやでもなんでもない。ただのご馳ち走そうだ。

「……あれ、焼いたのも含ふくめて檸檬れもんの仕業だよな？　本人は？」

『それらしき人物はいますよ。近くにいる現地住民とは明らかに違ちがう格好をしている人物が』

　言われて、俺は画面を凝ぎよう視しする。ドラゴンの巨きよ体たいと無む惨ざんな姿に気を取られていたが、確かに多数の現地住民らしき人達がドラゴンを囲んでいる。

　そしてその中に…………いた。

　檸檬れもんの通う中学の制服であるセーラー服を着て、変な似顔絵の紙かみ袋ぶくろを頭から被かぶった、とんでもなく怪あやしい人物が。あんなの日本だろうがアフリカだろうが浮うくに決まってる。

「…………あれ、俺の妹じゃないって可能性は存在しないんだろうか……？」

『残念ながら正しよう真しん正しよう銘めい妹さんですな。気持ちはお察ししますが』

「……………………で、あいつ何してるんだ？　おっさんはどこまで把は握あくしてる？」

『このニュース映像が配信され始めたのが約七分前です。私の元に第一報が届いたのはもう少し早く十三分前になりますな。「ソナ共和国にドラゴンと思おぼしき未み確かく認にん生せい物ぶつ出現、しかしすぐさま冗じよう談だんみたいに大きな炎ほのおによって美お味いしそうに焼かれた模様」、と』

「……確かに美う味まそうだけどさぁ……」

　かといって報告に盛もり込こむって、どれだけテンパっていたのか。あと気になるのは、

「報告からテレビ中ちゆう継けいまでが早すぎないか？」

『それがですな、テレビクルーは元々現場近くにいたんです。今日の夜に役目を終えて大たい気き圏けんに落とす予定の日本製人工衛星が燃もえ尽つきる瞬しゆん間かんが最も鮮せん明めいに見られると、夜のニュース番組で中ちゆう継けいが決まっていた訳ですが……』

「……そこで偶ぐう然ぜん、あいつがあんなことをやらかした、と」

『恐おそらく、本当に偶ぐう然ぜんでしょうな。クルーが衛星落下を中ちゆう継けいする予定の場所はもっと高台になっている所でして、あの地点には休きゆう憩けいで寄っていたらしいので』

　そこに付け足すと、俺の妹がその辺の調査を入念にするタイプとは全然思えない。今日の天気予報すら調べようとしないヤツだし。

　……と、テレビ画面の方で動きがあった。ドラゴンの丸焼きばかりクローズアップしていたが、カメラがそれを取り囲む現地住民達に──そして怪あやしすぎる紙かみ袋ぶくろ覆ふく面めん女おんなにズームアップしていき、

『どうやら住民の皆みなさんはあの焼かれた怪かい獣じゆうを切り取って食べている様子です。羨うらやましい……じゃなくて、その中に一人、恐おそらく現地の方ではない女性の姿があるのですが……』

　リポーターが口くち籠ごもる気持ちもよく分かる。あれに触ふれていいのかどうかは凄すごい博打ばくちだ。凄すごいスクープなのに、下手したら放送事故で全てが台無しになる。

　俺としてもアレはスルーして貰もらいたいところだが……

『……おや？　あの女性、何か喋しやべっているようですが……もしかしてあれは日本語でしょうか？　残念ながら顔を隠かくしているので日本人かどうかは分かりませんが……「一人一切れまでね、それ以上食べるとお腹なか壊こわすよー」、と言っているようです……！』

　興奮気味にリポーターが伝えるが、俺としては根本的な疑問が。
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「そもそもドラゴンって食って大だい丈じよう夫ぶなのか？　寄生虫とか病原体とか、異世界から持もち込こまれたらヤバいだろ？」

『そうですなぁ……すみませんがお兄さん、確かく認にんして貰もらっていいですか？』

「確かく認にん？　帰って来てから訊きけって？」

『いえ、今訊きいて下さい。この電話は複数人で同時通話出来ますから、お兄さんのスマホから妹さんのスマホに掛かけて貰もらえますか？』

「いいけど、俺に頼たのむくらいならおっさんが繫つないでくれれば……」

『それが私達からの連れん絡らくはガン無視されてしまいましてな。お兄さんからならば出てくれると思うので、どうか一つ』

　電でん話わ越ごしなので見えはしないが、白しら木きのおっさんが律りち儀ぎに頭を下げている気配がした。実際にやっているかどうかはともかく、妹がやらかしている件でこうも頼たのまれては、俺も折れざるを得ない。

　ため息混じりの吐と息いきの後、スマホの画面から手て探さぐりで『通話相手を追加する』というメニューを見つけ、アドレスに入っていた『桜さくら咲ざき檸檬れもん』の名前を選ぶ。ハンズフリーにしたスマホをテーブルに置いて、途と中ちゆうだった洗せん濯たく物もの畳たたみを再開しつつテレビを見る。

　画面には相変わらず怪あやしすぎる覆ふく面めん女おんなが映っていたが、不意に彼女が下を向いて、制服のポケットから何かを取り出した。カメラマンもそれが気になったのかアップになり、スマホを持っているのが映る。

　そして紙かみ袋ぶくろ覆ふく面めん女おんなはほぼノータイムでスマホを耳に当て、

『もしもしー？　お兄ちゃん、何か用？』

　……スマホとテレビ画面から、数秒のタイムラグを挟はさんで同じ声が聞こえてきた。どうしてこのタイミングで中ちゆう継けいのテレビもあいつの音声を拾いやがるのか。

　檸檬れもんの声だけとはいえ全国放送で兄きよう妹だいの会話が流れるなんて最悪だ、一秒でも早く用件を済ませなければ。

「……お前、今自分がどんな状じよう況きようか分かってるか？」

『へっ？　状じよう況きようって、ちょっと忙いそがしくしててさー』

「知ってる。ちょい左側見てみ……ああ悪い、お前からだと右だな。右側の少し離はなれた所に何が見える？」

『何がって…………あれ、カメラ？　わ、もしかしてこれテレビかネットで流れてるの!?　いやー、困っちゃうな有名人だなー』

　身をくねらせて心情を表現する檸檬れもんだが、声も含ふくめて全然困った感はない。カメラ映りを気にして襟えり元もとを正しているけど、問題はそこじゃなく異様な覆ふく面めんだと何な故ぜ気付かないのか。

　ともあれ、カメラの存在を理解したのなら話は早い。

「お前が何をどう思ってそんなことしてるのかは後でゆっくり聞く。とりあえず白しら木きのおっさんがその肉は食べて大だい丈じよう夫ぶなのか心配してるぞ」

『あ、ヘーキヘーキ！　前の子とは違ちがう種類なんだけど、向こうでは超ちよう栄えい養よう食しよくって言われてるみたいだから！　焼く前に浄じよう化かの魔ま法ほうも使ったから、生焼けでも大だい丈じよう夫ぶだしほんのり塩味が付いてるんだよ！』

「塩っ気のする消しよう毒どく魔ま法ほうってなんなんだよ……まあいいや、問題ないっていうなら適当なところで帰って来いよ。時差があるからそっちはまだまだ明るいが、こっちはもうすぐ夜七時になるからな」

『ふぁっ、もうそんな時間なの?!　大変、今日の「山盛りパンチ」にゲストで小こ日向ひなたくんが出るから見なきゃいけないのに！』

　それは檸檬れもんが毎週見ているバラエティ番組だが、思いっきり他局だ。ワイプでスタジオが映ってるけど、全員気まずそうな表情になっていた。

　これ以上電話を続けるともっと余計な個人情報まで口走りそうなので、俺は「じゃあ早めにな」とだけ告げてさっさと通話を切る。白しら木きのおっさんとの通話も切れたが、横から口出しして来なかった以上、お役やく御ご免めんだろう。

　小さく息を吐はき出だし、改めてテレビに映る檸檬れもんを見ると、

『ええっとぉ、あたしは一身上の都合で帰らなければならないの！　だから、いい?!　最初に説明した通り、一人一切れだけだよ!?　一口分で、一ヶ月は持つんだからね!?　欲張って必要以上に食べるとお腹なかが重くて動けない上に超ちようしんどいから、絶対守るように！　千人いても食べきれない量なんだから慌あわてず騒さわがず争わず、仲良く分け合うように！』

　早口でまくし立てる言葉はどう聞いても日本語だが、現地の人達は神しん妙みような顔で頷うなずいているから、意味は伝わっているらしい。あれも魔ま法ほうの効果なんだろう。

『ちなみに！　お肉以外は食べられないから、妙みような気を起こしちゃダメだよ?!　内臓食べたら元気になりすぎて逆に死んじゃうからね!?』

　……通話切るの、早まったかもだ。滅め茶ちや苦く茶ちや不安になること言いやがる。

　俺だけでなくテレビを見ている人達にも存分に不安をばら撒まいた紙かみ袋ぶくろ覆ふく面めん女おんなは、何な故ぜか満足気に『よし！』と頷うなずいて、

『じゃ、お腹なか空かせている人達にも配ってあげてね！　一口サイズでいいから、皆みんなに！　残った内臓とか骨とかは後で処分するから、先にお肉を切り分けておくように！　以上です！』

　言うだけ言うと、覆ふく面めん女おんなは住民の輪から抜ぬけ出だした。

　その様子に退散の気配を察したのか、慌あわててフレームインしてきたリポーターが、

『どうやら彼女……恐おそらく女性だと思われる人物は立ち去る模様です！　その前に何とかインタビューを試みてみようと思います！』

　活いき活いきとした表情でマイクを持って意い気き込ごんでいるが、たぶんもう遅おそい。

　俺の予想は的中のようで、再びカメラが覆ふく面めん女おんなにフォーカスを当てた時には、既すでに足あし下もとと頭上に白い輪が浮うかび上あがった後だ。

『えっ、あれは一体なんでしょうか？　あの光は……あっ、こちらに手を振ふっていますが、コンタクトは可能──はぁっ!?　き、消えっ!?　消えましたよね、あの人?!　え、噓うそ、本当にいませんよ!?』

　空間転移の瞬しゆん間かんを見たリポーターは見事なまでに慌あわてふためく。ワイプに映るスタジオの人達も、一様にポカンとしていた。

　まあそりゃそうだろう。俺だって何の前まえ振ふりもなくやられていたら同じ反応だった。

　そして跡あと形かたもなく姿を消した覆ふく面めん女おんなはというと、

「たっだいま！　お兄ちゃんまだ『山盛りパンチ』始まってないよね!?」

　バタバタと足音荒あらくリビングに入ってきたのは、さっきまでテレビに映っていた怪あやしすぎる覆ふく面めん女おんなだ。間近で見ると異様すぎて怖こわい＆キモい。紙かみ袋ぶくろに黒いペンで顔と髪かみを描いただけの造りだが、こいつの画力が小学生の時に少しよう女じよ漫まん画が雑ざつ誌しのお便りコーナーに出していた時と変わっていないから妙みような迫はく力りよくがある。

「……おう、おかえり。とりあえずその面めん妖ような被かぶり物ものを取れ」

「えっ、可か愛わいくない？　正体バレもしないし一石二鳥じゃない？」

「海外ならあれが近付いてきただけで撃うたれても仕方ないと思うけどな。現地住民はどんな反応だったよ？」

「んー、最初は怖こわがってたけど、とりあえずドラゴン召喚よんだらそっちに気を取られてたし、丸焼きにしたら平ひれ伏ふしてちゃんと言うこと聞いてくれるようになったし……そういえばこれの感想はなかったなー」

　まあ、子供が落書きしたような被かぶり物ものよりも、あんな怪かい獣じゆうを呼び出して倒たおすという方が大問題だろう。

「……で、なんでまたあんな真ま似ねを？　どういう意図だ？」

「えっ、分かんない？　見ての通り、炊たき出だしだよ？」

「…………待て。炊たき出だし？」

「そだよ。ほら、昨日のりちゃんと話してて思ったの。正義の味方って言うのは簡単だけど、悪なんてそう見つからないでしょ？　犯罪者を取とり締しまっても、いくら魔ま法ほうが使えても手が足りないし。だから一番分かりやすいのは、お腹なか空かせてる人達を救うことかなー、って」

　檸檬れもんは覆ふく面めんにしていた紙かみ袋ぶくろを取り、丁てい寧ねいに畳たたみながら説明する。

「でも、あたしの魔ま法ほうって強力なのばっかで、手て頃ごろなの少なくてさー。直じかでパンとかプリンとか出せれば良かったのに、そーいう便利なのはないの。だからあのククドラゴンを召喚よぶことにしたんだ」

「……他の動物じゃ駄だ目めだったのか？」

「あれがベストなの！　あたしが召しよう喚かん出で来きる動物、ドラゴンと神しん獣じゆうだけだもん」

「どっちにしろ食材向きじゃねぇなぁ……」

「ところが旦だん那な、あのククドラゴンはドラゴンの割に繁はん殖しよく力りよくは強いしそこまで危険じゃないから、食用ドラゴンとして有名なんだよ。一口食べれば何週間か持つし」

「どういう仕組みだ、それ。人体ってそんな風に一度じゃ栄養摂とりきれないだろ？」

　異世界の人間は胃腸の造りが違ちがうにしても、檸檬れもんはこっちの人間とほぼ変わらない。今まで健けん康こう診しん断だんで悪い結果が出たり謎なぞの器官が発見されたりしたことないし。

「なんか消化に時間が掛かかるらしいよ？　すぐには吸収されないし排はい泄せつもされないし、その間ずっと栄養分は取れるんだって。あたしも知識だけでしか知らないけど」

「いやお前が率そつ先せんして試ためせよ！」

「あれ食べると完全に吸収されるまで食欲なくなっちゃうんだもん！　しかもカロリーも高いから食べないままでも瘦やせないし！　人生の楽しみが半分くらいなくなるのに瘦やせないってどういうことなの?!」

　悲痛な表情で訴うつたえてくるけど、本気で知ったことじゃない。むしろ家計を預かる身としては、食くいしん坊ぼうの食費がほぼかからなくなるなんて夢のような話だ。

　とはいえ檸檬れもんの言う食の楽しみも重要視する人は多いだろうから、あのドラゴン肉を有あり難がたがるのは長ちよう距きよ離り行こう軍ぐんで食料の準備を少なくしたい人達か、切実に食料がない人達になる。

　例えば──テレビに映っていた、あの瘦やせ細ほそって肋あばらが浮ういていた住民達のように。

「……重ねて訊きくが、食べても本当に大だい丈じよう夫ぶなんだな？」

「うん、そこは任せて。向こうでは病人でも食べてたから。まあ、あたしに色々教えてくれた宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しさんの記き憶おくではだけど」

「なら良しとするか……んで、残った内臓とか骨とかはどうするつもりだ？」

「んー、『山盛りパンチ』見てご飯も食べたら、もっかい行って全部燃もやし尽つくしてくる。あれの内臓食べると、元気になりすぎて高血圧で倒たおれて鼻血も出して、でも消しよう耗もうしていく端はしから回復していって死にそうで死なないって状態になっちゃうんだよねー。骨は特に使い道ないけど、持って帰って商売する人がいると奪うばい合あいになっちゃうし」

「そこまで考えて動いたんなら、今回は不問にしといてやる。少なくともあの辺の人達は救えたみたいだしな」

　お咎とがめ無しだったからか、それとも自分がやったことが正しく評価されたからか、檸檬れもんはパッと表情を輝かがやかせた。

　そしてウキウキ笑え顔がおで俺の向かいに座すわり込こんで、

「もっと色々な場所で同じことやりたいんだけど、どこの国が食しよく糧りよう難なんかよく分からないんだよねー。ソナ共和国は写真で子供が飢うえてるの見たことあったからとりあえず行ってみたんだけど、そういうのってどこで訊きけば教えてくれるのかな？」

「さあ、どこだろうな。とりあえずネットで調べるか、赤十字かＷＨＯ辺りに訊きくかすれば教えてくれそうだが」

「じゃあ明日早さつ速そく訊きいてみる！　ドラゴン一匹ぴきで五千人くらいは食べられるから、たくさんの人が救えるね！　あとは水不足の地域に大だい洪こう水ずいの魔ま法ほうで湖を作りたいなー」

「水か……生活に必ひつ須すなだけに、利権が関わるから簡単には介かい入にゆうしづらい問題だが、その辺はどうするんだ？」

「えっ？　別に気にしないよ？　だってあたし、世界の覇は者しやなんだし」

　これ以上ないくらい簡潔な回答が来た。まあ、そう言いそうな気はしていたが。

「悪い人達はやっつけて、困っている人は助けてあげて、やりたいようにやるの！　あたしの邪じや魔まを出来る戦力なんてどこにもないんだから！」

「そうか。熱弁振ふるっているところ悪いが、もう『山盛りパンチ』始まってる時間だぞ」

「うわぁぁぁ折角早く帰ってきたのにぃぃぃぃ?!　どうしてお兄ちゃん関係無いチャンネルつけてるの!?　あっ、でもこれも面おも白しろそうっていうか美お味いしそうだ！」

　慌あわててテレビのリモコンに飛び付いてチャンネルを替かえる檸檬れもんの様子に、俺は小さくため息を吐つく。下町グルメを紹しよう介かいする番組から苦渋の表情で毎週見ているバラエティ番組に替かえて、そのまますっと正座し落ち着いて見始めた。

　それを横目に、俺は畳たたみ終おえていた自分の分の洗せん濯たく物ものを持って立ち上がり、

「洗せん濯たく物もの、ちゃんと仕し舞まっとけよ。すぐ夕飯にするから、ちゃんと手洗いもしとけ」

「はぁーい。でもあたし、浄じよう化かの魔ま法ほうと『聖なる揺ゆり籠かご』で綺き麗れいだよ？」

「それが癖くせになって外や学校で手を洗わなくなったら、他の人達に何て思われるか分からんぞ。魔ま法ほうで平気とか言っても、見た目じゃ判断出来ないしな」

「あー、そーいうこともあるかぁ。魔ま法ほうは便利でも世の中は不便だなー」

　何やら悟さとったようなことを言い出す檸檬れもんを残し、俺は一度自室に戻もどって洗せん濯たく物ものを置いてから台所に行く。夕飯の準備はもう殆ほとんど終わっているので、温めて盛り付けるだけだ。

「…………正義の味方、か」

　アホな発言だと思っていたが、本人はそれなりに真しん剣けんらしい。

　飽ほう食しよくの日本で暮らしていて、しかもうちは田舎いなかの祖父母が農家をしているから、小さい頃ころから食べる物に困ったことはない。廃はい棄きされる食品のニュースに勿もつ体たいないと思っていたし、海外には瘦やせこけて木の根を囓かじる子供もいるという映像を見て心も痛めたが、具体的に何か出来る訳でもなかった。

　だから魔ま法ほうというとんでもない力を手に入れた檸檬れもんが他の人の為ために動いていたことに……実のところ、ほんの少し感動している。褒ほめるとつけ上がるから口では言わないけど。

　なので夕飯のおかずを檸檬れもんに少しだけ多く分けて、自分用のデザートに買っておいた牛乳プリンを出してやることにする。何千人もの人達を飢き餓がから救ったにしてはしょうもない報ほう酬しゆうだが、俺なりの気持ちだ。

　ほんのり夕飯が豪ごう勢せいになったことを当然檸檬れもんは気付かず、ただ単に好物の生しよ姜うが焼やきやデザートの存在を喜んでいた。




　──ところで、夕飯の最中に。

「そういや檸檬れもん。お前に一つ注意があったの忘れてた」

「へっ？　また靴くつ下した裏返しになってた？」

「それはもう諦あきらめて裏返しのままにしてるからいいんだけどよ。お前、学校帰りにそのままソナ共和国に行ったんだよな？」

「うん。一度帰ろうかなー、とも思ったんだけど、図書室のパソコンでソナ共和国の位置とか困っている人が多い場所とか調べてたら、いてもたってもいられなくて」

　だろうなと思っていた通りの回答に、俺は頰ほお張ばっていたキャベツを食べ終えてから、

「寄り道すんなとは今いま更さら言わないが、あんな風に顔を隠かくすくらいならもう少し注意しろよ。制服で行ったら、調べれば一発で学校がバレるぞ」

「ふぁっ!?　え、あれ、どうしよ?!　担任のキョーカちゃんから『次に問題起こしたら二週間トイレ掃そう除じな』って言われてるのに！」

「たぶん担任の想定している問題の範はん囲いから大きく逸いつ脱だつしているだろうけどなぁ……ま、大手マスコミには白しら木きのおっさんから圧力掛かかるだろうし、バレても多少騒さわぎになるだけで済むだろ。トイレ掃そう除じはやる羽目になるかもしれんが」

「それが一番嫌いやなのにぃぃぃっ！　おうちでもトイレ掃そう除じやらないっていうのに、学校のトイレ……しかも男子トイレもだって言われてて……！」

　半泣きになる檸檬れもんだが、恐おそらく担任としては『これだけ言っておけば流石さすがに自重するはず』と思っていただろうに。まだ大卒三年目なのに初の担任を任されて大変だって話を三者面接の時に聞いたが、見事に予想を裏切られて泣きたいのは向こうの方だろう。

「一応言っておくが、バレてもいいけど学校でドラゴン召しよう喚かんは止やめろよ」

「うー……お兄ちゃん、バレるのは確定で話進めてない……？」

「そりゃまあな。今の時代にあんなのテレビで流れたら、特定まで何日もかからんだろ。中身が誰だれかまでは分からないだろうけどな」

「ううう……覆ふく面めんした甲か斐いはあったけど、効果が少なすぎるよぉ……」

「ああ、あとトイレ掃そう除じで浄じよう化かの魔ま法ほうとやらを使うのも禁止な。罰ばつでやらされるのを手軽に済ませたら、今度こそ担任ブチ切れるぞ」

　釘くぎを刺さしてやったら、檸檬れもんはテーブルに頭ず突つきをかます勢いで突つっ伏ぷした。派手なリアクションの寸前にちゃんと茶ちや碗わん蒸むしを避ひ難なんさせたことだけは褒ほめてやりたい。

　まあ、檸檬れもんの性格上こそこそはしないだろうから身バレするのは時間の問題だと思っていたが、予想よりかなり早くなりそうだった。

　──そして予想外のことは、早さつ速そく翌日に起こった。














三　ナニコレ動画と魔法の効果









　平日は学校と家事でそれなりに忙いそがしくしている俺が休日何をしているかというと、大して珍めずらしくもなくバイトをしていた。

　最も寄より駅えきから学校まで四駅あるが、一度乗のり換かえる必要がある。その乗のり換かえポイントの駅前にあるカラオケ店で、大体土日は昼前から夕方まで働いていた。

　車とバイクの免めん許きよ代が欲ほしかったので、高二の春から始めてもう一年以上になる。すっかり仕事には慣れたし、うちの店はドリンクバーがある上に学生の客が多いから、暇ひまなタイミングがちょいちょいあった。

　そんな時はバックヤードで店員同士雑談をすることも珍めずらしくない。

「太た一いち君さ。昨日のあれ、見た？」

　言葉少なめ＆気け怠だるげな雰ふん囲い気きで話しかけてきたのは大学生の柏かしわ原ばらさんで、ガールズバンドのベース担当らしい。

「あれって、例のあれっすか？」

「そう、あれ。でっかいトカゲの丸焼きと人体消失マジックの豪ごう華か二本立て」

　独特な表現をする柏かしわ原ばらさんだが、言いたいことは伝わってくる。あのドラゴンはともかく、転移したのは魔ま法ほうじゃなくて何らかの仕し掛かけがあると思っているんだろう。

　俺も第三者ならそう思っていたはずだし、そもそも何の疑いもなく『瞬しゆん間かん移い動どう！　魔ま法ほうだ！』と受け入れる方が少数派だと思う。

「夜のニュース番組でこぞって取り上げてましたけど、何かのパフォーマンスですかね？」

「そんなのに民放各局が総じて乗せられるとも思えないかな。ただ、あれがどんな味なのかは凄すごく気になる」

「蛇へびの仲間だとしたら鶏とり肉にくに近い味かもしれないっすね」

「ワニもそんな感じらしいね。ああ、あとあのマジックガールの着ていた制服。この近くの中学のにそっくりらしいよ」

　やはりというか、昨日の今日でもう特定されかけている。似たようなセーラー服の学校は全国的にはいくつかあるだろうけど、少なくともこの辺では檸檬れもんの通う中学だけだ。

「ああ、俺の妹が行ってる学校の制服があんな感じっすよ。細かいところは違ちがうかもしれないっすけど」

　わざとらしく惚とぼけてもあんまり意味はないので適度に同意すると、柏かしわ原ばらさんは口元だけ歪ゆがめて笑った。

「妹さん、可か愛わいい？」

「いや、特には。元気なのが取とり柄えのガキっすよ」

「いいね、そういうのも。わたしのハーレムの一員にしたい」

「……あの、柏かしわ原ばらさんのやってるバンドが女の人だけって、深い意味ないっすよね？」

「気に入っている子達と一いつ緒しよにしたいから。色々な意味で」

「………………」

　どうやらこれは深く掘ほり下さげてはいけない案件だ。触さわらぬ神に祟たたり無し。あと念ねんの為ため、檸檬れもんには今後このカラオケ店に近寄らないよう言っておかねば。

「冗じよう談だんはさておき、お姉さんから一つ耳寄りな情報をあげます」

「……本当に冗じよう談だんなんすね？」

「半分くらいは。そして情報というのは、昨日の夜から早さつ速そく動画サイトとかＳＮＳにあのマジックガールっぽい覆ふく面めんを被かぶった動画や写真が上がりまくっているんだけどね。さっき休きゆう憩けいの時見たら、一つ面おも白しろい動画があったの」

「面おも白しろい……？」

「そう。このあと休きゆう憩けいなら見てみれば。サイトで『覆ふく面めん少しよう女じよ』で検けん索さくかけて、昼過ぎ投とう稿こうしてたやつね」

「んじゃ、見てみます……っと、電話だ」

　部屋からのコールがあったので暇ひまな時間は終しゆう了りよう、電話を取ってオーダーを通し、冷れい凍とうの唐から揚あげとポテトをフライヤーにかける。

　それから退室した部屋の掃そう除じをした後で俺は休きゆう憩けいでバックヤードに入ると、ロッカーの荷物から白しら木きのおっさんに貰もらったスマホを取り出し、言われた通りに検けん索さくしてみた。

「うっわ、アホみたいな数が出てくるな……と、これか？」

　あの落書き覆ふく面めんに似た被かぶり物ものをしているサムネイルが並ぶ中、最も勢いがある動画が昼過ぎに投とう稿こうされている。恐おそらく柏かしわ原ばらさんの言っていたのはこれのことだろう。

　サムネ画像は昨日檸檬れもんが被かぶっていた覆ふく面めんそっくりで、投とう稿こう者しやの名前は………………

「………………『世界せかい征せい服ふく系お姫ひめさま』……？」

　なんかもうこの時点で嫌いやな予感が凄すごい。正直この動画、見たくない。タイトルも『はじめまして代わりに』ってほんのり普ふ通つうなのが逆に怖こわいし。

　頰ほおが引ひき攣つるのを感じつつ、見て見ぬ振ふりも出来ないのでサムネイルをタッチして動画ページにアクセスする。

　カラオケ店のＷｉ‐Ｆｉで快適通信だからあっという間に再生準備は整ってしまい、音量を聞こえるギリギリまで落とし、自動的に流れ出した動画を見てみると……

『はいはーい、皆みなさん初めまして！　あたしが今世界を騒さわがせている魔ま法ほう少しよう女じよです！』

　見覚えありすぎるキモ怖こわい覆ふく面めんが画面に向かって手を振ふっていた。しかも聞こえて来るこの声。

「…………やっぱ本人じゃねぇか……」

　別人であって欲ほしいという俺の願いは儚はかなくも崩くずれ去さった。服こそ中学の制服じゃなく、カジュアル＆スポーティーな私服だが、それが余計に本人だと証明している。だってあの服着てるの、朝に見てるし。

　つまりこの動画、朝から投とう稿こうした昼の間に撮とったってことか。明らかに自じ撮どりしているアングルだしテロップもないし、素しろ人うと感かんが半はん端ぱない。

「というか、何の為ために……んん？」

　動画では自じ撮どりのアングルがしっくりこないのか怪あやしい覆ふく面めんが『もうちょい上からの方がいいのかなー？』とブツブツ呟つぶやきながら角度調整していたが、その背景を見ておかしなことに気付いた。

　屋外なのは一目で分かっていたが、その風景に建物が全く映うつり込こんでない。というか、広大な大地と岩山が見えた。全体的に薄うす暗ぐらく、雨は降っていないが、紙かみ袋ぶくろ覆ふく面めんと服の感じから随ずい分ぶんと強い風が吹ふき付つけているらしい。

　全然日本っぽくない風景の上に、位置的にそれなりの高所だろうなと思ったら、角度調整の流れで足あし下もとが映る。足あし下もとの、遠く離はなれた地面が。

『ん、これでよし──ということで、あたしは現在アメリカにいます！　えーっと、アイゾナ？　アミゾナ？　とかいう州の、荒こう野やっぽいところだよ。道路以外なーんもない場所です！』

　誰だれかそこはアリゾナだとちゃんと教おしえてやって欲ほしかった。妹の馬ば鹿かが晒さらされるってマジで恥はずかしい。

　しかし、アリゾナか。空間転移で地球の裏側だろうが宇宙だろうが一いつ瞬しゆんで行き来可能な檸檬れもんに距きよ離りなんて関係ないとはいえ、問題はどうしてそんな知らない場所に行ったのかだが……

『昨日はソナ共和国でお腹なか空かせた人達にドラゴンの丸焼きを振ふる舞まったけど、今日はアメリカのえらい人からお願いされてここに来ました！　ほら、見えるでしょ？　あれをどうにかして欲ほしいそうです！』

　そう言ってカメラが反対側に向けられると、そこには冗じよう談だんみたいに巨きよ大だいな竜たつ巻まきがあった。

　さっきから随ずい分ぶんと大声で喋しやべる訳だ。映画か衝しよう撃げき映えい像ぞうでしか見たことのないような竜たつ巻まきに、自分の声もかなりかき消されているんだろう。

『なんでも観測史上類を見ないくらいのモンスター級らしいよ！　放っておいたらたくさんの被ひ害がいが出ちゃうらしいので、ちょっとあれ消してくるねー！』

　凄すさまじい竜たつ巻まきを前に軽くそう言い放つと、画面が急速に竜たつ巻まきに近付いていく。鳥に目線カメラをつけたらこんな感じなのかもだ。

　……と、暴風の音で何も聞こえなくなった矢先、

『──────！』

　微かすかに、檸檬れもんの声がしたような気がした。

　そして次の瞬しゆん間かん、画面一杯ぱいに荒あれ狂くるっていた竜たつ巻まきが、見えない何かに上から圧おし潰つぶされるようにぐにゃりと歪ゆがんで…………うん、跡あと形かたもなく消え去った。

『はい終しゆう了りよう、あたしお疲つかれさまでした！　というわけで、こんな感じで正義の味方兼けんマジカルプリンセスなあたしはガンガン世界平和と悪の撲ぼく滅めつに励はげんでいくので、よろしくねー！』

　覆ふく面めん越ごしに敬礼を決めた自じ称しよう正義の味方は『あれ、録画止めるのどれだっけ』という呟つぶやきを残し、そこで動画は終しゆう了りようした。

　時間にして三分ちょい。しかし素しろ人うと感かん丸出しなノー編集というリアルさもあってか、動画としての完成度の低さとは裏腹にフィクションっぽさはなかった。

　しかも気になる動画の再生回数は…………投とう稿こうからほんの数時間で、百万再生を超こえていた。試ためしにリロードしてみたら、更さらに数万回増える。

　つまり、リアルタイムでかなりの人数がこの動画を見ている訳だ。この、どうしようもない出来なのに驚きよう愕がくのオンパレードな動画を。

「………………何やってるんだ、あいつは……」

　一応もう一つのスマホを取り出してみると、そっちには檸檬れもんから『ちょっとアメリカで人助けしてくるねー』というメッセージが届いていた。事じ前ぜん連れん絡らくはちゃんとあったが、動画についての追つい加か連れん絡らくは全く無い。

　休きゆう憩けい時じ間かんはまだ残っているのでそのまま檸檬れもんに電話を掛かけてみると、四コール程ほどしたところで電話が繫つながったものの、途と端たんに向こうからやたらと騒さわがしい破は裂れつ音おんが聞こえてくる。

「……もしもし、檸檬れもん？　なんだ、どこにいるんだ？」

『もっしもーし！　ちょっとうるさくて聞きこえ難にくいんだけど、お兄ちゃん何か用でもー!?』

　俺の声はほぼ届いてないっぽかった。けど、それより何より鳴なり止やまない破は裂れつ音おんが気になる。パンパンパンパンうるさいし、ガガガガと荒あらい機械音もする。

　工事現場並みの騒そう音おんに顔をしかめつつ、

「お前っ、今どこにいるんだ?!　つーかネットに上げてるあの動画はなんだよ!?」

『あっ、お兄ちゃん見たのー!?　バイトから帰ってきたら驚おどろかせようと思ってたのになー、って、いい加減ウザいなもうっ！』

　妹の怒ど声せいが聞こえた次の瞬しゆん間かん、あれだけうるさかった破は裂れつ音おんが途と絶だえた。その代わり、誰だれかの悲鳴が幾いく重えにも響ひびき渡わたり、音だけ聞いていると阿あ鼻び叫きよう喚かんそのものだ。

「……なあ。マジでお前、どこで何してるんだ？」

『今はね、軍ぐん事じ拠きよ点てんの襲しゆう撃げき真っ最中だよ。素す直なおに言うこと聞いて武器を捨ててって優やさしくお願いしたのに、威い嚇かく射しや撃げきしてきたんだよ？　酷ひどくない？』

「……経けい緯いは知らんが、軍ぐん事じ拠きよ点てんならそうもなるんじゃないのか？」

『えーっ、信じらんない！　わざわざ覆ふく面めん外して可か愛わいい女の子だよって伝えたのに！』

「……お前、あんま危険なことするなよ。魔ま法ほうで大だい丈じよう夫ぶとか言っても、絶対じゃないだろ？」

『えー、大だい丈じよう夫ぶだよー。さっきなんて、あれ、なんていったっけ？　寝ね起おきドッキリで使うヤツの本物撃うたれたけど、痛くも熱くもなかったし』

　たぶんだけど、ロケットランチャー撃うたれてやがる。ＲＰＧなら戦車でも破は壊かい出で来きそうなもんなのに、魔ま法ほうの防護は凄すさまじい。けど、それでも心配なものは心配だ。万が一がないとは限らないし、そもそも使う人間が迂う闊かつすぎるし。

「……何のためにそんな所に行ったのかは知らんが、帰ったら色々説せつ明めいして貰もらうぞ」

『はいはーい。あたしの武勇伝、たっぷり話しちゃうからねー！』

　どこまでも脳天気な妹との電話を切ると、俺は大きなため息を吐ついた。

　何がどうなっているのか気になり、仕事に戻もどってからもいつも通りとはいかず細かいミスをいくつかしてしまい、柏かしわ原ばらさんに「珍めずらしいこともあるものね」と笑われる羽目になった。





◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆






　バイトが終わり、買い物を終えてから家に帰り着いた頃ころには夜の七時前になっていた。

　今日は豚ぶた挽ひき肉にくでハンバーグ、それから後日の為ためにロールキャベツのタネを作って冷れい凍とうしておこうと決めて帰宅した俺を出で迎むかえたのは、見覚えのあるスキンヘッドだった。

「やあお兄さん、またお邪じや魔まさせて貰もらってますよ」

「……丁ちよう度ど良いい、妹から聞くよりあんたからの方が分かりやすそうだ」

「その為ために来たので構いませんがね。しかし妹さんは豪ごう胆たんですな。知り合って間もない私に家の留守を任せてコンビニに行ってしまいましたよ」

「あいつその手の危機感薄うすいんだよ。前も宗教勧かん誘ゆうに来たおばさんと娘むすめを家に上げて一いつ緒しよにゲームしてたし。結局夜まで遊びに付き合わせて夕飯も一いつ緒しよに食ってから帰らせたら、次に偶ぐう然ぜん会った時は家族で宗教辞やめたって話してたが」

「影響力が強すぎるのも考え物ですな。何分こんなご時世で、妹さんの持っている力のことを考こう慮りよしますと」

　おっさんの言いたいことも分かる。無む邪じや気きなのはいいことだが、考えなしに突つっ走ぱしられるとフォローする側が大変だ。しかも魔ま法ほうの力は強大なので、手の届く範はん囲いをあっさり飛とび越こえられてしまう。

　基本はのびのびと、締しめるところは締しめる方針で育ててきたつもりだが、果たしてそれが正しかったのかどうか意外な形で試ためされている気がした。

「話は聞きかせて貰もらうけど、料理しながらでいいか？」

「ええ、勿もち論ろん。しかしお兄さんも家事にバイトに大変ですな？」

「バイトは俺がやりたくてやってることだから、それで家事が出来なくなるなら辞やめるしかないしな。妹にあれこれ言える立場じゃなくなるし」

「立派なもんです。バイトとサークル活動ばかりしているうちの娘むすめにも見み習ならって貰もらいたいくらいですよ。いや本当に、お世辞抜ぬきで」

　そんな風に持ち上げられたところで、別に嬉うれしくもない。本当なら檸檬れもんにも色々家事分担させるつもりが失敗している身なので、偉えらそうなことは全然言えないし。

　とりあえず家に上がった俺は荷物を持ったまま台所へ行き、これから使わないものは適当に仕し舞まっていく。そして箱買いしておいた玉ねぎ、祖じ父いさんから送られてきた人にん参じんとじゃがいもを複数個取って、皮むきをしながらリビングに立つ白しら木きのおっさんに問とい掛かけた。

「で、檸檬れもんがアリゾナに行ったのはあんたらの差し金か？」

「単刀直入ですなぁ。当たりであり、外れです。要よう請せいしたのはアメリカの要人でして、外務省に連れん絡らくが来た時には檸檬れもんさんが向こうへ行った後でした」

「……そういや、あいつ入にゆう国こく審しん査さ受けてないし、ビザもないけど大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「その辺りのことは我々が調整してますので。米国は檸檬れもんさんが絶大な魔ま法ほうの力を行使出来ることにまだ懐かい疑ぎ的てきだったようですが、観測していた竜たつ巻まきが跡あと形かたもなく消されてしまえば受け入れるしかなかったみたいです。ただ、その後が良くなかった」

「……やらかしたのか。どっちが？」

「敢あえて言うならどちらも。魔ま法ほうの力に目が眩くらんで高圧的に軍事協定を結ぼうとした馬ば鹿かがおりまして、妹さんの怒いかりを買って近くの基地ごと壊かい滅めつの憂うき目めに遭あいましたとさ。いやぁ、個人的にはスカッとしましたが」

「巻まき込こまれた軍人達は悪夢だったろうな。それで、基地の一つをぶっ潰つぶしてお尋たずね者ものにでもなったのか？」

「それこそ無理ですよ。図らずも檸檬れもんさんは戦車以上の頑がん強きようさと、一声で数百人を薙なぎ散ちらす破は壊かい力りよくを実証されましたから。ああ、そういえば催さい涙るいガスとショックグレネードも試ためしたそうで、どれも効かなかったようです。お兄さんの愛あいの鞭むち以外無効なんじゃないですかね」

「気持ち悪い言い方は勘かん弁べんしてくれよ。んじゃ、お咎とがめなしなのか？」

「そうせざるを得ない、という話ですよ。ちなみに基地を潰つぶした後、我々でご機き嫌げん伺うかがいしている最中にフィリピン沖おきで大だい地じ震しんが起こり津つ波なみが発生したのですが、それを伝えましたら『憂うさ晴ばらしに正義の味方っぽいことしてくる！』と目の前で瞬しゆん間かん移い動どうされましたよ。実際に見ると、なかなかにビビりますな？」

　だったら嬉うれしそうな顔をするのはおかしいと思う。このおっさん、中年とは思えないくらい好こう奇き心しんの塊かたまりだ。そういう意味では檸檬れもんと相あい性しようがいいかもしれない。

　現実味のまるでない話を聞いている間に、皮むきもカットも終わっていた。後は挽ひき肉にくと玉ねぎでハンバーグ、人にん参じんとじゃがいもをゆでて付け合わせにして、昨日の味み噌そ汁しると酢すの物もので今日の夕飯は完成としよう。

　基本的に俺の料理は適当だ。似た材料の物を二日続けて出すし、味付けも濃のう縮しゆくつゆとか化学調味料とか使いまくる。気を付けるのはあまり濃こくなりすぎないようにということだけ。複雑な工程とか何日寝ねかすとか面めん倒どうなものには手を出さない。それでもそこそこ美う味まいものが出来るんだから、食品メーカーの偉い大だいさがよく分かる。

　ボウルに挽ひき肉にくを入れて、みじん切りにした玉ねぎと刻んだお麩ふをぶち込こみ、適当に塩しお胡こ椒しようを振ふってハンバーグのタネを混ぜていると、

「たっだいまー！　おじさん、ちゃんと留守番してくれてたー？」

　騒さわがしいのが帰ってきた。ドアの閉まる音はしなかったので、帰りは玄げん関かんまで転移したんだろう。

　バタバタと姿を現した檸檬れもんは、まずリビングに突つっ立たっている白しら木きのおっさんを見つけ、それから台所にいる俺と目が合った。

「あっ、お兄ちゃん帰ってたんだ？　コンビニでプリンとアイス買ってきたよ！　しかも、なんと！　お兄ちゃんとおじさんの分もあたしの奢おごりです！」

　鼻息荒あらくドヤ顔をする妹だが、あのぶん回したビニール袋ぶくろの中身は果たして無事なのか。

　そしてもう一つ、気になるポイントがある。

「奢おごってくれるのは嬉うれしいが、お前今月の小こ遣づかい殆ほとんど残ってないんじゃなかったのか？」

「ふっふー、それが臨時収入があったのです。大災害を防いだお礼って！　あと果物もたくさん貰もらったんだー」

「……謝礼なら受け取るなとは言わないが、いくらくらいだ？」

「ああ、僭せん越えつながらドルでしたのでこちらで両りよう替がえしました。妹さんには日本円で三千八百十七円渡わたしております」

　口を挟はさんできた白しら木きのおっさんを見ると、何ともいえない曖あい昧まいな笑えみを浮うかべていた。ピンと来るものがあったが、とりあえず重要な案件から処理していく。

　俺はハンバーグのタネを両手の間でペタペタ投げつつ、冷蔵庫に戦利品を仕し舞まう檸檬れもんに、

「災害救助の活動は褒ほめてやるし、大金でなければそのまま小こ遣づかいにしてもいい。けど、あの動画はどういうつもりだ？」

「あれ、お兄ちゃん見て分からなかった？　あたしが敢あえて世界中の目に留まる動画を投とう稿こうしたのか」

「分からねぇよ。他にも偽にせ覆ふく面めんが大量にいて局地的なブームになってるのは分かったが」

「うん、だからね？　ホンモノが誰だれでどーいうことが出来るのか、ちゃんと示しておこうと思って。ほら、ニセモノが妙みようなことやらかしてあたしの責任にされても困るっしょ？」

「そもそも妙みようなことやらかしてるのは本物じゃんか」

「酷ひどい言われようだ!?　違ちがくて、便乗してる変なのは本物の檸檬れもんちゃんじゃないよって証明してるの！」

「証明っつってもなぁ。覆ふく面めんしてたら分からないのは当然じゃないか？」

　最後のハンバーグの形を整えて冷れい凍とう用ようにラップの上に置き、改めて檸檬れもんを見る。

　すると妹は何な故ぜかにんまり笑って、

「うん、そう思ってフィリピンでは動画の最後で覆ふく面めん取っちゃった」

「……………………んん？」

「こう、魔ま法ほうで津つ波なみを凍こおらせて堰せき止とめた後で、『ジャジャーン！』って感じで。そしたらコメントであたしのこと美少女って言ってくれる人も結構いて──ひぎゃあああぁぁっ?!」

　とんでもないことを抜ぬかした妹にアイアンクローをかますと、浮うかれまくっていた檸檬れもんの口から美少女のものとは思えない悲鳴が漏もれた。

　けど、叫さけびたいのはこっちの方だ。

「……どうしてお前は、いっつも俺に相談もなしにやっちまうんだよ。正体バレするならもっと段階を踏ふんでからにすべきだろうが」

「ごめっ、お兄ちゃんそれはごめんだけどっ、お肉と油のぬるぬるがぁぁぁっ!?　顔と髪かみがぬっちゃぬちゃになっちゃうよぉ?!」

「本当は顔面にハンバーグ投げつけてやりたかったけど食べ物を粗そ末まつに出来ないからな。生肉食わせて腹はら壊こわすのもアレだし、大人の判断ってヤツだ」
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「そんな判断いらないってばぁ!?　ひぃぃ、ぬるぬるなのに全然離はなれないっ?!　あっ、ちょっ、お兄ちゃん反対の手で後頭部押さえてる?!　そっちもぬるべちょになっちゃってる!?」

「ちょっとしたトリートメントとパックだと思え。意外と美容にいいかもだぞ。ネットに動画上げるくらいだ、気にしていかないとな」

「生なま臭ぐさくてちっとも美容に良いいとは思えませんけどっ?!　て、あっ、玉ねぎっ、玉ねぎが目に染しみる?!　ぅああ魔ま法ほうちゃんと仕事して───!?」

「仕事するのはお前の脳みその方だ。ったく、思いついた端はしからガンガン行動していきやがってよ……！」

　沸ふつ々ふつと湧わいてきた怒いかりをアイアンクローに込こめるが、こっちも手がぬるぬるなので力を入れるというより、嫌いやがらせで顔をベタベタにしてやる感じだ。俺なら絶対に食らいたくない、我ながら最悪の攻こう撃げきをしている。

「いいかっ、住所だけは絶対公開するなよ?!　名前も名字は伏ふせとけ！　あとっ、人助けになるのはいいが呼ばれたからってホイホイ行って騒さわぎ起こすなよ!?」

「分かった、分かったから！　ひぎゃああぁぁ鼻の中に挽ひき肉にくぅぅぅぁぁあっ?!」

　近所に響ひびき渡わたるくらいの大声で叫さけんだ檸檬れもんを、その後何十回と謝罪と反省を繰くり返かえしたところで解放してやる。

　そして半泣きで「浄じよう化か魔ま法ほうじゃどうにも出来ない……お、お風ふ呂ろ入ってくるぅ……」と呟つぶやき、風ふ呂ろ場ばの方へと消えていった。

　俺は両手を洗い、一応風ふ呂ろ場ばのドアが閉まっているのを確かく認にんしてからリビングに戻もどり、微ほほ笑えまし気な表情をしていた白しら木きのおっさんを睨にらみ付つける。

「……で、おっさんに確かく認にんなんだが」

「ええ、なんでしょう？」

「あいつ、本当はいくら貰もらってたんだ？　ドル紙し幣へいってだけだと単位は分からないが、一ドル札ってことはないだろ？」

「お察しの通り、百ドル札の束ですよ。封ふう筒とうに入っていたのは二百枚オーバーで、檸檬れもんさんに渡わたしたのは日本円で万単位以下の端は数すうです」

　やっぱり、そうじゃないかとは思った。いくら相手を子供だと侮あなどったとしても、味方に付けたいならむしろ子供なら目が眩くらむ大金を与あたえた方が効果的だ。もし全額貰もらっていたら檸檬れもんは目をドルマークにして、プリンとアイスどころか冷蔵庫に入りきらないくらい爆ばく買がいしていただろうと簡単に想像がつく。

　その意味で、おっさんの判断は有あり難がたかった。

「無論、猫ねこばばする気はありませんでしたよ。ちゃんとお兄さんに預けるつもりですが、現金で渡わたすのと、新たに口座を作って頂きそこに振ふり込こむのとどちらがいいですかな？」

「……なら、檸檬れもん名義の口座があるからそこに振ふり込こんでおいてくれ。こっちに越こして来きた時に作ったけど、あいつ貯金なんて一いつ切さいしないで小こ遣づかいは全部現金で持ってるから、多額の入金があっても気付かないだろうしな」

「分かりました、では後ほど指定の口座に振ふり込こみます。それから動画の件ですが……」

「ああ、消せないっていうんだろ？　つーかあれだけ再生されてたら、大本を消しても保存していた誰だれかが上げるから意味ないだろうし」

「察しが良くて助かりますよ。いや、本当に厄やつ介かいな時代ですな。政府といえども簡単には揉もみ消けせないことばかりで」

「津つ波なみをどうにかしたってのも動画上げてるんだよなぁ……ああくそ、頭痛くなってきた。絶対に見たくないし……」

「私は確かく認にんの為ために見ましたが、素す顔がおが映っているのは数秒程度でしたよ。ちなみにコメントやＳＮＳで檸檬れもんさんの素す性じようバレに繫つながるものは消去対応しています。個人のプライバシー保護という名目で……まあ、限度はありますがね」

　肩かたを竦すくめる白しら木きのおっさんに、俺は深々と息を吐はき出だすしかない。おっさん達に色々求めるのはそもそも間ま違ちがっている。だってやらかしたの、俺の妹だし。

　大勢の人を救っている行こう為い自体に文句はないし、顔出しだって目立ちたいからというより便乗しているヤツらの多さを憂うれいた……というより、うざったく思ったんだろう。ボランティア感覚でやったことが再生回数稼かせぎや茶化しに使われたら、あいつなら絶対腹を立てる。

　しかし、現実問題として。顔出ししたのなら、素す性じようバレは時間の問題だろう。

　……隠かくし続つづけていけるとは微み塵じんも思っていなかったが、正直なところ、もっと狭せまい範はん囲いでのみ知られているくらいの存在で済ませたかった。地域限定のローカル有名人、みたいな。

　それが、テレビとネットで大々的にデビューとか……

「はー……気が滅め入いるな」

「心中お察ししますよ。大手マスコミは我々で抑おさえがききますが、小さな会社や個人にまでは行き届きませんからな。ボディガードといいますか、番犬代わりに対応する人員をこちらで探しているところです。尤もつとも、受け入れるかどうかはご兄きよう妹だい次し第だいですが」

「……近きん所じよ迷めい惑わくになっても困るし、前向きに考えておくよ」

「そうして下さい。選せん択たく権けんはあくまでもそちらにありますから」

「……ついでに、あの妹に自重ってのを叩たたき込こんでくれる人を紹しよう介かいしてくれないか？」

「ははは、そいつは難題ですなぁ。娘むすめが私と旅行に行って家か族ぞく風ぶ呂ろに入ってくれるくらいには難しそうだ」

　経験豊かなおっさんから遠回しに絶望的と言われてしまい、俺は苦い顔でハンバーグを焼きにかかる羽目になった。




「ったく……あいつは本当に、一いつ般ぱんと感覚が違ちがいすぎだっての……」

　ついそんな愚ぐ痴ちが溢あふれたのは、取とり込こんだ洗せん濯たく物ものを畳たたんでいる最中だった。

　厳重注意をしてやったせいか、夕飯の時に檸檬れもんは比ひ較かく的てき静かで、やたらと「こ、このハンバーグ美お味いしいね、お兄ちゃん！」とお世辞コメントを連発していた。それにいちいち反応はしてやらなかったが、あの様子だと一応は反省しているみたいだ。

　俺としては顔を晒さらすのもだけど、危険なことをするのも控ひかえて欲ほしい。ただ、もう散々やらかした後だし、あいつの性格上無理に大人しくさせておくと反動が怖こわいから、ある程度は自由にやらせた方が結果的に被ひ害がいが少なく済むのも分かってしまっている。

　とはいえ、マジで顔出しは勘かん弁べんして欲ほしかった。制服の件でも身バレ待った無しなのに。さっき動画を確かく認にんしたら、もう二百万再生を超こえていた。不幸中の幸いで映っていたのはラスト数秒だけで、自じ撮どりだから微び妙みように失敗して顔半分ちょいしか画角に入はいり込こんでなかったが、知り合いが見たらまず檸檬れもんだと分かるだろう。

　白しら木きのおっさん達が個人情報に繫つながる書かき込こみは発はつ見けん次し第だい消してくれるらしいけど、やっぱり身バレの不安はある。恐きよう怖ふじゃなくて煩わずらわしさが。

　まあ、檸檬れもんはアホで馬ば鹿かだが、全くの考え無しじゃないし、約束をすればちゃんと守る。問題は約束をすっかり忘れてやらかすのもたまにあるってことだが。

　流石さすがに今日説教したばかりだし、一ヶ月……は怪あやしいけど、半月くらいは大だい丈じよう夫ぶ……のはず。それくらいは覚えていてくれると信じたい。

「………………はぁ……」

　ため息を零こぼし、畳たたみ終おえた洗せん濯たく物ものを置いて次を手に取った──そんな時だった。

　バタバタと足音荒あらく、檸檬れもんがリビングに飛とび込こんで来きたのは。

「いたいたっ、お兄ちゃんここにいたんだ?!　探しちゃったよ部屋にいてよ！」

「あ？　どうした、そんなに慌あわてて。つーかお前、まだ風ふ呂ろに入ってないのか？」

「それどころじゃないんだって！　だからお兄ちゃん、行くよ！」

「…………は？　行くって──」

　どこへ、と訊きくよりも先に、檸檬れもんが俺の右みぎ肩かた辺りを摑つかみ、

「［我わが意いの──面めん倒どういから省略っ！」

　物もの凄すごく雑な言葉と共に、白い光が床ゆかと頭上から溢あふれ出だす。

　以前にも経験がある光景に、俺は制止の声を上げようとした……が、それよりも早く視界が真っ白に染まり──

　数秒と経たたず光が消えて見えたのは家のリビングじゃなく、それどころか屋内ですらなかった。燦さん々さんと降り注ぐ陽の光と荒あらっぽい風に混ざって砂が肌はだに当たるここは、

「…………砂さ漠ばく……？」

「へー、エジプトってまだ明るいんだぁ……時差ってよく分かんないなー」

　吞のん気きな檸檬れもんの声に、俺は愕がく然ぜんとする。というか、今いま更さらだけど結構な高さに浮ういていた。下は砂しかないから高こう所しよ恐きよう怖ふ症しようの俺でもそこまで怖こわくない……ごめん噓うそ、やっぱ怖こわい。コンクリートや岩いわ肌はだが見えるより随ずい分ぶんとマシだけどそれでも怖こわい。

　思わず肩かたに触ふれていた檸檬れもんの手をギュッと固く握にぎり締しめつつ、慌あわてて周囲を見回す。高低差はあっても見み渡わたす限かぎり砂さ漠ばくで、そのせいか空の青さがえらく深く感じた。

　つーか、これが俺の初海外か。エジプトって言ってたけど、初海外がエジプトって。もっと身近なリゾートが良かった。

　けどそんなことより、

「……何で急にエジプト？」

「なんかね、人工衛星の一つが隕いん石せきか何かにぶつかって壊こわれちゃって、今落っこちてきてるところなんだって。で、あたしにそれをどうにかして欲ほしいって連れん絡らくが来たの」

「…………ちなみに、いつ落ちてくるんだ？」

「だからもう落ちてきてるの。えーっと……あっ、あれだよきっと！」

　そう言って檸檬れもんが指差した方を見れば、遥はるか上空に黒っぽい点が動いていた。何も知らずに見ればヘリや飛行機が飛んでいるのかなと思うくらいだろうが……注視してみると、じわじわ点が大きくなっているようにも感じられる。そしてたぶん、勘かん違ちがいじゃない。

「電話が来た時点であと七百秒って言ってたけど、着き替がえとお兄ちゃん探すのにちょっと時間掛かかっちゃったから、あと五分くらい？」

「…………で、どうして俺まで連れて来たんだ？」

「へっ？　だってお兄ちゃんが遠出する時は言えっていうから。でも説明する時間なんてないし、だったら連れて来ちゃうのが一番早いかなー、って……」

「……………………俺が言いたかったのはそういうことじゃないんだけどなぁ……」

　ちゃんと事じ前ぜん連れん絡らくを入れることと妙みような真ま似ねをしないことを約束させたはずで、鉄火場に連行するような強きよう硬こう手しゆ段だんを促うながすものじゃなかったはずだが。

　とはいえ、だ。人工衛星落下なんて大事だし、檸檬れもんがどうにか出来るならそれ自体は反対しない。被ひ害がいが出ない、妙みような撮さつ影えいで悪目立ちもしないなら尚なお更さらだ。

「……もういいから、さっさと片付けて帰るぞ」

「オッケーだよ。なるべく破は片へんが落ちないようにして欲ほしいって言われたから燃やすか、それとも破は片へんも出ないくらい粉々にするか……ねえお兄ちゃん、どっちが──あれ？」

「どうした？　何でもいいから早くしろよ。あの黒いの、どんどん大きくなってるぞ」

　斜ななめに落ちている黒点は明らかに近付いていて、さっきから超ちよう音おん波ぱみたいに耳鳴りもする。あと何分の猶ゆう予よがあるのか知らないが、衝しよう突とつまで五分もかかるとは思えない。

　なのに檸檬れもんは人工衛星に目を向けず、じっと俺を……というか、俺の右手を見ている。

　固く握にぎり締しめたままの右手には、全く気付かなかったが何か握にぎられていた。黄色の布地が覗のぞいていて、なんだっけかと手を開いてみれば……檸檬れもんの、下着が。

　すると反対の手で握にぎっていた檸檬れもんの手がわなわなと震ふるえ出だし、

「……お、お兄ちゃんがあたしのパンツを握にぎり締しめて……?!」

「おい待て、妙みような勘かん違ちがいすんな！　俺が洗せん濯たく物もの畳たたんでたの見てただろ!?」

「だからってあたしのパンツを持って来る理由になんないじゃん！　ま、まさかお兄ちゃんが妹の下着に興奮するタイプの変態だっただなんてショックすぎるよ……！」

「しねぇよ！　何が悲しくて毎度洗せん濯たくしているお前の下着に興奮しなきゃならないんだよ！　あとそんなことより早く人工衛星どうにかしろって！」

「そんなことじゃないよ家族会議モノだよっ！　これはもうおじーちゃんとおばーちゃんとのりちゃんと加か奈なちゃんに相談しなきゃ……！」

「アホな拡散してんじゃねぇっ！　こんなのどうでもいいからさっさとやれって！」

「あああっ、あたしのお気にパンツを手放したぁっ?!　早く回収しないとっ、黄色いから砂さ漠ばくに紛まぎれて行ゆく方え不ふ明めいになっちゃう！」

「早くしないといけないのはそっちじゃねぇよ!?」

　俺の悲痛な叫さけびを他よ所そに、妹は落ちてくる人工衛星そっちのけでヒラヒラ舞まう下着を追い始めてしまい。

　やっとで下着を回収した時には、黒い点だったものは肉眼でもハッキリと人工衛星だと分かるくらいに近付いていて……正直俺は『あ、これ死ぬのかな？』と覚かく悟ごもしたが、とんでもないことに檸檬れもんの魔ま法ほう一いち撃げきで人工衛星は塵ちりとなって消えた。

　轟ごう音おんを立てて上空から落ちてくる巨きよ大だい人工物が一発で消しよう滅めつする様は見ていて凄すさまじかった、が……それを為なした妹のピースする手にパンツが握にぎられていたので、なんかもう色々な意味で酷ひどい光景だった。





◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆






　俺は土曜に続いて日曜もバイト、檸檬れもんは前日の反省をしているのかしていないのか、今日はどこぞの国で動画なしの炊たき出だしをすると言っていた。どうでもいいけど『ドラゴンを召しよう喚かんして丸焼きにする』のを炊たき出だしというのは如何いかがなものか、疑問は残る。動物愛護団体よりもファンタジー好きから猛もう抗こう議ぎが来そうだ。

　幸いにも家の周りの様子はバイトに出で掛かける前はいつも通りで、懸け念ねんしていたマスコミやら野次馬やらはいなかった。

　心配したのは杞き憂ゆうだったかなと思い、カラオケ店で四半日の仕事も滞とどこおりなく済んだ……が。帰りに駅周辺でカメラやスマホを構えて何かを探し回る連中の姿を見て、現在一千万回再生を超こえている動画の効果を思い知らされた。それと人間の探究心の強さも。

「……ただいま、と」

　それらをチラッと見るだけでスルーして家に戻もどると、玄げん関かんには檸檬れもんの靴くつだけでなく他にも靴くつがあった。白しら木きのおっさんみたいな男物の革かわ靴ぐつじゃなくて、可か愛わいらしいスニーカーがちゃんと並べて置いてある。

「誰だれか来てるのか……？」

　それ自体は別に良いいが、問題はいつまでいるかだ。今日の夕飯は仕し込こみ終おわっているので、後は温めるだけ。しかし客人がいるとなると話は別になる。

　一いつ緒しよに食べるつもりならメールの一つも入れているとは思うが、あの妹は基本的に迂う闊かつなので、うっかりミスが多い。後でやるつもりが忘れていてそのまま、なんてことも結構あるので、信用はあんまりなかった。

「……一応、確かく認にんしておくか」

　まだ六時半だし今日はカレーなので、リカバリーは余よ裕ゆうで出来る。場合によっては俺だけ先に食べておくかなと考えつつ、階段を上って一番手前にある自分の部屋に荷物を放ほうり込こみ、隣となりにある檸檬れもんの部屋のドアをノックした。

　中からは「はいはーい」と聞き慣れた声がして、ガチャリと無ぶ遠えん慮りよにドアが開いて、部屋の中が露あらわになる。

　ドアを開けたのは勿もち論ろん檸檬れもんだったが、俺の視線は妹の肩かた越ごしに、ベッド前にちょこんと正座した女の子へと向く。

「ああ、鴻こう巣のすさんか。いらっしゃい」

「どうも、お兄さん。お邪じや魔ましています」

　知った顔だったので挨あい拶さつすると、向こうは深々と頭を下げてきた。所作がいちいち綺き麗れいだが、顔を上げると仕草に負けず綺き麗れいな容よう貌ぼうが見える。

　檸檬れもんが自じ称しよう美少女だとしたら、この鴻こう巣のす加か奈なさんは誰だれが見ても美少女と太たい鼓こ判ばんを押おす、並のアイドルやモデルくらいならコールド勝ち出来るレベルの美少女だ。芸能プロダクションからのスカウトや男子からの告白は数知れず、っていう噂うわさも頷うなずける。ちなみにソースは妹。

　和服を着れば正統派大和やまと撫なで子しこ、ドレスを纏まとえばオリエンタルな美少女と幅はば広ひろいポテンシャルで、整えられた真まっ直すぐな黒くろ髪かみと切れ長なのに優やさしそうな瞳ひとみの鴻こう巣のすさんは、隣となり町まちに住んでいる檸檬れもんの同級生だ。

　良いいところの娘むすめさんっぽい気品通り、社長令れい嬢じよう。しかもその社長という父親がやっているのは、悪役専門の芸能事務所らしい。父親も一昔前は映画にもよく出ていた有名な悪役俳優で、スカウトの類たぐいは父親の名前を出せばダッシュで消えてくれるのだとか。

　そんな何から何まで優すぐれている鴻こう巣のすさんだが、檸檬れもんとは中学一年から三年間同じクラスで、互たがいの家に何度も泊とまっている仲だ。なので俺もそれなりに話した経験がある。

　この子相手ならそこまで気にせずストレートに訊きいても大だい丈じよう夫ぶなので、俺は檸檬れもんではなく鴻こう巣のすさんの顔を見ながら、

「三十分くらいで夕飯にするつもりだけど、鴻こう巣のすさんも食っていくか？　大したもんじゃないけど、用意するよ」

「いいんですか？　檸檬れもんちゃん、宿題の残りは……」

「待って、宿題終わっても小テストの予習あるから！　それも終わってようやく遊べるのに！　というか、加か奈なちゃん遊びに来たはずなのに勉強しかしてないってどういうこと!?」

「遊ぶ前に宿題終えてない檸檬れもんちゃんが悪いの。全くもう、いくら魔ま法ほうでどこにでも行けるからって、やることやらないでボランティアなんて良くないですよ？」

「それは、その…………あはは……」

　鴻こう巣のすさんの説教に、檸檬れもんはぐうの音も出ずに乾かわいた笑えみで誤ご魔ま化かすだけだ。

　さらっと魔ま法ほうのことも口にしていたが、どうやらある程度の説明は済ませているみたいだった。その上で一いつ緒しよに勉強なぞしている辺りが彼女らしい。

「……相変わらず、檸檬れもんと同い年とは思えないくらいしっかりしてるよな。檸檬れもんも鴻こう巣のすさんを見習えよ。お前に欠けまくっている部分を学んで、もう少し常識と良識を身に付けてくれ」

「むっ。お兄ちゃん、心外だよ。確かに加か奈なちゃんはハイパーな美少女だけど、あたしだって明るくて可か愛わいい魔ま法ほう少しよう女じよだよ？　どこに出しても恥はずかしくない妹だっていうのに……あっ、でも、加か奈なちゃんと同じ東京の美容院に行かせてくれるなら喜んで聞き入れます！」

「……俺が見習えって言ったの、主に内面と学力のつもりなんだが。それと今見てる限りでも恥はずかしい部分盛もり沢だく山さんだろ。終わってない宿題とか仕し舞まってない洗せん濯たく物ものとかさ」

　大型連休でもあるまいし宿題なんて大した量じゃないはずだから、まだ終わってないのは集中してやってなかったからだろう。そして友達が来るからと申し訳程度に掃そう除じ……というか整理だけしたと、タンスの上に置かれた洗せん濯たく物ものと部屋の端はしに積まれた雑誌が物語っている。

「ちゃんと掃そう除じしないからどこに何があるか分からなくなるんだろ。先月だってお気に入りの髪かみ留どめなくしたって騒さわいでたし」

「あっ、あれは偶たま々たまのうっかりで、これはフツーだよ。お兄ちゃんが細かいだけだって！」

「……そうか？　ちなみに鴻こう巣のすさんの部屋はどんな感じ？」

「なるべく同じ状態を維い持じするよう努めてます。掃そう除じ機きは週に一度だけしかかけませんけど、その時にわざわざ掃そう除じするのも面めん倒どうなので」

　流石さすがは良いいところの娘むすめさん、行き届いている。それに比べてうちのは……

「……おい、聞いたかずぼら妹。こういうところを見習えって言ってるんだよ」

「加か奈なちゃんは標準レベルじゃないもんっ！　文化祭の学年アンケートで『彼女にしたい女子ランキング』二年連続で一位のハイスペさんなんだからっ」

「なればこそ見習えって話だろ。ったく、鴻こう巣のすさんが妹だったらどれだけ楽だったか……」

　ため息混じりに零こぼれ出でた言葉に、意外にも鴻こう巣のすさんが反応してこっちを見る。

　そして何な故ぜか檸檬れもんと俺で視線を何往復もさせて、ポンと静かに手を叩たたく。

「でしたら、私も妹になるというのはどうです？」

「…………はぇ？」

「…………う、ん？」

　全然意味の分からないことを言い出した鴻こう巣のすさんは名案を閃ひらめいた得意顔で、

「実を言うと、私も前々からお兄さんをお兄さんに欲ほしかったんです。お兄さんが私を妹にというのであれば、もうこれは妹になるしかないですね」

　……どうしよう、まるで理解出来ない。兄きよう妹だいの概がい念ねんが崩ほう壊かいしていく。

[image: ]

「ちょっ、加か奈なちゃん正気?!　兄きよう妹だいなんてなるって言ってなれるようなものじゃないよ!?」

「関係性だけですから問題ないです。別に戸こ籍せきを変える訳じゃないですし」

「だとしてもだよ！　大体、お兄ちゃんの妹になったって別にいいことなんてないよっ？」

　随ずい分ぶんな言われようだが、今ばかりは俺も同意だ。鴻こう巣のすさんみたいな妹がいればそりゃもう大多数の男は喜ぶだけだろうが、俺が兄になったところでメリットなんて思いつかない。

　しかし鴻こう巣のすさんは意外そうな顔をして、

「あら。それを檸檬れもんちゃんが言うんです？」

「う、え？　あたしが言ったらおかしい……？」

「だって檸檬れもんちゃんがお兄さんのことを話すから、私もお兄さんをお兄さんに欲ほしいなって思ったんですよ？　しっかりしていて優やさしそうで、面めん倒どう見みも良くて」

「えええええ？　あたしそんな脳の病気を疑われるようなこと言った覚えないよ？」

　これが照てれ隠かくしで慌あわてた風なら俺も『おいおい、檸檬れもんの奴。外ではそんな風に話していたのか』と生暖かい目をしてやるところだが、妹の顔にはマジの困こん惑わくが浮うかんでいる。本当に身に覚えがないんだろう。

「檸檬れもんちゃんはそんなつもりがなくても、聞く側にはそう捉とらえられるんです。私だけが思っている訳じゃなくて、お兄さんと会ったことがなくても同意見の子も結構いるんですよ」

「そっ、そんなバカなっ?!　加か奈なちゃん、何を根こん拠きよにそんな冗じよう談だんを……!?」

「去年の文化祭アンケート、発表されなかった項こう目もくの中に『兄弟、姉し妹まいにしたい人は？』というものがあって、それの一位に『桜さくら咲ざきさんのお兄さん』が輝かがやいているので確かな情報です」

　何な故ぜか誇ほこらしげに語る鴻こう巣のすさんから檸檬れもんに視線を移すと、俺のアイコンタクトを受けた妹は小さく、しかし必死に首を横に振ふる。どうやらこいつも初耳らしかった。まあ檸檬れもんが外でブラコン発言していたらそっちの方が衝しよう撃げきだし、寝ね耳みみに水みずってのは信しん憑ぴよう性せいがある。

　しかし、そんな有り得ない評価をされても。親兄弟の婚こん姻いんとも関係なしに義理の妹が出来るとか意味不明だ。

「……気持ちは有あり難がたいけど、妹は檸檬れもんだけで手て一いつ杯ぱいなんだ。こいつを放流する訳にもいかないし」

「そう、ですか……檸檬れもんちゃん、一応訊きくけれど、自分の可能性を信じて独立という新たなステージに進んでみる気はあります？」

「さらっとあたしをこの家から出そうとしてないっ!?　無理だよダメだよ、お兄ちゃんから離はなれたら誰だれがあたしの面めん倒どうを見てくれるのっ？」

「いやそこはいい加減自分でどうにか出来るようになれよ。魔ま法ほうは使えても家事は出来ないって何なんだ」

「可能か不可能かじゃないよっ、やる気の問題だよ！」

「だからそのやる気を出せよ！　来年には高校だってのにお前の自立心はどうなってんだ？」

「ふっ……一度エアコンの快適さを覚えたら団扇うちわと扇せん風ぷう機きだけの生活には戻もどれないのと一いつ緒しよだよ。つまりぬくぬく過ごす心ここ地ちよさを覚えさせたお兄ちゃんの責任です！」

　……言い切りやがった。こんな駄だ目め人にん間げんなかなかいない。

　これってやっぱり俺の育て方が悪かったんだろうかとがっくりきながら、あらあらと様子を見守っていた鴻こう巣のすさんに、

「……俺の妹云うん々ぬんよりもこいつとの関係性を考え直すべきかもだよ。いや俺が言えたことでもないが」

「こういう破は天てん荒こうなところも檸檬れもんちゃんらしさです。妹にして貰もらえないのは残念ですけど」

「悪いね。こいつの再教育もあるからマジで余よ裕ゆうないんだ」

「いえいえ。また今度、次は別のアプローチをしますからお構いなく」

　……手を引いたようで諦あきらめていないと宣言する辺り、やっぱただの美少女じゃない。檸檬れもんの親友なんてポジションにいるだけのことはある。

　鴻こう巣のすさんは珍めずらしくヘコみ顔の檸檬れもんの背中を優やさしく撫なでて、

「でも実際、うちの父は檸檬れもんちゃんのことを良く褒ほめていますよ。『元気でポジティブで、ああいう子が世の中を変えていく』って」

「鴻こう巣のすさんの親おや父じさんがそう言ってくれるのは嬉うれしいけど、元気が有り余って妙みようなことになってるしなぁ……」

「妙みようなことって失礼な。あたしは真面目に世界を良くしようとしているっていうのにさー」

「志は立派でも、それだけじゃどうにもならないと思います」

　頰ほおを膨ふくらせて抗こう議ぎする檸檬れもんだが、そこに異を唱えたのは俺じゃなくて鴻こう巣のすさんだった。

「世界平和も結構ですが、檸檬れもんちゃん。高校はどうするの？　私と同じ高校に行くんじゃなかったの？　もっと頑がん張ばらないと厳しいですよ？」

「うぐっ…………いやでも、いっそ正義の味方として世せ界かい征せい服ふくしちゃうってのもありかなー、って……」

「そう。でも、その場合お金はどうするの？　どうやって稼かせぐつもりなんです？」

「それはその、えっと、悪を懲こらしめて……」

「悪い人のお金でも奪うばい取とって自分の物にしたら同罪です。被ひ害がいにあった人から見れば、そんなの全然正義じゃないですよ？」

「むぐっ…………なら、ほらっ、スポンサーを見つけて……！」

「スポンサーの意向に従って行動するなら、正義とは関係ない行動もしないといけなくなるんじゃないですか？　それに、お金を貰もらって執しつ行こうするなら正義じゃなくてただの労働です」

「むぐぐぐぐっ…………！」

　淡たん々たんと論破する鴻こう巣のすさんに、檸檬れもんは唸うなり声ごえしか上げられなくなっていた。咄とつ嗟さの閃ひらめきならともかく、地頭の良さでは完全に鴻こう巣のすさんの方が上だ。

「世せ界かい征せい服ふくするのなら、上納金とかみかじめ料とかを収入にしてもいいと思いますけど。そうすると正義の味方とは言えないですね。ただの独裁者です」

「ど、独裁者!?　あたしちょびっとヒゲ生えた感じの人になっちゃうの?!」

　妹の独裁者イメージが髭ひげで終わっているのが、なんか悲しい。確かに有名な独裁者はチョビ髭ひげのあの人だけども。

　しかし世せ界かい征せい服ふくという言葉は平気で使っていたのに独裁者というのは頭になかったようで、檸檬れもんはかなりショックを受けた表情になっていた。あと涼すずしげな表情の鴻こう巣のすさんも、普ふ通つうの女子中学生ならまず使わないような言葉を平然と持ち出してくる。流石さすがは父親が悪役専門芸能事務所の社長をやっているだけあって、ヤのつく人達の収入源にも詳くわしいようだ。

「あくまでも正義の味方なら無む料りよう奉ほう仕しが基本で、定期的な収入は得られないと思います。皆みなさんの寄き付ふ頼だよりの生活になりそうですね」

「ううっ…………じゃ、正義の味方は副業にして、ちゃんとした職業に就つく！　あたしなりたいものたくさんあるし！　トリマーとかバーテンダーとかポールダンサーとか！」

「カタカナ職業並べてるだけで統一性ゼロだな。あとバーテンダーって確か女の場合はバーメイドって呼び方のはずだぞ」

「えっ、そうなの？　バーメイド……なんかちょっと響ひびきが弱いなぁ…………じゃあバーテンダーはやめてキャビンアテンダントで」

「ＣＡさんは難関ですよ？　英語は勿もち論ろん、第二外国語も必要になってきますし、大手航空会社に入りたいのなら六大学クラスが目標になりますね」

「うぐぁぁ……あたし翻ほん訳やくの魔ま法ほう使えるからどこの国の人でも言葉通じるのにぃ……」

　だったら通訳でも目指せよと言いたいところだが、あの魔ま法ほうは言葉はともかく読み書きには作用しないとみた。なら通訳も結局は勉強が必ひつ須すだろう。

「いいですか、檸檬れもんちゃん。正義の味方でいたいのならば、高潔であれとまでは言いませんが、軽けい率そつな行動は取らないことです。変な動画を上げたりとか」

「うう、また𠮟しかられたぁ……でもほらっ、動画の広告収入で生計立てるっていうのは!?　これなら誰だれにも迷めい惑わくかからないしいけそうな気がする！」

「……それ、正義の味方なんか？　第一、定期収入の為ためには新作動画を上げ続ける必要あるんだろ？　収入の為ために人助けしてたら本ほん末まつ転てん倒とうだろ」

「それはそうだけど！　何も上う手まくいかないじゃん！」

「だからまずは地に足を付けて、選せん択たく肢しを広げる為ためにも高校受験に打ち勝つところからスタートするべきなんです。魔ま法ほうで高校は受からないですよ？」

「…………くあぁ……まさか魔ま法ほうがこんなに役立たずだなんてぇ……」

「魔ま法ほうは魔ま法ほうで素す敵てきな力ですよ。でも今は受験の為ために、一つずつやっていきましょう？」

　打ちひしがれる檸檬れもんに、鴻こう巣のすさんは優やさしく肩かたに手を添そえる。完全に自分がダメージを与あたえていたのに、聖母みたいな微ほほ笑えみだった。相変わらず見た目以上にパンチのある子だ。

　でもまあ、俺としては渡わたりに船ふねだが。妹にあまり調子に乗られても困るし、俺が諭さとすよりずっと効果ありそうだ。

　本当に鴻こう巣のすさんは良く出来た子だが……まあ、強しいて問題があるとすれば、

「……分かったよ、加か奈なちゃん。あたしに勉強教えて。そしてご飯の後で一いつ緒しよに遊ぼう？　それを励はげみに頑がん張ばるから！」

「やる気になってくれたのは嬉うれしいですけど、ご飯まで頂くのは……」

「気にしないで！　それに今日はカレーだから、一人や二人増えても大だい丈じよう夫ぶだよ！　ねっ、お兄ちゃん？」

「そうだな。せいぜい、トッピングする予定のハンバーグがお前の分だけなくなるくらいだな」

「それは死活問題だよ!?　あわわ、どうしよう加か奈なちゃん……やっぱり帰る？」

　殆ほとんど躊躇ためらわず友達を帰す選せん択たくをしやがるって、食い意地が悪すぎる。これでカレーのトッピングがハンバーグじゃなくて大好物のチキンカツなら俺の分まで奪うばいかねない勢いだ。

　ただ、まあ。カレーと聞いて鴻こう巣のすさんの目の色が変わったのを、俺は見み逃のがさなかった。

「……いいのよ、檸檬れもんちゃん。私、ハンバーグは要いらないから。カレーだけで十分です」

「やたっ、なら一いつ緒しよに食べよう！」

「その代わり……これを試ためしてみようと思います」

　言って鴻こう巣のすさんは近くに置いてあったバッグの中から、小さなポシェットを取り出した。そこから大事そうに、赤と紫むらさきで彩いろどられた小こ瓶びんを出して、にこりと微ほほ笑えむ。

「この香こう辛しん料りよう、今朝に届いたばかりなんです。どんな刺し激げきが待ち受けているのか楽しみで楽しみで……」

　夢ゆめ見み心ごこ地ちな目で呟つぶやくけど、あの瓶びんに描えがかれているドクロマークを見てそんな反応するのは絶対おかしい。海外製なのか、シールで貼はられた日本語の説明書きに他より大きなフォントで『肌はだに触ふれたらすぐ洗い流して下さい。万が一目に入った場合、洗わず救急車を呼んで下さい』とか書かれてるし。口に入れるものに対してされるべき注意書きじゃない。

　鴻こう巣のすさんと檸檬れもんはほぼ同時にごくりと唾つばを吞のみ込こむが、恐おそらく意味合いは大きく違ちがう。

　お子様舌の妹とは真逆で、鴻こう巣のす加か奈なは激げき辛から党とうだ。それも並の激げき辛から好ずきじゃなくて、何百万スコビルとかいう化学兵器としか思えない辛からさを味わって食べるというエグいランクの猛も者さで、見た目の可か憐れんさとはそぐわない味覚の持ち主だった。

　ちなみに俺はいち早くホールドアップして降参の意を示し、

「俺は辛からいの苦手だから使わないけど、後で感想教えてくれ」

「はい、きっとお兄さんのカレーに合うと思います。檸檬れもんちゃんも試ためしてみます？」

「いぃっ!?　やっ、その、気持ちはとっても嬉うれしいんだけどさ、あたし辛からいのはちょびっとダメでして……」

「それは知ってますけど、辛から味みは痛覚を刺し激げきするから、もしかしたら今の檸檬れもんちゃんには効かないかもしれないですよ？」

「う、ん……？　確かに、今のあたしには毒も催さい涙るいガスも効かなかった…………ということは、辛からいのも大だい丈じよう夫ぶってこと……!?」

「確証はないけれど、可能性はあります。もし激げき辛からを克こく服ふくしていたら、これからの食生活が豊かになるんじゃないかしら」

「おお……唐とう辛がら子しもワサビも大だい丈じよう夫ぶになったら、それこそあたし無敵じゃん！　やっば、新たなステージに上ってしまうなー。大人な女になっちゃうなー」

　鴻こう巣のすさんの言葉に押おされ、ウキウキで立ち上がった檸檬れもんは希望に満ちた目で俺に迫せまり、

「じゃあお兄ちゃん、今日の晩ご飯は加か奈なちゃんと三人ってことでよろしく！　中ちゆう辛からすらヒーヒーいっていた自分にサヨナラする記念日にするよ！」

「…………ああ、うん、分かった。じゃあ用意しておくから、七時過ぎたら下に来い。鴻こう巣のすさんも、家に連れん絡らくしてから勉強手伝ってやってくれ」

「はい、分かりました。楽しみにしてますね」

　一いつ切さいの邪じや気きなく期待の表情で答える鴻こう巣のすさんと、何な故ぜかシャドーボクシングを始めた妹を残し、俺はドアを閉じて階下へ向かう。魔ま法ほうで無敵になろうが、どうやら友人との力関係は変わっていないみたいだった。それは兄として純じゆん粋すいに喜ばしい。

　まあ、鴻こう巣のすさんにとっては魔ま法ほうなんて関係なく、元から檸檬れもんは特別だったらしい。芸能人であり事務所社長でもある父親の影えい響きようで、一時期は『鴻こう巣のすはヤクザの娘むすめらしい』と噂うわさもされていたとか。しかし中学になって同じクラスになった檸檬れもんはそんな噂うわさをまるで気にせず、あっという間に鴻こう巣のすさんと仲良くなった。

　だからまあ、鴻こう巣のすさんにとっては檸檬れもんが魔ま法ほう少しよう女じよだろうが正義の味方だろうが、関係無いのだろう。得え難がたい友人というカテゴリーに変わりは無い、という意味で。

　……ただ、人は仲間意識というか、親しくしている人にほど自分と同じものを好きになって貰もらいたいという意識が働いてしまう。鴻こう巣のすさんの場合はそれが激げき辛から料理で、以前から何度も檸檬れもんにアプローチをしていた。

　そして魔ま法ほうの力で覚かく醒せいした檸檬れもんならば或あるいは……と思っているのかもしれない。その発想自体は間ま違ちがいでもない。

　ただし、俺が思い出すのは昨日檸檬れもんにアイアンクローした時の様子だ。普ふ通つうに玉ねぎが目や鼻に染しみていた様子からすると、食べ物に関しては明らかな毒やアレルギーのあるものでなければ、そこまで弾はじかれないんじゃなかろうか？

　だとすると、激げき辛からカレーを『危険物』ではなく『料理』として口に運んだ場合、あのふんわり判定する魔ま法ほうは効果を発揮せず、素す通どおりさせるんじゃないか……というか、昨日の反応からすると一度ダメージを食らったものを回復する類たぐいの魔ま法ほうじゃないから、辛からさという名の悶もん絶ぜつから逃のがれられないかもしれない。

「……まあ、命に関わるようなら自動的に作用するって話だから、死にはしないか」

　やる気になっているところに水を差すのもアレなので、考察は胸に仕し舞まい込こみ、俺は台所へ下りて夕飯の準備を始めた。

　そして三十分後──

　妹の口から「焼けっ、焼ける?!　熱いじゃなくて焼けてる!?」とか「死んじゃうっ、これもう死んじゃうヤツ！」とか悲鳴混じりに飛び出し、最終的には涙なみだと鼻水で顔面ぐちゃぐちゃになりながらラマーズ法の呼吸を繰くり返かえすだけの存在になってしまったが。

　同じ物を食べているはずの鴻こう巣のすさんはとても幸せそうな顔をしていたので、命に別状はないはずだった。














四　日常生活における魔法の在り方









「──旅行か。そういやしばらく行ってないな」

　誰だれに言うでもなく俺が何気なく呟つぶやいたのは、夕食後にテレビを見ている時だった。芸能人がサイコロを振ふりミッションをクリアしながらゴールの温泉旅館まで向かうという、グルメと観光とハプニングの詰つめ合あわせで、のんびりなんだか忙せわしないんだかよく分からない番組だ。

　別にこれが見たかったというよりこの後のドラマ目当てでチャンネルを合わせていただけなので終しゆう盤ばんだけ何となく眺ながめていただけだが、最後の宿に着いてから温泉に入るまでのシーンを見ていたら、つい独り言を漏もらしていた。

　一いつ緒しよにいた耳の良いい妹はそれを聞きき逃のがさず、手元のスマホから視線を上げて訊きいてきた。

「えっ？　お兄ちゃん、旅行に行きたいの？」

「ん……まあ、どちらかといえば、くらいの感じだけどな。最後に行ったのって、もう三年近く前だろ？」

「あー、こっち来る前におばーちゃん達とお正月に行ったきりだね。じゃあ今年の冬は久ひさし振ぶりに行っちゃう？」

「冬休みは受験前だし高いから論外。行くなら秋までの連れん休きゆう狙ねらいになるけど、祖じ父いさん達と一いつ緒しよならともかくお前と温泉旅館に泊とまるっていうのもなぁ」

「むっ。それどーいう意味よ？」

「だってお前、旅先でのんびりしたいタイプじゃないだろ。俺は旅館でだらだらしつつ温泉に入りたいんだよ」

「ああ、お兄ちゃんってそーいう爺じじむさいところあるよね。確かにあたしは限界まで観光したりテーマパークで遊んだりしたいなー。それにお布ふ団とんよりベッドがいいし、旅館の食事よりレストランがいいし」

「だろ。まあ俺も露ろ天てん風ぶ呂ろがあるならホテルでいいけど」

「お兄ちゃん温泉好きだよねー。てことは、旅行っていうか温泉入りたいの？」

　妹からの指し摘てきに、俺は少し考えてみてから頷うなずいた。

「まあ、そうだな。のんびり温泉に入って、出た後もしばらくボーッとしていたい」

「うーん、本格的に年とし寄より臭くさい。そんなんじゃ折角の青春タイムが勿もつ体たいないよ！」

「意味分からんことを抜ぬかすな。それに普ふ段だん家事に時間を費ついやしているから、たまにはゆっくりのんびり骨休めしたくなるんだよ」

「そーいうものなの？　でもさ、どっかに泊とまるんじゃなくて温泉だけだったら行ってくればいいじゃん」

「お前な、そう簡単に……」

　反論しようとしたが、檸檬れもんの得意気な顔ですぐに気付く。

　そういやうちには便利な魔ま法ほう少しよう女じよがいたことに。

「あたしの魔ま法ほうなら距きよ離りなんて関係ないよ！　お休みじゃなくて平日でも気軽に日帰り温泉ツアーが可能なのです！」

　どうだみたかと言わんばかりにない胸を張る。でも確かにこいつの言う通りだ。

「なるほどな……空間転移で移動すると旅行感はまるでなくなるけど、日帰りでいつでも行ける、ってのはいいな」

「でしょでしょ？　その気になれば明日にでも行けるよ！　毎日だって余よ裕ゆうだよ！」

「温泉に行けるのは有あり難がたいが、そう気楽に何度もってのは難しいだろ。足代が掛かからないにしても、そんなに贅ぜい沢たくしてられないし」

「へっ？　贅ぜい沢たくって、温泉に入るのが？　でもご飯はうちで食べるんでしょ？」

　ピンと来ていない檸檬れもんの反応はある意味予想通りだ。普ふ通つうの中学生なら知らないかもしれないし。

「あのな、旅館とか施し設せつが運営している温泉は入るのに入湯料ってのがかかるんだよ。安けりゃ五百円くらいだが、千円から二千円するところもあるぞ」

「はぁあっ?!　お、温泉に入るだけで!?　それだけあればファミレスで豪ごう遊ゆう出で来きるじゃん！」

「宿しゆく泊はく客きやくなら宿しゆく泊はく料りように含ふくまれていて別べつ途とで払はらうことはあんまないけどな。無料のところもあるだろうけど、そうそうないぞ」

「うはぁ……で、でもほら、山やま奥おくとかの秘湯は？　あーいうとこならタダなんじゃないの？」

「基本はそうだろうが、逆に言うと男女で分かれず混浴になる可能性高いぞ。脱だつ衣い所じよがないところもあるし」

「混浴ですと!?　お兄ちゃんヤらしい！　見ず知らずの女の人達と裸はだかの付き合いをしちゃうつもりだっ……ぁいたあっ!?」

「人聞きの悪いこと言ってんじゃねぇよ。端はなからその手の混浴は選せん択たく肢しに入れてなかったから、温泉は金が掛かかるって話してたんだろうが」

「うう、妹の頭をポンポン叩たたいてぇ…………あれ、でも混浴って水着はダメなの？」

「旅館ならともかく、秘湯は駄だ目めなんじゃないか？　ほら、タオルを湯につけるなって言うだろ？　テレビみたいにバスタオル巻いて入ったら常連のおっさんにどやされるぞ」

　誰だれのものでもないんだからこそ、郷ごうに入いっては郷ごうに従うべきだろう。エチケットやマナーの問題だし。

「つまり、だ。金を払はらって商しよう業ぎよう施し設せつの温泉を使うか、タダの混浴で我が慢まんするかの二に択たくだな」

「ううーん……お兄ちゃんはともかく、おじさん達の中にこんな可か愛わいい中学生が入るのは厳しいなー……誰だれも来ない穴場中の穴場ってないの？」

「俺が知ってるくらいなら他にも知ってる人はたくさんいるだろ。それに私有地なら持ち主の許可を取らないといけないしな」

　逆に言うと、皆みなが知っているところなら大体は大だい丈じよう夫ぶだからその手間も要いらないわけだが、そもそも誰だれも来ない温泉は手入れや検査もしていないだろうから見つけたとしても入るのはどうなのか。ちょっと勇気と覚かく悟ごがいる。

　……と、これで諦あきらめるのだと思っていた檸檬れもんが何やら思案顔になり、

「……ねぇ、お兄ちゃん。おじーちゃんのとこの共同浴場って、あれ温泉なんだよね？」

「ん？　ああ、そうだぞ。一回二百円の入湯料払はらうか、月千五百円のフリーパス買うかするんだっけな」

「値段はどうでもいいんだけど……つまりあそこって温泉出るってこと？」

「ああ。昔は川の方に露ろ天てん風ぶ呂ろもあったらしいし、深く掘ほれば出るんじゃ…………って、おい。まさかお前……」

　にまぁ～、と口元をだらしなく緩ゆるませて含ふくみ笑わらいを浮うかべる妹の様子に、何を考えているか大体分かってしまった俺は、早々に諦あきらめた。

　ああなったらもう聞く耳なんてない。玉虫色の返事をしても実行するはずだ。

　なので俺は止めるなんて無む駄だなことはせず、ただ一言だけ釘くぎを刺さしておく。

「……人に迷めい惑わくだけはかけるなよ」

「うんうん、分かってる分かってる。じゃ、お兄ちゃん明日は学校終わったら早く帰って来てね。超ちよう特とつ急きゆうだよ？　それともあたしが迎むかえに行くっ？」

「いい、一人で帰る」

　張り切り笑え顔がおの檸檬れもんがしでかすことが、せめて小規模で済んでくれればと切に願うものの。その願いは大たい抵てい聞き捨てられると経験で知っている俺は、浮うかない表情でため息を吐つくしかなかった。





◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆






　そして翌日の午後四時過ぎ。

「──ということで、温泉を作っちゃいました！」

　全然説明をせず宣言した檸檬れもんの声が辺りに響ひびき渡わたり、遠くで鳥の羽ばたく音がする。

　そしてよく分かっていない顔で拍はく手しゆをする人物が二名。私服姿の須す賀が沢さわと鴻こう巣のすさんだ。

　俺が帰宅した時には既すでにうちに来ていた二人も入れて、合計四人で檸檬れもんの空間転移の魔ま法ほうでこの山間にある川辺へとやって来たのだが……

「……おい。お前、何も伝えずに呼び出したのか？」

「うんっ、サプライズは大事だと思って！　のりちゃんも加か奈なちゃんもびっくりした？」

「……ええと…………驚おどろいたというか、まだ意味が分からないというか……？」

「温泉を作る、というのは温泉を掘ほり当あてるということです？」

「加か奈なちゃん冴さえてるね！　そうっ、魔ま法ほうを使って温泉を掘ほり当あてて、ここに露ろ天てん風ぶ呂ろを作っちゃったの！　そして出来上がったのがあれです！」

　ビシッと檸檬れもんが指差した先は、川から数メートル離はなれた場所だった。土俵くらいの大きさの穴から湯気が立ち上り、微かすかな硫い黄おう臭しゆうが鼻はな奥おくを擽くすぐってくる。

　川辺にぽつんとある露ろ天てん風ぶ呂ろをしげしげと眺ながめていた鴻こう巣のすさんはさして驚おどろいた様子もなく、

「そうですか……色々と言いたいことはあるけれど、先に訊きかせてください。あれ、ちゃんとした温泉なんですか？」

　鴻こう巣のすさんの疑問は尤もつともだ。日本は温泉の出やすい国だがどこでもって訳じゃないし、肝かん心じんなのは泉質だ。ただの温水じゃ意味はなく、人体に有害な成分が多くてもアウトになる。

　的を射た友人からの質問に、檸檬れもんはチチチと人差し指を振ふり、

「そこは任せてよ。おばーちゃんに訊きいたら、昔はこの川付近に小さな間欠泉があって、温泉水を村まで引いていたこともあるんだって。そして入る前にあたしが浄じよう化かの魔ま法ほうを使えば悪あく影えい響きようもないって寸法だよ！」

「でも檸檬れもんちゃん、勝手に温泉なんてを作ってもいいの？　後で怒おこられるんじゃない？」

　須す賀が沢さわの疑問も尤もつともだが、これは問題じゃないので俺が答えることした。

「そこは大だい丈じよう夫ぶだ。ここ、うちの土地だから」

「…………えっ？　ここって……この川辺が？」

「ああ。ここと向こうの山もだな。俺の祖じ父いさんの持ち山だから、多少無茶やっても平気だろ。祖じ父いさん、檸檬れもんに甘あまいし」

　俺にはかなり厳しかったっていうのに、理り不ふ尽じんな話だ。温泉だって俺がやったら拳げん骨こつの一つや二つは落とされる気がする。

「へぇ、じゃあここって二人が暮らしてた田舎いなかの近くなんだ？　しかも山まで持ってるって……桜さくら咲ざきくん、凄すごいおうちの子だったんだね」

「いや、土地はあるけど金はあんまないぞ。売れないから持ってるだけで、維い持じするのにも金が掛かかるしみかん畑も利益になる程ほどじゃないってぼやいてたな。ビニールハウスで苺いちごを作った方がよっぽど儲もうかるって」

「そういうものなんだぁ……地主さんって大変なんだね」

「完全放置する訳にもいかないしな。ああ、あと森の奥おくには入らないようにした方がいいぞ。猪いのししと熊くまと鹿しかが出るかもしれないから」

「……前に檸檬れもんちゃんが『鹿しかと戦って死にかけたことがある』って言っていたの、本当だったんですね……」

「そだよ。飼ってるのは割と大人しいけど、野生のはパニクって体当たり仕し掛かけてくるから結構怖こわいんだー。暴れると角も怖こわいし」

「あるある。熊くまもそうだけど、なんであいつら臆おく病びようなのにこっちに向かって来るんだか。しかも逃にげたら追いかけてくるし」

　……と、人の出入りが少ない山あるあるを兄きよう妹だいで話しているうちに、都会育ちの二人は黙だまってしまった。ただ、須す賀が沢さわの表情が引きつっているのはまだ分かるけど、鴻こう巣のすさんは何なに故ゆえにわくわく顔なのか。この子の感性は未いまだによく分からない。

　まあ、ともあれ、だ。

「野生の動物は臆おく病びようで慎しん重ちようだから、こうして話していればまず寄って来ないし、森に入らなきゃ大だい丈じよう夫ぶだ。逆に言うとこの辺りは道の整備が出来てなくて、うっかり迷子になると大変だから気を付けてな」

「はいはーい、お兄ちゃんの注意も終わったところで話を戻もどすね。あたしが魔ま法ほうを使って学校のお昼休みに超ちよう特とつ急きゆうで作ったのが、あの温泉ってわけなのです。ふふーん、褒ほめ称たたえてくれていいんだよ！」

　調子に乗った檸檬れもんの言葉に須す賀が沢さわがパチパチと拍はく手しゆを送る。一方、鴻こう巣のすさんは小首を傾かしげ、

「魔ま法ほうを使ったのは理解しましたけど、掘くつ削さくしたにしてはその形けい跡せきがないですね？」

「あ、掘ほるっていうより土や石を押おしのけて空間を作る魔ま法ほうだから。満員電車で無理くり押おし込こんでスペース確保する感じかな？　同じ要領でお風ふ呂ろ部分も作ったんだよ」

　さらっと言いやがるが、トンネル工事を生業にしている業者が聞いたら青ざめるのは間ま違ちがいなしなとんでも魔ま法ほうだ。特に海底での掘くつ削さく工事では無敵なんじゃなかろうか？　檸檬れもん自身はいつもの『聖なる揺ゆり籠かご』とやらで呼吸も水圧も関係なしで活動出来る訳だし。

　世せ界かい征せい服ふくや正義の味方より建設業の方が向いているって伝えてやるべきなのかと考えている間に、檸檬れもんは得意顔で温泉を円で囲むように指を動かして、

「露ろ天てん風ぶ呂ろの周りには『安あん寧ねいの庵いおり』って結けつ界かい魔ま法ほうを使ったから、たぶん半日くらいは体に悪い成分も無効化されるよ。温泉にどんな効能があるかは分かんないけど！」

「……村の共同浴場と一いつ緒しよなら硫い黄おう泉せんで、冷ひえ性しように筋肉痛、神経痛に効くってところか」

　最後に効能の書かれた看板を見たのはもう何年も前だから正確ではないかもしれないが、割とポピュラーな単語が並んでいたから間ま違ちがってはいないはず。

　どう考えても十代の俺達には意味ない効能ばかりだが、

「一応、肌はだにもいいはずだぞ。祖ば母あちゃんが温泉水で顔を洗ってるんだが、そのおかげか肌はだ艶つやはかなりいいし」

「む。お兄さん、それは真まことですか？」

「事実ではある。温泉水がどれだけ関係しているかは分からないけどな」

「いえ、鰯いわしの頭も信心からです。これはつるつるの艶つや々つやを手に入れるチャンスです……！」

　何な故ぜかスイッチが入ったらしく盛り上がる鴻こう巣のすさんだけど、そんなケアなんてちっとも必要に見えない。そしてそれは須す賀が沢さわも同じだが、こっちもちょっと目の色が変わっていた。

「スベスベお肌はだ…………それに露ろ天てん風ぶ呂ろは長く入れるから、ダイエット効果も……！」

「ふふ、加か奈なちゃんものりちゃんも温泉パワーに魅み入いられたみたいだね。それじゃー早さつ速そく、皆みんなで入ろう！」

「待て。皆みんなって、俺もか？」

「そだよ？　水着なんだから一いつ緒しよでいーじゃん。プールと変わんないし」

　……確かにその通りなんだが、やっぱり多少抵てい抗こうはある。檸檬れもんだけなら裸はだかでも全然だが、幼おさな馴な染じみの女友達と妹の友人が加わると……うん、物もの凄すごく気き恥はずかしい。

　出来れば女じよ性せい陣じんから断る切きっ掛かけになる拒きよ絶ぜつの意見でも出てくれないかなと思い須す賀が沢さわと鴻こう巣のすさんを見る。須す賀が沢さわの下の弟が檸檬れもん達と同級生というのもあって元々面識はある二人だが、そこまで親しい仲じゃないはずだし、男と一いつ緒しよは嫌いやなはず──

「私はお兄さんなら一いつ緒しよでも構わないですよ。むしろ嬉うれしいくらいです」

「えっと、わたしも桜さくら咲ざきくんなら大だい丈じよう夫ぶかな。ちょっと恥はずかしいけど……」

　……何この溢あふれんばかりの優やさしさ。嬉うれしいけども、出来れば別の機会が良かった。厚こう意いで逃にげ道みちを塞ふさがれるとか。

　こうなってしまうと、俺が駄だ々だをこねる訳にもいかない。別々で入るとそれだけ帰る時間が遅おそくなるし、湯冷めもしてしまう。かといって温泉を目の前にして入らずに帰るなんて選せん択たく肢しはあるはずもなく──




「ふぁ……ちょっと熱いけど良いいお湯だね」

「やー、最初は泳げるくらいのサイズにしようと思ってたけど、この狭せまさも逆にいいねー。逆の上ぼせたら川に入ればいいし」

「周りが川と山というロケーションも素す敵てきです。自然と一体化している感じが心ここ地ちいい……」

　口々に感想を語り幸せそうな表情の女じよ性せい陣じんだが、俺にはそこまでの余よ裕ゆうがなかった。

　プールなら泳ぎの合間くらいしか水着姿を見ないけど、風ふ呂ろだと間近にずっといる。しかも湯に浸つかって温まったせいか上気した顔が色っぽいし。正直、目のやり場に困る。

　安全地帯は右みぎ隣どなりの、黄色のビキニを着ているのに全く色気のない妹だけだ。

　そして俺の左ひだり隣どなりには鴻こう巣のすさんがいて、まあこっちも檸檬れもんと大差ない凹おう凸とつ加減だが、手足の長さと大人びた表情がなかなかの攻こう撃げき力りよくだった。

「ね、ね、加か奈なちゃん。その水着初めて見るけど、新しく買ったの？」

「はい。白は膨ぼう張ちよう色しよくなので、少しは嵩かさ増ましして見えるかもと期待していたんですが……ビキニを着る勇気がなかったせいで……」

「あー、ワンピだとむしろ全部が目立たなくなっちゃうかー。あと加か奈なちゃんのくびれたお腹なかが見れないのは減点だと思う！」

　そういう会話をするなら俺を挟はさまずやって欲ほしい。話しているうちに距きよ離りが近くなってるし。

　だがそんな年下組が可か愛わいく思えるくらい問題なのが、正面にいる須す賀が沢さわだ。

「はぁ……家でも入にゆう浴よく剤ざいはよく使うけど、やっぱり全然違ちがうなぁ。このまましばらくぼーっとしていたいかも……」

　温泉を満まん喫きつして緩ゆるんだ顔をしている須す賀が沢さわだが、肩かたまで浸つかるとすぐに逆の上ぼせてしまいそうだと、大きめの石を沈しずめてそこに腰こし掛かけている。なので普ふ通つうに入っている俺達と違ちがって腹部くらいまでしか湯に浸つかっていない。

　つまりどういうことかというと、同年代どころか大人と比べても明らかに平均より大きな胸が、丁度俺の目線の高さに……！

　最初はそんなに意識していなかった。須す賀が沢さわは『やっぱりちょっと恥はずかしいから』と水着の上にインナーにしていた無地の白いＴシャツを着ていたので。

　だが水分を含ふくんだＴシャツがピチッと肌はだに張り付き、オレンジ色の水着が透すけて見えるこの状態になって状じよう況きようが激変した。普ふ通つうに水着姿を見ているよりも刺し激げきがヤバい。

「そーいやのりちゃんの水着も初めて見るヤツかも。というか、ビキニって意外すぎ」

「うっ…………その、前のがキツくなって、そしたらお母さんが『どうせ着る機会少ないのに何度も買かい換かえるの勿もつ体たいないから、ビキニにするか瘦やせるか選べ』って……」

　恥はずかしそうな須す賀が沢さわだけど、そんな正直に答えんでも。そしてただでさえ赤かった顔を耳まで真っ赤にするくらい恥はずかしがるのに瘦やせる方を選べなかったのも須す賀が沢さわらしい。

　とはいえ、別に太ってもいないけど。スポーティーな体形の檸檬れもんやスレンダーな鴻こう巣のすさんと比べれば肉付きはいいが、正直男目線だと魅み力りよくでしかない。

　まあそれを伝えたら余計に恥はずかしがらせる上にセクハラ案件になりそうだから、俺としては口を噤つぐむしかなかった。

　……と、檸檬れもんがそそくさと須す賀が沢さわの横へ行き、縁ふちから身を乗り出して川の方を指さして、

「今っ、魚が跳はねてた！　お兄ちゃん、ここって魚さかな釣つりも出来るのっ？」

「ん？　出来なくもないけど、難しいぞ。祖じ父いさんが朝から夕方まで粘ねばって山菜だけ摘つんで帰ってきたことも何度かあるしな」

「へー、でも釣つれるんだぁ。加か奈なちゃん、今度は釣つりもしてみる？」

「やってみたいですけど、餌えさが……私、足が多い系の虫は大だい丈じよう夫ぶなんですが、うねうね系は苦手で……」

「う……わたしも苦手かも。檸檬れもんちゃんは平気なの？」

「ふふん、都会に染まったように見えても田舎いなか育そだちですから。それに餌えさならお兄ちゃんに付けて貰もらえばいいよ。ねっ、お兄ちゃん？」

「…………おう」
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　そんなことより檸檬れもんにつられて須す賀が沢さわも鴻こう巣のすさんも川を見ようと身を乗り出していて、そのバックショットが刺し激げき的てきすぎだった。

　しかし親しい幼おさな馴な染じみと妹の友達でうっかり反応する訳にもいかず、目線を逸そらし頭の中では昨日見たキャンプ動画の焚たき火びシーンをひたすら思おもい浮うかべ……

　折角の露ろ天てん風ぶ呂ろだったのに、帰る頃ころには来た時の数倍疲つかれてふらふらになってしまっていた。





◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆






　檸檬れもんが田舎いなかに温泉を作ってから三日後、俺達は再び例の川辺にやって来ていた。

　今度は俺と檸檬れもんの二人だけで、俺は温泉に落ち葉やら虫やらが入っていたら取り除く為ための網あみを手に、檸檬れもんはガレージの奥おくに仕し舞まってあった釣つり竿ざおを片手に、日が暮れるまで過ごすつもりの準備をしてきたのだが……

　転てん移い魔ま法ほうで温泉から十数メートルの位置に降り立った俺達は、兄きよう妹だい揃そろってその場から動けず呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた。

「……ねえ。お兄ちゃん、こないだ帰る前に言ってたよね？　『こんな山間の私有地に来る奴なんていない』って。だから木板で蓋ふたしたり囲いを作ったりしなくてもいいって」

「……ああ、言ったな。間ま違ちがいなく言った」

「…………予想、外れたね」

　そう、露ろ天てん風ぶ呂ろには先客がいた。

　ただし人じゃなくて──山の動物達が。

　二頭の鹿しかと猪いのしし、そして猿さるが温泉に浸つかり、気持ちよさそうにしていた。突とつ然ぜん現れた俺達には当然気付いているはずなのに、億おつ劫くうそうにこっちを見ただけで逃にげようともしない。それでいいのか野生動物。

　……まさか山の獣けものが温泉に惹ひかれて来るとは。というか、温泉に入ること自体が意外すぎる。獣けものって温泉みたいに臭においがするの、嫌きらうイメージなのに。猿さるやカピバラが温泉に入っているのは見たことあるけど、あれは飼育されているからだと思ってた。

「……どうするよ？　混浴してみるか？」

「…………いやー……身の危険はないって分かってても、それはちょっと…………でもどうしよう、新しく温泉作る？」

「……たぶん温泉客が増えるんじゃないか？　向こう見てみろ、森の中から狸たぬきとイタチが様子窺うかがってるぞ」

「うわぁ、大人気じゃん……これ近くにいたら熊くまも来ちゃうかな……？」

「そんな気もするな。あいつら川にも入るし」

「……追おい払はらおうと思えば出来るけど……あんなのんびりしているのを見るとなー……」

　いつもなら俺より切きり替かえの早い檸檬れもんが不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。どうするかは決めているのに納なつ得とくしきれていない表情だった。

「うー……なんだかなー…………折角作ったのになー……」

「仕方ないな。無む駄だになった訳じゃないんだし、動物達の憩いこいの場ばをプレゼントしたと思えよ」

「ううん、そーなんだけどさ……お兄ちゃん、それでいいの？　ガッカリしない？」

　……なんか妙みようだと思ったら、そういうことか。

　そもそも俺が温泉に入りたいと言ったから叶かなえてくれようとした訳で、檸檬れもんからしてみれば俺へのプレゼントのつもりだったんだろう。上う手まくいったはずなのにハプニングで駄だ目めになってしまったのがやるせないのかもだ。

「──やっぱり、あれだな。いつでも温泉に入れるのは有あり難がたいが、ゆっくり旅行もいいな」

「へっ……？…………わわっ、お兄ちゃん髪かみがっ、雑にしないでっ!?」

　のんびり入浴している動物達を恨うらめしそうに眺ながめていた檸檬れもんの頭をわしゃわしゃと乱暴に撫なでて、凄すさまじい髪かみ型がたになった妹に一つ提案する。

「今年は夏休みになったら二泊はくか三泊ぱくの旅行にでも行くか。お前の魔ま法ほうを使えば国内だけじゃなくて海外も余よ裕ゆうだから、交通費の分だけ贅ぜい沢たく出で来きるぞ？」

「むっ……夏休みに行くの？　別に次の連休でもいいし、その気になれば日帰りだって、」

「こういうのはな、計画する時間も含ふくめて楽しむもんなんだよ。どこに行くかを決めるだけで何日も揉もめたりな。それを含ふくめて旅行だろ。須す賀が沢さわ達も誘さそえば、都合とかやりたいこととかバラバラで簡単には決まらないだろうしな」

「っ、のりちゃん達と旅行かぁ…………うんっ、面おも白しろそう！」

　ようやく目がキラキラと好こう奇き心しんで輝かがやき出だした。これでよし、いつもの檸檬れもんだ。

「折角だから今度は須す賀が沢さわの弟も誘さそってやれよ？　同級生なんだし、俺一人だけ男ってのもやりづらいし」

「えー。でもあいつ、絶対加か奈なちゃんの水着姿をエロい目で見るからなー」

「……可哀かわい相そうだからあんま言ってやるなよ」

「武士の情け、だね。とりあえず帰ろっか。あ、おばーちゃんに会って帰る？」

「ん……寄ったら間ま違ちがいなく夕飯までご馳ち走そうされるから、止やめておこう。また今度、ゆっくり時間取れる時にしよう」

「はーい、了りよう解かいだよ。それじゃ、お家うちに……っと、その前に」

　俺の手を取って帰き還かん態たい勢せいに入った檸檬れもんだが、空いた手でビシッと露ろ天てん風ぶ呂ろに浸つかる動物達を指さして、

「その温泉は山のアニマルズに譲ゆずってあげる！　ただし皆みなで仲良く使うよーに！　独ひとり占じめや仲間外れはダメだからねっ」

「…………良いいこと言ったとは思うが、それ伝わってるのか？」

「いいの、こーいうのは気持ちの問題だから！」

　その言葉通り、言いたいことを言った檸檬れもんはスッキリと晴れやかな表情で摑つかんでいた俺の手を引っ張り、左ひだり腕うでをギュッと抱かかえ込こんで、

「お兄ちゃん、ありがとね」

「……なんだよ、急に」

「なんか言っておきたかったの！　それじゃ、我わが家やにレッツゴー！」

　やけにハイテンションの檸檬れもんは嬉うれしそうに空間転移の魔ま法ほうを発動させ、家へと帰った。




　──ちなみに、これは余談だが。

　それから数日の間、檸檬れもんが無茶をせずやけに聞き分けが良くなり、俺は俺で何となく檸檬れもんの好きな料理やデザートをつけてやったが……

　果たして温泉の件と関係があるのかどうかは、謎なぞだった。





◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆






「……え？　お兄ちゃん、今なんて言ったの？」

　マジなトーンの声に、俺は食べていたハムエッグから視線を上げて向かいに座すわる妹を見た。

　日曜なので遅おそめの朝食の最中で、俺より速いペースで食べていた檸檬れもんはデザートのヨーグルトに手を出していたはずだが、何な故ぜか食べるのを止めてまでこっちをガン見している。

　そんな反応をされるようなことを言ったつもりはなかったので、

「ん？　いや、単なる感想というか、ふと思っただけだけど」

「…………え？　じゃ、あたしの聞き間ま違ちがいじゃないの？　お兄ちゃん、マジなの?!」

「おいおい、身を乗り出す程ほどのことじゃないだろ。落ち着けって、袖そでにソースが付くぞ」

「落ち着いてなんかいられないよっ。とんでもないこと言われたっていうのに！」

　興奮して騒さわぐ妹に、俺はかなり引きつつも率そつ直ちよくに返す。

「別にそこまで変なこと言ってないだろ？」

「言いましたー！　お兄ちゃん、あたしの魔ま法ほうを『役に立たない』って言ったもん！　世界中を大パニックに出来るくらい凄すごいのに！」

　テーブルをバンバン叩たたきながら抗こう議ぎする檸檬れもんに対し、普ふ段だんなら『物に当たるな』と言うところだが流石さすがにそんな注意をする空気じゃない。あとパニックにするのもどうかとは思う。

　ただ、俺としても言い分はある。

「いや、確かにそれは凄すごいと思うぞ。ただ俺は、『思っていたより生活の役に立たないんだな』って言っただけだろ？」

「どこがよっ?!　空間転移なんてめっちゃ便利じゃん！」

「まあそれはな。というか、その魔ま法ほう以外が普ふ段だんの生活で活用されたことがない、って意味で言ったんだよ」

「むぐっ……!?」

　俺の指し摘てきに、檸檬れもんはあからさまに言葉に詰つまる。

　そう、俺だって別に妹を悪く言うつもりなんてなかったし、魔ま法ほうの凄すごさは理解した上で零こぼしてしまっただけだ。『ドラゴンを召しよう喚かんしたり自然災害を力ちから業わざで抑おさえ込こんだり出来る割に、日常生活の役にはあんまり立っていないな』、と。

「例えばこの朝食だって、俺が普ふ通つうに作っただろ？　魔ま法ほうでパパッと出来るなら凄すごいが、全然そんなことやろうとしないし」

「それはその……あたしの魔ま法ほうって別に、願えば叶かなうって力じゃないしさー……」

「ま、出来ることと出来ないことがあるのは当然だが、お前の魔ま法ほうって空間転移以外は攻こう撃げきに全ぜん振ふりしてないか？　もっと料理や掃そう除じに使える魔ま法ほうってないのかよ？」

「えっ？　えーと…………えーっとぉ……」

　イスに座すわり直なおし腕うで組ぐみをして考え始めた檸檬れもんは、眉まゆ根ねを寄せてブツブツと呟つぶやく。真しん剣けんな面おも持もちで、食べかけのヨーグルトもそっちのけだ。

　そんな妹を見つつ、俺は自分の食事を再開する。ハムエッグにサラダ、トースト一枚を綺き麗れいに平らげて、皿を台所に運ぶ……が、そこまで経たっても檸檬れもんは腕うで組ぐみして考かんがえ込こんだまま動かない。

　殆ほとんど独り言に近い、何気なく零こぼしただけの言葉だったが、意外にも妹にとっては放ってはおけない問題だったらしい。テーブルを拭ふくついでにヨーグルト以外の食器を片してやる間も、微び動どうだにしなかった。

　まあそんな妹に構っていられる程ほど、俺も暇ひまじゃない。平日はやる時間の無い家事を土日で片付けないとならないのに、昨日は半日雨で洗せん濯たく物ものが干せなかった。

　朝食の準備をする前に洗せん濯たく機きを回しておいたので脱だつ衣い所じよに行くと、もう洗せん濯たく機きは止まっている。蓋ふたを開けて籠かごに洗せん濯たく物ものを移してから、次の洗せん濯たく物ものを入れていく。二人分とはいえほぼ一週間分なので、一回じゃ無理だ。しかも俺の倍くらい檸檬れもんが洗せん濯たく物ものを出しやがるし。

　第だい二陣じんをセットしてから洗せん濯たく物もので山盛りの籠かごを持ってリビングに行き、窓を開けてスリッパを突つっかけて外に出る。

　うちの庭はガレージがあるせいで狭せまいが、それでも物もの干ほし竿ざおを置くくらいのスペースはあった。ただし洗せん濯たく物ものを干し終えたらガレージに入れなくなるくらい庭が全部埋うまるけど。

　今日も天気はあまり良くなくて分厚い雲が太陽を隠かくしているが、贅ぜい沢たく言っていられない。明日は晴れるが、月曜の早朝から洗せん濯たく物ものなんて干してられないし。

「さてと、やってくか」

　バスタオルみたいにサイズの大きな物もある洗せん濯たく第だい一陣じんをサクサク干していき、ものの五分程度で庭の半分が埋うまる。第だい二陣じんは小物が多いから面めん倒どうだが、まだ着る物が多くなる冬に比べればマシだ。

　幸い、陽は出て無いが乾かわいた風が適度に吹ふいている。これならバイトから帰って来る頃ころにはちゃんと乾かわいているはずだ。

　第だい二陣じんの用意が終わるまでまだ大分かかるし、次は掃そう除じでも──

「お兄ちゃんお待たせ！　あたしがズバッとやって来たよ！」

　……呼んでもないのに、作動不良を起こしていたはずの妹が来た。

　リビングからジャンプしたと思ったら「とうっ！」と叫さけび、空中で止まった。たぶん今ので魔ま法ほうを発動させたんだろうが、その掛かけ声ごえは跳とぶ時にするものだと思う。

　まあそれはさておくとして。俺のすぐ横でほんのり浮ういた檸檬れもんは、やる気に満ちた挑ちよう戦せん的てきな笑えみを口元に浮うかべ、

「あれこれ考えた結果、魔ま法ほうで出来る家事手伝いが思いついたの！　なのでこの場で披ひ露ろうしちゃいます！」

「ここでか？　洗せん濯たく物もの干したばっかだぞ」

「フフン、だからこそだよ！　今日しか洗せん濯たく出で来きないっていうのにこの天気……お兄ちゃん、こーいう時は思うんじゃない？　『ちくしょうめ、どうしてお日様が出てないんだ！』『あーあ、乾かん燥そう機きがあればなー』って」

「……まあ、思わなくもないな。あとそれが俺の物もの真ま似ねのつもりだったら張ったおすぞ」

「そんな時は！　あたしの魔ま法ほうにお任せなのです！」

　こいつ、無視しやがった。これで下らない結果に終わったらマジでデコピンか梅干し食らわせてやる。

「……で、何をどうするっていうんだ？」

「超ちようシンプルだよ。乾かん燥そう機きってあれでしょ、要は温かい空気で乾かわかしてるんでしょ？」

「まあ、そうだな。物もの凄すごくざっくり言うと、だが」

「だったらあたしの魔ま法ほうで洗せん濯たく物ものを温めればいいんだよ！　しかもすっごい高温で！　たぶん一いつ瞬しゆんで乾かわいちゃうよ?!」

「……は？　待て、それってつまり、」

「こーいうのは論ろんより証しよう拠こってヤツだね！　じゃ、いっきまーす──［全てを焦こがす灼しやく熱ねつの大輪よ咲さけ、『轟華炎フレアカメリア』ぁ！］」

　俺が止める間もなく、嫌いやな予感しかしないどことなく聞き覚えのある呪じゆ文もんを唱えた檸檬れもんは両手を天に掲かかげる。

　すると両手の先、一メートルも離はなれていないところに赤々とした炎ほのおが出現した。

　いきなり空中に小さめの自動車くらいある炎ほのおの塊かたまりが現れて視界が赤く染まり、

「熱っ?!　おい檸檬れもんっ、洒しや落れにならないぞこれ！　火事になったらどうすんだおいっ!?」

　サウナどころじゃない凄すさまじい暑さに、どう防げばいいかも分からず訴うつたえると、吞のん気きな声が返ってくる。

「ヘーキヘーキ。これ魔ま法ほうだから、ぶつけない限り火の粉は散らないし燃え移らないよ。触ふれたら鉄も熔とけちゃうけど」

「アホかお前っ、温度が上がればちょっとしたことで普ふ通つうに燃えるものもあるわ！　だから前にも炎ほのおは禁止だって言ったろ?!」

「え、そうなの?!　じゃ、この辺で止やめとくね！」

　檸檬れもんが慌あわてて炎ほのおの塊かたまりを消し、視界は元の色に戻もどる……けど、十数秒の赤い世界の影えい響きようか、なんか妙みように暗く感じた。

　目と喉のどが渇かわいているし心臓がバクバクいっているが、火が出なくてマジで良かった。

「ちゃんと防ぼう護ご壁へきも展開したから、お兄ちゃんにはちょっと暑いくらいしか影えい響きようないはずだったんだけどなー……でもほらっ、見てよ！　ほんの十秒かそこらでもう乾かわいてる！　やったね、大成功！」

　反省はそこそこに成果を喜ぶ檸檬れもんだが、俺はちっとも賛同出来ない。

　じっと洗せん濯たく物ものを見て、その中からバスタオルを指さし、

「檸檬れもん、ちょっとあれ触さわってみろ」

「んっ？　見た感じちゃんと乾かわいてるじゃん。あつつっ、ほら…………あれ、なんかゴワゴワして……お兄ちゃん、柔じゆう軟なん剤ざい使わなかったの？」

「違ちがう、急激に乾かん燥そうしたからそうなったんだ。小学校でストーブの前に雑ぞう巾きん干したらそんな風になっただろ？」

「あっ?!　え、じゃあ、他のも……!?」

「……バスタオルほどじゃなくてもなってるだろうな。生き地じも傷いたむし……それに見ろ、お前のデニムのハーフパンツ、洗せん濯たく挟ばさみが溶とけて落っこちたぞ」

「ああぁっ、あたしのお気に入りがっ?!　し、しかも溶とけたプラスチックがくっついちゃってるじゃん！」

　泣き声混じりで落ちていたハーフパンツを拾い上げる檸檬れもんだが、自じ業ごう自じ得とくとしか言いようがない。むしろ被ひ害がいらしい被ひ害がいがそれだけなのが奇き跡せきだ。

「アルミ製のハンガーが溶とけてないのが救いだな。まあ、洗せん濯たく物ものは全部洗い直しだが」

「……え？　これ、洗い直すの？」

「このゴワゴワした服、着たいか？　温度が下がれば多少マシになるだろうけど、肌はだ触ざわりはかなり悪いし、見た目もちょっと気になるしな」

「う……でもさ、手間じゃないの？」

　まあ確かに無む駄だ手で間まにはなったが、こうもしゅんとされると嫌いや味みも言いづらい。こいつはこいつで魔ま法ほうで手伝ってくれようとした訳だし。

「バイトに行くまでには終わるから別にいい。ただし、あれは二度とするなよ。マジで火事になりかねないし、近所の人に見られたら消防車呼ばれるぞ」

「うう…………あの、ごめんね、お兄ちゃん。あたし、手伝うつもりが……」

「あー……まあ、気にすんな。失敗自体は仕方ない。次に活いかせばいいだろ」

　俺も最初のうちは家事が下手で、色々と失敗しまくったし。そのせいで檸檬れもんには不ま味ずい飯を食わせたり皺しわくちゃな服や焦こげたハンカチを持たせたりする羽目になった。

　田舎いなかで手伝いくらいはしていたから余よ裕ゆうで出来ると思っていたのにそんな体ていたらくだったんだから、妹の失敗をとやかく言える訳が無い。

　浮ういたままの檸檬れもんはやや高い位置から目を潤うるませてこっちを見下ろし、

「お兄ちゃん……うんっ、次は頑がん張ばるね！　実はもう一つお役立ちプランがあるの！」

「……お、おう。とりあえず実行前に口頭で説明してくれ」

「あのね、通つう販はん番ばん組ぐみで高こう圧あつ洗せん浄じよう機きで床ゆか掃そう除じするのをヒントにしたの！　あたしも水を圧縮して打ち出す魔ま法ほうが使えるから、それで床ゆかや壁かべの汚よごれを落とせないかな、って！」

「…………念の為ために訊きいておくが、その魔ま法ほうは本来どういう時に使うんだ？」

「え？　えっと、城じよう壁へきとか飛んでるドラゴンとかを切きり裂さく時に──あぶぷぁっ?!」

「本気のアホかお前は。んなもん使ったら床ゆかや壁かべがぶっ壊こわれて終わりだろうが」

　とんでもないことを平然とぬかした檸檬れもんの顔面にゴワゴワかつ熱々のバスタオルを投げつけた俺は、庭に倒たおれ込こんでもがもが言いながら転げ回る妹を尻しり目めに、さっさと洗せん濯たく物ものの回収をして家の中に戻もどる。

　やっぱりあいつの魔ま法ほうは家事の役には立たないということが証明されてしまい。

　だからこそ翌日あんな話が舞まい込こんできたのは、ある意味ジャストタイミングだった。














五　魔法より万能な人









「──家政婦？」

「ええ、そうです。ハウスメイド、ハウスキーパーです」

　思わず聞き返した俺に大きく頷うなずいたのは、インスタントコーヒーをやたら美う味まそうに飲む白しら木きのおっさんだった。

　今日もスキンヘッドを光らせているおっさんが我わが家やを訪おとずれたのは、夕飯が終わった頃ころ合あいだ。どこかで監かん視ししていたんじゃないかってくらい手が空いた抜ばつ群ぐんのタイミングでチャイムを鳴らしたおっさんは、俺と檸檬れもんの二人に話があると言ってきた。

　その内容が、『家政婦』だ。

「少し込こみ入いった話になりますが、実はこの家のセキュリティに関して問題がありまして」

「まあ、戸と締じまりはちゃんとしているけど警備会社と契けい約やくしている訳でもないし、防犯カメラもなければ番犬もいないしな」

　一いつ般ぱん家か庭ていなんてどこもそんなもんだろうし近所は大体同じはずだが……うちは最近になって普ふ通つうの家庭じゃなくなってしまったから、問題が起きているのかもしれない。

　俺の予想を裏付けるように白しら木きのおっさんは檸檬れもんへと視線を向け、

「妹さんの存在を嗅かぎつけて、この家に取材しようとしたり忍しのび込こもうとしたりする輩やからもおりまして。まあ我々も遠巻きに見張りをしておりますから、何かが起こる前にご退たい場じようして貰もらうわけですが……これが些いささか周囲の目についてしまうもので、出来るのであればもっと自然かつ穏おん便びんに済ませたいのですよ」

「え。今までは手て荒あらな真ま似ねしてたってこと!?」

　目を丸くする檸檬れもんだが、たぶんそういうことじゃない。ちょっと想像してみれば、おっさんの言いたいことは大体分かる。

「あのな、考えてもみろ。訪ねて来た人間を、いきなり現れた数人のグループが取り囲むなり捕つかまえるなりして、どこかに連れていくんだぞ。どれだけ丁てい重ちようにしたところで端はたから見れば怪あやしすぎだろ」

「……うん、納なつ得とくだよ。そんなの隣となりのおばさんが目もく撃げきしたら１１０にかけちゃうね」

「実際、二度ほど通報はありましてな。それらはしっかり対たい応おうさせて貰もらいましたが、これが続けば流石さすがに訝いぶかしむ人達も出てくるでしょうし、そもそも近きん所じよ迷めい惑わくです。なので事情を理解した家政婦を雇やとい入いれることで対応しよう、という訳ですな」

「家政婦さんかぁ。でも、お高いんでしょう？」

　通つう販はん番ばん組ぐみみたいなノリで訊たずねる檸檬れもんに、白しら木きのおっさんはにまりと笑い、

「ところが今回に限りまして、なんと、特別に……特別にですよ？　経費はこちらで負担させて頂きます！」

「ええぇー!?　す、凄すごいよお兄ちゃん、送料どころか本体がタダになるって！」

「そもそも家政婦に送料なんてねぇよ。けど、悪い話じゃないな」

　当然美う味まい話には裏があるんだろうが、それを差し引いても悪くない提案だ。

「対応って、来客とか怪あやしい侵しん入にゆう者しやとかの相手をするだけか？」

「いえ、あくまでも家政婦ですから、ちゃんと家事仕事もして貰もらう予定ですよ。お兄さんも平日は学校、土日はバイトで大変でしょう？」

「大変とは思ってないが……まあ、行き届いてない部分があるのも確かだな」

　掃そう除じと洗せん濯たくはまとめて週一でやっているし、食事も俺のレパートリーが大したことないから月に何回も被かぶる。

　それに今はいいけど、もう半年もすれば俺も檸檬れもんも受験だ。となれば、自分のことで手て一いつ杯ぱいになるのは目に見えている。

「事情を伝えておく関係上、候補者はこちらで既すでに揃そろえてあります。外務省の方で……という意味ではなく、うちを窓口にして他国からも候補者を推すい薦せんしていましてな」

「えっ？　そんな色々なところから来てるの？」

「はい、選より取どり見み取どりですよ。こちらでも軽く調査しましたが、優ゆう秀しゆうな人ばかりですし」

「やたっ、じゃあイケメンかつイケボの執しつ事じにしようよ！　暗殺者の過去を持ち動物にしか心を開かない系の人がいいです！　そして『お嬢じようさま』って呼ばれたい！」

「……お前、最近はそんな漫まん画がにはまってるのか」

「『白き闇やみを切きり裂さくキミよ』は漫まん画がだけじゃないんだよ！　アニメもゲームもすっごい人気なんだから！」

「タイトルからは家政婦が出るって感じ全くしないな……まあいいけど、元暗殺者はない。そんな奴が来たら俺が引く」

「ええぇっ、なんでどうしてどーいう意味で!?　過去は清算して今はお嬢じようさま命なんだよ!?」

「だからフィクションの設定を引っ張るなよ。現実は非情だぞ。魔ま法ほう如ごときじゃお前の成績が上がらないのと同じでな」

「おっふ、小テストダメダメだった直後にその言葉は効きすぎるよ……」

　テンション爆ばく上あげで興奮していたのが、一いつ瞬しゆんで鎮ちん火かした。流石さすがのこいつも親友に勉強を見みて貰もらっておいて壊かい滅めつ的てきな結果に終わったのはショックだったらしい。

　何はともあれ檸檬れもんが静かになったところで、俺から白しら木きのおっさんに質問する。

「分かった、家政婦を雇やとうのにそこまで異論はない。それで、通いになるのか？」

「出来れば住すみ込こみが望ましいですな。日中は朝早くから家を守ることになりますし、不ふ埒らちな輩やからは訪おとずれる時間を選びませんから。勿もち論ろん、受け入れなければならないお二人が良ければの話ですが」

「通いの方がいいんだけどな……まあ一応、少し掃そう除じすれば使える部屋はあるけど」

　普ふ通つうの一いつ軒けん家やだが、今は兄きよう妹だい二人だけで住んでいるので持て余しているといえばそうだ。だから単純に知らない人と一いつ緒しよに暮らすのが厳しい気持ちの問題だけ。

　通いじゃないなら随ずい分ぶんとハードルが上がるけど、

「もし通いになるとしたら、その家政婦の人は近くに越こして来くるってことか？」

「そうなるでしょうな。こう言ってはなんですが、一いつ般ぱんに広く応おう募ぼしたのではなく各国や組織の推すい薦せんですから。この周辺に住んでいる人達ではないので」

「だよなぁ……だったら住すみ込こみにするのが妥だ当とうか。日中の殆ほとんどをうちで過すごして貰もらうことになるんだし」

「知らない人と暮らすのかぁ……むー……」

　やはりというか檸檬れもんも乗り気じゃなくなっている。そりゃそうだ、親しん戚せきや友人を泊とめるのとは訳が違ちがう。

　だが白しら木きのおっさんはにこやかな笑え顔がおを崩くずさず、置いてあったケースからファイルを二つ取り出し、

「まあ、とりあえず資料だけでも見て下さい。この中から一人、ないし二人を採さい用ようして貰もらえれば幸いですし、どれもピンと来なければ後日第だい二陣じんを用意しますので」

「資料だけで選べって言われてもなー……って、んん？」

　文句を言いつつファイルを開いて見てみると、そこには候補者の個人データが並んでいた。履り歴れき書しよみたいに名前や経歴が並んでいるが、一目見ただけで普ふ通つうとは違ちがうと分かる。

「……なあ、これ。思いっきし外国人さんなんだけど……？」

　真っ先に出てきたのは『ウィルフレッド＝グラム』という金きん髪ぱつ碧へき眼がんの英国人だった。経歴の方を見ても、中学から六年間日本にいたらしいが大学はイギリス。まだ二十六歳さいで、前職は市長室勤務スタッフとある。

「先に言いました通り、各国と組織の推すい薦せんですので。ああ、必ひつ須す条じよう件けんなので日本語はどなたも大だい丈じよう夫ぶですよ。読み書きに会話、冗じよう談だんも通じます」

「……いやいや、それにしてもおかしいだろ、これ。最終学歴、ケンブリッジ大になってるぞ？　それがどうして家政婦するんだよ？」

「そこは彼を推すい薦せんしている英国の外交官に訊きかなければ分かりませんな」

　はぐらかすように笑え顔がおで返してくる白しら木きのおっさんだが、言いたいことは分かった。ヒントは本人の写真だ。

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんってだけでなく、モデルか俳優なんじゃないかってくらい整った容姿の男が写っていた。このまま芸能事務所に送りつけたら即そく採さい用よう間ま違ちがいなしなイケメンだ。

　そしてこのウィルって英国人だけじゃない。二人目、三人目と候補者を見ていくと、どいつもこいつも外国人でえらいイケメン揃ぞろい。しかもハーバードだのマサチューセッツだの俺でも知ってる超ちよう名めい門もん校こうの卒業生ばかり。

　……つまり、これは家政婦として有能だから選ばれたんじゃなくて、各自が若くて有能な人材を送おくり込こんで檸檬れもんにアピールしてきた、ってことなんだろう。要はハニートラップだ。

　俺の予想が外れじゃない証しよう拠こに、他の候補者も若くて格好いい男ばかり。家政婦といったら真っ先に思おもい浮うかぶ気の好よさそうなおばちゃんなんて見当たらない。

　面めん倒どうな、と白しら木きのおっさんを睨にらむも、こっちを見ずにコーヒーを飲んでいる。マジで食えないおっさんだ。

　そして厄やつ介かいなことに、

「うっはー、こっちは爽さわやか系けい細マッチョだ！　ああでもこのインドア派っぽい人もいいなっ。特技ピアノとバイオリンって凄すごすぎだし！　でもでもこっちのちょい悪そうなアッシュブロンドのおにーさんも大人の魅み力りよくで捨てがたい……捨てられない人ばっかだよお兄ちゃん!?」

　……妹は完全に駄だ目めになっていやがるし。おかしなテンションで候補者のファイルを見まくっている。

　こいつに選せん択たく権けんを与あたえると『もう全員雇やとっちゃおうよ！』とか言い出しかねない。普ふ通つうならまず有り得ないが、身内を送おくり込こみたい向こうサイドからしてみれば願ってもないので実現してしまいそうなのがマジで厄やつ介かいだ。

　わざわざ面めん倒どう事ごとの種を引き入れたくないしこの話自体をなかったことにしたい……が、今はともかく数ヶ月後には誰だれかの手が必要になっていてもおかしくないし、かといって一いつ般ぱんの家政婦を雇やとう財力はうちにはないし。

　この面メン子ツを却きやつ下かしてもたぶん次も似たようなイケメン軍団になるんだろうから、だとしたらまだマシなヤツを一人雇やとって、問題が起きたらそれを理由に解かい雇こしつつこっちの要望をゴリ押おしするって流れにするべきなのかもだ。

　しかしファイルを捲めくればまたタイプの違ちがう海外のハイスペックイケメンが現れるの繰くり返かえしで、正直誰だれが比ひ較かく的てき安あん牌ぱいなのかなんて全然判断が……？

「……ん？　おっさん、最後の人だけ写真ないぞ？　しかもなんか形式違ちがうし」

　見せながら言った通り、最後の候補者だけは画像データがなかった。名前もふりがなが振ふってないし、フォントも違ちがえば書いてあることも簡素だ。

「この人、日本人だよな？　おっさん達が推すい薦せんした人か？」

　名前は『阿佐陽平』とあるから、たぶん『あさようへい』って読むんだろう。出身は日本だし、学歴を見るに普ふ通つうに日本育ちだ。有名私立難関校の出でもなく、公立の高校を卒業して現在はフリーターらしい。年ねん齢れいはまだ二は十た歳ちとこれまでで一番若い。

　一人だけ毛色が違ちがうのでおっさんに資料を見せつつ訊たずねると、

「ああ、その人は確かに日に本ほん枠わくからの推すい薦せんですが、我々とは別口です。なのでそこに書かれている以上のことは知らんのです。役に立てず申し訳ないですな」

　頭を下げるおっさんは白々しいにも程ほどがあったが、知らないのは本当だろう。いざとなれば檸檬れもんの魔ま法ほうで噓うそ偽いつわりが利きかなくなると知っているんだし。

　となると、他の候補者と違ちがって顔写真を載のせず、特技や資格なんかを見ても『一いつ般ぱん的てきな家事全ぜん般ぱんとお菓か子し作づくり』とか『普ふ通つう自じ動どう車しや免めん許きよ有り』とか異色な感じがしないのは……たぶん、そういうことなんだろう。他の連中がどういう候補者を出してくるのか読んだ上で、普ふ通つうに家政婦として優ゆう秀しゆうそうなのを推おしてきた、と。

　なら、俺の選せん択たく肢しは決まったようなもんだ。

「……俺としてはこの阿あ佐さって人がいいと思うな。檸檬れもん、お前は？」

「ええっ?!　でもその人、顔写真ないよ？　イケメンかどうか分かんないじゃん！」

「そこは問題外だろ。ちゃんと家事が出来るってのが重要だ。それにこの人、備び考こう欄らんに『簡単なお菓か子しの製作も可』ってあるから、おやつ作ってくれるかもしれないぞ？」

「うぐっ……それは強力なカードだなぁ……！　確かに、他に家事を売りにしている人はいなかったし……」

「それがおかしいって話だよ。だから消去法でこの人を選んだんだろーが」

「むむぅ…………じゃあじゃあっ、この人を雇やとうのはいいから追加でもう一人だけでもっ！　ああでもそうしたら誰だれを選ぼう?!」

　頭を抱かかえて勝手に盛り上がる檸檬れもんだが、俺の返事は決まっている。

「そんな何人もいらないだろ。それに住すみ込こみなら、使える部屋は一つだけだぞ？　二人に同じ部屋に住めっていうことになるだろ」

「…………や、それはそれでありなんじゃない？」

「いやねぇよ。六畳じようの部屋に赤の他人をシェアさせるって意味不明だし」

「むぐぐぐ…………でもそれだとイケメンパラダイスがぁ……！」

「あと、住すみ込こみだから風ふ呂ろ上あがりに下着姿でうろうろするのも、朝に寝ね惚ぼけてボサボサの頭のままぐでっとしているのも見られることになるからな？」

「……………………うん、イケメンは遠くに見るものだね！　夢と現実は区別しなきゃ！」

　葛かつ藤とうの末、清すが々すがしい笑え顔がおで言いきった。憧あこがれの同居生活よりもだらだら生活を選ぶ辺り、こいつが恋れん愛あい事でガチ悩なやみするのはまだ遠そうな気がする。あと、阿あ佐さって人がイケメンの可能性はナチュラルに除外しているのも何気に酷ひどいというか現実的というか。

　ともあれ、さほど揉もめずに済んだのは良かった。

「それじゃ、雇やとうのはこの人で頼たのむ。とりあえず何日かは様子見で、合わなかったら別の人にして貰もらってもいいんだよな？」

「ええ、それは勿もち論ろん。雇こ用ようという形ではあれど一つ屋根の下で暮らす訳ですから、我が慢まんのしすぎはお互たがいの為ためにも良くありませんからな。融ゆう通ずうは利きかせますよ」

　白しら木きのおっさんが頷うなずいたので、ひとまずこれで家政婦問題は解決だ。

　ファイルを返した俺はそのまま立ち上がり、スマホをポケットに突つっ込こんで、

「んじゃ、話が纏まとまったところで檸檬れもんは風ふ呂ろ掃そう除じ頼たのむな。俺はおっさんを送りがてらコンビニ行ってくる」

「あっ、コンビニ行くならアイス！　この可か愛わいくて健けな気げな妹に風ふ呂ろ上あがりのアイスをお願い！」

「そんな注文する奴のどこが健けな気げなんだか……まあいいや、気が向いたら買っとく」

　確約はしなかったのに、何な故ぜか檸檬れもんは「ひゃっほぅ！」と喜びの声を上げてリビングから消えていった。単純な奴だが、そういう意味では可か愛わい気げがある。

「さてと、おっさんの車はいつものコインパーキングだよな？」

「ええ。一台分のスペースを月つき極ぎめ契けい約やくしましたので、今は運転してくれた若手が車内で待っているはずですよ」

「なら、そこに着くまでに話は済ませちまおう」

　帰かえり支じ度たくを済ませたおっさんと共に家を出て、暗い夜道をスキンヘッドのおっさんと並んで歩く。なかなかに人目を引く光景だろうが、幸いにも通行人の姿はない。

　駐ちゆう車しや場じようまでは歩いてすぐなので、さっさと本題に入ることにした。

「家政婦って、普ふ通つうならどう考えても監かん視し役やくだと思うが、そんなあからさまな真ま似ねしないよな？　誰だれのどんな意向でそんなことになったんだ？」

「察しが早くて助かりますな。ええ、先さき程ほどの説明は全て本当のことですが、少しばかり裏があるのは家政婦の斡あつ旋せん側がわです」

「斡あつ旋せん側がわっていうと……その家政婦候補を送り出してくる陣じん営えい、ってことか？」

「正解です。実はこの話の背景には、檸檬れもんさんと我々日本の外務省ばかりが密接に関係しているというクレームがありましてな。それも国外のみならず、国内からも」

「はぁ？　どうしてそんなことになるんだ？」

「要するに、無敵の妹さんを我々が懐かい柔じゆうし扇せん動どうしようとしているのではないか、と危あやぶんでいるのでしょうな。まあ、端はたから見ればその図式も分からなくもないですが。実際に檸檬れもんさんと接すれば、下手な小細工などしようものなら感づかれて逆効果になると理解もしますが、そうなってからは遅おそすぎです」

　そう言われて思い出すのは、この前檸檬れもんがどこかの基地を壊かい滅めつさせた話だ。魔ま法ほうなんて関係なく野生の勘かんに優すぐれた奴だから、おっさんの言うように誰だれかの手て駒ごまになんてならず、むしろ嚙かみついてくる。

「私共の方でも交こう渉しようを重ねた結果、今回の家政婦を各勢力一人だけ推すい薦せん出で来きるという形に落ち着いた訳です。その準備期間が今日までだったので、晴れてこうして提案に参上した、と」

「なるほど。んで、日本の陣じん営えいが推すい薦せんした人を選んじまったけど、贔ひい屓きだって問題にはならないんだよな？」

「言う輩やからは少なからず出てきますな。しかしあからさまに取り入ろうとして家政婦以外の要素を前面に押おし出だした彼等に言われたところで痛いたくも痒かゆくもありません」

　薄うすく笑うおっさんはやり手の雰ふん囲い気きを出していて、やっぱこの人はただの気き易やすいおっさんじゃないと再さい認にん識しきさせられる。

「件くだんの家政婦は早ければ明後日あさつてにでも訪問すると思われます。事前に連れん絡らくは入れますが、心の準備だけはしておいて下さい」

「そうしとく。あと、部屋の掃そう除じもしとかないとな」

　他人を家に迎むかえるのはやっぱり抵てい抗こうがあるものの、合わなければお断りしていいと言げん質ちは取ってある。交こう渉しよう次し第だいで解かい雇この代わりに通いにして貰もらうってのもありなはずだ。

　そう思って多少は気が楽になったところでいつものコインパーキングに着き、俺は白しら木きのおっさんと別れて口実だったコンビニへと向かう。

　ただ、購こう入にゆうしたアイス二つが全然違ちがう種類のもので、檸檬れもんとどっちが先に選ぶかで軽く揉もめてしまう羽目になったのは失敗だった。
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「……さて、そろそろかな？」

　白しら木きのおっさんから家政婦の話を持もち掛かけられた翌々日、学校から帰宅した俺は着き替がえを済ませてから細々とした整理をし、どことなく落ち着かない気分を誤ご魔ま化かしていた。

　やっぱり、知らない人がうちに来るっていうのは緊きん張ちようする。それがただの客人ならともかく、これからしばらく同居する人となればちょっと勝手が違ちがった。

　……と、テーブルの乾から拭ぶきをし終えたところで『ピンポーン』とチャイムが鳴る音が聞こえ、出で迎むかえに玄げん関かんへ向かう……と、いきなり目の前が白く光って檸檬れもんが現れた。

「……おい、不ぶ精しよう者もの。急に出てくるなよ」

「お兄ちゃんってばつれないなー。もっと妹には優やさしくしてもいいと思うよ？」

「アホか。いつも言ってるだろ。魔ま法ほうを使うなとは言わないが、横着すんな。あと、体動かさないと太るぞ」

「なっ、なんて恐おそろしいことを……?!」

　これが偶ぐう然ぜん帰るタイミングと訪問が重なっただけなら俺だっていちいち口うるさく言わないが、こいつがいたのは二階の自室だ。それを魔ま法ほう移動いどうで済ますだなんて自じ堕だ落らくにも程ほどがある。

　そしていくら檸檬れもんが世せ界かい征せい服ふく可能レベルな無敵存在だとしても、一人の女子として乗のり越こえられない壁かべはあった。それをこいつも分かっているから、ハッとした顔でティーシャツの上から腹に手を当てる。

「……ど、どうしよう……これからもっと有名になったらグラビアかモデルとしてデビューするかもしれないって、地味に腹筋とかポーズ練習とかしてたのに……！」

「先に自制を覚えるべきだったな。……と、待たせすぎるのも悪いか」

　玄げん関かんを前にして喋しやべっている場合でもないので、俺はサンダルに足を突つっかけて手を伸のばし、解かい錠じようしてドアを開ける。

　すると向こうに立っていた人物はこちらを見て、ご丁てい寧ねいに深々と頭を下げてきた。

「桜さくら咲ざき太た一いちさんと桜さくら咲ざき檸檬れもんさんですね。この度たびは私を採用して頂き、有あり難がとうございます。精せい一いつ杯ぱい務めますので、以後よろしくお願いします」

　そう言って顔を上げた家政婦さんを見て、俺は返事も出来ず呆ぼう然ぜんとしてしまう。後ろにいる檸檬れもんが「はぇー……？」と変な声を出しているが、気持ちは物もの凄すごく分かる。

　何な故ぜならそこにいたのは、紺こん色いろのシャツにグレーのジーンズを穿はいた女性だったからだ。

「…………ええと…………あ、れ？　あなたが、阿あ佐ささん……？」

「いいえ、阿あ佐さではなく、阿あ佐さ陽ひです。阿あ佐さ陽ひ、平たいらといいます」

「………………あー…………なるほど。失礼しました」

　ふりがなが振ふっていなかったとはいえ、よもやの間ま違ちがいだった。性別の明記もなかったが、女性の可能性を完全に考えていなかった痛つう恨こんのミスだ。

　しかも阿あ佐さ──じゃなくて阿あ佐さ陽ひさんは飾かざり気けこそないが、かなりの美人だった。落ち着いた感じがあって優やさしそうで、若いのに仕事出来そうな雰ふん囲い気きも凄すごくある。

　予想外すぎる家政婦さんの来訪にまだ脳が正せい常じよう稼か働どうしないままでいると、後ろから檸檬れもんが背中に飛び付いてきて、

「お兄ちゃんっ、あの人凄すごいよ?!　平たいらって名前なのに全然おっぱいは平らじゃないもん！　なんですかあの暴力的なシルエットは……ぁ痛あっ?!」

「…………いや本当に失礼してすみません……」

「……いいえ、気にしていませんから。大だい丈じよう夫ぶですよ」

　アホな妹に代わって俺が頭を下げると、阿あ佐さ陽ひさんは優やさしく微ほほ笑えんでくれた。でも檸檬れもんが『おっぱい』と言った瞬しゆん間かん、ビクッとなってちょっと猫ねこ背ぜ気味に胸を目立たなくしようとしたのをバッチリ見てしまったので、マジで申し訳ない。いや確かに身長は平均くらいの割にスタイルは凄すさまじく良いいけども。

　意識してしまうと超ちよう絶ぜつ気まずいので、俺はどうにか愛あい想そ笑わらいを浮うかべてドアを開けたまま身を引き、

「とりあえず中へどうぞ。少し話もしないとまずそうなので、リビングへ」

「どーぞどーぞ、大して広くもない普ふ通つうの家ですが！　リビングはこっちだよー」

　叩たたいてやった頭を押おさえたまま余計なことを言う檸檬れもんだが、阿あ佐さ陽ひさんは案内に礼を言って家の中へと入る。その際、俺の前を通った時にふわりと甘あまい匂においが鼻を擽くすぐり、思わずドキッとしてしまった。

　……よくよく考えたら、この人が住すみ込こみで働くことになるのか。想定していた家政婦は男で、しかも檸檬れもんに妙みようなアプローチをしないかどうかの警けい戒かいばかりだったから、まさかこんな美人と同居するだなんてこれっぽっちも想像していなかった。

「…………ヤバい。なんか早くも緊きん張ちようしてきた……」

「おにーちゃーん、何してんのー？　ほらほら、早く来てたいらーさんにお茶とあたしにお菓か子しを出さないとー」

「あっ、お構いなく。それにお茶なら私が淹いれますから」

　勝手なことを抜ぬかす妹はさておき、対応はしないとまずい。家政婦で来てくれたとはいえ、とりあえず数日は様子見って話になっているから、仮採用な訳だし。

　遅おくれてリビングに行った俺が緑茶を淹いれ、三人でテーブルを囲み改めて挨あい拶さつをする。

「えっと、阿あ佐さ陽ひさんにはこれから家政婦としてお世話になる予定ですけど……妹に関係する事情は知っているんですよね？」

「はい、聞きき及およんでいます。動画の方も拝見させていただきましたし」

　恥はずかしいから出来ればあれは見ないでいて欲ほしかったが、今でも消されず一億再生を超こえているのだから仕方がない。それに本当に俺が訊ききたいのは、資料になかった阿あ佐さ陽ひさん自身のことだ。

　しかしどこから切きり込こんでいくか考えていると、お茶を一口飲んだ阿あ佐さ陽ひさんが座すわったまま静かに一礼し、

「改めまして──阿あ佐さ陽ひ平たいらです。本日からよろしくお願いしますね」

「はいはーい、よろしくついでに質問です！　たいらーさんは学生じゃないんだよね？　大学には行かないの？」

「おい檸檬れもん、そんな不ぶ躾しつけな──」

「あっ、大だい丈じよう夫ぶですよ。答えたくないことならちゃんと言いますので。大事な留守を預けることになるんですから、身元が不確かだと心配になるのも当然ですし」

　阿あ佐さ陽ひさんはにこやかにフォローしてくれるが、うちの妹は絶対にそんな深く考えてない。思いついたから訊きいただけだ。その証しよう拠こに『えっ？』って意外な顔になってるし。

　さらっと変な呼び方をされたのも気にせずに、阿あ佐さ陽ひさんは檸檬れもんに向けて、

「大学受験は来年か再来年にするつもりですよ。私は生まれてすぐに捨てられて施し設せつで育ったんです。幸いにも施し設せつでは良よくして貰もらい生活に不便はなかったものの、十八歳さいになると施し設せつを出なければならなくて……一人暮らしをしてある程度お金を貯ためてから大学受験するつもりで、高校を卒業してこの一年は色々なバイトをしてきました」

「へー、苦労してるんだぁ……」

「それ程ほどでもないですよ。バイト自体は高校に通っている間もずっとしていましたし、施し設せつでは子供の頃ころから自然と年下の世話や様々な手伝いをするので、料理や家事にはそれなりに自信があります。それもあってこの仕事を斡あつ旋せんして貰もらえましたから」

「ちなみに、たいらーさんはどんなバイトしてきたの？」

「本当に色々ですよ？　長く続けたのはレストランの調理補助とビル清せい掃そうで、中学の頃ころは新聞配達や内職もしていましたし。単発でイベントスタッフをしたこともありますし、珍めずらしいところではペットの散歩や老人ホームで小説の朗読などもやりましたね」

　指を折りながら次々と挙げていくが、俺にしてみれば驚きよう愕がくの一言だ。檸檬れもんと二人暮らしってだけでもガリガリ時間が削けずられてキャパオーバーしかねないのに、施し設せつで子供達の世話を手伝いながらバイトまで。なんだこの人、超ちよう人じんか天使なんだろうか？

　それに……境きよう遇ぐうを聞いていて何となく親近感があるのは家事をしながらバイトしていたって部分だけでなく、生まれて間もなく身寄りをなくしたって部分が檸檬れもんと被かぶるからかもだ。

　ただ、いくつか気になる点もあるから、そっちもちゃんと訊きいておく。

「斡あつ旋せんって、誰だれにして貰もらったんです？　それとバイトを掛かけ持もちしているんだったら、急に辞やめて大だい丈じよう夫ぶだったんですか？」

「紹しよう介かい元もとは言いわないで欲ほしいと頼たのまれたのでぼかしますが、元のバイト先の一つに純じゆん喫きつ茶さがあって、そこの常連さんです。高校生の頃ころから働いているので私の境きよう遇ぐうもご存じで……だから純じゆん喫きつ茶さが今月の初めに閉店になって、掛かけ持もちでやっていたもう一つのバイトもお店の都合で急きゆう遽きよ長期休業に入ってしまい、今は単発の登録制バイトしかやっていなかったんです」

「……ええと……不ぶ躾しつけだけど、それで生活に問題は……？」

「貯金がありますからしばらくは問題ありません……と言いたいところですが、実は先月末で住んでいたアパートの取とり壊こわしが決まってしまい、宿なしで漫まん画が喫きつ茶さやファミレスを渡わたり歩あるいている状じよう況きようでした。だからこそこのお仕事は渡わたりに船ふねだと立候補させて貰もらいまして……」

　…………どうしよう、予想外にハードな状じよう況きようだった。

　つまり阿あ佐さ陽ひさんは家政婦の仕事がなくなったら、自動的にホームレス化する、と。おまけに帰る家も身寄りもなくて……もし通いの場合に負担がある程度自腹になるなら、大学受験の為ための貯ちよ蓄ちくは難しくなる、と……

　これは、あれだ。住すみ込こみを断ると物もの凄すごく精神ダメージがきてしまうヤツだ。

　その気配は檸檬れもんも感じたようで、いつもより数割増しに明るい笑え顔がおを作って、

「そっ、それじゃうちで家政婦やるの決まって良かったね！　こーいうのなんて言うんだっけ？　『人生バンジーが最高でうまい』？」

「…………『人生万ばん事じ塞さい翁おうが馬うま』、だろ。お前本当に来年の受験大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

「それはそれ、これはこれだよお兄ちゃん。それにあたし、こう見えて理系だし！」

「ボロボロな成績の中で理科目だけ平均だった分際で理系を名乗るな。……それで阿あ佐さ陽ひさん、確かく認にんですけど得意料理や得意な家事を教おしえて貰もらえますか？」

「家事の不得手はありませんが、強しいて言うなら片付けが好きです。料理の方は和食と洋食の家庭料理のレパートリーが多くて、オムライスと魚の煮に付つけと漬つけ物ものを使ったアレンジ料理にはそれなりに自信があります。レシピと材料があれば大体のものは作れますよ」

「おおっ、たいらーさんすっごい！　じゃあクッキーやケーキも作れちゃったり!?」

「専門店の味を期待されると厳しいですが、一通りは。あと、パウンドケーキやマフィンは施し設せつの子供達には好評でした」

　そう語る阿あ佐さ陽ひさんがどこか懐なつかしそうな表情をする一方、うちの妹は涎よだれを垂らさんばかりのだらしない顔になっていた。夕飯には少し早いが、こんな話題をしていれば仕方ない。

　俺も聞いていて腹が減ったが、同時に胃が痛い。しっかり家事が得意そうで、おまけに住すみ込こみを断るのが忍しのびない境きよう遇ぐうときた。

「……あと、うちの周辺に野次馬や不ふ審しん者しやがうろうろしていて、留守中それの対処もして貰もらうって話ですけど、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「平気です。武装集団に襲おそわれるようなことがあればどうしようもありませんが、一人や二人なら。施設の先生から護身術を習っていましたし」

「へええっ、護身術！　どーいうのどーいうの？」

「薙なぎ刀なたと合気道と日に本ほん拳けん法ぽうです。道場に通ったり大会に出たりしたことはないので段位はありませんけど」

　ボディガードも務まる、と。他の候補者に負まけず劣おとらずスペックが高すぎる。

「……檸檬れもん、まだ訊ききたいことはあるか？」

「はいはいっ！　たいらーさんの全然平らじゃないおっぱいみたいになるにはどうすればいいです──ぶぱっ?!」

　アホなセクハラ発言を堂々としやがる妹の鼻っ柱を平手で叩たたいてやめさせたが、ちゃんと聞こえてしまっていたらしい阿あ佐さ陽ひさんは赤面してまごつき、

「えっ？　あ、いや、それは……特別何かして大きくなった訳じゃないので……」

「くっ、生まれ持った素材の自し然ぜん栽さい培ばいってことなの……?!…………せめて成長期の頃ころによく食べていたものとかっ!?」

「え、と、その、もやしとキャベツはほぼ毎日…………あっ、でも、私も檸檬れもんさんくらいの歳としの頃ころはクラスでも小さい方でしたので、まだまだこれからですよ！」

「本当っ?!　信じるよ、信じていいんだよね!?　あたしこの一年で二ミリしか大きくなってないけど、ここからが本番なんだよねっ?!」

「…………は、はい…………………………たぶん……」

　最後の方は消え入るような声だったのは、檸檬れもんの胸むな元もとを見ながら保証する行こう為いに良心の呵か責しやくに耐たえられなかったからかもしれない。

　まあ重い空気は完全に払ふつ拭しよくされたので、良しとするとして。

「それじゃ阿あ佐さ陽ひさん、今日からよろしくお願いします。檸檬れもん、悪いが家の案内を頼たのむ」

「あいあいさー。たいらーさん、荷物ってそのバッグだけなの？」

「あ、はい。後はトランクルームに預けていまして……」

　話しながらリビングを出ていく二人を見送った俺は、階段を上がる音を聞きながら、こっそりとため息を吐ついた。

「……まさか女性とはなー…………まあ変な心配しなくて済むからいいけど……」

　ハニートラップの警けい戒かいをしなくて良くなったのは、かなり助かる。その分、俺が気を遣つかうことになるけども、まあ仕方ない。

「……とりあえず、夕飯の準備でもするか」

　深く考えるとなんか変に緊きん張ちようしてしまいそうで、俺は台所へと移動して冷蔵庫を開ける。

　冷れい凍とうしているおかずも何種類かあるし、それを解かい凍とうしつつ汁しる物ものだけ作って済ませてもいいが、三人分となると少し量が足りない気もする。だったら普ふ通つうに作った方が良さそうだ。

「さて、まずは阿あ佐さ陽ひさんに好すき嫌きらいとアレルギーがないか訊きいておかないと……」

「私なら何でも食べられますよ？」

「そっか、そりゃ良かっ……!?」

　独り言のはずが真横から返事があったことに、反応してから違い和わ感かんに気付く。バッと振ふり向むけばいつの間にかそこには阿あ佐さ陽ひさんがいて、不思議そうに俺を見返してきていた。

「あの、どうかしましたか？」

「い、いや、気配がなかったもんで……それより、荷に解ほどきは？」

「持ってきた物は殆ほとんど服ですから後でやります。今から夕食の準備ですか？」

「あ、と、そうです」

「でしたら私の役目ですね。早さつ速そく出番があって嬉うれしいです」

　そう言うと阿あ佐さ陽ひさんは手に持っていたらしいエプロンを広げて、慣れた仕草で素す早ばやく装着する。

　展開についていけずぼんやり見ていた俺は、彼女が腕うでまくりをして手を洗い始めたところでようやくフリーズが解けて状じよう況きようを把は握あくし、

「いや、今日のところは俺が作るからのんびりして貰もらえれば……」

「駄だ目めです。私、結構な額のお給料を貰もらうんですから。ちゃんと仕事はしないと」

「……そんなやる気にならなくてもいいんですよ？　どちらかというと不ふ審しん者しや対たい策さくの方がメインですし」

「そちらはそちらでしっかりやらせて頂きますが、家事働きでも評ひよう価かして貰もらいたいですから。住すみ込こみさせていただく以上、ちゃんと役立つと証明させて下さい」

　真しん摯しな態度でそこまで言われてしまうと、俺としても断る理由が見つからない。

　降参する代わりに台所のどこに何があるか、冷蔵庫に入っている物は適当に何でも使っていいと一通り教えると、「それでは後は任せて下さい」と追い出されてしまい……




　一時間ばかり過ぎた頃ころ、リビングのテーブルには料理の数々が並んでいた。

「お口に合うといいのですが、お二人の好みが分からないので少し味付けは控ひかえめにしました。物足りなければ仰おつしやって下さいね」

　やや自信なさげに言う阿あ佐さ陽ひさんだけど、一口食べれば文句なんて出るはずもなかった。

　食材は元からうちにあったものなので、並んでいるのは普ふ通つうの家庭料理だ。餡あん掛かけの揚あげ出だし豆どう腐ふに刻んだネギやら生しよ姜うがやらを載のっけたものに、キンピラごぼうにキュウリと大根の浅あさ漬づけ、そして出だ汁し巻まき玉たま子ごとなめこ汁じる。

　全部作れと言われれば俺でも作れるが、下準備なしに小一時間でやるのはまず無理だ。その上、確かに味付けは薄うすいがしっかり美う味まい。

「……阿あ佐さ陽ひさん、料理上手なんですね」

「ねっ、すっごく美お味いしいよね！　あたし野菜好きじゃないけど、これなら瘦やせられそうだなー。ご飯お代わり！　大盛りで！」

「今の行動のどこに瘦やせられる要素があるんだよ」

　俺の倍速で食べる檸檬れもんは図ずう々ずうしくも茶ちや碗わんを阿あ佐さ陽ひさんに突つき出だす。向こうも嬉うれしそうに受け取って台所に行ったから𠮟しかりはしないが、それくらい自分でやって欲ほしい。

「ところで、阿あ佐さ陽ひさんの分は？」

　要求通り大盛のご飯をよそって戻もどってきた阿あ佐さ陽ひさんに訊たずねると、席に着かず立ったまま彼女は微ほほ笑えみ、

「私の分も残してありますよ。お二人が食べ終えてから頂くつもりです」

「えー、あるなら一いつ緒しよに食べようよ。冷めちゃって温め直すの面めん倒どうじゃん」

「え。ですが私、家政婦なので……」

「そんな上下関係ギチギチなの堅かた苦くるしくて嫌いやだもん。お兄ちゃんもそう思うよね？」

「まあ、そうだな。自分達だけ食べるのも悪い気がするし、片付けもすぐ出来ないし」

　通いなら作ってサヨナラが普ふ通つうなのかもしれないが、住すみ込こみで毎日顔を合わせて共同生活するっていうのに、あんまり余よ所そ余よ所そしいのも面めん倒どうだ。

　俺の同意に檸檬れもんはしたり顔で頷うなずき、

「ほらほら、お兄ちゃんもあー言っていることだし。一人だけで食べるのなんて味気ないし、一いつ緒しよに食べよ？　変な遠えん慮りよはなしだよ？」

「俺もそう思いますよ。まあ、いきなり家族みたいに振ふる舞まうってのは無理でしょうけど、長い付き合いになるなら堅かた苦くるしい方が面めん倒どうですし」

「そうですか……でしたらお言葉に甘あまえさせて頂きますね。それと、私の方からもお兄さんにお願いがあります」

「俺に、ですか？」

「はい。私のことは平たいらと名前で呼んで下さい。それから敬語も要いりませんよ」

　割と無茶な要求が来た。年上の女性を名前で、しかもタメ口で話せとか。

「……あー……このままじゃ駄だ目めですか？」

「はい。私はお二人を名前でお呼びしますから、せめて名前呼びでお願いします。なんでしたら檸檬れもんさんのように愛あい称しようでもいいですよ？」

　更さらに厳しい要求がきたし。もしかして頷うなずかないとどんどんハードルが上がっていく恐きよう怖ふシステムなんだろうか？

　観念するしかないと悟さとった俺は、ややぎこちない笑えみを浮うかべて、

「……じゃあ、平たいらさんで。言こと葉ば遣づかいの方は、今後の課題ってことにしてください」

「そうしましょうか。それでは太た一いちさん、檸檬れもんさん、今日からよろしくお願いします」

　わざわざ改まって頭を下げてから、阿あ佐さ陽ひさん──じゃなくて、平たいらさんは台所の方へと向かった。

　俺は気まずさを残したままいたが、こっちを見ながらにまにま笑っている邪じや悪あくな妹の存在に気付く。

「……何だよ。言いたいことがあるなら言ってみろ」

「ふふん、べっつにー？　昔からお兄ちゃんって年上の女の人に弱いなー、って思ったり思わなかったりしただけだしー」

「…………」

　反論したかったが、残念ながら自分でも反論材料が見つからなかった。





◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆






　平たいらさんがやって来たことで、うちの暮らしは大きく変わった。

　まず、純じゆん粋すいに食事がランクアップした。豪ごう華かになった訳じゃなくて、同じ料理でも味が一段二段違ちがうって意味で。しかも早さつ速そく得意というぬか漬づけを始めたので、あれがこなれて本領発揮してきたらさらに内容豊かになるに違ちがいない。

　次に、俺の仕事が激減した。朝飯は元々各自勝手にパンを食べることになっていたから変わりないが、料理は平たいらさんが全部やってくれるし、掃そう除じと洗せん濯たくもお任せになってしまった。最初は今まで通り自分でやるつもりだったが、平たいらさんの「どうせ日中は暇ひまなのでやらせて下さい」という言葉に勝てず、バトンタッチ。

　結果、家事における俺の仕事は朝のゴミ出しと帰りの買い出しだけになってしまった。ちなみに檸檬れもんは元より少なかった仕事も失い、完全に甘あまやかされた状態だ。

　……となると、どうしたって今までと違ちがって暇ひまになる。最初は折角の機会と勉強していたが、俺もそこまで勤勉じゃないので一、二時間もすれば飽あきがきてしまい、気き分ぶん転てん換かんに本やスマホに手を伸のばしてしまい……

　今年は受験生だっていうのにこれじゃあ駄だ目めだと、自分の部屋ではなくリビングに降りていって参考書を広げることにした。自室より集中は出来ないが、テレビさえ点つけなければ誘ゆう惑わくするものもないので、こっちの方が大分マシだ。

　コーヒーを淹いれてちまちまと飲みつつ、最初は普ふ通つうに座すわっていたのが次し第だいにテーブルに片かた肘ひじを突きながらになり、終しまいには『どうして世の中には英語なんて訳分からん記号があるのだろう？』と思うようになった頃ころ、背中に声を掛かけられた。

「太た一いちさん、お勉強ですか？」

「え……ああ、阿あ佐さ陽ひさ…………じゃない、平たいらさん」

　後ろにいたのはお盆ぼんを持った平たいらさんだった。

　振ふり向むいてつい名字で呼んだらとても悲しそうな顔をされてしまったので、慌あわてて名前呼びに変へん更こう。ホッとしたような表情に変わってくれたので、俺の方こそ安あん堵どする。

　ただし平たいらさんのパジャマ姿に、すぐに安心感なんて綺き麗れいさっぱり消きえ失うせた。普ふ段だん着ぎと同様に簡素な上下無地のパジャマだが、素材がやや薄うすいせいか……こう、目立つ。普ふ段だんはそれなりに隠かくれているボディラインが露あらわになって、目に毒だ。

　俺はさり気なく視線を逸そらして参考書を手に取り、平たいらさんの顔だけを見るよう努める。

「見ての通り、苦戦中です。現国と英語はちょっと苦手で」

「そうなんですか。僭せん越えつですがこれなら私が教えられますよ？」

「えっ？　平たいらさんが？」

　思いもよらなかった言葉に聞き返すと、平たいらさんははにかんだ笑えみで頷うなずき、

「はい。これでも高校時代は奨しよう学がく生せいで、現げん役えきの浪ろう人にん生せいですから。受験はもう一年しないつもりですが、今でも勉強は欠かしていないんですよ？」

「へぇ……もしかして狙ねらってる大学、相当レベル高いところで？」

「そうですね、他の方の二年遅おくれになりますから。一応は模試でＡ判定も取れていますので、受験科目ならばある程度は分かりますよ」

「マジですか。ちなみに文系と理系のどちらで？」

「それが、進む道を決めかねていて……なので時間もありますから、両方勉強しています。今は文系に傾かたむきつつあるんですけど」

「………………」

　この人、スペック高すぎないか？　普ふ通つう、文系と理系の両立ってそうそう出来るもんじゃないはずなんだけど。

　とはいえ朝から晩まで家政婦としての仕事を全うした平たいらさんにこれ以上負担をかける気になれない。聞いたところ、今日だけでも日中に七人もうちを訪ねて来て、動画の魔ま法ほう少しよう女じよについて所在を訊きかれたらしいし。

　なのでここは丁てい重ちようにお断りを──

「ああ、英えい文ぶん法ぽう絡がらみの穴あな埋うめ選せん択たく問もん題だいですか。意味は通りそうなのが大体複数あるから、どれが正解なのかで迷うんですよね」

　……断る前に隣となりに座すわられてしまった。しかも近い。俺の手元にある参考書を覗のぞき込こんでいるから、肩かたとか腕うでとか触ふれてるし……！

「……あの、平たいらさん、ちょっと……」

「あ、良かったら太た一いちさんもお茶ちや請うけにどうぞ。甘あまい物ものは脳の回復にいいですよ。この時間帯だと少し後が怖こわいですけどね」

　俺がさり気なく体を離はなす前に、お盆ぼんに載のっていたクッキー皿を勧すすめられてしまった。他にマグカップが一つ載のっていて平たいらさんはそれを手元に置いたから、元々少し摘つまむつもりで用意していたらしい。

「あー……どうもです。でも、クッキーなんて置いてありましたっけ？」

「これは今日のお昼に私が焼いたんですよ。ほら、先日ベーキングパウダーとシナモンを買かって来きて貰もらったでしょう？　あれを使って焼いたんです」

「え、バターは？　あんまりなかった気がしますけど」

「バターも作りました。生クリームはその為ために用意して頂いたんですよ」

　思わず『いや使う予定なら最初からバターを買えばいいのに』と言いそうになったが、口を開ひらき掛かけただけで留まった。これは恐おそらく、平たいらさんなりの拘こだわりか、施設ではよくやっていたことなんだろう。

　薦すすめられたクッキーはシナモンの香かおりがふわりと鼻び孔こうを擽くすぐって美お味いしそうだったが、俺としてはこの半密着シチュエーションをどう脱だつするかで頭が一いつ杯ぱいだ。

　こんな美人と体温が感じられるくらい間近で接するのは男として当然嬉うれしい……けど、上の階には妹がいるし、それ以前に家政婦さんに手を出すっていうのがない。

　それにこの十日間で薄うつすら気付いていたが、意外と平たいらさんは隙すきが多いというか、距きよ離り感かんが近い。施設育ちで多くの子供達と接してきたからかもだ。ただし思春期の男にとっては嬉うれしいと同時に拷ごう問もんに等しい。

　スキンシップという感覚もないのか、開いた参考書のページを指で示しながら教えてくれるのだけれど、ちょいちょい触ふれたり触ふれなかったりするのが余計に気になる。しかも風ふ呂ろから上がってそう間もないのか、仄ほのかな石せつ鹼けんの匂においが集中させてくれない。

「──なので、ここは…………あの、太た一いちさん。聞いてますか？」

「っ、と、すみません。ちょっと疲つかれてるのか頭がボーッとして」

　理由は疲ひ労ろうじゃないけど言い訳をして、これを機会に切り上げようと腰こしを浮うかし……かけたところで、平たいらさんのやや弾はずんだ声が聞こえてきた。

「でしたらクッキーをどうぞ。あと、コーヒーを淹いれ直なおしてきますね」

「え、あ、はい。じゃ、お願いします……」

　ここらでやめときますとハッキリ言えない自分が情けない。

　こうなったらマジモードで勉強に集中することで邪じや念ねんを払はらいつつ、頃ころ合あいを見て自室に引ひっ込こむか。でないと自制心がいつまで持つか分からんし。

　……と、何な故ぜかコーヒーを淹いれると言っていた平たいらさんが動かないことに気付く。

　どうしたのかと思って隣となりを見ようと俺は振ふり向むき、

「──おやおや、随ずい分ぶんと楽しそうですねぇ？」

　……なんか廊ろう下かから顔だけ覗のぞかせてこっちを見ている存在がいた。しかも笑え顔がおだが、あれは怒おこっている。どうして怒おこっているのかは不明でも、怒おこっているのは間ま違ちがいない。

　漫まん画がならこめかみに青筋が浮うかんでいそうな怒いかり笑え顔がおの檸檬れもんは、ひょこっと姿を現して俺達を上から見下ろしてくると、

「おやおや、お兄ちゃんとたいらーさんは勉強会ですかぁ？　夜のプライベートレッスンってヤツですかぁー？」

「妙みような言い方するな。単に勉強を教おしえて貰もらっていただけだろ？」

「ふむふむ、教おしえて貰もらっていただけ。そっかそっか、なるほどなー」

　笑え顔がおのまま檸檬れもんは何度も頷うなずいて……唐とう突とつにくわっと目を見開いた。

「そんなの通じる訳ないでしょっ!?　こんな夜よ更ふけに若い男女が、肩かたを並べてっ！　しかもこんなグラマラスビューティーと！　これ絶対数ページ後には押おし倒たおしてるヤツじゃん！」

「ないから落ち着けっ。お前、普ふ段だんどんな漫まん画が読んでやがるんだ!?」

「中高生でも買える健全なヤツですぅー。お兄ちゃんみたいにエッチなことは最後までやらない系ですぅー」

「俺がやってるみたいに言うんじゃねぇよ！　人聞きが悪すぎるだろ！」

「だって事実この状じよう況きようだけで十分にエッチじゃん！　お兄ちゃんばっかりずるい！　あたしもイケメン執しつ事じに手取り足取り懇こん切せつ丁てい寧ねいに未体験ゾーンを教おしえて貰もらいたかった！」

　じたばたと両手足を振ふって訴うつたえる姿は、こいつの本気を窺うかがわせた。中学生女子が家族の前で口走るようなことじゃないってのも含ふくめて、どうしようもない。

　平たいらさんは口を挟はさめないまま狼狽うろたえているし、俺は俺で助かったより面めん倒どう臭くさいことになったという思いが強くて目め眩まいがしそうだ。

　暴走気味の檸檬れもんはギロリと感情の強さを窺うかがわせる目をテーブルの上へと向けて、

「しかもあたしに内ない緒しよでこんな美お味いしそうなクッキーまで！　ずるすぎるので没ぼつ収しゆうだよ！」

「あっ、檸檬れもんさ──」

　皿に載のっていたクッキーを鷲わし摑づかみにする檸檬れもんを平たいらさんが慌あわてて制止しようとしたが、檸檬れもんはそんなのお構いなしに数枚纏まとめて口の中に放ほうり込こみ、

「っんぶふぅ───!?」

　嚙かみ砕くだいた直後、盛せい大だいにそれを吐はき出だした。

　……盛せい大だいに、俺に向けて。

「……………………最さい期ごに何か言いたいことはあるか？」

「違ちがっ、違ちがうのお兄ちゃん！　今のは違ちがくて、そんなつもりじゃないんだよ！」

「ほう。どういうつもりでやってくれやがったんだ？」

　クッキーの残ざん骸がいと檸檬れもんの唾だ液えきで頭と顔がべたべたのまま、俺は静かに怒いかりを発して妹の言葉を待つ。

　もう風ふ呂ろに入った後だってのにやらかされたのはムカつくが、いくらなんでもわざとこんなことをするタイプのアホではないと知っている。事故を認めて謝あやまるのなら軽く小こ突づくくらいで済ませてやろう。

　ただし下手な言い訳をするなら家庭内暴力ギリギリの折せつ檻かんフルコースをお見み舞まいして──

「い、今のはあたしの意思じゃなくて、勝手になっちゃったの！」

「欲張ったから唾つばが気管に入ったんだろ？」

「そーいうんじゃなくてっ、『聖なる揺ゆり籠かご』が反応して吐はき出だしたんだよ！　そのクッキー、たぶん毒が入ってるの！」

「そ………………………………マジか」

　クッキーの載のった皿を指さす檸檬れもんに、反射的に『そんな訳あるか』と言いそうになったが、目を見て言葉を吞のみ込こんだ。

　あれは本気の目だ。焦あせってはいるが、誤ご魔ま化かそうとする時の泳いだ目じゃない。

　まじまじとクッキーを見て、それから俺は平たいらさんへと視線を移す。そして戸と惑まどいを隠かくしきれずにいる平たいらさんに、ストレートに訊たずねた。

「……こいつはああ言ってますけど、実際のところどうなんですか？」

「わ、私は毒なんて……」

「けど、なんか入れたんですよね？」

　そうじゃなければ檸檬れもんの魔ま法ほうは反応しない。そして俺は、妹が責せき任にん逃のがれで誰だれかを貶おとしめるような真ま似ねはしないと知っている。

　俺と檸檬れもんから糾きゆう弾だんの視線を受けて、平たいらさんは顔を青ざめさせる……かと思ったら、何な故ぜか赤面し出した。

「……そのクッキーに入れたのは毒なんかじゃありません」

「じゃあ何を入れたっていうの？　魔ま法ほうを使えば噓うそなんて意味なくなるんだからねっ!?」

「い、入れたのは、その…………………………こ、興奮作用のある、一種の媚び薬やくです！」

「…………………………………………は？」

「…………………………………………い？」

　予想外すぎる告白に、俺と檸檬れもんは間の抜ぬけた顔で固まるしかなかった。
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「さあさあ、チャキチャキ吐はいて貰もらうよ！　たいらーさんのせいでお兄ちゃんにぶっかけしちゃったんだからね?!」

「その言い方は止やめろ。マジで」

　仁に王おう立だちする檸檬れもんに釘くぎを刺さした俺は、首から提さげたタオルで右みぎ頰ほお辺りを擦さする。一度洗面所で顔を洗ったが、まだ気になる。しかも髪かみにクッキーの破は片へんが残ってる感じがするし。

　もう一度風ふ呂ろに入る必要があるが、それはこの後だ。

　テーブルを挟はさんで俺の向かいに座すわっている平たいらさんから色々と聞き出すのが先決だった。

「……実は私、こちらに来た初日に少し噓うそを吐ついていたんです」

　肩かた身みが狭せまそうに小さくなった平たいらさんは、申し訳なさそうな表情をしていた。

「噓うそっていうと、やっぱあれですか。家とバイト先がなくなったっていう……」

「あ、それは本当です」

「え、そこはホントだったんだ……？」

　一番フィクションっぽくて出来れば噓うそであって欲ほしかったポイントを真しん実じつ認にん定ていされて、俺と檸檬れもんは二人して引く。

　もう既すでに冷れい徹てつに糾きゆう弾だんする空気ではなくなってしまったが、それに気付いているのかいないのか、平たいらさんは独白を続けた。

「私が捨て子で施設育ちなのも本当なのですが、その施設の出資者というのが実は公安ＯＢの方でして……」

「公安？　なんか聞いたことある気がするけど……お兄ちゃん、なんだっけ？」

「俺もそんなに詳くわしくないが、警察の親しん戚せきってイメージだな。ドラマとかだと危ない組織の監かん視しや内部調査をしている印象あるわ」

「大体そのような認にん識しきで大だい丈じよう夫ぶです。ともあれ、出資者の意向で施設は普ふ通つうの教育に加えて見み込こみのある子供達に様々な専門技術を施ほどこし、秘ひ密みつ裏りに要人警護したり海外に潜せん入にゆうさせたりする、云いわば現代の忍にん者じやを育てていたんです」

「ふぁっ!?　女スパイかと思わせておいて、忍にん者じや!?　火か遁とんの術じゆつとか分身の術とか使えるのっ？」

「あ、いえ、あくまで現代のですから。ただ、重火器訓練も受けていますので、その気になれば似たようなことは出来ますよ。気化しやすい可燃性の液化ガスを使用したり、幻げん覚かく作さ用ようのある煙けむりを使用したり……」

　全然忍にん者じやっぽくない上に、危険きわまりなかった。むしろ工作員とかエージェントっていう方がしっくりくる。

　だが、そうなると余計に疑問だ。

「そんな特とく殊しゆな出身なら働き口なんていくらでもありそうなのに、どうして家なき子に……？」

「端たん的てきに言うと、そんな気になれなかったからです。どうも適性は高かったみたいですが、私は普ふ通つうに大学に行って普ふ通つうに働いて、普ふ通つうの幸せを手に入れたかったんです」

　祈いのるように両手を組んで語る平たいらさんは、優やさしい表情で遠い目をしていた。あれに近い表情をたまに檸檬れもんもする。田舎いなかで飼っている動物達の話をする時や、待ち望んでいた誕生日やクリスマスのケーキを食べた時だ。

　……が、その蕩とろけそうな表情が一気に暗く沈しずみ、

「……それがまさか度たび重かさなる不幸で家も職も失うことになるだなんて……しかも不ふ遇ぐうを見計らったように、ずっと拒こばんでいた裏の仕事に誘さそわれて、それが血ち生なま臭ぐさいものではなかったのでつい承しよう諾だくを……」

「…………どうしよう、お兄ちゃん。あたしたいらーさんが不ふ憫びんになってきちゃった」

「奇き遇ぐうだな。俺もさっきからそう思ってる」

　出来すぎなストーリーだが、逆に信しん憑ぴよう性せいがある。檸檬れもんが使う魔ま法ほうの存在は政府関係者には周知のことで、『噓うそを吐ついても魔ま法ほうで分かる』と言っているのにそこを誤ご魔ま化かすような泥どろ沼ぬま展てん開かいはあり得ない。

　しかし、そうなると余計に分からないのは、

「なんでまたこんな真ま似ねを？　普ふ通つうに俺達の信しん頼らい度どを上げるだけでもそれなりの意味はあったと思うんですが」

「……公安の人達から『有事の際の為ためにいち早く檸檬れもんさんのストッパーである太た一いちさんを籠ろう絡らくするように』とせっつかれていまして……」

　その言葉でようやく合が点てんがいった。俺に媚び薬やくを盛る理由なんてまるで見つからなかったが、要は猛もう犬けんの手た綱づなを握にぎりたかった訳だ。

　家政婦としてイケメン達を送おくり込こもうとした陣じん営えいが直接檸檬れもんを落とそうとしたのと大差はない。白しら木きのおっさんが俺に色々話すことでさりげなく道標を置くように、俺を手て懐なずけることで遠回しに檸檬れもんの行動を監かん視しし制限したかったのだろう。

「それにしたって媚び薬やくはないと思うなー。たいらーさんみたいな美人が大安売りでやるようなことじゃないよ？」

　中学生が媚び薬やくとか言うなと突つっ込こみたかったが、それより先に平たいらさんが一気に赤面して、

「わ、私だって最終手段のつもりで臨のぞんだんです！　私、スパイ活動に興味はなかったのでその手の異性を誑たぶらかす訓練は受けてなくて、なのに先生や先せん輩ぱいは『男子高校生なんて何もしなくたって向こうから手を出してくる』と言っていたのにそんなこと全然なくて……！」

「…………」

　俺としては非常にコメントに困る発言だ。妹という分かりやすいストッパーがいなければ、そうしなかった保証ないし。

「お兄ちゃん、基本年上の女の人に対してヘタレだからなー。普ふ通つうに迫せまればコロッと落ちちゃうと思うけど」

「男性とお付き合いしたことないのに自分から迫せまるだなんてハードルが高すぎます……！　だから太た一いちさんの方から仕し掛かけて貰もらおうと思ったのに、恥はじを忍しのんでパジャマを薄うす着ぎにしても、お風ふ呂ろの時にさりげなく脱だつ衣い所じよに下着を晒さらしておいてもスルーされて……！」

　日常にそんなトラップが潜ひそんでいたなんて、衝しよう撃げきの事実だった。ただまあ、下着くらいなら檸檬れもんのは俺が洗せん濯たくしていたっていうのもあって、慣れているからそこまで興奮しない……と思いたい。幸か不幸かまだ見かけていなかったので確信はないけど。

　赤面したまま涙なみだぐんだ平たいらさんは俺の方を見て、

「上からは早く進展させろとせっつかれて……それで意を決してクッキーに媚び薬やくを……」

「なるほどなー。それにあたしの『聖なる揺ゆり籠かご』が反応しちゃったかぁ」

「お前のその魔ま法ほう、激げき辛からは通すのにそういうのは弾はじくのか。どういう基準なんだ？」

「んー、毒は基本拒きよ否ひるし、激げき辛からだって知らなければ毒物判定しちゃうかも。そのクッキーも、隠かくし味あじが入ってるって言われてたらスルーしちゃってる可能性あるなー。そこまで人体に悪あく影えい響きようなさそうだし」

　相変わらずファジーな魔ま法ほうだが、今回はおかげで助かったといえる。媚び薬やくが効いた妹なんて見たくないし、俺が食っていたらどうなっていたことやら。ただでさえ平たいらさんの存在は理性に良くないっていうのに。

　……ともあれ、これで今回の経けい緯いと平たいらさんの素す性じようは分かった。後はどうするかだ。

　俺は恥はずかしそうに俯うつむいている平たいらさんから視線を外し、檸檬れもんを見る。

「んで、お前はどうしたい？　俺としては、今後余計なことをしないならこのまま家政婦を続つづけて貰もらうに一票なんだが」

　妥だ当とうな提案のつもりだったが、妹だけでなく平たいらさんまで驚おどろきの表情で、

「えっ……いいんですか？」

「ええっ!?　お兄ちゃん、マジなの？　まさかたいらーさんの立場が判明して、これからは思う存分あのエロエロなボディを好きにしてもいいんだとか思ってるの……?!」

「全然違ちげぇよ！　平たいらさんも真に受けて引かないでください！」

　というか、さっと両手で胸を隠かくした平たいらさんの行動は軽くショックだ。そんなことするような奴に思われていたのか、俺。

「……そういうんじゃなくて、平たいらさんをクビにしたら他の人を雇やとうことになるだろ。なら結局、誰だれが来ても似たようなもんだぞ。善意で俺達の家を守ってやろうって計画じゃないんだ、何かしら別の意図があるはずだからな」

「それはそうだろうけど、だったらもう家政婦さんなんて雇やとわなくて良くない？　拒きよ否ひることも出来るんでしょ？」

「出来ないことはないが、うちに知らない連中が押おし掛かけてきているのはマジだから、追おい払はらってくれる人はいた方が助かる。どっかの馬ば鹿かが動画で顔出しなんてしなけりゃこんな事態にはならなかったんだけどな」

「うぐっ……!?」

「それに、正直平たいらさんがいると楽だし。食事も俺が作るより美う味まいし、帰って来たら掃そう除じ洗せん濯たくが済ませてあるって素す晴ばらしいぞ。お前は元々どれもやってないから分からないだろうが」

「むぐぐっ……で、でもあたしだってお風ふ呂ろ掃そう除じはやってたもん！」

「で、今は平たいらさんがやってるんだろ？」

「はいそうです！　あたし唯ゆい一いつの家事はなくなっちゃって、晴れて自由の身です！」

　自や棄け気ぎ味みに胸を張って言う妹に、俺は肩かたを竦すくめて告げる。

「別の人を雇やとって同じ結果になるとは限らないしな。だったら、もう慣れてるんだし平たいらさんのままでいいだろ。それにクビにしたら、平たいらさんまた家なしだぞ？」

「……むむぅ……そのカードを切られると、あたしとしても反対はしづらいなー…………でもなー……！」

　腕うで組ぐみをして唸うなる檸檬れもんの葛かつ藤とうは、俺からすれば少し意外だ。こいつのことだから二つ返事で許すと思っていたのに。

　何がそんなに引ひっ掛かかるのか分からないが、ここで解かい雇こすると次はもっと厄やつ介かいな人材が送おくり込こまれてくる可能性もあるので、俺としては継けい続ぞく雇こ用ようを推おしたい。

　なのでもう一つ、とっておいたカードを切ることにした。

「……ところで、平たいらさんの食費は経費から出ているって知ってるか？」

「へっ？　それ、うちが払はらってないってこと？」

「ああ。それどころか、おかげでうち本来の予算よりいい物を買える。例えば昨日のすき焼き……あれ、いつもの豪ごう州しゆう産さんじゃなくて和牛だぞ。黒毛和牛様だぞ？」

「うそぉっ?!　すっごく美お味いしいとは思っていたけど、単にたいらーさんの腕うでだけじゃなくて、うちではまず買わない一流の食材が……!?」

「そう、普ふ段だんの俺ならまず買わない。しかし平たいらさんが予算を多めに払はらってくれているので、買ってしまうこともある……これがどういうことだか、分かるか？」

「つまり…………たいらーさんがいれば、今まで以上に美お味いしい物を食べられるチャンスが倍増する……?!」

　この切り口は花より団子な妹には効こう果か覿てき面めんだったようで、舌した舐なめずりしかねない様子だ。よし、説せつ得とく完かん了りよう。

　まあそういう訳で──

「つーことで、平たいらさんはこのまま続投でよろしくお願いします」

「は、はい…………でも、本当に……？」

「ああ、その代わり指示してるっていう上の人にキツく言っておいてください。余計な真ま似ねをすると逆効果だし、次はないって」

　念の為ために釘くぎを刺さしておくと、平たいらさんはすぐに返事を寄よ越こさなかった。何やらぼーっとした様子で俺の方を見ていたが、ややあってから感動したように耳まで真っ赤にして立ち上がり、

「あっ、ありがとうございますっ。誠心誠意、お二人の為ために務めさせて頂きます！」

「……や、そこまで大おお袈げ裟さにならなくてもいいんだけど……」

　何度も頭を下げる平たいらさんの姿に、逆に申し訳ない気分になった俺は助け船を求めて檸檬れもんを見ると、

「…………んー…………なんか面おも白しろくない…………なんでだろーなぁ……」

　こいつはこいつで何やらぼやきつつ首を捻ひねっていて、頼たよりにならなそうだった。

　誰だれも頼たよれない事態に、俺は早々に自力解決を諦あきらめて立ち上がり、

「……んじゃまあ、そういうことで。俺は風ふ呂ろに入り直すから、後片付けは悪いけど平たいらさんに任すわ」

　そう言うと、半ば逃にげるようにリビングから抜ぬけ出だした。

　脱だつ衣い所じよに飛とび込こみ、服は汚よごれていなかったので脱ぬいだのを畳たたみ直なおしてから風ふ呂ろ場ばに入り、大きく息を吐はき出だす。

「……ったく……想定していたより面めん倒どうなことになったな」

　愚ぐ痴ちを零こぼしてようやく人ひと心ごこ地ちついた俺は、手て桶おけを取って鏡の前に座すわり、汲くんだ湯を頭から被かぶった。

　──平たいらさんにハウスキーパー以外の目的があることは、初めから織おり込こみ済ずみだった。

　というか、密命みたいなものなしにあんな優ゆう秀しゆうな人が送おくり込こまれてくるって有り得ないし。むしろ家なしが設定でなくマジだったことの方がショックだ。

　けどまあ、これで一段落ついた。素す性じようバレしたからにはもう妙みようなアクションは起こさず、大人しくハウスキーパーの仕事に専念してくれるに違ちがいない。そう考えると多少晴れやかな気分になり、クッキーと唾だ液えきの爆ばく撃げきでベタついた髪かみを本日二度目のシャンプーで洗っていく。

　手早く済ましてコンディショナーはどうするか迷いながら泡あわを洗い流していくと、不意に後ろで『カチャ』とドアが開く音がした。

　最初は檸檬れもんが歯を磨みがきに脱だつ衣い所じよへ入ってきたのかと思ったが、すぐに違い和わ感かんに気付く。

　脱だつ衣い所じよのドアは当然、風ふ呂ろ場ばへのドアを挟はさんだ向こう側だ。その割に、今の音は随ずい分ぶんとハッキリ聞こえたような……？

　もしかして風ふ呂ろ場ばのドアがちゃんと閉まってなくて半開きになっているんだろうかと、濡ぬれた前まえ髪がみを搔かき上あげて振ふり返かえり、

「……し、失礼します」

　──何な故ぜか同じ風ふ呂ろ場ば内ないに、バスタオルを体に巻き付けた平たいらさんがいた。

「な…………なぁっ?!　ど、え、何でっ!?」

「あ、あのっ、これは太た一いちさんを誑たらし込こもうとかいっそ強きよう硬こう手しゆ段だんに出ようとかそういうことではなくてっ、純じゆん粋すいにお礼がしたくて！　お背中を流しに参りました！」

「……………………はぁぁあっ?!」

　唐とう突とつすぎる登場と申し出に、俺はパニックが止まらない。

　バスタオルで覆おおっているとはいえ、その下はたぶん、何も着けていない。無防備すぎる状態で、この姿だと余計に普ふ段だん隠かくれている胸の起き伏ふくが──って、ガン見しそうになっている場合じゃなかった。

　無防備なのはむしろ俺の方だ。タオルすら手元にない。

　咄とつ嗟さに手て桶おけで大事な部分を隠かくしつつ座すわったまま後あと退ずさる俺に対し、平たいらさんはやる気に充みち満みちた目と、早くも追おい込こまれた表情になっていた。
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　風ふ呂ろという狭せまく逃にげ道みちが一つしかない場で、俺は必死になって空いた片手を前へ突つき出だし待まったを掛かけ、

「いやお礼とか要いらないから！　それに体はさっき洗ったし、もう髪かみも洗ったから上がるところだったし！」

「でもそれだと私の気が収まらなくて！　せめてこれくらいはさせて頂かないと、のうのうとお二人の厚こう意いに甘あまえるなんて出来ません！」

「だったら檸檬れもんの方にやってくれよ?!　もしくはさっきみたいに勉強教えてくれるとか！」

「そういうのはいつでも出来ます！　こ、こういうことは事前に確かく認にんでクッキーを試食した今くらいじゃないと出来ませんからっ」

　なんか様子がおかしいと思ったら、もうドーピングによるエンジンが掛かかっていた。ただし気持ちと一いつ緒しよで、えげつないくらい空回っている状態で。

　男としてはそりゃもう嬉うれしいけど、だからこそ勘かん弁べんして欲ほしい。我が慢まんするのがどれだけ大変だと思っているのか。ジリジリと迫せまる平たいらさんの今にも逆の上ぼせそうな真っ赤な顔はそれでも綺き麗れいで、これ以上見られたり触さわられたりしたらマジでヤバい……！

　興奮した面おも持もちの平たいらさんがいよいよ俺に手を伸のばしてきて──その時、突とつ然ぜん風ふ呂ろ場ばに白い光が溢あふれた。

　そして次の瞬しゆん間かん、

「ちょっと何してん──ぼぉぉぉぶはあっ?!」

　パッといきなり空中から檸檬れもんが現れ、そして風ふ呂ろの中に思いっきり沈しずんだ。すぐに縁ふちを摑つかんで浮き上がってきたけど、部屋着のまま全身ずぶ濡ぬれだった。

　軽く咳せき込こんだ檸檬れもんは俺が声を掛かける間もなく、キッと鋭するどい目で俺と平たいらさんを見て、

「やっぱり……脱だつ衣い所じよのドアの鍵かぎが掛かかっててたいらーさんもいないし、なんか変だと思ったら、もしかしたらのもしかしてだったよ……！」

「お、おう……だから魔ま法ほうで転移してきたのか……」

「そうだよっ！　全く、お風ふ呂ろで何をやらかそうっていうの?!　たいらーさんから勉強だけでなく何を教わるつもりですかっ!?」

「おっさんかお前は。でも今回は助かっ──」

「酷ひどいですよ檸檬れもんさん！　先さき程ほどはリビングでしたので仕方ないとしても、こうして密室を作ったのに邪じや魔まをしに来るだなんて！　それに疚やましい気持ちは全然ないんですよっ!?」

　俺が礼を口にする前に、意外にも平たいらさんが食いかかっていった。檸檬れもんが風ふ呂ろにダイブしたせいで平たいらさんもお湯を被かぶってしまい濡ぬれているのが、なんかもうどこまでもエロい。

　ガン見してしまいそうなのを懸けん命めいに堪こらえる俺の前で、風ふ呂ろの中に立つ檸檬れもんはムッとした表情で水面をバシャバシャ叩たたき、

「そんな気持ちはなくてもこんなのダメでしょっ！　アウトだよアウトっ！　多感で過か敏びんな女子中学生のいるおうちをＲ18の世界にするつもり?!」

「な、なりませんよそんなことには！　仮にもしそうなったとしたら、それは愛情が育まれた故ゆえの自然な結果です！」

「あっ、なんかずるい大人みたいな回答!?　お兄ちゃんやっぱりダメだよ、たいらーさんは危険人物だったよ！　お兄ちゃんが骨ほね抜ぬきにされて陰いん謀ぼうの挙げ句あたしの方が家から追い出されちゃう前に、もう一回考え直して…………あれ、お兄ちゃんどこっ?!」

「えっ？　あ、太た一いちさん、どちらに……!?」

　二人が顔を突つき合あわせてヒートアップしている間に四よつん這ばいで風ふ呂ろ場ばから抜ぬけ出だした俺は、脱だつ衣い所じよに置いてあったバスタオルと着き替がえを抱かかえ込こんで、ドアの鍵かぎを開けて脱だつ衣い所じよから逃にげることに成功した。廊ろう下かと服がびしゃびしゃになっているけど、もう関係ない。

　人生で一番くらいの速さで二階へと駆かけ上あがったら俺は、自室へと飛とび込こみ素す早ばやくドアの鍵かぎを掛かけ……

「………………助かったぁ……」

　ドアに背を預けて、ずるずると座すわり込こんだ。もう心臓はバクバクで、濡ぬれた髪かみをくしゃくしゃに搔かき乱みだしても全然落ち着いてくれない。

　檸檬れもんが風ふ呂ろ上あがりに半はん裸らで彷徨うろつくことが多いからそれなりに耐たい性せいはあると思っていたけど、やっぱり年上美人の破は壊かい力りよくは凄すごかった。そして無事抜ぬけ出だせたのにホッとするだけでなく、物もの凄すごく惜おしいことをしたと悔くやみまくりな自分もいる。手を出すのはないにしろ、事故を装よそおってバスタオルを剝はいでしまうくらいならありだったんじゃないかと馬ば鹿かな考えが浮うかんで、自己嫌けん悪おに陥おちいりそうだ。

「……おかしい……全員が損せず丸く収まる選せん択たくをしたはずなのに……」

　どうしてこうなったのか意味不明で、とりあえず俺は白しら木きのおっさん宛あてに怒いかりの抗こう議ぎメールを送ろうと決めて……

「っくしゅ……！」

　くしゃみをして、今いま更さらのように自分が裸はだかで濡ぬれたままだという現状を思い出し、のろのろと着き替がえた。




　──ちなみに。

　翌日、俺は数すう年ねん振ぶりに風か邪ぜを引いてしまったが、何な故ぜか檸檬れもんと平たいらさんが競きそうように看病なのか治ち癒ゆ妨ぼう害がいなのか分からない行こう為いを繰くり広ひろげた結果、見事に悪化して三日間学校を休む羽目になった。














六　妹にも歴史あり









　俺が通う高校は家から五十分前後のところで、一方妹の檸檬れもんの通う中学は歩いて二十分は掛かからない場所にある。お互たがい部活には入っていないし、俺は買い物をしてから帰ることが多いので檸檬れもんの方が先に帰宅するはずが、実際はそうでないことの方が多かった。

　理由は簡単、俺と違ちがって友人の多い檸檬れもんは誰だれかと遊んでから帰ることが多い。誰だれかの家だったりどこかの公園だったり、或あるいは一度帰宅して着き替がえてから駅方面に遊びに出ることも少なくなかった。

　まあ、危ないことをせず小こ遣づかいの範はん囲いで遊ぶならうるさく言うつもりはなかったが、時々小言を言いたくなる。

　例えば、今日。俺が駅前の本屋で好きな漫まん画がと小説の新刊を買って日が暮れる頃ころに帰宅したら、家のリビングに平たいらさんと、何な故ぜか須す賀が沢さわが座すわってお茶を飲んでいた。

「あ、こんにちは太た一いちくん。お邪じや魔ましてるね」

「おす、どうした須す賀が沢さわ？　また田舎いなかから果物でも送られてきたか？」

「そろそろ追加の夏なつ蜜柑みかんが送られてきそうだけど、それは来週かな？　今日はお裾すそ分わけじゃなくて、檸檬れもんちゃんと話があって来たの」

「そうなのか。で、当の檸檬れもんは？」

「それが、まだ帰ってきていなくて。五時半に約束していたのだけれど……」

　ちらりと横目でリビングに飾かざられた時計を見れば、もうすぐ六時だ。つまり三十分近く待たせているということになる。

「何やってんだかあいつは……連れん絡らくは入れたのか？」

「や、急せかすのも良くないし、今日は特に予定もないから。しばらく待っていれば帰ってくるだろうし」

「優やさしいのは須す賀が沢さわのいいところだが、あんまりあいつを甘あまやかすなよ。悪いな、ちょっと待っててくれ」

　そう言って、俺はスマホを操作し檸檬れもんに電話を掛かける。

　無機質な呼び出し音が三コールほど続いた後で繫つながり、『はいはいもしもし!?』と慌あわてた声がフライング気味に聞こえて来た。

「もしもし、檸檬れもんか？　お前、須す賀が沢さわを呼んでおいてどこほっつき歩いてるんだ？」

『あああっ、お兄ちゃんごめんっ、のりちゃんに謝あやまっておいて！　あと十五分くらいで終わると思うから！　終わったら即そく帰るからっ！』

「……お前、今どこにいるんだよ？」

『まだ学校！　明日授業で発表する創作ダンスが完成しなくて大変なの！　でもさっき良いい案が出たから、たぶん次で終わる……はず……！』

「…………分かった。後でちゃんと須す賀が沢さわに謝あやまれよ」

『うんっ、ごめんねって言っておいて…………分かった今行く、それじゃっ』

　話している途と中ちゆうで誰だれかの声が聞こえたと思ったら、慌あわただしく切られてしまった。

　人を呼んでおいて遅おくれるのは言語道断だが、学校の授業が絡からんでいるとなるとそこまで強くは責められない。ただし夕飯の前にキッチリ締しめるけど。

　とりあえず兄としてしないといけないのは、何も悪くない須す賀が沢さわへの対応だ。

「須す賀が沢さわ、悪い。まだ学校らしいけど、もう十五分かそこらで終わるらしいから、時間があるなら待まっていて貰もらえると助かる。あ、チョコでも食べるか？　檸檬れもんには隠かくしているとっておきがまだ残っているから」

「うっ……食べたいけど、お夕飯の前だからなぁ…………ひ、一つだけなら……？」

「ん、じゃあ持って来る。ええと、お茶かコーヒーのお代わりは──」

「私が淹いれますので、少々お待ち下さい。チョコレートならばコーヒーの方がいいですね」

　キッチンに行こうとした俺を制して動いてくれたのは、深緑色のワンピースの上から白いエプロンドレスを着た平たいらさんだ。

　頼たよりになる平たいらさんに用意は任せて、俺は急ぎ二階の自室へと行き、荷物だけ置いてリビングに戻もどる。

　勝手知ったるとはいえ他人の家で知らない人と二人きりにさせて申し訳なかったが、須す賀が沢さわは気にした素そ振ぶりなく穏おん和わな表情で待ってくれていた。それが余計良心にチクチクくる。

　須す賀が沢さわの向かいに座すわった俺は改めて頭を下げ、

「いやマジですまなかった。須す賀が沢さわも暇ひまじゃないのに、こんな無む駄だな時間を取らせて」

「あっ、ううん。本当に全然気にしなくて大だい丈じよう夫ぶだよ。檸檬れもんちゃんにはたまに海外のお土産みやげ貰もらっていたから、わたしの方こそお返しの機会が欲ほしかったくらいなの」

　そうは言われても余計気になる。特にその土産みやげとやらが税関や検けん疫えきを通ってない可能性とか。

　知らない間に微び妙みような問題が発生していたことに俺が戸と惑まどっていると、平たいらさんがコーヒーとチョコやクッキーの載のった皿を持って来て並べてくれる。

「そうだ、もう自じ己こ紹しよう介かいは終わっているかもしれないが、この間からうちでハウスキーパーをやってくれている平たいらさんな。で、こっちは二軒けん隣となりに住んでいる幼おさな馴な染じみの須す賀が沢さわ」

「改めまして、阿あ佐さ陽ひ平たいらと申します。ご近所さんですし、以後お見知りおきをお願いします」

「あっ、どうもご丁てい寧ねいに。須す賀が沢さわのりです」

　深々と頭を下げる平たいらさんに、須す賀が沢さわもわざわざ席を立ってペコペコと何度もお辞じ儀ぎをする。

　丁てい寧ねいすぎる二人のやり取りを横目に俺は早さつ速そくコーヒーを一口飲んで、安あん堵どの息を吐つく。同じ豆を使っているはずなのに、どうして自分で淹いれたコーヒーとこうも味の深みが違ちがうのか、謎なぞだ。しかも平たいらさんが焼いている甘あまさ控ひかえめのクッキーとよく合う。

　夕飯前なので一つ二つで終わらせるつもりだが、俺が食べているのにつられて口に運んだ須す賀が沢さわもクッキーを頰ほお張ばって目を丸くしていた。

「わっ……これ、阿あ佐さ陽ひさんが作ったんですか？」

「はい、今日の午後に。檸檬れもんさんからお茶ちや請うけを頼たのまれていましたから」

　……となると、来客を知らなかったのは俺だけなのか。まあ須す賀が沢さわが来るのをいちいち報告なんてしないだろうけど。

「うう、美お味いしいな……これを我が慢まんしなくちゃならないなんて……」

「持って帰ったらいいんじゃないか？　下の弟以外、甘あまい物もの好ずきだっただろ？」

「いいの？　わたし、今回ばかりは遠えん慮りよ出で来きないよ？」

「端はなからしなくていいって。ただ、こっちのチョコは持たせるほど残ってないから、この場で食べちまおう。あ、平たいらさんもどうぞ」

「では、ご相しよう伴ばんにあずかりますね」

　そう言うと平たいらさんは自分の分のマグカップを持って来て、俺の隣となりに座すわる。ただ、コーヒーを飲むでもチョコを食べるでもなく、しげしげと俺の方を見つめてきた。

「…………ええと、何か？」

　美人にそんなことをされると、非常に気まずい。チョコを手にしたまま動けず訊たずねると、平たいらさんは俺ではなく須す賀が沢さわの方を見て、

「太た一いちさんと須す賀が沢さわさんは幼おさな馴な染じみ、なんですよね？」

「そうなるな。幼よう稚ち園えんから一いつ緒しよだし」

「あんまり同じクラスにはならなかったけどね。二回だけだったかな？」

「そんなもんか。高校はそもそも別だし」

「……わたしが受験失敗しなければ同じ高校だったのにね。あんなに勉強したのに風か邪ぜ引いて本番で倒たおれるだなんて、今思い返しても間ま抜ぬけすぎて恥はずかしいよ」

　ため息混じりに頰ほおを赤く染めて、須す賀が沢さわはチョコレートをかじる。小こ粒つぶなのに一口でいかず大事そうに食べる癖くせは子供の頃ころのままだ。

　ただ、話を聞いていた平たいらさんは納なつ得とくがいかない風に小首を傾かしげ、

「私が事前に頂いていた資料ではこちらに越こしてきたのは二年半前になっていましたが、どのような流れなのですか？　須す賀が沢さわさんの家族も同じタイミングでお引ひっ越こしを？」

「いや、須す賀が沢さわはずっとこっちで……そうだな、どうせだし最初から話した方が分かりやすいか。時じ間かん潰つぶしにもなるし」

「最初からと言いますと……？」

「うちの祖じ父いさんが檸檬れもんを拾ったところから、かな」

「いいんですか？　軽い雑談にしては繊せん細さいな話題だと思いますけど……当の檸檬れもんさんもいませんし」

「ああ、別に気にしないでいいですよ。檸檬れもんの友達は大体聞いているし、うちの田舎いなかだと大して付き合いのない人まで知ってますから」

　たぶん、というかほぼ間ま違ちがいなく、白しら木きのおっさんなら把は握あくしている。平たいらさんが知らないのはさして重要でも何でもないからだろう。

「さっき言った通り、檸檬れもんはうちの祖じ父いさんが畑に向かう途と中ちゆうで見つけて拾ったんですよ。生後一ヶ月くらいの赤子が白い布に包まれていただけで、書き置きも身元を記す物もなし。これは捨て子だろうってことで、保護しつつ警察に届けたんです」

　経緯を知っていれば当然のことだが、親や心当たりがある人物は誰だれも出てこなかった。そりゃまあ、異世界から単独で来ていたんだからそうだろう。

「で、その頃ころ俺と両親はこの家じゃなくて駅近くのマンションに住んでたんですが、ちょっと不幸があって俺と母親だけ祖じ父いさんの家に泊とまってたんですよ」

「……不幸の内容は、訊きいても？」

「母親が出産を控ひかえていたんですが、流産してしまって。気落ちしただけでなく体調も悪いし、静養ってことでしばらく父親の実家で世話になっていたんです。まさかそこに出で掛かけていったはずの祖じ父いさんが赤子拾って戻もどって来くるとは思いもしなかったそうですが」

　今回の話でたぶん一番予想外だと思うのがこの部分で、流石さすがに平たいらさんの表情も硬かたくなる。

　当時の俺は三歳さいだったので、殆ほとんど覚えていない。ただ、沈しずんでいた母の様子がその日を境に一変したのはよく覚えている。

「で、結局檸檬れもんは俺の両親が引き取ることになって、こっちの町に戻もどって家族四人で暮らすうちにマンションじゃ手て狭ぜまになって、俺が小学校に入るタイミングでこの家を買ったんです」

「そうしたらわたしの親も『じゃあうちもその近くにしよう』って。わたしのお父さんは桜さくら咲ざきくんのお父さんの同どう僚りようで、とっても仲が良かったんですよ。母親同士も学生時代からの友達だったと聞いてますし」

「なるほど、それでお二人も子供の頃ころから仲良く……」

「俺より檸檬れもんが須す賀が沢さわに懐なついてたって感じですけどね。で、九年前に俺の両親が事故死して、俺と檸檬れもんは田舎いなかの祖じ父いさんちに引き取られたんですけど、いずれ戻もどって来くるって決めてたんでここは売らずに貸家にしていたんです」

「……あの、やっぱり軽々しく聞いてはいけないことだったのでは……？」

　内容が内容なだけに平たいらさんが申し訳なさそうな顔をしているが、俺からしてみればさっき言った通りだ。わざわざ自分から話すことでもないから訊きかれなければ黙だまっているけど。

「まあ昔のことですから。それで祖じ父いさんの家からだと高校に通うのは大変なので、俺が高校に上がるタイミングで戻もどって来きたんです。一年くらい前から決めていて、須す賀が沢さわに連れん絡らく取ってどこの高校がいいか相談して……」

「……そうしたらお薦すすめした高校をわたしの方が落ちちゃいました」

「学力的には須す賀が沢さわは余よ裕ゆうで、俺はちょい不安くらいだったんだけどなぁ。やっぱ人生、何が起こるか分からんわ」

「そうだね。最初は檸檬れもんちゃんも一いつ緒しよに戻もどって来くる予定じゃなかったし」

「……あいつが『お兄ちゃんだけ田舎いなか脱だつ出しゆつするのずるい！』って言い出してごねた結果だけどな。まあ、向こうだと中学に通うのに自転車で三十分だから雨の日も合羽着て畔あぜ道みちを走る地じ獄ごくの通学になるし、経験者としては強く反対出来なかったが」

　しかも冬は雪が降る。積もれば歩くしかなくて、そうなると片道二時間オーバーコースだ。夜明け前に家を出て、学校から直帰しても家に着く頃ころには日が暮れている。

　あれを見ていたら同じ体験をしたくないと思っても無理はない。俺だけでなく、孫まご娘むすめに甘あまい祖父母も渋しぶ々しぶながら納なつ得とくした。

「そんなわけで、二年半前にこっちの家に戻もどって来きたんです。最初のうちは須す賀が沢さわに色々と世話になって……というか、迷めい惑わくかけて。マジで助けられたわ」

「そ、そんな大したことはしてないよ？　桜さくら咲ざきくん、料理以外は元々出来たし」

「や、どっちかっていうと妹がらみで。俺にはどうにも出来ないことが山ほどあったから、その度に頼たよっちまって」

「あー……あはは、あれは仕方ないよ。男の子だもん」

　曖あい昧まいな笑え顔がおでフォローしてくれる須す賀が沢さわの姿に、何かを察してくれたらしい平たいらさんが神しん妙みような面おも持もちで「ですね」と呟つぶやく。

　俺としても妹と二人暮らしの苦労は最初から分かっていたつもりだったが、まさか『へいお兄ちゃん、聞いた話によるとおっぱいが大きくなると可か愛わいいブラが見つからなくなるらしいから、今のうちに可か愛わいいの欲ほしいの。でもサイズとか形とか大きくなりやすいのとか全然分かんないから一いつ緒しよに買いに行こう！』と買い物に誘さそわれたりとか、『ぎゃー!?　お兄ちゃんついにきた、あたしにもきたよ!?　血がだばーってなったんだけど、これどうしたらいいの!?』とトイレから喚わめかれたりとか、いずれも高校受験を遥はるかに超こえるピンチだった。

「なるほど……つまり太た一いちさんにとって、須す賀が沢さわさんは特別な存在ということですか……なるほど……」

　何な故ぜか嚙かみしめるように呟つぶやく平たいらさんに、俺は反射的に否定しようとしたが、口を噤つぐんで考え直す。

　言われてみれば、確かにそうだ。

「……まあ、普ふ通つうの友達とは違ちがいますね。幼おさな馴な染じみだし、檸檬れもんにとっては姉代わりだし、俺からしてみても家族の次に特別っていうか」

「うわ…………うわわ……！」

「……その、普ふ通つう家族の次と言ったら恋こい人びと枠わくだと思うのですが……！」

　顔を赤くしたり青くしたりする二人の様子を見て、俺は自分の失敗に気付き慌あわてて手を横に振ふり、

「やっ、遠回しな告白とかそういうんじゃなくて、本当に家族の延長線上にいる感じっていうか、気の置けない相手っていうか……他に言いようがなくて難しいな……！」

「そ、そうですか。私はてっきり……早はや合が点てんは良くないですね、ええ」

「本当だよ、すっごく焦あせっちゃった……もう、あんまり驚おどろかせないで欲ほしいな」

　安あん堵どの息を吐つく二人に、俺は頭を搔かいて「悪い」と苦笑いを浮うかべる。焦あせったのはこっちもだ。危あやうく知らないうちに告白して、しかもこの感じだと振ふられるところだった。

　思わぬ形で幼おさな馴な染じみと疎そ遠えんになりかねない事態を回かい避ひ出で来きて俺が胸をなで下ろしていると、玄げん関かんの方から眩まぶしい白い光が溢あふれ出でた。それは一秒にも満たない発光だったが、もうお馴な染じみの光り方なので何が起きたのかはすぐに分かる。

　そして予想通り、バタバタと足音荒あらくリビングに駆かけ込こんでくる檸檬れもんの姿が。

「遅おくれに遅おくればせながら帰宅しましたっ。のりちゃんごめんね、呼び出しておいて……！」

　謝あやまると同時に檸檬れもんは滑すべり込こみ土下座の体勢に入る。こいつの形なり振ふりの構わなさはある意味凄すごい。尤もつとも、相手が絶対嫌きらわれたくない須す賀が沢さわだからだろうけど。

「へ、平気だよ。全然大だい丈じよう夫ぶだから」

「そう？　顔赤いけど、ホントに怒おこってない……？」

「これは、その、ちょっと暑くて。本当に怒おこってないから、気にしないで」

「ううっ、のりちゃん優やさしい……あたしはお姫ひめさまだったけど、のりちゃんは天使なんじゃないかな……」

「そういうのはいいから、さっさと本題に移れよ。須す賀が沢さわに用があるんだろ？」

　目を潤うるませて須す賀が沢さわを見上げる檸檬れもんだが、いつまでもこんな怪あやしい構図でいられても困る。後で説教もあることだし。

　俺の言葉に檸檬れもんはハッとした表情になり、すぐさま立ち上がったかと思ったら勢い良く須す賀が沢さわの両手をハシッと摑つかむ。

「そうだった！　のりちゃんあのねっ、大事な相談があるの！　超ちよう重じゆう要ようなのが！」

「えっ、うん、それは分かったけど……あの、ここで話すの？」

　須す賀が沢さわは疑問というより『他の人もいるここで話しちゃって大だい丈じよう夫ぶなの？』という意味だったはずだが、残念ながらそんな心こころ遣づかいをうちの妹が汲くみ取とれるはずもなく、

「だって緊きん急きゆうなんだよ?!　一秒でも早く解決に向けて動き出したいのです！」

「そ、そんなに大事なんだ……？　うん、わたしに分かることなら何でも訊きいて」

　やたら真しん剣けんな檸檬れもんの様子に、須す賀が沢さわも意を決したように頷うなずく。長く待たされた後だっていうのに、やっぱり良いい奴やつだ。

　そんな須す賀が沢さわに檸檬れもんは鬼き気き迫せまる表情で、両手を握にぎったまま鼻と鼻がくっつきそうなくらい顔を近付けて、

「どうしたら──どうしたらおっぱい大きくなるのですかっ?!」

「……………………………………え？　え？」

　翻ほん訳やく機き能のうが壊こわれたみたいな反応で、須す賀が沢さわがこっちを見た。残念ながら俺も檸檬れもんの言っていることが分からない。そしてあれが妹であるという事実に泣きたい。

　しかし混乱の生みの親である檸檬れもんは真しん剣けんな面おも持もちのまま続けていた。

「これまでは『まだまだ成長期だから、大人になってから大きくなるタイプだから』って自分に言い聞かせてきたけど、今すぐどうにかしたいのっ。だから見事におっきく育ったのりちゃんに秘ひ訣けつを教おしえて貰もらいたくて！」

「ふぇっ!?　わ、わたしそんなに、」

「おっきいよ！　これの！　どこが！　大きくないと言うつもりなのっ！　しかも柔やわらかいし、ずっこいなぁもう！」

「ひゃぁああああああっ?!」

　……妹が幼おさな馴な染じみの胸を鷲わし摑づかみにして揉もみしだくという暴挙に出てしまい、兄はもうどうしていいか分からない。確かに須す賀が沢さわの胸は凄すごい……じゃなくて、発育はいい方かもしれないが、訊きかれても困るだけだろう。現に目を白黒させながら耳まで真っ赤になっている。
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　正直かなりエロい光景だが、須す賀が沢さわにそんな気持ちを抱いだくと少し後ろめたい。

「い、いきなりそんな……方法なんて知らないけど、よく食べてよく運動するしかないんじゃないかな？　ほ、ほらっ、バストアップ体操って言葉、よく聞くもの！」

「あたしもそれ思いついたから創作ダンスに採り入れようって言ったの！　そしたら加か奈なちゃんが『私、それ二年前くらいからやってます』って悲しい瞳ひとみで……！」

　友人のデリケートすぎる情報が公開されてしまった。加か奈なちゃんとは何度も家に遊びに来ている鴻こう巣のすさんのことで……まあ確かに、檸檬れもんとどっこいの立体感かもしれない。今度会った時に果たしてどんな顔をすればいいのか。

　自じ爆ばくどころか他人にもダメージを与あたえていく檸檬れもんに、抱だきつかれている須す賀が沢さわはもう一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいの表情で、

「でもほらっ、わたし他のところにもたくさんお肉ついているから……！　それより檸檬れもんちゃんみたいにスレンダーな方がいいと思うの！」

「そんなこと全然ないよ！　お祖じ父いちゃんだって『女はちょっと肥えているくらいが一番良いい』って言ってたもん！」

　あの爺じじい、孫まご娘むすめになんてこと言ってやがるのか。夏に帰ったら祖ば母あちゃんにチクって制せい裁さいして貰もらわないと。

　だがその前にこの惨さん状じようを何とかしないといけない……が、果たしてこれは俺が触ふれていい問題なのかどうかだ。下手に首を突つっ込こむと大おお火傷やけどしそうな気がする。

「お願いのりちゃんっ！　どうか貧しいあたしを巨きよ乳にゆうへ導いて！」

「そ、そんなこと言われても……あっ、そうだ！　それこそ魔ま法ほうでどうにかしたらいいんじゃない!?」

「あったらとっくに使ってるよぉ！　変身する魔ま法ほうはあるにはあるけど難しすぎて使えないし！　だからのりちゃんに頼たよるしかないのっ」

「頼たよって貰もらえるのは嬉うれしいけれど、これはちょっと難題すぎるというか……それにもっと大きくなれば自然と育つと思うし……」

「それじゃダメなのっ！　もっと迅じん速そくに大きくなりたいし、正直認めたくないけどこのままだとあんまり大きくなる気がしないし！　だからのりちゃん……分けてっ！」

「分けてあげられるならあげてもいいけど、そんなの無理だし……あっ、桜さくら咲ざきくん?!　どこに行くのっ!?」

　密ひそかにリビングから抜ぬけ出だそうとしていたが、あとちょっとのところで須す賀が沢さわに見つかってしまった。しかし俺の行動に迷いはない。

「こういうのは同性同士で話すべきだと思う──ということで悪い、後は任せた」

「任せられても?!　やっ、檸檬れもんちゃんそれ駄だ目め、取れないからっ……」

　心の中で『すまん』と謝あやまってリビングから出て行く。最後に横目で見た光景は勢い余って檸檬れもんが須す賀が沢さわを押おし倒たおす場面だったが、その拍ひよう子しに須す賀が沢さわのスカートが捲まくれ上あがっていたので、脱だつ出しゆつ判断してマジで良かったと心底思う。あれを目もく撃げきして須す賀が沢さわに気付かれていたらお互たがい超ちよう気きまずいことになる。

　と、廊ろう下かには先に脱だつ出しゆつしていたらしい平たいらさんがいて、不安そうな表情を浮うかべていた。

「……あの、檸檬れもんさんはどうしたんでしょうか？　以前私にも胸のことについて質問していましたけど、そんなに追おい詰つめられて……？」

「や、あいつがアホなことやるのはいつものことなんで。今日のは割と酷ひどい方ですけど」

「そう、なんですか……新参者の私には少し焦あせっているように見えますが……」

「焦あせり？」

　そう言われてみると、確かにそんな節もある。けど、何をどう焦あせれば急に胸をでかくしたいなんて話になるのか。

　意味不明すぎて俺は首を捻ひねるが、平たいらさんはポンと手を叩たたき、

「もしかして、檸檬れもんさんの想おもい人びとが胸の大きな人が好みだと耳にしたんじゃないですかっ？　ほら、もうすぐ夏ですし、プールか海で水着姿になることを考えて……！」

「それなら一応辻つじ褄つまは合いますけど……あいつに好きな人、なぁ……」

「お兄さんとしてはあまり嬉うれしくないですか？」

「や、そういうんじゃなくて、単にピンとこないだけです。あいつ昔から顔のいい男が好きだけど、身近にいる特定の男子を意識している発言は聞いたことないんで」

　ついでに言うと妹の色いろ恋こい話ばなしなんて聞きたくもないが、それはそれとして。

「……もし本当に檸檬れもんさんに好きな人が出来たとしたら、太た一いちさんは応おう援えんします？」

「しないですよ。別に邪じや魔まや文句もなしで、勝手にやらせます。男女の兄きよう妹だいなんてそんなもんでしょ」

「そういうものなんですか……私のいた施設だと、男の人達は女じよ性せい陣じんの恋れん愛あい関かん係けいを凄すごく気にしていましたけど」

「あんま気にしたり口出ししたりするの、煙けむたいだけだと思いますしね」

「ああ、それは確かに……分かります」

　深々と何度も頷うなずく平たいらさんを見るに、どうやら経験済みらしい。

　ともあれ、檸檬れもんの突とつ拍ぴよう子しもない行動にはとりあえずの結論が出た。




　──この時、俺がもう少し真しん剣けんに考えるなり、なんとなくある違い和わ感かんを追つい及きゆうしたりすれば、あんなことは起こらずに済んだのかもしれない。

　国内が大おお騒さわぎになるだけでなく世界中でニュースになり、皆みなの記き憶おくに深々と刻まれてしまったであろう、あの『妹タワー出しゆつ没ぼつ事じ件けん』は──














七　荒ぶる試練の妹タワー









　我わが家やに家政婦兼けん番人として平たいらさんがやって来てからそろそろ二週間になるが、それ以前と比べて生活の中で一つ大きく変わったことがある。

　それがこの、今食べている弁当だった。

　うちの高校は学食なんて洒しや落れた施し設せつはないものの、購こう買ばいで格安弁当やパンを売っている。前は基本的に家から水すい筒とうにお茶だけ入れて持ってきて、昼飯は学校か道すがら買った物で済ませていた。

　何しろ朝から弁当を作るのは面めん倒どうだ。朝飯だってパンで済ませているし、檸檬れもんは中学で給食が出るから弁当は必要ない。二人分なら多少やる気も起こるが、わざわざ一人分だけ作る気になれず、一日三百円を目安にして買っていた。たまに家からおにぎりを持参したり、前日の余り物を処分したくて容器に詰つめてきたりしていたが、せいぜいそれくらいだ。

　しかし平たいらさんが来て以来、有あり難がたいことに弁当を用意してくれるようになった。俺から頼たのんだ訳ではないのにやって来た次の日から朝食だけでなく弁当も作ってくれて、一度は『朝から大変なので作らなくてもいいですよ』と断ったものの、『無む駄だに早起きですから』とやんわり返されてからは有あり難がたく受け取っている。

　……で、現在その弁当を、前に座すわる友人の加か藤とうが物もの欲ほしそうな目で見つめていた。

「……さっきから何だよ。食いづらいだろ」

　同じく弁当を広げて食べながら、殆ほとんど会話もなしにじっと見られると流石さすがに少し気分が悪い。普ふ段だんは饒じよう舌ぜつな奴だから余計にだ。

　俺と違ちがって垢あか抜ぬけた茶ちや髪ぱつの友人は残り半分になった弁当から目を離はなさないまま、

「……この前から気になってたんだけどさぁ。その弁当、誰だれが作ったやつよ？」

「は？　どうして？」

「これまでもたまに弁当持って来ることはあったけど、そんなに手の込こんだやつじゃなかっただろ。色いろ鮮あざやかだしおかずの種類多いし、それに……」

「……それに？」

「……お前、自分で作る弁当にハートマークちりばめんの？」

「……………………」

　そこを突つかれると、もう黙だまるしかない。

　ある程度食べたので原形は留とどめていないが、最初は白米の上に炒いり卵たまごと肉そぼろでハートが描えがかれていた。それだけでなくて煮に物ものに使われている一部の野菜も切り口がハートだし、デザートの林りん檎ごに刺ささっているプラスチックの楊よう枝じにも持ち手側にハートが付いている。

　そう、弁当は雇やとった翌日から作ってくれていたが、数日前から少し様子が変わっていた。明らかに手が込こんでいるし、そこにハートやら応おう援えんメッセージやらが描えがかれている。それとなく平たいらさんに訊きいたら『施設の子供はこういうの好きでしたので。お嫌いやでしたか？』と微ほほ笑えみで返されて、俺から拒きよ否ひるという選せん択たく肢しはなくなってしまった。

　これを全部俺が、自分の為ためにやっていたとしたら、もうどうかしているとしか言いようが無い。流石さすがにそれは無理だ。

「……最近、家政婦さんを雇やとったんだよ。俺だけでなく妹も今年受験で忙いそがしくなるから」

「あー、なるほどなぁ。おばちゃんってやたらとハートとか星とかあしらいたがるもんなぁ。分かる分かる、うちの近所にもいるわ。手芸や裁さい縫ほうが趣しゆ味みでうちにも作品くれるんだけど、大体でっかいハートか星のマークが入ってんの」

　そういえばこいつが去年の冬に手編みっぽい手て袋ぶくろやマフラーをしているのを何度も見たが、どっちにもハートがあしらわれていた気がする。

　全然知らない人だけど、その人のおかげで上う手まいこと納なつ得とくしてくれた。もし二つ年上の美人が家政婦さんです、なんて知られたら、どれだけ騒さわがれるか。想像しただけで堪たまったもんじゃない。

　高校に入ってから二年と数ヶ月、家事とバイトを理由に遊びの誘さそいは断り続けた結果、友人と呼べる間あいだ柄がらなのは数人しかいない。その貴重な一人を失わずに済んで良かった。

　疑問が氷解してスッキリしたのか勢い良く弁当をかき込こんでいた加か藤とうは不意に顔を上げ、

「そういや、あれ見たか？　あの、例の覆ふく面めん魔ま法ほう少しよう女じよ動どう画が。昨日更こう新しんされてたやつよ」

「ん？　まだ見てないけど、何かあったのか？　また顔出ししてたとか」

「や、それはあの伝説回以来ないわ。けど、ある意味同じくらい衝しよう撃げきだったぞ。今までみたいにふわっと始まらないでちゃんとしたオープニングシーンからのスタートで、やたら画質いいわカメラワークもいいわちゃんと編集してテロップまで入れてあるわで完全別物だと思ったら、最後に『映像編集協力・ＮＡＳＡ』だぜ？　そりゃプロ仕様にもなるってもんだよなー」

「へぇ、そうなのか」

「なんだよ反応悪いなー。でな、肝かん心じんの動画内容なんだけどさぁ……」

　やや興奮気味の加か藤とうに俺は弁当を摘つまみながら適当に相あい槌づちを打つ。

　ただ、表現豊かに説明してくれるこいつには悪いが、内容は知っていた。見ていないのは本当だが、動画を上げた本人から二日前に委細聞いているからだ。

　何でもＮＡＳＡから『魔ま法ほうの炎ほのおはどのくらいの火か炎えん温度なのか。また可燃時に毒素或あるいは未知の物質をまき散らさないか検けん証しようさせて欲ほしい』という依い頼らいが来たらしく、檸檬れもんは『ヤバいよお兄ちゃんっ、ＮＡＳＡだよＮＡＳＡ！　実在するんだねＮＡＳＡ！』と大興奮で引き受けたが、その条件が動どう画が撮さつ影えいだ。

　で、ＮＡＳＡの実じつ験けん施し設せつに足を運んで検証したものの、施し設せつには映うつして欲ほしくない機材や人物がいるので、今回の動画はＮＡＳＡのスタッフが撮さつ影えいから編集まで全てやってくれたらしい。そして完成した動画を昨日アップロードした訳だ。

「──で、計測上の温度なら耐たえられるはずの炎ほのおで跡あと形かたもなく焼けるってことは、やっぱ魔ま法ほうは科学や物理だけじゃ説明つかない特とく別べつ枠わくってことなんだろうな。太た一いちはどう思うよ？」

「ん？　ああ、どうだろうな。正直、よく分からん。そもそも召しよう還かん魔ま法ほうとかどう考えても既き存そんの科学や物理学で説明つかないしな」

　しかも使っている当人が『魔ま力りよくがあれば誰だれでも出来るみたいだよ。後はコツと集しゆう中ちゆう次し第だいかなー』なんて言っているくらいだ。そしてＮＡＳＡ曰いわく、そもそも魔ま力りよくっていうのがどうすれば計測出来るのか分からないらしい。

　動画に関しては、また素す顔がおを晒さらしたり個人情報を喋しやべったり、後は他人の迷めい惑わくにならなければ放任している。ただし上げる前に報告は義務づけてあるので、問題がありそうな内容なら事前に止めるつもりだった。

　俺の悩なやみの種の一つだが、何も知らない一視し聴ちよう者しやには全然関係ないらしく、加か藤とうは頰ほお張ばっていた卵焼きを飲のみ込こんでからにやっと笑い、

「だからこそ魔ま法ほう！　って感じだよなー。最初はトリック映像かと思ったけど、世界中のニュース番組でも取り上げられて、ドラゴンの丸焼き映像や凍こおった津つ波なみの写真とか見たら、流石さすがに俺も信じるわ」

「そういうスタンスの人、多いらしいな？」

「だってそうだろ。インチキだって言うのは簡単だけど、むしろそんなインチキする方が難しいって状じよう況きようだし。それに結構可か愛わいいっぽいし……あ、そういやあの子が着てる制服、なんかこの辺の中学の制服らしいな？」

「……似てるって話は俺も聞いたな」

「や、どうも確定っぽいぞ。動画だと分かりづらかったけど、検証サイトで制服のボタンに注目したやつがいて、どうもそこを加味すると近くの中学一いつ択たくになるらしいわ」

「……刑けい事じドラマか推理小説みたいな追つい及きゆうっぷりだな」

　しかも正解だ。常々思うけど、在野には無む駄だなやる気と才覚に溢あふれた人間が多すぎる。

　まあ、バレるのは時間の問題だっただろうから、一ヶ月近くも当確認にん定ていされなかったのは持った方なのかもしれない。白しら木きのおっさん達が水面下で地道に個人特定に繫つながるコメントや動画を削さく除じよし続つづけていたおかげだろう。

　しかしそうなると、今まで以上にうちの周辺は騒さわがしくなるかもしれない。

「面めん倒どうなのは勘かん弁べんなんだけどな……」

「ん？　何の話よ？」

「……次の古文で小テストがあるって話。半分以上正解しないと課題のプレゼントだと」

「うぇっ、マジかよ!?　明日明後日あさつてとゲーム仲間と一泊ぱく二日の廃はい墟きよサバゲーの予定なのに、課題なんて持もち込こみたくねぇぞ……！」

「随ずい分ぶんと面おも白しろそうなイベントだな。サバゲーもだけど、廃はい墟きよ探たん索さくが楽しそうだ」

「前回参加した人達曰いわく、めっちゃ楽しいらしいぜ？　太た一いちも誘さそおうかと思ったけど、お前土日はいっつもバイトだし」

「今週の日曜は珍めずらしく入ってなかったけどな。まあ、二日間ならどの道断ってたけど」

「なら今度一いつ緒しよに行こうぜ。夏には本格的に受験勉強始めないといけないから、その前にな」

「ああ、じゃあ日程決まったら早めに教えてくれ」

「おっけおっけ。でもとりあえずは古文の小テストだな……！」

　少しでも対策をしたいのか残りの弁当を急いでかき込こむ加か藤とうと違ちがい、言い出しっぺの俺は食べるペースを上げることもなく、一つ前の話題について考えていた。

　家を訪おとずれる連中は、平たいらさんや白しら木きのおっさん達に任せておけばいいと思う。面めん倒どうなのは外出中に捕つかまった場合だが……これといって対処法が思い付かない。知らぬ存ぜぬで通そうにも、俺はともかく檸檬れもんは嫌いやがるだろう。

　かといってマスコミや賑にぎやかし目的の連中の相手をしていたらきりがないし……

　どうしたもんかな、と声に出さず呟つぶやいてから口に入れた煮に物ものは、さっきと同じ味のはずなのに素っ気なく感じられた。





◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆






「ただいま、っと……」

　用事を済ませて帰宅すると、金曜なのに珍めずらしく檸檬れもんの靴くつがあった。火水木に部活がある友人と金曜日は遊んでから帰ることが多いが、今日は違ちがったらしい。

　靴くつを脱ぬいで家に上がり、リビングに顔だけ出してキッチンに立っていた平たいらさんに「帰りました」とだけ伝え、階段を上って二階の一番奥おくにある自室に向かう……と、足音で俺の帰宅に気付いたのか、通り過ぎようとした檸檬れもんの部屋のドアが開いた。

「お兄ちゃんお帰り！　ねぇ聞いて、ビッグニュースがあるの！」

「あん？　給食の余り物ジャンケンにでも勝ったのか？」

「全然違ちがうよ?!　あたしにとっての大事ってその程度だと思われてるの!?」

「違ちがうのか、結構自信あったんだけどな……んで、どうした？」

　相手をしながらも足は止めず自分の部屋に入ると、後ろからくっついてきた檸檬れもんも続いて入ってくる。

　鞄かばんを机の上に置いて制服を脱ぬぎ始はじめた俺の前に回まわり込こんで来きた檸檬れもんは、感情を隠かくしきれず顔のあちこちから喜びを溢あふれさせて、

「ふっふー、実はね……じゃじゃーん！」

　勿もつ体たいぶりつつ檸檬れもんが差し出してきたのは、名めい刺しだ。顔を寄せて見てみれば、そこに書いてあるのは、

「……『ＳＧＴネットチーフディレクター』…………これ、ケーブルテレビの会社か？」

「そだよ。ほら、お兄ちゃんがバイトしてる駅の近くにそれっぽいビルがあるじゃん？　あそこのスタッフさんが、あたしメインの特番作りたいんだって！　凄すごくない!?」

　一気にテンションマックスで飛とび跳はねる檸檬れもんだけど、俺は逆に渋しぶい顔になる。

　昼に色々考えたばかりで、これだ。タイミングが良いいのか悪いのか。

「……この人達とどこで会ったんだ？」

「えっ？　学校を出てすぐだよ。声こえ掛かけられて、『この動画に映っているの、あなたで間ま違ちがいないですよね？』って訊きかれたから、そうですって答えたの。そこまで隠かくす気なかったし」

「…………で？」

「そしたらそしたらっ、あたしに密着して番組撮とりたいって言うんだよっ!?　凄すごくない?!　それで未成年だから保護者の許可がいるらしくて、お兄ちゃんとも一度会いたいって──」

「会う必要はないから、俺から断り入れておく。一応言っておくが、勝手に出演するなよ」

「え……？…………あっ!?」

　キョトンとする檸檬れもんの手から名めい刺しを奪うばい取とり、一いち瞥べつしてからポケットに仕し舞まう。後で白しら木きのおっさんにも連れん絡らくを入れておかないといけない。

　啞あ然ぜんとしていた檸檬れもんだが、切きり替かえが早い奴なのですぐにキッと俺を睨にらんできて、

「どうしてテレビに出ちゃダメなの?!　素す顔がおを出すなっていうなら覆ふく面めんするよ!?」

「そういう問題じゃない。お前が認めなければ他人の空似で通せるけど、公おおやけに認めたらマスコミも面めん倒どうな個人も押おし寄よせるぞ。そうなったら周りに迷めい惑わくだろうが」

「迷めい惑わくって、そんな酷ひどいことになるとは限らないじゃん！　あたしが本気出したら兵器も自然災害も無効化して制圧出来るって知ってるなら、」

「知っている上で好き勝手されたらどうするんだ？　攻こう撃げきするのか？　それを撮とられたら多少はいるはずのお前の味方は全員いなくなるぞ？」

　そう、檸檬れもんがどれだけ強大な力を持っていたとしても、それを一いつ般ぱん人じんに振ふるってしまえば終わりだ。怪け我がをさせないように注意したとしても、『未知の力で封ふう殺さつされた』という事実を盾たてにされていいように報じられる。

　軍人や武装兵力を制圧するのとは訳が違ちがう。特に日本では、ちょっとしたことでも体たい罰ばつだのパワハラだの騒さわがれる時代だ。そしてそれを魔ま法ほうの力で封ふう殺さつしようとすれば、正義の味方でも何でもない。ただの独裁者に成り下がる。そんなつもりはなくてもだ。

　ある程度は檸檬れもんだって想像出来るはずだが、俺を睨にらむ目からは強い反発の意思が感じられた。

　全然納なつ得とくしていない妹に、俺はため息混じりに訊たずねる。

「そもそもお前、テレビに出て何がしたいんだ？」

「何がって……別に考えてないけど……」

「却きやつ下かの理由のもう一つは、出る意味がないからだ。お前なりに平和とか正義とか色々考えていて、魔ま法ほうの力で手っ取り早く世せ界かい征せい服ふくしちまおう、ってのはまだ分かる。ネットに動画を上げたのも、世界中へ抑よく止し力りよくとしてのアピールだって言われれば納なつ得とく出で来きる」

「だったらテレビも一いつ緒しよじゃん！　田舎いなかのお祖じ父いちゃん達はネットなんて全然見ないけどテレビはよく見るんだから、そーいう層に向けてやる意味はあるでしょ!?」

「本当にそう思ってるのか？　どの国にも警察がいて法律があってリスクがあるのに、それでも罪を犯おかす連中が、お前の存在一つでじゃあやめようってなると思うのか？」

　檸檬れもんの魔ま法ほうをちゃんと恐おそれてくれるのは、軍事力や暴力で物事を解決したり交こう渉しようしたりする連中だけだろう。もっとミクロな個人単位には、恐おそらくほぼ効果がないはずだ。

　もしかしたらそのことに檸檬れもんも薄うす々うす気付いていたのかもしれない。俺の言葉にすぐ言い返してこず、ぐっと喉のどに詰つまったような表情になって、

「それはっ…………でも……！」

「抑よく止し力りよくとしての効果がないのにそれでも出たいっていうなら、目立ちたいだけだろ？　他に目的があるならともかく、ないなら駄だ目めだ。悪目立ちして周りの人達に迷めい惑わくかけるな」

「っ…………！」

　突つき放はなした言葉に、檸檬れもんの表情がくしゃっと歪ゆがむ。けどそれは一いつ瞬しゆんだけで、すぐに歯を剝むいて強く俺を睨にらみつけ、

「だったらもういい！　お兄ちゃんの分からず屋っ！」

　隣となり近きん所じよにまで響ひびきそうな大きな声でそう言うと、大おお股またで部屋から出て行こうとする。
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「おい待て、話はまだ終わってな──っ!?」

　呼び止めつつ俺は檸檬れもんの肩かたを摑つかもうとしたが、触ふれる直前、見えない壁かべに阻はばまれるようにして手が弾はじかれた。驚おどろいて手を引ひっ込こめると、振ふり向むいた檸檬れもんも目を丸くしていた。

　痛みこそなかったが……今のはもしかして、例の『聖なる揺ゆり籠かご』という魔ま法ほうの効果なんだろうか？　これまで多少キツめの突つっ込こみを入れても反応しなかった魔ま法ほうが発動したということは、つまり……檸檬れもんが本気で拒きよ絶ぜつした、って意味だ。

　それを理解したのは俺だけでなく檸檬れもんも同じのようで、何かを言おうとする……が、キッと表情を厳しくして、部屋から出て行く。

　と、声を聞いて心配して来たらしい平たいらさんと部屋の外で鉢はち合あわせ、慌あわてて平たいらさんが壁かべ際ぎわに避よけるのが見えた。

「あっ、檸檬れもんさん！　その、夕ご飯の鰤ぶりを塩焼きと照り焼きのどちらがいいか──」

「どっちでもいい！　あたし夕飯要いらないからっ！」

　吐はき捨すてるように言って、乱暴に自室のドアを閉める音が聞こえてくる。

　廊ろう下かには平たいらさんが残され、愕がく然ぜんとした様子で檸檬れもんの部屋の方を見つめていた。

「あ、あの檸檬れもんさんが……ご飯の時は八割近い確率でお代わりをして、食事の前でも後でもお菓か子しを食べたがる檸檬れもんさんが、夕ご飯をいらないだなんて……?!」

　マジでショックを受けている顔だった。やっぱり平たいらさんの中でとんだ食くいしん坊ぼうとして強く印象付いていたらしい。

　実際、あいつが自ら飯めし抜ぬきを宣言するだなんて滅めつ多たにないことだ。けど、逆に言えばたまにやる。ダイエット目的じゃなくて、意固地になっている時に。

　こういう時の檸檬れもんを説得するのは難しい。そんな状じよう況きようにしたのは他ならない俺で、ついため息が漏もれる。

「……あの、太た一いちさん。檸檬れもんさんはああ仰おつしやいましたが……」

「あいつの分の魚は用意しなくていいです。無む駄だになるだけですから」

「本当に食べないんですか？　あの檸檬れもんさんが？」

「あれで頑がん固こなんで、今からこっちが折れたとしてもリビングには降りてこないです。なんで、すみませんがおにぎり作つくっておいて貰もらえますか？」

「……おにぎり、ですか？」

「部屋の前に置いておけば、深夜にこそっと出てきた時に食べますから。あくまでも心配した平たいらさんから、っていう体で」

　もし俺が頼たのんだようなメモがあれば、あいつは無理して食べない可能性がある。全くあの性格、誰だれに似たんだか。

　俺も少し苛いらついてキツい言い方になったが、反省はしても悪いとは思わない。誰だれかが言わないといけなくて、それは保護者である俺の役目だ。耳が痛いことを言って嫌きらわれるような役を他の人に任せられない。

　……ただ、白しら木きのおっさんくらい人生経験豊富なら、もっと上う手まくやれたんだろう。そんな風に女め々めしく思ってしまう辺り、やっぱり後こう悔かいはしているのかもしれない。

　そして俺の予想通り、その日檸檬れもんは部屋に鍵かぎを掛かけたまま出て来なかった。





◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆






　翌日の土曜日、いつもの時間に少し寝ね不ぶ足そくで起きた俺は、部屋から出て洗面所へ顔を洗いに行く途と中ちゆう、妹の部屋の前に置かれていたおにぎりの載のった皿がなくなっているのを確かく認にんする。平たいらさんが具ぐ沢だく山さんで四つも作っていたが、恐おそらく全部食べたんだろう。

　ただ、相変わらず部屋の鍵かぎは掛かかったままだった。まだ寝ねているのかもしれないが、機き嫌げんが直っているかどうかは微び妙みようだ。

　今日はバイトがあるので、もう一度ちゃんと話し合うとしたら帰って来てからだ。本当なら夜までに何とかしたかったが、仕方がない。

「あの、本当にいいんですか？　檸檬れもんさん、全然出て来ませんが……」

　心配そうに訊たずねてくる平たいらさんは、部屋まで昼ご飯のことを訊たずねに行って『いらない』と取り付く島もなく拒きよ絶ぜつされたそうだ。それでも気分を害していなさそうなので、やはりこの人は良いい人なんだと思う。

「あいつがその気になれば転てん移い魔ま法ほうで引ひき籠こもったままどこにでも行けますから、大だい丈じよう夫ぶですよ。まあ、一応気に掛かけてやってください」

「私に出来る限りは。でも太た一いちさん、檸檬れもんさんはきっとお兄さんに……」

「……まあ、帰って来てからもう一度話しますよ。それじゃ、行ってきます」

　バイト先までは電車を使うので、駅前の駐ちゆう輪りん場じようまでは自転車移動だ。

　ガレージから自分のチャリを引っ張り出していると、ふと視線を感じて振ふり向むく。すると二階にある一室のカーテンが、窓は閉まっているのに揺ゆれるのが見えた。

「……とりあえず家にはいる、か」

　とはいえ、バイトが終わって帰って来るまでに怒いかりや蟠わだかまりが自し然ぜん解かい凍とうしているのを願うのは、恐おそらく無む駄だだ。切きり替かえが早く嫌いやなことがあっても数分で笑っているような妹だが、だからこそ昨夜レベルで拗こじらせると長い。

　やれやれだと息を吐はき出だし、こんな時に用件があるタイミングの悪さを呪のろいながら、俺はバイトに向かうべくチャリを漕こぎ出だした。




「あれ。今日はもう上がりなの？　いつもより早いね」

　バックヤードから休きゆう憩けい室しつに入ろうとしたところ、休きゆう憩けい終おわりらしい女子大生の柏かしわ原ばらさんと入いれ替かわる形になった。

　柏かしわ原ばらさんの言う通り、いつもより一時間以上早い上がりだ。檸檬れもんの件があるから早退する訳じゃなくて、元からこの時間までだった。

「はい、ちょっと野や暮ぼ用ようがあって」

「そういえば珍めずらしくトチってたね。デートの予定でもあって浮うかれてた？」

　目め敏ざといが少し見けん当とう違ちがいの柏かしわ原ばらさんに、俺は苦く笑しよう混まじりで否定する。

「そんな予定なら大だい歓かん迎げいなんですけどね。昨日の寝ね不ぶ足そくが響ひびいて、ちょっとぼんやりしてただけです」

「ふぅん？　ああそうだ、休きゆう憩けい中ちゆうに置いてあるスマホに何度も着信があったみたいだけど、たぶんあれ君のだと思うよ」

「俺に……なんだろ。ありがとうございます、確かく認にんしてみます」

「ご丁てい寧ねいにどうも。それじゃ、お疲つかれ様さま」

「はい、お疲つかれさまです」

　仕事に戻もどる柏かしわ原ばらさんと入いれ替かわり、俺は休きゆう憩けい室しつに入った。

　休きゆう憩けい室しつには複数のスマホ充じゆう電でん器きが置かれていて皆みな利用しているが、その中の一つ、シンプルな黒いケースに入ったスマホを手に取る。パスコードを入れて画面を見てみると、確かに着ちやく信しん履り歴れきが残っていた。

　これは俺のだが、正確に言えば白しら木きのおっさんから預かったスマホだ。この番号を知っているのは数人だけで、当然掛かけてきたのは白しら木きのおっさん……だけでなく、平たいらさんからも掛かかって来きていた。

　最初が約二時間前で、最後が七分前。二人合わせて二十回以上掛かけてきている。平たいらさんの方は二回だけだが、その二回とおっさんからの最初の着信がほぼ同じタイミングだ。

　これは恐おそらく、檸檬れもん絡がらみで何か起きたか……もしくは何か起こしやがったか、だ。

　どちらにしても面おも白しろくない二に択たくに、俺はこっちから掛かけ直なおすのではなく、とりあえずロッカーを開けて自分の荷物を引っ張り出し、手早く着き替がえる。二分足らずでカラオケ店の制服からラフな長なが袖そでシャツとジーンズ姿になり、裏手から店を出た。

　白しら木きのおっさんと平たいらさん、どっちに掛かけ直なおすか考えながら駅の方へ歩き出した矢先、マナーモードにしてあるスマホが手の中で音もなく震ふるえる。すぐに画面を見てみれば、表示されていたのは『外務省・白しら木き』の文字。

　殆ほとんど反射的に通話状態にしてスマホを耳に当てると、渋しぶい男の声が聞こえてきた。

『やれやれ、ようやく繫つながりましたな。バイトの方は終わりましたか？』

「ああ、さっき終わって今外に出たばっかだ。それで、何があったんだ？」

『勿もち論ろん説明させて頂きますが、その前に合流しましょう。お兄さんは駅に向かっているところで…………おっと、見つけました。しばしそこでお待ちを』

「あん？　見つけたって…………お……？」

　おっさんの言葉に眉まゆを顰しかめた俺の横を、黒くろ塗ぬりのベンツが通り過ぎる。そして少し先の路ろ肩かたでハザードランプを点てん滅めつさせて停車し、助手席からスキンヘッドの男が姿を現す。

　ベンツと高級ブランドのスーツを着たスキンヘッドの男という組み合わせは強きよう烈れつで、どう見ても堅かた気ぎじゃない外見だが、あれで国家公務員なんだから世の中は拗ねじくれている。

　俺の方を見て微かすかに笑った白しら木きのおっさんは、後ろのドアを開けて、

「挨あい拶さつは後回しです。まずは乗って下さい」

「……分かった」

　素す直なおに頷うなずいた俺が後部座席に乗のり込こむと、運転席に座すわっていた女性が会え釈しやくしてくる。そして白しら木きのおっさんが外からドアを閉め、助手席に乗のり込こむと、すぐに車は発進した。

「とりあえず訊きくけど、今からどこに向かうんだ？」

「バイトでお疲つかれのところ済みませんが少し長ちよう距きよ離り移い動どうして頂きます。一応強制ではありませんが、宜よろしいですかな？」

　一応、って辺りがおっさんらしい。ごねれば降ろしてくれるが、そうして欲ほしくないしそうはしないだろうと踏ふんでいそうだ。

　俺が「ああ」と短く返すと助手席から振ふり向むいていた白しら木きのおっさんは「ではこちらを」とタブレット端たん末まつを渡わたしてきた。

「……なんかこの展開、覚えがあるな」

「ええ、私もですよ。前回と同じく、とりあえず動画を見て下さい。ただし今回は独自映像ではなく、民放ニュース番組で流れたものです」

「つまり表おもて沙ざ汰たになっていること、か」

　嫌いやな予感は益ます々ます大きくなるが、見ないわけにはいかない。

　俺はタブレットを膝ひざ上うえに載のせ、一時停止のままになっていた動画を再生する。

　まず映し出されたのは、妙みような形をした塔とうだった。竜たつ巻まきをイメージして作りました、みたいな下から上にいくにつれて幅はば広ひろになり、大きくうねった建物だ。煉れん瓦がっぽい色合いで、窓らしきものはない。

　どうやればあんなバランスのおかしい建物が出来るんだろうと不思議に思っていた俺だが、動画が引き画になるにつれて訝いぶかしんでいた顔が固まる。

　どこか海外のデザイナーが建てたような奇き抜ばつな建物だが、周りの風景は全然海外のそれじゃない。

　そして動画が空くう撮さつになった時、気付きは確信に変わった。まるで信じられないけど、それしかないと。

「…………これ、この変な建物の後ろにあるの……国会議事堂、だよな？」

「ご名答です。ああ、念の為ためにライブ映像もご覧になりますかな？　ストリーミング配信で離はなれた場所からずっと映しているチャンネルがありますが……必要なさそうですな」

　俺の顔色を見た白しら木きのおっさんの判断から察するに、どうやらえらく渋しぶい表情になっている。こんなものを見たら当然だが。

「全容が撮とれていた映像はないですが、国会議事堂の周辺に設置されているカメラとガードマンの証言の結果、あの塔とうらしき建物は突とつ如じよ出現したとのことで。『真っ白い光と漏ろう電でんしたような激しい音がしたので雷かみなりが落ちたのかと思った』、らしいですよ」

「……確定案件なのは分かるが、目的は？　犯行声明はあるのか？」

「でしたら、動画を止めてもう一つのタブを開いてみて下さい」

「これか……って、この動画サイトは……」

「ご存知、檸檬れもんさんが度たび々たび動画を上げているサイトですな。そしてその動画が最新の、二時間前に上げられたものです」

　つまりあの変な塔とうが現れた前後だ。順序からすると、あれが出て来た後だろう。

　三分程度の動画だが、果たしてどんな内容なのか。正直かなり怖こわい。

「…………よし」

　小さく深呼吸を挟はさんで覚かく悟ごを決めた俺は、崖がけの上から飛び降りるような気持ちで動画を再生した。

　タイトルもＢＧＭもなく始まった動画は、例の紙かみ袋ぶくろ覆ふく面めんを被かぶった檸檬れもんがバストアップで映っていた。

　そして徐おもむろに覆ふく面めんを両手で持ち上げ、素す顔がおを露あらわにする。

　以前の動画でも顔を晒さらしていたが、あれはそこまで鮮せん明めいに撮とれていなかった。しかし今回はバッチリ、不ふ機き嫌げんそうな檸檬れもんの顔が映ってしまっている。

「……ったく、あいつは……」

　やりやがったという思いはあるものの、想定内だ。

　問題は、素す顔がおのあいつが何を言うかだが──

『えー、あたしです。分からず屋のお兄ちゃんとケンカして家出することにしたので、ちょっと魔ま法ほうで異世界のウルトラ建築物を召しよう喚かんしてみました。これがその内部なんだけど、多機能すぎて使いこなせるか心配です。こことか触さわると壁かべが透すけて外が見える造りで……あ、出来た出来た。これ、向こうからは見えてるのかなぁ？　だとしたらヤなので戻もどします』

　壁かべを触さわって見えた景色は地上何十メートルか分からないが、明らかに高所だった。つまりこれを撮とっているのは、あの建物の上層部か。

『で、本題！　この塔とうは建物であるのと同時に、周辺の魔ま力りよくを吸収してチャージ完かん了りようしたらレーザーっぽい攻こう撃げきで世界中のどこでも攻こう撃げき出で来きちゃうスーパーな兵器になります！　こっちの世界で試ためしたことないけど、向こうの世界だとお城が一つまるっと蒸発しちゃったみたいな威い力りよくなので、たぶんこの世界でもヤバヤバな兵器のはずです』

「……軽々しくなんつー恐おそろしいこと言いやがるんだ、このアホは」

　頰ほおを引ひき攣つらせて突つっ込こむが、動画なので当然返事は無く、画面の中の妹はにやりと笑って続ける。

『ということで、これまで正義の魔ま法ほう少しよう女じよ兼けん世界の支配者としてやってきたあたしは、今後籠ろう城じようして支配者ムーブに力を入れていこうかなー、って思ってるんだけど……もし考かんがえ直なおして欲ほしいなー、って人が直じか談だん判ぱんしに来るよーなことがあれば考え直してやらんこともないです』

「……あいつ、直じか談だん判ぱんなんて言葉知ってたのか」

「反応するべきはそこじゃないと思いますがね」

　苦く笑しよう混まじりに白しら木きのおっさんが呟つぶやく声が聞こえたが、反応はせずに動画を注視する。

『あたしは寛かん大だいなので、一日だけ待ってあげます。なのであたしに何か言わなきゃいけない心当たりのあるどこかの誰だれかさんは、チャージが終わってどかんと一発打っちゃう前にあたしの機き嫌げんを直しに来るよーに！』

「……どういう要求なんだ、これ」

　思わず動画に突つっ込こんでしまった。あとそれは籠ろう城じようとも引ひき籠こもりとも言わない。

『ちなみにこの塔とうは魔ま法ほう建けん築ちくなので、普ふ通つうのやり方だと傷一つ付かないから！　ではでは、これを見た誰だれかさんがどんな顔して頭を下げに来るのか楽しみにしてますっ！』

　言うだけ言って、始まった時と同様に動画はいきなり終わった。余よ韻いんもクソもない。

　分かったことは、あの塔とうが見た目以上のとんでも物件であるのと、あそこに妹が引ひき籠こもる予定ってことだけだ。おまけに世界中に素す顔がおを晒さらして『お兄ちゃんとケンカした』なんて抜ぬかしやがった。

　もういっそ不ふ貞て寝ねしたい気分だが、現実はそうもいかない。

「心中、お察ししますよ。ちなみに今の再生数はいかほどですか？」

「…………七百万回オーバーしてるぞ、これ……」

「おお、流石さすがはネット社会。世界中のニュース番組やサイトで話題になってから一時間程度でそれですか」

「補足ですが、コメント欄らんに動画の内容を各国の言語で解説している方がいます。なので内容も理解しているかと」

「……ダメージの大きい補足をどうも」

　ほんの二時間で何百万人があれを見たってだけでも頭が痛いのに、世界中に知られてしまう訳だ。マジで何もかも忘れて旅に出たい。

「……はぁ…………で、おっさん達は俺にあれをどうにかしろって言うんだな？」

「相変わらず理解が早くて助かりますな。あの建物自体の脅きよう威いは檸檬れもんさんの魔ま法ほうと大差ありませんが、誰だれが見ても強大と分かる存在は民たみの不安に繫つながりますから」

「そういうもんか……？」

「ドラゴンが良いい例でしょう？　たかが図ずう体たいのでかい火ひ吹ふき蜥蜴とかげよりも自然災害を凌りよう駕がする存在の方が脅きよう威い度どは高いはずなのに、可か愛わいらしい女子中学生というだけで多くの人は檸檬れもんさんよりドラゴンの方を恐おそれますよ」

　なるほど、そう言われれば分かる気もする。達人レベルで格かく闘とう技ぎを修めた小こ柄がらな老人よりガタイが大きい強こわ面もての方が怖こわく感じるのと一いつ緒しよか。

「あと、国会議事堂にあんなものが併へい設せつされてしまうと、野党はまた難なん癖くせつけて国会をサボる議員が出て来ますし、与よ党とうは与よ党とうで国民の不安と好き勝手にされたことが支持率低下に繫つながりかねないと騒さわぎますので」

「……少しは俺をやる気にさせる理由言ってくれよ……」

「ならば、もう一つ。お兄さんも今日中に檸檬れもんさんと和解したいのではないですかな？」

「……………………」

　思わず白しら木きのおっさんの顔をまじまじと見るが、助手席に座すわるおっさんは横顔程度しか見えない。ただ、その口元が笑っているのはバッチリ見えた。やっぱり食えないおっさんだ。

「……分かった、どうにかすりゃいいんだろ。けど、俺以外にも説得要員はいた方がいいんじゃないか？　あいつの友達も呼んだらどうだ？」

「そうしたいのは山々ですが、大きな問題があるのですよ。ちょっとタブレットを失礼……ほら、この画像をご覧下さい。あの建物の入り口と思おぼしき場所を撮さつ影えいしたものです」

　おっさんに渡わたしてすぐに戻もどって来きたタブレットには、大きな扉とびらが映し出されていた。そして扉とびらの横にはガムテープで貼はり付つけられた画用紙があって、そこに何やら書かれている。

「次の画像にもう少し拡大されたものが映してあるので、どうぞ」

　言われるがままにタブレットを操作すると、次の画像には画用紙がでかでかとアップで映し出されていた。

　そこに書かれていたのは──

「…………この『お兄ちゃん以外立ち入り禁止』って何だよ……？」

「見ての通りでしょうな。物もの怖おじしない若手議員が無視して扉とびらを開けて入ろうとしたのですが、ビクともしなかったそうです」

「…………」

　つまり俺以外は入れない、と。逆に言えば、さっきの動画の内容からすれば俺は入れるはずだ。『頭を下げに来い』みたいな発言があったことだし。

「それでこの『妹タワー』ですが、」

「待ておっさん。なんだその安易かつ頭おかしい呼び方は」

「ああ、会議で決まったのです。『塔とうなのでタワー。主が兄を求めているので、そこに妹をつけよう』と」

「そんな頭悪い会議してんなよっ?!　もっと他にやることあっただろ!?」

「それがなくて困ったのですよ。我々にはどうにも出来ない、お兄さん待ちです。なのでマスコミ対応する時に何と呼ぶかが会議の中心になったそうです。ははは、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　おっさんは朗ほがらかに笑うが、俺は全然笑えない。

「……つまり、あれか？　これからニュースとかでオフィシャルっぽく『妹タワー』って呼ばれるのか？」

「ええ、そうです。ちなみにですが、あの動画を見て『我こそはお兄ちゃんだ』と自じ称しようする男性が既すでに数人国会議事堂まで来ているそうな。全員丁てい重ちように別室へお連れしましたが」

「………………」

　何だろう、この国にはアホしかいないのか。もしかしてうちの妹はまだマシな部類だったんじゃ…………いやそれもない。元げん凶きようのあいつも紛まがう事ことなきアホだ。

　やる気がマイナスになるくらい磨すり減へって俺が座席にもたれかかっていると、不意に車が停とまって運転席の女性が振ふり返かえる。

「着きました。どうぞ降車を」

「え？　着いたって……このまま行くんじゃないのか？」

　シートベルトを外しているおっさんに訊たずねると、また人を食ったような笑えみを浮うかべ、

「それがタイミング悪く高速で事故がありまして。幸いにも重傷者はいないものの、ここ数時間渋じゆう滞たいが続いているんですよ」

「そうなのか……って、じゃあおっさん達は元からこっちにいたのか？」

　新幹線と特急を乗のり継つげば都内から二時間程度で来れるのかもしれないが、それにしたって早い。事態が発覚した直後にはこっちに向かっていないと間に合わないはずだ。

　俺の疑問におっさんは悪いた戯ずらっぽい笑え顔がおを作り、

「いいえ、東京から飛んで参りました。お兄さんのバイト終わりに迎むかえに行ったのも、店にシフトを確かく認にんしてこちらの到とう着ちやくとタイミングが合いそうだったので、無理に早はや退びけさせなくても良さそうだと判断したからです。一応、定期的に電でん話わ連れん絡らくは入いれさせて貰もらいましたがね」

　どこか勿もつ体たいぶった言い方をする白しら木きのおっさんに眉まゆを顰しかめつつ、俺はとりあえず車から降りる。すると予想とは全然違ちがう光景が広がっていた。

　てっきり隣となり町まちにある大きな駅まで来たのかと思っていたが、どこかの学校だ。校庭に直接車で乗り入れていて、子供の姿がない代わり数人の大人達がいる。

　だが、それより何より俺が気になるのは──校庭のほぼ中央にズシンと構えている、大型のヘリコプターだ。

「自衛隊でも運用している長ちよう距きよ離り移い動どう可能な大型ヘリです。騒そう音おんにさえ目を瞑つぶれば、速度も乗のり心ごこ地ちもなかなかのものですよ」

　どこか自じ慢まん気げに語る白しら木きのおっさんがさっき言っていた言葉を思い出す。『飛んできた』ってのが、文字通りの意味だったとは。

「…………あれに乗るのか？　マジで？」

「ええ、勿もち論ろん。ヘリでの移動は初めてですかな？」

　そんなもんある訳ない。というか、飛行機に乗ったこともないのに、ヘリコプターに乗るだなんて想像すらしたことなかった。

　まだショックが抜ぬけきらない俺を見て白しら木きのおっさんは楽しげに笑い、

「それでは、快適な空の旅と洒しや落れ込こみましょうか。機内食は出ませんが、私のおやつに買った栗くり饅頭まんじゆうくらいなら提供出来ますよ？」

「……いい。食っても全部出しかねないし」

　そう、問題は高こう所しよ恐きよう怖ふ症しような上に電車でも長ちよう距きよ離りなら酔ようことのある俺が、あんな不安定な乗り物で無事に過ごせるかだ。

　しかしここで陸ルートからなんて選せん択たく肢しを選べるはずもなく。俺は心の中で『全部片付いてから檸檬れもんに課すペナルティ』のスタンプカードを一気に押おして、苦々しい表情でアイドリングを始めたヘリコプターに乗のり込こんだ。
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「……下から見ると想像していたよりでかいし、不安定に感じるな」

　印象的には奇き跡せきのバランスで崩れそうで崩れない積み木細工を見たのと似ている。むしろこれがどうして倒たおれないのかが分からない。

　それくらい間近で見る妹タワーは危なっかしくて、現実味のない建物に思えた。

　一時間ちょいヘリに乗ってここまで移動した俺達は国会議事堂にあるヘリポートに直接降りたので、その高さは十分に感じた後だ。国会議事堂を余よ裕ゆうで追おい抜ぬくそのサイズは、たぶん二十階建てのビルより高い。

　こんなものどうやって建てたのかも謎なぞだし、そもそも建築物を召しよう喚かんするっていうのも謎なぞだ。

「ではお兄さん、頼たのみます。お世辞でも誇こ張ちようでもなく、お兄さんだけが頼たよりですからな」

「……責任はあるからやるけど、おっさんには今度焼き肉か寿す司しでも奢おごって貰もらうからな」

「それくらいお安やすい御ご用ようです。経費で落ちますしな」

　他の大人は割と深刻な表情でこっちを見ているのに、白しら木きのおっさんは飄ひよう々ひようとしている。おかげで俺も余計な気負いをせずに済むが、釈しやく然ぜんとしないのも確かだ。

「んじゃ、行ってくる。失敗しても文句は言わないでくれよ」

「それは難しいですな。自や棄けになられてあの建物で攻こう撃げきでもされたら一大事です」

「その時は映画の撮さつ影えいだの世紀のマジックショーだの言って誤ご魔ま化かしてくれ」

　軽口に肩かたを竦すくめるおっさんに見送られ、俺は妹タワーの入り口に向かって歩き出す。

　国会議事堂を隠かくすように聳そびえ立たつ歪いびつな建物は存在感が凄すごくて、近付くにつれてマジで倒たおれてこないか不安になる。捻ねじれてるし上に行くほど大きくなるし、怖こわすぎだ。

　一応、今はマスコミ規制をかけていてこの周辺の撮さつ影えいは禁止しているらしい。とはいえ、野次馬がかなり集まっているのがヘリに乗っていて見えたし、これ以上大事になる前にどうにかしておきたい。

　なので俺は心持ち足早で入り口までやって来た……が……

「……どうやって入るんだ、これ……？」

　壁かべに画用紙の貼はられたそこには開きそうな部分はあるけど、ドアノブもなければ手を引ひっ掛かけられる窪くぼみもないし、スイッチもない。

　どうすりゃいいのか分からず俺が立たち尽つくしていると、

『──ようやく来たようだね、お兄ちゃん』

　どこからともなく響ひびいてきた声は、よく知ったものだった。

　しかもこの勿もつ体たいぶった感じ。怒おこっているというより、調子に乗っている時に近い。

「……お前の要望通り来てやったぞ。さっさとここを開けるか、お前の方から出て来い。んで、これ片付けて帰るぞ」

『残念でしたー、あたしは家出中なんです！　帰かえって来きて欲ほしかったら塔とうの最上階にいるあたしのところまで来ることね！』

「…………で、どうやって入るんだ？」

『それ、許可してる人なら素す通どおり出来るの。後のことは中で聞いて。そして数々の難関をクリアしてあたしの前で跪ひざまずくのだ！　あっはっはっはっはぁー！』

　最後はなんか下手な演技みたいな笑い方して、檸檬れもんの声は聞こえなくなった。

　面めん倒どうだし迷めい惑わくだしやってられないが、今ので確信した。あいつはまだ怒おこっているけど、今はこの状じよう況きように乗って悪役ムーブを楽しんでいる。

　ストレス発散になっているのならいい。ただしそれに巻まき込こまれる身としては文句の十や二十は言いたいが。

　ともあれ、俺は試ためしに数歩進んで入り口らしき部分に手を伸のばしてみた。すると壁かべにしか見えないのに、何の感かん触しよくもなく手が壁かべを通とおり抜ぬける。

　試ためしに地面に落ちている石を拾って同じ辺りに投げてみると、カツンと音を立てて弾はじかれた。つまりホログラムとか幻げん覚かくとかじゃなくて、本当に俺だけ通れるらしい。

「こんな建物が異世界にはゴロゴロあるんかな……まあいいや、行くか」

　見知らぬ世界に思いを馳はせるのは問題が解決してからでいい。

　覚かく悟ごを決めて閉ざされたままの入り口に歩を進めると、何の感かん触しよくもなく壁かべをすり抜ぬける。顔がぶつかりそうで反射的に目を瞑つぶってしまったが、次に目を開けた時にはもう壁かべの向こう側で、ほぼ何もない空間が広がっていた。

　建物の内部で照明もないのに明るいのは不思議だが、それ以上に気になるのは、

「……え、階段は？」

　さして広くない空間なので一目で分かるが、そんなものはない。エレベーターは当然ないし、梯はし子ごみたいなものも見る限りない。

　天てん井じようも穴は開いてないし……これはどういう欠けつ陥かん住じゆう宅たくなんだろうかと首を捻ひねっていると、またあの声が聞こえてくる。

『ようこそ、お兄ちゃん。このクランドルヴ──こっちの世界風に言うと「妖よう精せい女王の別べつ荘そう」に驚おどろきを隠かくせない様子だね！』

「これ、そんな名前だったのか。お前の上げたアホな動画と貼はり紙がみのせいで、外では妹タワーで定着してるぞ」

『噓うそだぁ?!　なんという弊へい害がい……後で断固抗こう議ぎするとして、今はクランドルヴについての説明を優先するよ！』

　物もの凄すごいショックを受けた声を出したくせに切きり替かえは早い。こういうところは考かんがえ込こみすぎる俺としては素で羨うらやましいが、確かに今は説明が先だ。

「まず真っ先に訊ききたいが……これ、どういう建物なんだ？　異世界では普ふ通つうの物件だったりするのか？」

『ブッブー、外れです。これはね、あたしの魔ま力りよくを封ふう印いんしたり使い方を仕し込こんだりしてくれていた宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの人の師し匠しようが造った大だい傑けつ作さく、らしいの。ただしすんごい魔ま力りよくが多くないと使用出来ないから、これの存在を教えてくれた宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しの人も使えなかったみたい。あたしは試ためしてみたら呼び出せて使えたんだけどね。どう？　凄すごいっしょ？』

「……で、どういう造りなんだよ？　お前のいるところにはどうすりゃ行けるんだ？」

『おおっと、そう簡単にあたしのいる最上階には辿たどり着つけないよ！　そこの中央に描えがかれている円の中に入って上に行きたいとか下に行きたいとか思えば移動は出来るけど、その権限は現在の主であるあたしが握にぎっているのです！　なのでお兄ちゃんは途と中ちゆう三つの関門をクリアしないと最上階には行けないんだよ！』

　また面めん倒どう臭くさいことを言い出した。あいつゲームとかバラエティ番組とか好きだから、こういうシステムをやりたがるんだろう。第三者ならともかく、やらされる身としては本気で迷めい惑わくだから勘かん弁べんして欲ほしい。

　だが降ってくる声はノリノリのまま、

『という訳で、まずは一つ上の階に来きて貰もらおうかなっ。詳くわしいことはそこで説明してあげるから、やってご覧なさいな！』

「…………面めん倒どうだから帰りたくなってきたんだが」

『ふっふー、それは無理だよ。お兄ちゃんに入室許可は出したけど退出許可は出してないから、勝手に出ることも出来ないよ！　クリアする以外に出られる方法はありません！』

「………………なんであいつの引ひき籠こもりに俺まで付き合わされることになってるんだか……ったく……」

　まあ本気で帰るつもりはなかったので、渋しぶ々しぶながら床ゆかに描えがかれた円の中に移動した。

　あと、実のところ少しだけわくわく感もある。檸檬れもんの魔ま法ほうで空間転移したことはあるが、自分の言葉で仕し掛かけが発動するっていうのは……柄がらにもなくちょっと浮うかれているかもだ。

　さてどんな感じなんだろうと小さく息を吸って、

「上の階へ行きたい──っとぉ!?」

　言った瞬しゆん間かん、ブランコを漕こいだ時や速いエレベーターに乗った時みたいな浮ふ遊ゆう感かんがあった……と思ったら、目の前の景色が急に変わる。暗転も何もなく、一コマで切きり替かわったような感じだった。

「ここが上の階、か？」

　入って来た何もない空間よりも広くて、ここにはちゃんとした家具が置かれていた。尤もつともやはり異世界の家具なので、木製だしデザインもシンプルながら日本の物とは全然違ちがう。部屋みたいに区切られた部分もあるし、ちょっと探検してみたく──

「やっと来たねお兄ちゃん！　ずぅっと待ってたんだよ！」

「あ？　檸檬れもんは上に待ってるんじゃ…………んん？」

　背後から声が聞こえてきたので振ふり向むいた俺は、また眉まゆを顰しかめることになった。

「檸檬れもん……と、平たいらさん……？」

　妹はともかく、まさか平たいらさんまでいるとは思わなかった。ヘリの中や降りてから何度か電話をしても連れん絡らくの取れなかった彼女がここにいるなんて、完全に予想外だ。

　戸と惑まどう俺に対し、平たいらさんはどことなく申し訳なさそうな表情で、

「……すみません、太た一いちさん。檸檬れもんさんにどうしてもと熱ねつ烈れつにスカウトされてしまって……」

「……いやまあ、仕方ないと思いますけど……」

「申し訳ありませんが、今こ宵よいばかりは太た一いちさんと敵対させて頂きます。これも悲しい運命だと思って……！」

　……なんか涙なみだ目めで一人盛り上がってるし。流石さすがは勝手に追おい込こまれて媚び薬やくなんか使った人なだけはある、常人とはアクセルの踏ふみっぷりが違ちがう。

　そして気になることはもう一つ。

　平たいらさんの前にいるのは檸檬れもんだが……なんか違ちがう。顔と声は妹そのもの……とはいえ、服装が妙みようにフリルやらリボンやらをあしらったエプロンドレス姿なのも、兎うさぎの耳と尻しつ尾ぽが生えているのも変だが……そういうのじゃなくて、何かが違ちがう。

「……お前、檸檬れもんじゃないのか。誰だれだ？」

「おおっと、流石さすがだねお兄ちゃん。そう、ここにいるあたしは主である檸檬れもんちゃん様の容姿と思考をコピーして造られた塔とうの精せい霊れいみたいなものだよ！　本当は好きに容姿も性格も変えられるんだけど、面めん倒どうだし細かい操作は難しいから、一番オーソドックスな主人と同じ設定にしたの。驚おどろいたっ？」

「驚おどろきはしたが……つまり説明はお前がするのか」

「そうだよ。このあたしは最上階にいる主人とリンクしているから、感覚は共有しているし指示もリアルタイムで来るよ。つまりあたしの言葉は檸檬れもんちゃん様の言葉と思ってくれて構わないの！」

　ない胸を張る姿は、確かに妹とそっくりだ。見た目だけじゃなくて、無む駄だに偉えらそうなのが逆に滑こつ稽けいなところも。

　つまり、本体は最上階で高みの見物ということか。

「……ちなみに、お前って塔とうの外には出られるのか？」

「それは無理なんだなー。あたしは塔とうの魔ま力りよくで造られた人じん工こう精せい霊れいだから、このクランドルヴから出られないというか、ここでのみ存在出来るの」

「なら良かったわ。こんな便利なのが外で使えたら、あいつ益ます々ます無ぶ精しようになりそうだからな」

　なんというか、部屋で寝ね転ころんでお菓か子しを食べたまま、学校も家事も宿題もコピー精せい霊れいにやらせる姿が安易に想像出来た。俺からしたら悪夢みたいな光景だ。

　……と、兎うさぎ耳みみをピコピコ揺ゆらしたコピー檸檬れもんが腰こしに手を当てて、ふわりと宙に浮うく。

　こういうところは妖よう精せい感かんがあるなー、と俺が考えていると、

「ではでは早さつ速そく、第一の関門はこのたいらーさんが相手だよ！　お兄ちゃんには手て強ごわすぎるかもね！」

　意い気き揚よう々ようと煽あおってくるが、正直どの分野でもこの人に勝てる気はしない。第一関門の難易度設定間ま違ちがえてるだろ、絶対。

　まあ、運が絡からむ勝負なら多少は勝ち目もある。双すご六ろくとかババ抜ぬきとか。

　気分的には罰ばつゲームの内容発表を待つ感じでいる俺に、檸檬れもんと同じ外見の精せい霊れいはにまっと挑ちよう発はつ的てきに笑い、

「記念すべき第一関門は──料理対決だよ！」

「…………料理？」

「そうっ！　上の階に調理スペースがあるから、二人にはそこで料理を作つくって貰もらいます。それで美お味いしかった方が勝ちだよ！」

「……………………」

　よりによって、うちで家政婦してくれている平たいらさんと料理で勝負、か。普ふ通つうに考えたら負け確定イベントだ。

　ちらりと平たいらさんの様子を窺うかがってみれば……まださっきの悲劇の宿命モードのままっぽい。手を抜ぬいてくれるだなんて期待はしない方が良さそうだ。

「制限時間は二時間ね。それ以上は審しん査さする最上階の檸檬れもんちゃん様が待ちきれないので。そしてそして、運命を決める注目のメニューは──カレーだよ！」

「待て、作る料理まで決まっているのか？」

「そだよ。異論反論は受け付けておりません。本当はビーフストロガノフとかピザとかハイカラなのにしたかったのにお兄ちゃんの作れる料理にしたんだから、むしろ感かん謝しやして欲ほしいくらいだよ」

「……一応言っておくと、レシピがあればどっちも作れるぞ」

「噓うそっ、ホントに!?　え、じゃあ、うーんと………………あー…………やっぱいいや、カレーで！　もうカレーの口になっちゃってるし！」

　悔くやしげにそんなことを言う姿は檸檬れもんそのものだ。本当にこいつ精せい霊れいなのかと疑いたくなるレベルで。

「上の階に色々と用意してあるから、そこにある食材で美お味いしいカレーを作った方の勝ちね！　量は少なくとも五人分、水や火の使い方が分からなかったらたいらーさんが知ってるから訊きくよーに」

「……分かったが、一つ質問いいか？」

「おっと、勝負に関わる質問には答えられないよ？　例えば檸檬れもんちゃん様が今は何カレーが食べたいとかね！」

「そんなんどうでもいい。上にあるっていう食材はどこで調達してきたんだ？　勝手に生えてくるなんてことはないだろ？」

「そりゃそうだよ。一時間くらい前に空間転移してたいらーさんに買かってきて貰もらったの」

「その代金は？」

「あ、それはたいらーさんに…………」

　話の途と中ちゆうで檸檬れもんもどきはしまったという表情になる。どうやら俺が何を気にしていたのか悟さとったらしい。

「……お前、平たいらさんが断らないのをいいことにそんな散財を──」

「そっ、それじゃ二人とも頑がん張ばって！　よーいスタート！」

　怒おこられる前に檸檬れもんもどきは慌あわてて開始の合図を出すと、溶とけるようにその場から姿を消した。いつもの空間転移とは違ちがう辺りは精せい霊れいならではなのかもだ。

　怒いかりの矛ほこ先さきを失った俺はわしゃわしゃと頭を搔かいてから平たいらさんに向き直り、

「アホな妹が面めん倒どうをかけてマジですみません。いくらかかりました？　ちゃんと払はらいます──あいつの小こ遣づかいから」

「そんな、大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんと領収書貰もらったので、経費で落とせますから」

「そうですか……でも、こんな厄やつ介かい事ごとにまで巻まき込こんでしまって……」

「いえ、いいんです。断ろうと思えば断れたのを、協力すると決めたのは私ですから。なので太た一いちさんには申し訳ありませんが、全力を尽つくさせて頂いただきます」

　ぐっと胸の前で両手を小さく構える平たいらさんは年上と思えないくらい可か愛わいかったが、そこに感動するよりも安あん堵どの方が強かった。

　こんな無茶苦茶なことをしながら、力や立場を振ふりかざして無理に従わせているのではないらしい。その一線を越こえずにいたのに安心した。

　とはいえ、だ。塔とうの力を振ふるってしまえば恐きよう怖ふ政せい治じと変わらないことになる。あいつは単なる脅おどしのつもりかもしれないが、檸檬れもんをよく知らない人達には笑って済ませられないだろう。

　だから妹タワーなんて呼ばれる馬ば鹿かげた建物は、さっさと消さないと。

「……さてと。カレー、か」

　本職顔負けの家政婦さん相手に料理勝負というハードルの高さに、気は滅め入いる……が、どうにもならない勝負でもなさそうだった。




「さあっ、お待ちかねの審しん査さタイムといきましょうかっ！」

　威い勢せい良よく宣言した兎うさぎ耳みみ付きの檸檬れもんもどきはスプーン片手に張り切っていたが、作った側の俺はローテンションで、形ばかりの拍はく手しゆをする元気もなかった。

　一つ上のフロアに行くと、確かにカレーに使える食材がたくさんあり、壁かべ際ぎわの台には調理道具も揃そろっていた。だが謎なぞの竈かまどらしきものや水道なしに瓶びんから水を汲くむシステムに苦戦して、普ふ段だんの倍以上は下準備に手間取ってしまい、煮に込こむ間には『……俺、なんでこんなことやらなきゃならないんだろう』と哲てつ学がく的てきな悩なやみまで浮うかび上あがる始末だ。

　二時間の制限時間内に調理は終わったが、バイトやらヘリ移動やらの疲つかれがどっと出てしまい、盛り上がるような元気はなくなっていた。

　それともう一つ、気になることがある。

「審しん査さって、檸檬れもんがするんじゃないのか？」

「そだよ。だから五人分って言ったでしょ？　最上階にいる檸檬れもんちゃん様とあたしが同時に食べて、檸檬れもんちゃん様の感想をそのまま伝えるスタイルだよ」

「……それ、お前も食べる必要性ってあるのか？」

「えっ？　だって食べたいもん。ご飯なんて食べたことないし」

　しれっと私利私欲の行動だと言い切りやがった。流石さすがは檸檬れもんの性格をコピーしたってだけのことはある。

「それじゃ、まずは先に出来てたっぽいたいらーさんのカレーからいただこうかなー」

「分かりました。では、どうぞご賞味下さい」

　言われてすぐに、平たいらさんは既すでに盛り付けまで終えた皿の載のったトレーを檸檬れもんもどきへと差し出した。

　二皿載のったトレーを受け取った兎うさぎ耳みみの精せい霊れいは「じゃ、ちょっと待っててね！」と言い残し、そのままエレベーター代わりの円の中に消え、上へと行ってしまった。三十秒と待たずに戻もどってきたが、トレーには一皿しか残っていないので本物の檸檬れもんに渡わたしてきたらしい。

　そして僅わずかな待ち時間のうちに平たいらさんが「良かったら太た一いちさんもどうぞ」と小さめの皿にカレーを盛って渡わたしてくれていた。

　礼を言って受け取ったカレーはというと、

「へー、三種類のルゥが掛かかってて美お味いしそう！　しかも赤黒緑ってなんか凄すごい！」

　檸檬れもんもどきの言う通り、平たいらさんの作ったカレーは中央に山盛りにしたご飯を堤てい防ぼうのようにして、三種類のルゥを分けて流ながし込こんだ形になっていた。

　時間的にも初めての調ちよう理り環かん境きよう的てきにも難しいだろうに、流石さすがだ。

　しかもこれ、匂においから察するにかなり気配りもされている。

「早さつ速そくいただきまーす！　でも黒いのはともかく、他は辛からそうだなー……」

「いいえ、どれも辛からくないので大だい丈じよう夫ぶですよ」

「えー、ホントに？　あたし知ってるよ、辛からいのヘーキな人の大だい丈じよう夫ぶは信用出来ないって」

「赤いのは粉末のパプリカが入っているからです。緑色の方はサグカレーといってほうれん草のカレーで、辛からくて有名なグリーンカレーとは違ちがいまろやかな野菜の甘あまさが感じられると思いますよ」

「え、そうなの？　……あ、ホントだ全然辛からくない！　しかも美お味いしい！」

　一度口に入れると、さっきまでの警けい戒かいはどこへやらで忙せわしなくスプーンを動かしていく。

　俺は一足先に食べ始めていたが、妹の感想通り辛からさは殆ほとんどなく、それでいてカレーらしいスパイシーさもちゃんとある。赤いルゥはパプリカで彩いろどられているが、バターチキンの旨うま味みがしっかり効いていた。

「黒は富と山やまのブラックカレーを私なりにアレンジして作りました。檸檬れもんさんはしっかりとした濃こい味がお好きのようなので」

「うんうん、バッチリだよたいらーさん！　すっごく本格的なのにお店のカレーと違ちがって辛からくないし！」

　バクバクと食べながら褒ほめる言葉に、平たいらさんは嬉うれしそうに頭を下げる。

　これが見ず知らずの料理が上う手まいだけの人なら、もっとスパイスをふんだんに使って辛からさの中に奥おく深ぶかい旨うまみを感じさせてくれる本格カレーを作るのかもしれないが、食べる相手が檸檬れもんなので平たいらさんは敢あえて辛からくないカレーで勝負した訳だ。しかもそれが今まで食べたことのあるカレーの中で文句なしに一番美う味まい。これ後でレシピ教おしえて貰もらおう。

「ぷはーっ、美お味いしかったぁ！　檸檬れもんちゃん様も大満足です！　二皿目がなければお代わりしてたのにな、残念だなー」

　怒ど濤とうの勢いで完食した檸檬れもんもどきがチラチラと挑ちよう発はつ的てきにこっちを見てくるが、それ作ったのお前じゃないし。平たいらさんが凄すごいだけなのにどうしてここまで勝かち誇ほこれるのか。本人じゃないのは分かっているけど、絶対檸檬れもんも同じことするはずだ。

　まあでも、俺としては作ったカレーを提供する以外にやれることはないので、特に反発もせずカレーを盛って二皿トレーに載のせ、

「ほら、上へ持ってけ。食いすぎるくらいなら残せよ」

「む、勝手に仕切りだした。まあいいけどさー」

　不満げながらトレーを受け取った檸檬れもんもどきがまた上へと向かい、俺は続けて平たいらさんにお返しのカレーを少なめにして盛り付ける。

　と、思っていたより早く檸檬れもんもどきが戻もどって来きて、

「それでお兄ちゃん、これは何カレーなの？」

「豚ぶたコマのカレー。いつも家で作ってるやつ」

「……お兄ちゃん、それで勝てると思ってるの？　確かにお兄ちゃんの作るカレーは美お味いしいけど、普ふ段だんは一日寝ねかせてるじゃん。作ってすぐはちょっと物足りないって檸檬れもんちゃん様は知ってるんだよ？」

　こいつ、俺が見ていないうちにつまみ食いした情報をよくも堂々と語りやがる。まあコメント自体は間ま違ちがってはいないが。

　ただ、ガッカリ顔をするのは勝手だが、それは早さつ急きゆうすぎる。

「よく見てみろ。ただのカレーじゃないだろ」

「へっ？　ふつーのカレーにしか見えな…………あぁっ?!　こ、これは……カレーの下にカツが隠かくれてっ!?」

「ちなみにとんかつじゃなくてチキンカツな」

　スプーンを握にぎり締しめた手をわなわなと震ふるわせる様子を見るに、どうやら目もく論ろ見み通どおりだ。

　言ってしまえばただのカツカレーだが、煮に込こむ時間が足りない分のコクはカツが補ってくれるし、鶏とり肉にくは柔やわらかいからスプーンでも切れやすい。

　そして何より、チキンカツのトッピングは檸檬れもんの大好物だが、家ではあまりカツカレーを作らなかった。カツだけでもメインを張れるのにそんな贅ぜい沢たく合あわせ技わざは滅めつ多たにやらない。

　その甲か斐いあって、檸檬れもんもどきはカツカレーを無言で貪むさぼり食くっていた。美う味まいとも言わないが、あの幸せそうに頰ほお張ばる顔を見れば感想なんて必要ない。

　俺のカレーと平たいらさんのカレーでどっちが美う味まいかアンケートを取れば、たぶん九割近い人が平たいらさんに入れるはずだ。けど今回たった一人の審しん査さ員いんである檸檬れもんを射止めればいい。

「はー…………あ、そだそだ判定するんだった。どっちも美お味いしかったで終われないのが辛つらいとこだよねー」

　俺の作ったカツカレーを綺き麗れいに平らげた檸檬れもんもどきは腹をさすりながら、

「ううん、迷うなー…………迷うけど、強しいて選ぶなら………………ええい、こっち！」

　苦く渋じゆうの決断と言わんばかりに右手に握にぎり締しめていたスプーンで指したのは、カツカレーの皿の方だった。

「たいらーさんのカレーはメチャウマだったし正直お兄ちゃんを勝たせたくないんだけど、あんなカツカレーを出されちゃったら仕方ないや。檸檬れもんちゃん様は公正なので、お兄ちゃんの勝利を認めましょう！」

「……おう、それは何よりだ」

「おっと、第一関門を突とつ破ぱしたからって調子に乗らない方がいいよ！　次の階にはハイパーな猛も者さが待ち構えてるんだからねっ。ふはははははははーっ！」

　妙みような高笑いをした檸檬れもんもどきはその場でくるりと一回転し、溶とけるように姿を消した。たぶん一足先に上の階へ行ったんだろう。

「……やれやれだな。あいつ、どこまで本気でどれだけふざけているんだか」

　高い天てん井じようを見上げて呟つぶやくと、音もなく隣となりに来た平たいらさんが微ほほ笑えみ、

「とても檸檬れもんさんらしいと私は思いますよ。それは太た一いちさんも分かっているのでしょう？」

「……どうしてそう思うんです？」

「今の料理勝負、他のメニューならば私が勝ってしまっていたと思うので。ちゃんと勝ち筋を残した……というより、お兄さんの作ったカレーが食べたかったのが本命なのかもしれないですけど」

　俺が内心でそうかもと思っていたことをズバッと指し摘てきされた。まあ、後半の予想はかなり怪あやしいが、俺に勝ち目のある対決にしたのは間ま違ちがいない。それが意識してか無意識なのかは分からないけど。

「私も、ちょっと特とく殊しゆではありますけど施し設せつ育そだちですから、少しは檸檬れもんさんの気持ちが分かるつもりです。勘かん違ちがいなら申し訳ないのですが……」

「や、平たいらさんにはいつも世話になって感謝してますし、気を配くばって貰もらえるだけでも十分すぎます。なんで、これが笑える騒さわぎのうちに終わらせて一いつ緒しよに帰りましょう」

「……はいっ。それでは後始末は私に任せて、どうぞ次の階へ」

「すみません、頼たのみます」

　もうここに入ってから二時間経過している。こっちは吞のん気きに料理作って食べ比べしていただけだが、何も知らない外の人達は不安だろう。この塔とう、どういう仕組みか電波が届かないから連れん絡らくも取れないし。

　平たいらさんに後をお願いして円の中に立ち、『上がれ』と思うと、仕し掛かけが反応して体が浮ふ遊ゆう感かんに包まれた。その直後にはフィルムが切きり替かわるように次のフロアに移動する。

「さて、次はどんな…………ん……？」

　新たなフロアに着いた俺がまず目にしたのは、奥おくの方が一面鏡張りになっているのと、その少し手前に置かれた大きなベッドだった。そしてベッドの横には檸檬れもんもどきの精せい霊れいが気まずそうな顔をして立っている。

　状じよう況きようが全然分からないままとりあえずベッドに近付いてみると……何な故ぜだろう、すやすやと眠ねむる鴻こう巣のすさんの姿が。いや問題はそこじゃなくて、胸の上に置かれたメッセージカードだ。

「…………『愛いとしい人からのキスでしか起きません』、って……眠ねむれる森の美女か……？」

「あっ、あたしは知らないもんっ。加か奈なちゃんが『ここは私に任せて』って言うから安心して任せていたら、なんかこうなってて……」

　困こん惑わく顔がおで首を横に振ふる檸檬れもんもどきが「か、加か奈なちゃん起きてっ。お兄ちゃんもう来ちゃったよ!?」と肩かたを揺ゆらすものの、眉まゆ一つ動かない。熟じゆく睡すいなのか演技なのか分からないが、難敵だ。色んな意味で。

「……これ、俺の不戦勝ってことで良くないか？」

「ダメっ！　こんなに待たせておいてスルーしちゃったら、加か奈なちゃんしばらく口利きいてくれなくなるかもしれないじゃん！」

「それはそっちの問題だろ。実際、どうすんだ？　鴻こう巣のすさん相手じゃお前の本体を起こす時みたいに逆さかさ吊づりとか出来ないぞ」

「そんな処しよ刑けいみたいな起こし方してたのっ!?」

　やったのは一回だけで、しかも檸檬れもんは起きなかった。その上、鴻こう巣のすさんはスカートを穿はいているので出来る訳がない。

　とはいえ、だ。

「起きないならどうしようもないだろ。それとも何か？　俺にキスしろとでも？」

「そんなのダメっ。でも加か奈なちゃん全然起きないし…………ええいっ、こうなったら……！」

　どれだけ揺ゆさぶってもピクリともしない鴻こう巣のすさんに業ごうを煮にやしたのか、檸檬れもんもどきはぐっと身を乗り出して──キス、しやがった。しかもマウストゥマウスで。
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　これは擬ぎ態たいしている精せい霊れいの独断なのか本体の指示なのか、果たしてどっちなんだろうかと考える俺の見ている前で、檸檬れもんもどきが体を離はなすのとほぼ同時に鴻こう巣のすさんの両目が開いた。

　指先で唇くちびるをなぞり、呆あきれ顔がおの俺とピョンピョン飛とび跳はねている檸檬れもんもどきを見比べて、

「……様子を見るに、王子様ではなくお姫ひめ様さまのキスでしたか」

「でしたか、じゃないでしょっ?!　これ体は精せい霊れいだけど感覚共有してるんだから、ラップ越ごしよりずっとリアルな間接キスだったよ!?」

「ああ、そういえば本人じゃないのね。ならお互たがいノーカウントにしておきましょう？」

「当然じゃん！　というか何なのこれっ?!　加か奈なちゃん、もう少しでお兄ちゃんに奪うばわれちゃうところだよ？」

「それはそれで構わないつもりでしたよ？　だってお兄さんなら……」

　意味ありげに目配せをしてくる鴻こう巣のすさんは、本当に檸檬れもんと同い年なのか疑いたくなる色気がある。だが、俺も知り合ってそこそこ経たつので真まに受けて逆の上ぼせたりはしない。

　むしろ顔を真っ赤にし興奮しているのは檸檬れもんもどきで、

「なっ、なななっ……!?　か、加か奈なちゃん、いつからそんな尻しり軽がるキャラに……?!」

「アホか。俺がやるとしたらお前みたいに口にしないで、手か額にするぞ。それを見み越こしての発言だろ」

「えっ…………あ、そーいう……じゃああたし、思いっきし早まってんじゃん……！」

　頭を抱かかえる檸檬れもんもどきを、鴻こう巣のすさんはクスクス笑いながら見つめる。そして一ひと頻しきり余よ韻いんを楽しんでからポンと両手を合わせ、

「では、ここでの試練は以上です。お疲つかれ様さまでした」

「………………はぇ？　加か奈なちゃん、まだ何もしてないよ……？」

「私を起こせばクリアだったの。だから、お終しまい」

「……えええぇぇえっ!?　やぁっ、だってあたしが起こしちゃったじゃん！　ノーカン、ノーカンにしよ!?」

「駄だ目めです。ここは私に任せてくれるって約束で、お兄さんなら口にでなくてもいざ実行するのはかなり悩なやんだはずだもの。それを檸檬れもんちゃんが台無しにしたのだから、私のミスじゃないです。なのでリテイクはなし」

「むぐぐぐぐっ…………ああもう分かった分かりました！　このフロアはクリアってことで認めてあげるよ！」

　……なんか知らんが勝手に終わった。これはこれで少し寂さびしいものがある。まあ楽が出来るに越こしたことはないから言わんけど。

　そしてぶんむくれの檸檬れもんもどきは恨うらみがましい目を鴻こう巣のすさんではなく俺に向けて、

「調子に乗らないことだよお兄ちゃん！　次こそは泣きべそかかせてあげるんだからっ」

「……いや仮に負けたとしても泣くことはたぶんないぞ？」

「泣くくらい真しん剣けんにやるのっ！　こんな風に勝てるのは今回だけなんだからねっ！　ちゃんとガチのマジで挑いどむよーに！」

　自じ爆ばくしておきながら盛せい大だいに負まけ惜おしみを吐はいて、檸檬れもんもどきはパッとこの場から姿を消した。どちらかというと真しん剣けんさを求めるべきはお前の親友だと思いはしたが、もういないし拗こじれても面めん倒どうなだけなので胸の内に留とどめておく。

　やれやれだと小さく息を吐はき出だし、俺は改めてベッドに寝ねたままの鴻こう巣のすさんに向き直り、

「……迷めい惑わくかけて悪いね。上う手まくあしらってくれてたみたいだけど」

「気にしないでいいですよ。私も好きで付き合っただけで、気を揉もんだり疲つかれたりする程ほど全力を尽つくしてはいないですから」

「そう言いって貰もらえると助かる。なるべく早く終わらせるから、もう少し待っててくれな」

「いえ、長引いても構わないです。その代わりお二人の気の済むまで、悔くいも遺い恨こんもないよう終わらせて下さいね？」

　……この子は本当にうちの妹と同い年なんだろか。何この風格。容よう姿し端たん麗れいな社しや長ちよう令れい嬢じようってだけでもお釣つりが来るのに、ハイスペックすぎだ。

「檸檬れもんもちょっとでいいから鴻こう巣のすさんのこと見習って、落ち着きと思し慮りよ深ぶかさを身に付けてくれればな……」

「そう、ですか？　私は檸檬れもんちゃんが羨うらやましいですけど」

「え。あいつのどの辺りが？　魔ま法ほうが使えることか？」

「それもありますけど、私はあんな風に自分の思うままに動けないですから。あと、素す敵てきなお兄さんがいるところも」

　そこで意味ありげに微ほほ笑えまないで欲ほしい。やっぱ檸檬れもんは檸檬れもんのままでいいや。こんな手て強ごわい妹だったら今とは違ちがう意味で気き疲づかれが凄すごくなりそうだ。

「……尻しりを叩たたかれたことだし、ちゃんと全部ぶつけてくるよ。最後の関門は誰だれが相手か、想像もつくし」

「それでは、私は決着までもう少し寝ねておきます。全部済んでから檸檬れもんちゃんに言いたいこともあるので、体力温存です」

「了りよう解かい。キッチリ片付けて来るから、また後で」

　ベッドで寝ね直なおしながら手を振ふる鴻こう巣のすさんに見送られ、俺は再び中央部にある円の中に入り、上のフロアへと移動し……見慣れた人物が檸檬れもんもどきの隣となりに立っているのが見えた。

「やっぱり、最後は須す賀が沢さわか……」

「よ、よろしくね桜さくら咲ざきくん。お手て柔やわらかにお願いします」

「それはむしろこっちのセリフなんだけどな。というか、家を留守にして大だい丈じよう夫ぶなんか？」

「あ、うん。両親がお休みで夕飯のことはちゃんと頼たのんでおいたから。そしたら今日は皆みんなでお寿す司し食べに行くことにするって…………お寿す司し……」

　いつもの人の好よさそうな笑え顔がおがどんより曇くもってしまった。妹いもうと程ほどじゃないけど、須す賀が沢さわもわりかし食欲に素す直なおな奴だから、かなり無念だったんだろう。

　それでも檸檬れもんに付き合うことを選ぶ辺り、本当に人が好よすぎる。むしろもうちょい自分本位に動いてくれていたら俺もここを素す通どおり出来たのに。

「それで、須す賀が沢さわと俺でどんな対決させようっていうんだ？」

「おおっと、威い勢せいがいいのもここまでだよ。のりちゃんは知の番人としてこの階を守っているんだからね！」

　早くも勝かち誇ほこる檸檬れもんもどきは殴なぐりたくなるが、確かにそれは厄やつ介かいだ。正直、須す賀が沢さわに勉強でも知識でも敵かなう気はしない。

　敗はい色しよく濃のう厚こうな予感がする中、檸檬れもんもどきは近くのテーブルへと手を伸のばし、

「注目の最終関門は──檸檬れもんちゃん様クイズだよ！」

　ババン、と両手にノート大のホワイトボードを掲かかげ、意味不明な宣言をした。

「………………は？　なんだそれ？」

「お兄ちゃんは吞のみ込こみが悪いなー。文字通り檸檬れもんちゃん様に関するクイズを出すから、その成績で勝負するんだよ。一問十点ね」

「……………………………………マジかよ……」

　予想だにしていなかったアホな勝負内容に、思わず貧ひん血けつを起こしそうになる。

　くらっときた頭に手をやって項うな垂だれる俺の耳に、やたらと明るい声が飛とび込こんで来きた。

「このホワイトボードに解答を書いて、二人でポイントを競きそって貰もらうよ。本当は早はや押おしにしたかったんだけど、あのピンポーンって鳴るヤツがどこで売ってるか分からないからこっちになりました。残念だね？」

「……残念なのはこれ考えた奴の頭だっての…………ったく……」

　本音としてはもう回れ右して帰りたいが、そうもいかない。この塔とうとアホな妹をどうにかしてからじゃないと。

　渋しぶ々しぶながら差し出されたホワイトボードを受け取り、げんなりしつつ須す賀が沢さわを見る。こんな与よ太たに巻まき込こんで本当に申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいになるが、意外そうな様子じゃないので内容は知っていたのかもだ。だとしたら考え直せと説教しといて貰もらいたかったけど。

「それじゃ、早さつ速そく第一問だよ！　まずはこちらの画像をご覧くださいっ」

　言って檸檬れもんもどきが手に取ったのはうちで使っているタブレット端たん末まつで、画面に触ふれると自じ撮どりらしき妹の画像が現れる。

「これは檸檬れもんちゃん様がお気に入りの服を着て撮とった一枚ですが、この服のブランド名は何というでしょうっ?!」

「…………えぇ……？」

　目を凝こらしてよく見ても、映っている檸檬れもんが着ている服にはブランドのロゴなんて見当たらない。ただ、何度も洗せん濯たくしたからあれが気に入っているのは知っているし、上下で分かれているように見えて実は繫つながっているのも知っている。

　けど、どこのブランドかなんて全然分からん。服は金だけ出して自分で買わせてるし。

「さ、そろそろ時間だよ。二人とも、せーので解答を出してね。それじゃ、せーのっ…………おおっと、のりちゃん正解！　さっすがー、よく分かってるー！」

　須す賀が沢さわが両手で抱かかえたボードには『リリー・スタイル』と書かれていた。それを見てもピンとこない。

「……これ、俺に不利すぎないか？　レディースのブランドなんて全然知らないぞ」

「檸檬れもんちゃん様に興味を持っていれば知る機会はあったはずだよ。そんなわけで第二問です！　檸檬れもんちゃん様がブラジャーを買う時に一番気を付けていることはなんでしょうっ？」

　そんなの分かってたまるか。むしろ知っている方がキモいし。

　続けざまに男兄弟には難易度激ムズな問題を出しやがる檸檬れもんもどきを睨にらみつけるが、鼻歌でも口ずさみそうなご機き嫌げん顔がおで見返してくる。

　もう匙さじを投げたくなる……が、この問題なら須す賀が沢さわも答えを知らないかもだ。それに、妹が一向に育ってくれない胸を気にしているのは知っている。

　だったら答えは……

「二人とも書けたみたいだね？　じゃ、答えをオープン！」

　促うながされて俺が出したボードに書いてあるのは、『胸が大きく見えるようにする』だ。

　一方の須す賀が沢さわはというと……

「『育つことを考こう慮りよしてワンサイズ大きめにする』……のりちゃん正解っ。やー、これは乙おと女めの常識だったかなー？」

「ど、どうなのかなぁ。わたしは適正サイズの方が、動いた時にズレたり擦すれたりしなくていいと思うけれど」

「あたし精せい霊れいだからそーいうのよく分かんないけど、檸檬れもんちゃん様は『何事にも代かえがたいのが未来だ』って言ってるよ。格好いいよね！　そしてお兄ちゃんは二連敗ですなー」

　にゃははと笑う檸檬れもんもどきに、俺は何も返せない。悔くやしいからじゃなくて、想像以上に正解が下らなくて呆あきれているからだ。つーかあれでワンサイズ大きいって、あいつブラなんて必要ないんじゃなかろうか？

「では次っ、三問目です！　檸檬れもんちゃん様が今一番好きな芸能人は誰だれでしょうっ？」

　早くも点差が開いてどうしたもんかと思ったが、ようやく普ふ通つうに答えられる問題がきた。確信はないけど、これならいくつか候補がある。

　その中でも一番有力な若手俳優の『小こ日向ひなた篤あつし』とホワイトボードに書いて、檸檬れもんもどきの「それじゃ、解答どーぞ！」の声に合わせて出す。須す賀が沢さわは『緑みどり乃のあおいさん』と中学生アイドルの名前を書いていて、そっちもかなりありそうだった。

「おお、二人ともいい線ついてるねー。正解は……小こ日向ひなたくん！　お兄ちゃんようやく一問正解だね！」

「いや最初からこういう普ふ通つうの問題出せよ。服のブランド名はまだ分かるけど二問目は論外だろうが」

「常識に縛しばられないのが檸檬れもんちゃん様クイズなんだよ！　さあ次っ、第四問──」

　それからも威い勢せいの良いい精せい霊れいは次々に問題を出してきた。問題の難易度はカオスで、『好きなお菓か子しの商品名は？』とか『今一番やりたいゲームのタイトルは？』みたいな割と普ふ通つうの問題もあれば、『先週一番笑った出来事は？』とか変顔している画像出されて『これを撮とってくれたのは誰だれ？』とか意味不明すぎてベリーハードどころじゃない。

　そして結果はというと……

「さあ、いよいよ次が最後の問題だよ。現在のところ、なんと二人とも同点！　なので最終問題は早い者勝ち、正解した方を勝者とします！」

「…………長かった……」

　思わずぼやいてしまったが、これはもう仕方ないはず。二十問以上とかアホか。

　というか、須す賀が沢さわが俺と同率で正解しているのが凄すごすぎる。檸檬れもんが姉みたいに慕したっていて色々話しているのは知っていたが、ちゃんと覚えているのは驚きよう愕がくの一言だ。

　何だかんだで好勝負になってしまったが、負ける訳にはいかない。疲つかれて頭の回転が鈍にぶっているけど、だからこそここで決めないと。再さい挑ちよう戦せん出で来きるとしてもやりたくないし。

「最終問題は、間ま違ちがい探さがしだよ。これから見せる画像は一週間前に撮とったものだけど、一つだけ間ま違ちがいがあります。それを正しく指し摘てきした方が勝者です！　ちなみに不正解なら相手が答えるまで一回お休みね」

「……最後の最後で普ふ通つうのクイズっぽくなったな」

「全部ちゃんとしたクイズだったよ！　じゃ、準備はいい？　問題の画像は……これだっ」

　威い勢せい良よく檸檬れもんもどきが出したタブレット端たん末まつには、自分の部屋で寛くつろぐ檸檬れもんの姿が映っていた。よく見る部屋着姿で髪かみは一つに纏まとめ、ベッドに座すわって斜ななめ上からの自じ撮どりショットだ。

　これだけで間ま違ちがい探さがしと言われても…………

「なんだろう……？　…………えっと、はい」

「おおっと、のりちゃんどうぞ！　一発正解でお兄ちゃんに止めを刺さしちゃえ！」

「自信はないけど……画像が加工してあるとしたら、ちょっと髪かみが短い……？」

「あー、残念っ。でものりちゃん、いいとこ突ついてたよ！　檸檬れもんちゃん様は『もう正解でもいいんじゃないかな』って思ってるくらいだし」

「ざけんなよ。次、俺が答えていいんだよな？」

　勝手を抜ぬかすここにはいない妹に毒づきながら手を挙げると、檸檬れもんもどきは意外そうな表情をする。

「え。もう分かったの？　鈍どん感かんなお兄ちゃんが？」

「鈍どん感かんは余計だ。間ま違ちがいってのは一週間前じゃなくてもっと前、ってことだろ」

「………………その理由はっ？」

「付けてる髪かみ留どめ、あれ一ヶ月くらい前になくしたやつだろ？　檸檬れもんが違い和わ感かんなく画像を加工するだけのスキルなんてないから、だったら写真自体がもっと前のだ。服と髪かみの長さからすると、二ヶ月くらい前の写真か」

　須す賀が沢さわが髪かみの長さに言げん及きゆうしたのも間ま違ちがいじゃない。問題自体がダウトという引ひっ掛かけだから、素す直なおな須す賀が沢さわは別の解かい釈しやくをしただけだ。

　ほぼ正解と確信して解答した訳だが……面おも白しろくなさそうな檸檬れもんもどきの表情を見るに、どうやら間ま違ちがいじゃなかったらしい。

「……ちぇっ、正解だよ。あーあ、いい問題だと思ったのになー。こんな簡単に正解されちゃうなんて」

「檸檬れもんが髪かみ留どめをなくした時に大おお騒さわぎしなければ気付かなかったかもな。とにかく、ここは俺の勝ちってことでいいんだろ？」

「はいはい、勝ちでいいですー。最終関門も突とつ破ぱで最上階に行けるようにしといたから、とっとと行っちゃえばいいよ。あと檸檬れもんちゃん様が『のりちゃん、協力ありがとね』って」

「あ、うん、大したこと出来なくてごめんね……って伝えておいてくれる？」

「了りよう解かいです！　それじゃ、お兄ちゃんは震ふるえて先に進むがいいよっ！」

　下したっ端ぱ感かんのあるセリフを吐はいて、檸檬れもんもどきはその場から姿を消した。妹の性格をコピーしているだけあって面めん倒どうな精せい霊れいだったが、あの感じだと次は本人が待っているのだろう。

「悪かったな、須す賀が沢さわ。こんなアホみたいなイベントに付き合わせて」

「ううん、気にしないで。檸檬れもんちゃん、明るく振ふる舞まっていたけどかなり思おもい詰つめていたみたいだから。怒おこらないであげてね？」

「……保証はしないが、そう言われると頭ごなしには𠮟しかれないな」

「あ、それは噓うそ。最初からそんなに怒おこるつもりなんてなかったよね？」

　見み透すかしたように微ほほ笑えまれると、イエスともノーとも言いいづらい。今でも十分須す賀が沢さわには頭が上がらないから、これ以上負ふ債さいを増やすのは止やめて欲ほしい。

「……あいつがどういうつもりでこんなことしでかしたのか少しは汲くみ取とれたから、拳げん骨こつは勘かん弁べんしてやるよ。説教は帰ってからするけどな」

「うん、それがいいかもね。これ、よく分からないけど凄すごい建物なんでしょう？」

「……ん？　もしかして須す賀が沢さわはこれがどこにどんな感じであるのか知らないのか？」

「そうだよ。魔ま法ほうで連れられた時は中だったし、窓もないから外の様子は見れないし……えっ？　ど、どうしてそんな苦い表情になるのっ？」

　知らぬが仏、と思ったので「や、何でもない」と誤ご魔ま化かした。

　須す賀が沢さわは納なつ得とくいかなそうな様子だったが、不意に『くきゅるるるる』と控ひかえめな音が聞こえてきた。何の音かは須す賀が沢さわが慌あわててお腹なかを押おさえたのですぐに察する。

「あー……なるべく早く終わらせるつもりだけど、待っている間に二つ下の階でカレーでも食べててくれよ。たぶんまだ残ってるはずだから」

「そ、そう？　え、と、じゃあ……お言葉に甘あまえちゃおうかな」

　顔を真っ赤にした須す賀が沢さわがこくこくと頷うなずいたので、俺は一足先に移動用の円の中へと入る。

　そして最上階へと──向かう前に、

「そういや須す賀が沢さわ。ちょっと遅おそい時間帯になったが、すぐに帰らなくても平気か？」

「えっ？　うん、大だい丈じよう夫ぶだよ？」

「だったら戻もどってから少し付き合ってくれ。巻まき込こんだ詫わびじゃないが、結構評判の良いいケーキを予約してあるんだ」

「それって…………うん、じゃあお呼ばれしちゃおうかな」

　どこかホッとしたような笑え顔がおを浮うかべた須す賀が沢さわに、俺は「ありがとな」と礼を言う。あと、ケーキという単語に反応したのか微かすかにお腹なかが鳴る音がしたのは聞きかなかった振ふりで。

　約束を取り付けたところで、俺は小さく息を吐つき……改めて頭上を見上げる。

　そこで待っているはずの妹は今どんな顔をしているのかを考えながら、最後になるはずの移動をした。





◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆






「──ようやくここまで辿たどり着ついたね、お兄ちゃん」

　一いつ瞬しゆんで最上階に移動した俺を迎むかえたのは、見慣れた私服の檸檬れもんだった。精せい霊れいと違ちがっておかしな耳や尻しつ尾ぽもなく、宙に浮ういてもいない。そして何より、見た瞬しゆん間かんにそうだと分かった。

　つまりこいつが、本物の檸檬れもんだ。

「ここが最上階ってことか……ったく、随ずい分ぶんと時間を使わせやがって」

「明日は日曜日だから問題ないじゃん。まだそんなに夜も遅おそくないし」

「アホか、問題しかねぇよ。ほら、さっさと帰るぞ」

「そうはいかないよ！　ここまでの試練は謂いわばお遊び……本当の本番の要求はこれからなんだからねっ?!」

　鼻息荒あらくそんなことを言われても、全然迫はく力りよくも威い圧あつ感かんもない。というか、喩たとえでも何でもなくマジで遊びに付き合わされただけだし。

　ちなみに最上階はだだっ広いフロアなのかと思いきや、いくつもの部屋に分かれているらしくパッと見はそこまで広さを感じなかった。

　ここで何をするつもりなのか知らないが、これで最後なら手早く終わらせたい。まあ、そう簡単にいくとも思えないが。

「んで、お前の要求は何だよ？　どんな無理難題か、とりあえず言ってみろ」

「全く、お兄ちゃんはこの状じよう況きようでも上から目線だね。でも、そんな風に振ふる舞まえるのは今だけだよ」

「はいはい。で、何を言う気だ？」

「あたしからの要求はたった一つ──これからはあたしの言うことにお兄ちゃんは絶対服従！　その条件を吞のむんなら家出をやめて戻もどってあげ、」

「無理。却きやつ下か。寝ね言ごとは寝ねて言え。顔洗って出直して来い」

「最後まで言う前にっ?!　しかも酷ひどいっ、もっとちゃんと考えてから返事してよ！」

　猛もう抗こう議ぎしてくる檸檬れもんだが、俺は冷ややかな視線をくれてやる。

「お前こそちゃんと考えてから物を言えよ。俺がその要求に頷うなずくと本気で思ってるのか？」

「思うわけないじゃん！　でもほらっ、こういう無む茶ちや振ぶりから交こう渉しようして妥だ協きよう点てんを探さぐっていくものだって聞いたもん！」

「そんなテクニック誰だれに聞いたんだよ？」

「加か奈なちゃんがお小こ遣づかい交こう渉しようの時にやるって教おしえて貰もらったの！」

　その名前で俺としては納なつ得とくだ。その手のことを檸檬れもんが自分で見つけ出すのはちょっと無理がある。さっきも年ねん齢れい以上に大人びた空気を出していたし。

　ただ、それを踏ふまえても俺が頷うなずくことはまずないが。

「……仮に俺がその条件を吞のんだとして、だ。お前の言うことを何でもハイハイ聞く俺をどう思うんだよ？」

「え。えーと…………気持ち悪い」

　真顔で言いやがる。それはそれでムカつくけど、その反応をするのならまだマシだ。話し合う余地はある。

「だろ？　そもそもお前、何がしたくて家出したんだ？　原因が昨日のことなら、要求で妥だ当とうなのは『テレビ出演を認めろ』のはずなのに、全然言い出さないしな。あれは切きっ掛かけかもしれないが、そこまで拘こだわってないんだろ？」

「う……相変わらず変なとこは鋭するどいお兄ちゃんだね……女心には疎うといくせに」

「やかましい。んで、結局お前の目的は何なんだ？　世間に存在をアピールしたいっていうんなら、顔出し動画を上げた時点で達成されただろ？」

　これで住所氏名まで晒さらしたいとか言い出したら本気のお仕置きコースだが、そうすることはないと確信もある。ここまでの試練の内容から、こいつが本当に望んでいたことは多少想像が付く。

　俺の追つい及きゆうに、バツの悪そうな表情をしていた檸檬れもんは言いたくなさそうに床ゆかを靴くつ裏うらでぐりぐりやっていたが、無言が続くとその空気に耐たえ切きれなくなったようにこっちを睨にらみ、

「…………ったの」

「あ？　今なんて言って……」

「何かヤだったの！　魔ま法ほうが使えるようになって凄すごいこと色々出来るようになったし、たくさんの人があたしのこと褒ほめてくれたのに、お兄ちゃんは全然褒ほめてくれないし！」

　堰せきを切ったように喋しやべり出だした檸檬れもんは、顔を真っ赤にして叫さけぶ。

　俯うつむき加減で、それでも目は俺のことを真まっ直すぐに強く見ていて、涙なみだまで浮うかべて。

　いつも感情豊かな檸檬れもんだが、それとは一線を画した剝むき出だしの自分で話し続ける。

「……誕生日が来て封ふう印いんが解けた時、魔ま法ほうが使えるようになったことより、自分が捨て子じゃなかったことが嬉うれしかったの。でも、ちょっと経たったらすっごい不安になって……あたし、皆みんなとは違ちがうんだな、って。だから皆みんなに認められたくて、どうせなら昔なりたかった正義の味方みたいに世界を平和にしようって思って、それで……」

「……だからいきなり世界会議に乱入したり食しよく糧りよう難なんを解決しようとしたりしたのか？」

「えっ？　あ、や、それは違ちがうよ。あたしが捨て子だって虐いじめられていた時に助たすけて貰もらいたかったから、同情みたいな気持ちで……かな……？」

　そんなことを檸檬れもんが言われていたのは、ほんの一時期だけだ。田舎いなかでは噂うわさが広まるのが早く、子供達は悪気なくからかい半分の軽い気持ちで囃はやし立たて、檸檬れもんは泣いたりせずに怒おこって対たい抗こうしようとしたから余計に子供心を擽くすぐったんだと思う。

　まあ、すぐに気付いた俺が下級生の教室に出張ったことで心ない発言をされることはなくなったらしいが、あれは俺にとって微び妙みように黒歴史なので置いておくとして。

　檸檬れもんが幼心に深く傷付いて、治り塞ふさがってからも傷きず跡あとは残っていたということだ。

「助けた人達は喜んでくれたし、偉えらそうな大人達はあたしのことを持ち上げてご機き嫌げん伺うかがいしてくるようになって……でも、お兄ちゃんは褒ほめるどころかお説教ばっかりだし。あたしが凄すごくなっても全然嬉うれしそうじゃないし！」

「なるほどな。それが気に食わなかったのか？」

「それだけじゃないもん！　あたしには厳しいのに他の人には優やさしいし！　のりちゃんは長い付き合いだからまだ分かるけど、たいらーさんへの態度は……何なのあれっ!?　下心が見みえ透すいてキモい！」

「……あの人に対してそういうつもりはないんだけどな。マジで」

「あんなにおっぱい見ておいてそんなこと言ったって信じられる訳ないじゃんっ！」

「………………」

　今の一言はマジでショックだ。俺、むしろ見ないようにしていたつもりなのに、そんなにガン見していたのか。理性が本能に完全敗北してやがる。

　妹からの指し摘てきにヘコむ俺を他よ所そに、怒おこったままの檸檬れもんは目に涙なみだを溜ためて、

「だからテレビに出てもっとたくさんの人に認みとめて貰もらえれば、流石さすがのお兄ちゃんもあたしのこと自じ慢まん出で来きるって認めてくれると思ったのに……なのに……！」

「…………つまり、あれか。俺がちゃんと認めないからこんなことをしたのか？」

「……………………………………違ちがわなくもない」

「そうか。お前の気持ちはよく分かった」

　まあ、ここに来るまでの間に、何となく察してはいた。

　要するに檸檬れもんは、不安だったんだろう。異世界の姫ひめという真実を知ってしまったことも、まるで変わってしまった周囲の反応と比べて俺が冷さめていたことも。

　だから小さい子供みたいに構かまって貰もらいたがった結果が、これだ。馬ば鹿かな俺でもそれくらい分かる。

　ただ、残念なことに馬ば鹿かなのは俺だけじゃない。

「──アホかお前は。何を勝手に暴走してやがるんだ」

「なっ?!　こ、こんな涙なみだながらの告白をしているのにアホってどういうことっ!?」

「そうとしか言い様がないだろ」

　俺はやれやれだと肩かたを竦すくめ、残念な子を見る目を泣き顔で怒おこる檸檬れもんに向ける。

「俺がお前に厳しいなんて当たり前だろ。兄きよう妹だいなんだから」

「でもっ……その、結局あたし達は血が繫つながってないし…………あいたっ!?」

　言いながら不安になったのか声が小さくなる檸檬れもんの頭を、俺は軽く叩たたく。前の時と違ちがって例の『聖なる揺ゆり籠かご』は発動しなかった。

　その事実にほんの少しだけホッとしつつ、俺は続ける。

「血が繫つながっていようがいまいがお前は俺の妹だろ。何年一いつ緒しよにいると思ってやがる。しかも手間ばっかかけさせて……妹じゃなかったらとっくに放り出してるわ」

「で……でも……」

「ったく……俺の口からは言いたくなかったが、話してやる。小学校に上がった頃ころに、俺が父さんから聞いた話だ」

「……え？　お父さんから……？」

　この流れで亡なくなった父親の話題が出るとは思っていなかったらしい檸檬れもんに、俺は小さく頷うなずいてから、出来れば祖じ父いさんに任せたかった話をする。

「俺の名前、『太た一いち』だろ？　だから二人目の子には『二』って漢字を入れようって決めていたんだと。母さんのお腹なかにいた子は検査で女だって分かってたから、出産間近で流産した子の名前は先に決めていて、『二ふた葉ば』にするつもりだったらしい」

「…………」

　話に聞き入る妹の目に不安の色が混ざる。そりゃそうだろう。こいつの名前は『檸檬れもん』で、全然違ちがう。

　だが、肝かん要ようなのはそこだ。

「祖じ父いさんがお前を拾って、うちの子にするって決めた時にな。父さんは『二ふた葉ば』って名前をそのまま付けようとしたんだが、母さんが反対したんだ」

「…………どうして？」

「『産まれなかったあの子はあの子、うちに来てくれたこの子は違ちがう子こなのだから、代わりにはしたくない』って。だからお前は『二ふた葉ば』じゃなくて『檸檬れもん』になったんだよ」

「…………ぁ……う、あ……っ……！」

　ただでさえ涙なみだを浮うかべていた檸檬れもんの顔がくしゃっとなり、ポロポロと涙なみだが零こぼれる。お世辞にも可か愛わいいとは言えない顔になっていて、それが俺には嬉うれしい。俺にとって両親はあの二人だけで、妹が檸檬れもんだけのように、檸檬れもんも同じように感じてくれていたと分かるから。

「だから俺は──俺だけはお前を甘あまやかさない。周りが褒ほめてくれる分、俺は厳しくする。じゃないとお前、すぐに初しよ心しんを忘れてつけ上がりそうだしな」

「……う、うっさいなぁ…………でも、あたしっ……あたしが妹だってこと、お兄ちゃんに自じ慢まんして貰もらいたくて……！」

「するかよ、妹を誰だれかに自じ慢まんするなんて気持ち悪いこと。お前だってしないだろ？　『うちの兄はご飯作って掃そう除じ洗せん濯たくもしてくれる自じ慢まんの兄です』なんて言わないだろうが」

「………………言わない…………ブラコンっぽくてキモい……」

「だろ？　だからいいんだよ。自じ慢まんなんてしないし、自じ慢まんにならなくてもいい。お前は俺の妹で、特別なんかじゃなくてもそれだけは変わらないんだから」

「…………っ……」

　俺の言葉の何が琴きん線せんに引ひっ掛かかったのか、泣なき止やみかけていた檸檬れもんがまたボロボロと泣き出す。声を出さずにしゃくり上げて、すぐ前にいた俺の服を両手でギュッと摑つかんで。

　こいつのガチの泣き顔を見るなんて、両親の葬そう式しき以来かもしれない。虐いじめられていたことが発覚した時も、涙なみだぐみはしても泣かなかったのに。まあ、バラエティ番組見て泣き笑いしたり激げき辛から料理で泣なき叫さけんだりしている姿はたまに見るけど、それはノーカンとして。

　普ふ段だんどれだけ陽気で吞のん気きで悩なやみなんてなさそうな顔をしていても、こいつはこいつでずっと抱かかえ込こんでいるものがあるんだろう。こうやって爆ばく発はつするまでに気付いて発散させてやれなかったのは、兄として不ふ甲が斐いない。

　だが、それでも檸檬れもんの兄は俺しかいないんだから、兄失格なんて烙らく印いんだけは押おされないよう今後も頑がん張ばるだけだ。

　泣きじゃくる妹の背中をポンポン叩たたいてやり、嗚お咽えつが聞こえなくなった辺りで、俺はあることを思い出す。

「あ。ちなみに、どうしてお前の名前が『檸檬れもん』になったか、聞きたいか？」

「……ん…………聞いても大だい丈じよう夫ぶなヤツ……？」

「ああ。ゼロから考えようってなったけどすぐには思おもい浮うかばなかったから、祖じ父いさんが『じゃあ次に作るつもりだったのレモンだから、檸檬れもんにしとこうか』って言い出して、何となくそれで決まったんだと」

「なぁっ!?　何それ酷ひどい、聞くんじゃなかった！」

　意外すぎる名前の由来に、勢い良く顔を上げた檸檬れもんからブーイングが飛び出す。

　そのぐしゃぐしゃになっている顔を、俺は持っていたハンカチで雑に拭ぬぐってやり、

「父さん達はどことなく外国の血が混じってそうな感じだったから賛同したって言ってたぞ。実際、小さい頃ころのお前って今より色素薄うすかったしな」

「うう……なんかもう感情ぐっちゃぐっちゃだよ……もっと違ちがう時に話してくれれば良かったのに……」

　じとっとした目で抗こう議ぎしてくる檸檬れもんの気持ちも分かる。

　けど、俺だって名前の由来をついでに話した訳じゃない。

「前々から祖じ父いさんに言われてたんだよ。お前が十五歳さいになったら、ちゃんと名前のことを話してやれって」

「えっ？　でもあたしの誕生日、実は一ヶ月以上前だったって……」

「みたいだな。けど、うちの家族にとっては、祖じ父いさんがお前を拾った日が誕生日なんだ。だから──誕生日おめでとう、檸檬れもん」

　俺の口から出た祝福の言葉に、檸檬れもんはキョトンとした顔をしていた。

　だが、すぐに気付いて大口を開け、

「あっ?!　もしかして今日って……!?」

「お前の誕生日だよ。色々ありすぎて忘れていたみたいだけどな」

　例年なら数日前からしつこいくらいに『そろそろだなー。誕生日、もうすぐだなー』と露ろ骨こつにアピールしてきていたのにそれがなかったので、もしかしたらとは思っていた。本来の誕生日が分かったから、ってのもあるんだろう。

「あああっ、どうしよう?!　加か奈なちゃん達を誕生パーティーにお招きしたかったのに！　ケーキもプレゼントもないし！」

「お前がこんなアホなことしでかさなければ、今いま頃ごろ家でパーティーだったんだけどな。ケーキの予約はしていたし、平たいらさんに御ご馳ち走そうの準備もして貰もらっていたのに」

「ぐあああ…………ああああああっ…………なんという勿もつ体たいないことを…………！」

　年とし頃ごろの女の子が出したらまずい声を上げて崩くずれ落おちる檸檬れもんだが、自じ業ごう自じ得とくだ。

　全く、何の為ために今日はバイトを早めに上がる予定にしていたんだか。サプライズになるかとも思ったが、俺の予想していたサプライズってこういうのじゃないし。

「悔くやんだって仕方ないだろ。ほら、さっさと帰るぞ」

「う、うぅ…………帰っても、パーティーは……」

「明日やればいいだろ。それにケーキはまだ受け取れるぞ。予約した店は十時までだから、うかうかしてると閉店しちまうけど」

「っ、じゃあ急いで帰って食べる！　カレー食べたからそんなにお腹なかは減ってないけど絶対食べるっ！」

「……そういや俺と平たいらさんが作ったカレー、二皿とも食ったんだっけか。さらにケーキとか、太るぞ？」

「うぐっ……い、いいじゃん、せっかくの誕生日なんだから！」

「じゃあケーキが今年の誕生日プレゼントな。あと皆みんなを巻まき込こんで迷めい惑わく掛かけたんだから、プレゼントは皆みんなにも振ふる舞まえよ」

「なぁっ!?　一時の思い出なんかより形に残る物が欲ほしい年とし頃ごろなのにっ！　そんなの酷ひどいよお兄ちゃん！」

　摑つかんだままの服が伸のびるくらい揺ゆさぶって抗こう議ぎしてくる妹に、俺は「はいはい」と聞き流してやり過ごす。

　本当は明日欲ほしがっていた靴くつを一いつ緒しよに買いに行ってやる予定だったが、散々苦労させられたんだから、これくらいの意地悪はいいだろう。




　──こうして、妹タワーなんて黒歴史確定の名前を付けられた魔ま法ほうの塔とうでの騒そう動どうは、一件落着で幕を閉じ。

　逆ぎやく召しよう喚かんで消えていくタワーや駆かけ寄よってくるマスコミを尻しり目めに、俺と檸檬れもんは須す賀が沢さわと平たいらさんを拾って我わが家やへと帰った。
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「ねぇねぇお兄ちゃん、やっぱさっきの色の方が良くない？　黄色より赤の方が大人っぽくていいかなー、って思うんだけど」

「こっちの方がいいだろ。黄色はお前に似合ってるし」

「む。それって名前が檸檬れもんだから？」

「いや、カレー好きだから。戦隊モノでもそのポジションだろ」

　素す直なおな意見を述べる俺の背中に、妹が抗こう議ぎの張り手をしてくる。いい音がして割と痛いが、これも兄きよう妹だいのコミュニケーションだから、甘あまんじて受け入れておく。

　大おお騒さわぎをした昨日の一件で世間がざわついている日曜日、俺と檸檬れもんは隣となり町まちのデパートで買い物をしていた。あんな風に動画で顔出しをしたから心配だったが、今のところはまだ檸檬れもん絡がらみで騒さわぎにはなっていない。

　身バレは時間の問題だろうが、少なくとも今日くらいは余計な邪じや魔まなど入らず兄きよう妹だい水入らずで買い物を済ませたかった。何しろ誕生日プレゼントを選んでいる訳だし。

「あー、でも楽しみだなー。のりちゃんも加か奈なちゃんもパーティーに来てくれるって言うし、たいらーさんの手作りケーキもあるし」

「……お前、昨日ケーキワンホールを殆ほとんど一人で食っておいて、まだ食べたいのか？」

「あれはチョコレートケーキだったじゃん。たいらーさんにはフルーツ盛もり沢だく山さんのショートケーキを頼たのんだから、全然別物だよ。カレーとハヤシライスくらい違ちがうよ」

　そこでカレーが喩たとえに出て来る辺り、やっぱこいつは黄色担当だと思う。

「んー……これもいいけど、向こうの店も見ておきたいな。お兄ちゃん、別に良いいでしょ？」

「……今日ばっかは仕方ないな。けど、予算は守れよ？」

「一万円以内かー。高いの一足にするか、安いの二足買うかでも悩なやみ所どころだよねぇ」

　小難しい顔をして試ためし履ばきをしていた靴くつを店員さんに返し、俺と檸檬れもんはひとまず店を出た。これでもう三軒げん目めだが、ゴールは見えている。あと少しの我が慢まんだ。

　──と、そこに。

　全く予期していなかった邪じや魔まが割って入った。

『おおっ！　ようやく見つけましたぞ！』

　突とつ然ぜん聞こえて来た耳が痛くなる声に、俺は驚おどろきながら振ふり返かえり……そこでさらに驚おどろかされることになった。

　やや上から声がしたとは思ったが、そこにいたのは小さな鳥だった。けど、こんな鳥は見たことがない。真っ黒だし、頭に小さな角が生えている。

　しかも飛び回るのではなくその場で羽ばたいて、俺達を──檸檬れもんを見下ろしていた。

『魔ま力りよくの残ざん滓しを辿たどり、遥はる々ばる別の世界にやって来た甲か斐いがありました！　姫ひめ君ぎみが無事にご成長なさって何よりです！』

「……え、もしかして異世界の鳥なの？　どーしてあたしに？」

『それは勿もち論ろんっ、姫ひめ君ぎみにお戻もどり頂いただき、我わが国くにを再建する為ために──』

「はいボーン」

　黒い鳥に最後まで言わせることなく、檸檬れもんの雑な一言で鳥は火だるまになる。それも一いつ瞬しゆんのことで、灰も残さず消きえ失うせた。

「あー、折角良いい気分だったのにさー。ほら行こっ、お兄ちゃん」

　唐とう突とつな展開に付いていけない俺の手を檸檬れもんが引っ張るが、ちょっと待てと言いたくなる。

「……いいのか？　今の、お前が生まれた世界からのだろ？」

「うん、使つかい魔ま。誰だれのだろうなー。宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しさんにしては雑な魔ま力りよくの使つかい魔まだったから、たぶん別の人なんだろうなー」

「いやいや、それを訊きいておいた方が良かったんじゃないか？　第一、お前だって訊ききたいこと色々あるだろ？　実の両親のこととか──」

「んー、気にはなるけど、別にいいかなー。あの使つかい魔まが先にそれ言ってたら聞いてあげても良かったんだけど、国がどうとか言うし。向こうに行くつもりもないし、そんな面めん倒どう事ごとに巻まき込こまれてまで知りたくないもん」

「……檸檬れもんは、それでいいのか？」

　そう簡単に割り切れないと思うから訊たずねた俺に、振ふり向むいた檸檬れもんは笑え顔がおを見せる。

　強がりでも作ったものでもなく、心の底から嬉うれしそうな笑え顔がおを。

「うん。だってあたしにはお兄ちゃんがいるし。家族がいるのはこっちの世界だもん」

　──誕生日プレゼントのお返しとしては十分すぎる言葉に、それ以上俺から言うことはなかった。
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あとがき




　初めましての方もお久ひさし振ぶりな方も、まずはこの本を手に取っていただきありがとうございます。作者の上こう月づき司つかさです。新刊が二年振ぶりということでなんかもうあとがきに何を書けばいいか忘れてしまっている状態ですが、ぼちぼちやっていきたいと思います。




　とりあえずネタバレを避さけつつ今作の話をしてみよう、と考えたところ、一つ丁度いいのがありました。たぶんこの話が続こうが続くまいが説明する機会はないだろう『檸檬れもんの魔ま法ほう、めっさ日本語や英語っぽいのが混ざっている問題』について。

　檸檬れもんは異世界の言語を知らない訳ですが、特とく殊しゆな魔ま法ほうで脳に刷すり込こまれている状態です。封ふう印いんが解かれた時に夢という形で説明されたのも、檸檬れもんが分かるように知っている言語で翻ほん訳やくされた──という仕組みで、呪じゆ文もんに関しても同じく。普ふ通つうの異世界魔ま術じゆつ師しと違ちがって刷すり込こまれた魔ま法ほうデータを魔ま力りよくで呼び出しているから、呪じゆ文もんが適当でもちゃんと発動する訳です。

　ただし難易度が高いものは集中しないと上う手まく発動しないので儀ぎ式しき的てきに呪じゆ文もんが必要となるし、『どうしてこの構成でこの結果を生み出す魔ま法ほうになるのか？』を全く理解出来ていない現在、独自のアレンジは全然出来ません。例えば『【轟華炎フレアカメリア】』は岩をも溶とかす超ちよう高こう温おんの炎ほのおを出すのと同時に、対象以外を高熱から守る防護が展開されるのですが、普ふ通つうの異世界魔ま術じゆつ師しなら簡単に出来る防護のオンオフや一部対象のみに範はん囲いを絞しぼることを檸檬れもんは出来ない状じよう況きようです。炎ほのおの強弱ならば辛かろうじて……というところ。

　……と、少し話が逸それた。つまり檸檬れもんの呪じゆ文もんがああなっているのは『元の呪じゆ文もんを（檸檬れもんなりに）訳したらああだったから』です。中二病っぽいワードはゲームや漫まん画がの影えい響きようでそういう言葉を知っていたから。まあ元の呪じゆ文もんも仰ぎよう々ぎようしくて全然一いつ般ぱん的てきじゃない言葉だらけなので、仕方ないといえば仕方ない。

　ちなみに檸檬れもんは魔ま法ほうで刷すり込こまれていて魔ま力りよくもあるから呪じゆ文もんを唱えれば発動しますが、もし魔ま力りよくがある人が同じ呪じゆ文もんを唱えたところで発動せず、痛い子だなって目で見られて終わりです。




　今作もイラストを描かいていただいたあゆま紗さ由ゆさんや編集さんを始めとして様々な方にお世話になりました。ありがとうございます。続きが出るか出ないかはぶっちゃけ分かりませんが、ここまで読んでいただいた方にはまた手に取とって貰もらえると幸いです。

　それでは、またの機会に～。
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